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口 巻頭 言 


変動 期中 平常 基 


最 上 武 奴 


この 20 こ 30 年 の 間 に 日 本 は 随分 色 * の こと を 経験 し た 。 明治 維新 を 挟ん だ 3090 年 と いう と , 大 
体 ペリ ー の 黒船 ぎ か ら 西南 の 役 の 間 ぐ らい に な る 。 これ も 大 変動 の 時 代 で あっ た が , 最近 の 20<30 
年 も それ に 負け な い 大 変動 期 で も っ た 。 そし て これ か ら ゃ それ が 続く と 思わ れる 。 その 時 代 に 巡り 会 っ 
た は 一 つ し か な い 一 生 と し て 不思議 な 因縁 と いう 他 は な い 

私 舌 の 幼 年 時 代 は 第 1 次 世界 戦争 の 時 に あたる 。 軽工業 製品 と ほ い え 、 東 洋 各 地 へ の 輸出 が 伸長 し 
た 。 明 治 の 人 を は わが 国 が 西洋 の 植民 地 に な っ て し まう こと を 最も 恐れ て いた 。 これ は 彼 向 の 努力 で や 
っ と 免れ た も の の , そし て 国民 の 精神 は 高揚 し て いた よう で ある が , 実際 に は 日 本 は まだ 一 静 小 国 に 過 
ぎ な か っ た の で ある 。 ず っ と 私 達 が 聞か され で いた こと は , 日 本 は 並 か ら 他国 の 真似 ぽか り し て いる と 
いう こと だ っ た 。 これ に 全 勿 論 誇張 が ある が , 確か に 真似 が 多かっ た の だ か ら 仕 方 が な いこ と と 思わ れ 
る 。 ニ これ に つい て , あ る 人 は 国民 性 で も る と いい , 文 沖 政策 が 誤っ て で いる と も い ゆ い 。 また, 事業 守 が 利 
を 先 に し , 将来 を 考 を て いな い の だ と か , 各 人 各 様 な こと を 言っ て いた 。 今 か ら 考 えれ ば , 事 は そん な 
に 簡単 で は な く , 一 つや ニ つ の こと に 原因 を 決 ぬ て し まう こと は で き な い の だ と 思わ れる の で ある 。 

さて , その 後 , 日 本 は 戦争 時 代 , 敗戦 . それ に よる 混乱 を 経験 する 。 そ し て 現在 も 激動 は 続い て い 
る 。 色 々 な 意味 で 日 本 も いく ら か 成長 し , 価 か ずつ で は あっ た が 次 第 に 区 積 され で きた 近代 的 技術 その 
他 , 一 言 に し て 言え ば 国力 に よっ て いく ら か 他人 真似 を 脱 す る こと も で きる よう に な っ た よう で ある 。 
その 代り , 他 の 諸国 が 今 まで 経験 し か か っ た よう な こと に 悩ま ね ば な ら な く な っ た 。 量 の 変化 が 質 の 変 
化 を も た ら す こと を 身 を も っ て 経験 し . あま り 有 難い こ ほな い が , 公害 を 世界 に 先がけ て ひっ か ぶ 
る と いう 調子 で ある 。 資源 問題 , エ ネル ギー 問題 も 日 本 に と っ て は 他国 に 対す る より も 遥か に 重く , 
っ し り と の し か か っ て 来る 

科学 や 技術 を 振興 せよ , それ が 繁栄 へ の 唯一 の 道 で ある と は 一 部 心 ある 人 々 が それ こそ 長い 間 中 え て 
来 た こ と で ある 。 蓄積 に よー て いく ら か 技術 が 独り 歩き で きる よう に な り , それ に よっ て 国 の 経済 が ま 
し に な り 。 国民 の 生活 レベル が 若干 向上 し た の も 束の間 , 今度 は 技術 の 罪 科 が 口 々 に 指摘 きれ て いる 。 
先駆 者 を 目標 と し て 進む 間 は 道 は 険しい と いっ て も , 先例 が ある の だ か ら 出 て 来る で あろ う 困 難 は あら 
か じ め 見 当 は つく 。 公害 , 資源 、 エ ネル ギー 問題 を は じ め と し て , これ か ら わ れ わ れ の 前 に 現われ る 問 
題 に は その 解決 に 前 例 の な いも の が ふえ て 来る こと を 覚 何 し な けれ ば な る まい 。 これ は われ われ が 大 人 
に な っ た 証拠 で あら う 。 (本 協会 会 長 ・ 東 京 大 学名 准 教 授 ) 
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1 はじめに 

近年 , 各地 で 流 城 下水 道 が 計画 され , 建設 が 進め られ 
て いる が 。 神 奈川 県 で も 相模 川 , 尊 名 川 両 流 威 下水 道 暫 
業 が 着手 され 水質 保 令 。 生活 環境 肖 備 の た め の 抜本 対 
策 と し て 住み よい 県 土 。 由 か な 県 民生 話 を 確保 する た め 
の 一 大 事業 と し て 推進 まれ で いる 。 

0 下水 道 計画 に お ける 約 94 km に 及ぶ 堤 線 
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財 1 fl 下村 画 の 概要 
* 作 奈 川 県 相模 川 紅 訂 記 務 所 長 


核 化 , 省力 化 供 を は か ら UE 
川 流 城下 水道 計画 中 最大 の 幹線 で 
事 第 96-5 工区 (シー ル 8 1 仕上 内 
3.600 mm) で 採用 し で 

る トン ネル か TCP 


2. 工法 選定 の 基本 的 考え 方 


当 流 城下 水道 左 天 排 水 区 ( 図 1 参照 ) の ほぼ 中 典 に 
位 飛 する 海老 名 市 中 新 田地 内 の 現 落 貞 時代 に 
更 武 央 筆 の 命 に よっ て 建立 され 地域 


付近 に は 寺社 等 が 粗 多 的 在 し , 爆 耕 に 造 し た 
か ら 普 か ら の 集落 を 挫 し 最近 は 鉄道 路線 等 に 3 
宅 圏 で も あり , 狭い 道路 に は 交通 が 幅 寺 し て いる 
と 市 道央 が る 幅員 5.5-7.0m の 道路 で あり ・ 道路 中 
心 線 に 建設 する た め , 1,149.4m の うち , 3830 m の 曲線 
(=100 ぶ 1 個所 =B00x8 個所 , 図 一 2 参照 ) 区 
間 を 有する 工区 で ある 。 本 WE 定 の 地 罰 は ほ 
と ん ど が 非常 に よく 締まっ 80 以上 , れき 径 20 
ー30 mm NG ウリ い 側 900m に 
質 シ ルト 層 か 
ー3 参照 )。 地 正木 位 は 路面 
で , 起点 側 砂 れ き 層 と 終点 側 公 
は それ ぞ れ 10*. 10 
水 は 補 給 され る 量 が 少な いた め 

以上 の こと か ら 基 本 的 に は 地下 水 低下 の た ぬ の ディ ー 
ブウ ェ ル 工法 お よび 地租 改良 の た ぬ の 薬 六 注入 を 併用 し 


た 補助 工法 を 採用 し , 地域 住民 の 生活 経済 動 半 路面 
上 に 対す る 彫 郷 を 防止 する 安全 優先 の 計画 と 

3. 掘進 機 の 選定 

以上 の 請 条 件 か ら ト レン ネ ル 工 法 を 採用 する こと と し た 
が 
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③ 切 居 の 自立 に つい て は , れき 律 30-30mm が 多 
を 占め 、 シ ルト 。 地 が 空 げき を で いる も の と 相 
契 き れる 。 これ は W 億 50 以上 が ほとん ど で あ る 点 か 
ち 十 分 れき が か み 台 い 。 自立 が 期待 で きる も の と 考え ら 
れる 。 値 30 程度 の 個所 に つい て は 薬液 注入 ( 図 一 3 
参照 ) に より 地 換 の 強化 を は か り , 切羽 の 安定 を 期す こ 
と と し , 工区 終点 寄り の ジル ト 層 に お いて は , 薬液 計 入 
に よる 効果 は あま り 期待 で きず , 長期 間 舞 支 持 の 状態 で 
は 自立 は 不可 能 で ある た め 、 庁 柄 的 に 大 きい プレ ー ト の 
フェ イス ジャ ッ キ を 有する 括 進 連 度 の 加 い 掴 進 機 と する 
必要 が ある 。 

博 前 の 次 兄 に つい て は , 地質 航 に 入力 で は 不能 率 
で あり , また , 多少 の 琉 内 排水 は 避け られ な い 。 

⑧⑱ 地 艇 の 沈下 に つい て は , 排水 に よる 圧 刀 沈下 と 地 
山 の せ ん 所 破壊 に よる 沈下 が 考え られ る が , 本 工区 で は 
届 期 間 の 排水 で あれ ば 問題 は な いも の と 考え られ る 。 テ 
ー ル ポイ ド が 原因 の 沈下 に つい て は 避け られ な いも の と 
きれ て いる が , 落 溢 注入 に よる 地 人 避 強 公 の 期待 と 掴 進 の 
スピ ー ド 化 に よる 音 込 注入 工 の 早期 施工 に よっ て ある 根 
慶 防止 で きる 。 

所 進 穫 の 採用 に あたっ て は これ ちの 条 伯 の ほか 。 工期 
が 重要 な 杏 素 で ある こと は いう まで も な い 。 
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ジョ ン 撮 進 機 


これ ら の 諸 条 件 か ら 機械 掴 り シ ー ル ド と し た が , 砂 れ 
き 過 で の 実施 例 は 皆無 と いえ る 。 こ れ は 土質 的 に 機械 の 
損傷 が 激しく , 機械 掘り と し て の 能率 が 得 ら れ な いた め 
と 推測 され , 砂 れ き 層 に 対す る 握 進 機 の 明 発 が 本 まれ る 
と ころ で も ある 。 こ ニ こ で は 改め で シー ルド 機種 の 分 類別 
検討 は 省略 する が , 砂 れき 層 を 主体 と し 、 砂層 。 ジ ルト 
層 と 地質 の 変化 に 対応 し て ー100 m の 線形 を 設置 し , 
用 進 300m を 確保 する と 同時 に @ 王 0mm の 玉 有 加 
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り 砂 れき に も 対応 で きる も の で な けれ ば な か らい 第 件 を 
満足 する も の と し て 考え た 場合 。 "切羽 靖 放 素 ご 削 股 
送 装置 組込み の 機種 " に し ぼら れる 。 

この よう な 所 削 機 に は ペケ ッ ト 式 と アー ム デ ィ ー ガ 式 
と が ある が , 日 立 製 作 所 と 米国 メ ムコ 福 が 技術 巡 准 し た 
ピッ クジ ョ ン 式 所 進 携 は バケ ッ ト が 自由 に 回 転 才 呈 こと 
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が 特徴 と な っ て いる 。 こ れ の 小形 化し た も の が ミ 
ニ ジ ョ ン 押 進 機 ( 


績 は な い ) で は リプ & ラッ キン ダグ] 
@ 3,710 mm, 支保 工 1.200 mm、 サイ 
50 分 , 毎週 士 曜日 機 械 加 備 , 日 曜 休日 
月 20 日 。 地質 は 右 灰 石 , 固 結 粘 土 互層 , 一 軸 庄 
閑 強 度 840<1.050 kg/cm*、340 m/ 月 平均 
施工 記録 が ある 。 

当 工区 の ミニ ジョ ン 撮 進 機 の サイ 
図 一 5 に 示す 。 労力 は 機械 操作 お よび モダ メン ト 
組込み 4 名 , パッ テリ カー 運転 2 名 。 セ ゲ メ ント 
投入 1 名 , 電工 1 名 , 計 8 名 で あり , 従来 の も の 
に 比べ て 相当 の 省力 化 と な っ て いる 。 

また , 当 工 区 で 使用 し て いる 諸 機 械 は 表 一 1 の 

h と お り で あり 。 搬 削 計画 で は 21 日 衝 働 , 16 リン 
グ / 日 の ペー ス で 掴 進 すれ ば 工程 的 ( 図 一 8 参照 ) に は と で あり , 切羽 の 崩 康 現象 が 認め られ た 場合 は ポー リ > 
満足 する が , 能力 と し て は 24 リン グ / 日 の 装備 を 有 し て ゲ ジ ャ ッ キ を 切羽 前 面 の 地 山 に くい 込ま せ 


ル タ イ ム を 


写真 一 ! ミニ ジョ ッ 損 進 機 


いる 。 羽 の 支持 を 短 時 間 
トラッ トコ ン 所 進 機 は すべ て の 土質 に 対応 で きる こ いる の が 特徴 で ある 。 支保 工 に つい て は , 
1 全 放 失 械 一 覧 ン ポ ジッ ト セ グ メ ント を 使用 し て お り 。 紙面 の 都 台 で 
つう TA 培っ 宙 搬 進 速度 に 対応 する 支保 ユ # 間 の 短縮 か 


必要 で あろ う 
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東北 新幹線 
ン ネ ル の 施工 概要 


1. ま え が き 


道路 , 吹 道 の 交通 綱 の 備 。- に 下水 道 用 水路 等 , 最 
近 の 建設 工事 に お ける トン ネル 工事 の 和 需 要 は ます ます 成 
ん に な っ でき て いる 。 こ の た め ぬ ト ン ネ ル 工 事 の 機械 化 は 
省力 化 。 褒 工 轄 度 の 向上 。 安 全 施 工 を 目的 に 請負 
に まる も っ て 取り 編ん で いる 1 
機械 化 者 工 に は 末 だ し の 感 が ある 。 特 に わが 国 の よう に 
火山 国 の 複 準 な 地層 で は 克 ・ 移 岩 い ずれ の 岩 に も 万 能 な 
つ 機械 で も わが 国 で 


『 用 掘削 際 と し て ロー ド ヘ ッ ダ が 奉 ん に 使わ 
搬 削 断面 の 適応 性 か ら トンネル 押 削 の 新 機 
れ で いる 。 し か し , この 機械 は 軟 岩 提 削 
に は 適する が 。 硬 料 に な る と 現在 の 機能 で は 所 削 で き な 
い 。 年 し で は や は り 従来 知ら れ で いる R.T.M ( 重 
涯 掴 上 有 欄 ) に よら な けれ ば な ら な い 。 

剛 ト ン ネ ル は 。 事前 の ボー リン ゲ 調 査 に よれ ぜ 涯 灰 角 
れき 出 。 次 山 岩 花 間 岩 の 地層 で , さら に 破砕 帯 が 予想 
され て おり, R.T.M 工法 の 適用 性 を 確認 し で 特 涼 の 


落 近 , 束 
れ 。 機 
租 と し て 閉 目 


| 
に - が | 


図 ! 岡 トン ネル 値 簡 較 


の 怖 抽 蘭 仙 宮 新 幹線 工事 局 大 河原 工事 区 長 
テテ まで 花 (株 ) 内 トッ ネル 人 開所 技 術士 
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R.T.M 工法 の 布告 と する で べく, フジタ 工業 所 有 の 川 有 
ジャ ー パ MK 17-300 号機 を 投入 する こと に し た 。 重 ・ 

岩 の 表層 , 破 春 帯 通過 対策 等 に 多少 の 懸念 は あっ た 
が , あえ て 挑戦 する こと に し た 。 工 法 ほ し て は 先進 導 基 
あり 、 導 撤 押 削 の R.T.M 工法 以外 
を 採用 し て いる わけ で は な い の で , 本 報 
に つい て 進 べ る こと を ご 了承 願い た 


2. 工事 の 概要 
発 計 者 : 国鉄 仙 訪 新 電線 工事 胃 
王 事 名 称 : 東北 新幹線 岡 ト レネ ル 工 事 
施工 場所 : 宮城 県 集 郡 村田 町 大 宇 沼 辺 

1 期 : 昭 和 47 年 11 月 20 日 から 

昭和 50 年 8 月 19 日 ま で 

トン ネル 延長 :1.740m 

トン ネル 断面 : 新 経 線 複線 断面 痛 て 図 一 2 参照 ! 
3/1.000 
直 線 
泌 灰 名 れ き 岩 。 裕 山 岩 。 花 周 岩 
引 玉 先進 上 部 半 断 面 工 法 

R.T.M 川崎 ジェ ー バ MK 17-800 
ジャ ン ボ ・ 発 破 工法 
ロッ カシ ョ ベル ( 太 空 ) 

導 抗 握 肖 は R.T.M を 使用 し て 先進 する こと と し 。 才 
より 75m 区 間 は 表土 お よび 風化 岩 が 予想 きれ て いる 
の で アプ ロー チト ン ネ ル と し , 抗 口 で 組立 られ た 7R.〒 
IM を 自 走 さ せ て 切羽 まで 引込 むこ と と し た 。 


地 
所 前 工法 : 
撮 削 機械 ・ 


3. 地質 の 振 要 


剛 ト ネル 人 H 岳 の 地質 は , 東北 地方 に 広く 分 放 る 背 
三 紀 層 の ダリ ー ン タフ と 和 台 す ち 淡 山 噴出 物 と 白亜 紀 に 生 
成 き れ た と 考え られ る 結晶 の 大 きい 花 賠 岩 より な っ て い 
る 。 第 三 紀 に 届 す る ト 記 天山 出 壮 は 花 間 央 を 艇 い 


電 " 
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傾斜 を も っ て 比較 的 安定 し た 地質 構造 で ある 。 こ れ ら 第 
三 紀 層 は 高 舘 山 届 と 呼ば れ , 火山 岩 は 主として 安山岩 よ 
りな り , シー ト 状 に 分 布 し ,。 この ほか 。 安山岩 の 汐 移 層 
と 思わ れる 安山岩 質 産 灰 岩 お よび 比 奉 角 れき 岩 の 分 布 が 
認め られ る 。 

涯 質 前 に 姓 袋 する と 。 

G 安 山 央 は 一 般 に 民 硬 で w。 三 497ー1.112 kg/cms 
と か ら 割 目 が 多い (実際 掘削 後 
の 安山岩 は 硬い 所 で rc=1.90ー9.400 kgjcm* で あっ 
た )。 

@ 逆 灰 名 れ き 岩 は 一 般 に 固 結 度 は 高い 。 pc 王 105ー 
146 kgjcms ピー2.0 こ 5.8 km/sec で 多少 風化 し て いる 。 

@ 安山岩 質 凝灰岩 は 一 般 に 風化 し , 軟質 で ある 。 
⑬ 代 周 内 は 風化 の 度 含 に より 一 部 融 砂 状 と な っ て お お 
り , 『 ニ 3.0 kmsec 以下 は 真砂 。 =4.0 km/see 以上 
は 三 BOO 一 1.400 kg/em* で 亀 親 が ある 。 

介 。 破 飾 帯 は 風化 花 剛 販 よ りな り , 真 秘 状 と な っ て 固 
絹 度 は 低い 。 
以上 が 事前 の ボー リン グ 調 査 に より 判定 され た 地質 で 
硬 岩 の 安山岩 花 則 岩 の 切 前 性 に つい て は , 国 
産み > 試作 の 際 , 切削 試験 の 結果 。 切削 可能 が ある こ 
と が 人 確認 され て いた が , 破 大 癌 が どの 程 麻 の も の で ある 
か 確認 する た ゆめ 受注 後 破砕 帯 を は さん で 追加 ポー リン グ 
を 実施 し た 。 この 結果 を 人 れ た 地 暫 図 を 3 に 示す 。 


4. 施工 計画 


1) 施工 法 

底 放 下地 先進 上 半 工 法 で 図 一 2 の ょ うな 施工 順 護 で 行 
う 。 克 設 導 玉 は 直 算 5.0m の R.T.M で 先行 押 削 し 。 
リン ゲ 診 支保 工 あ る い は 架 公 に 子 り 義 を 設け 上 半 削 
を 行う - 上 半 は デ ャ ン ボ ,。 ロッ カシ ョ ベル に よっ て 押 削 
お よび ず ギリ 出し を 行い , mi 鋼 束 に よっ て 琉 外 へ 搬出 


癌 2 


トシ ネル 林 面 と 施工 図 


する 。 了 アー チュ ンク リー ト , 大 背 掴 削 , 土 平 所 削 は 従来 
行わ れ て いる 工法 で 行う 。 

底 設 導 の 施工 断面 は 図 一 4 の よう に FL 一 65 cm を 
R.T.M の 下端 と し て 搬 削 する 。 レ ー ル は 37kg レー ル 
等 8 線 と し , 板 線 を 確保 する 。 マ シン 直後 に お いて は 長 
き 1m の 村 子 線 を 舟 設 し , 後方 で 本 線 に 敷設 奉 え を す 
る 。 枕 本 は 長 尺 枕木 と し て 中間 に サポ ー ト を 入れ ,。 マジ 
ン 後 方 台車 の 背 重 を うけ る 。 マ シン の 動力 は 6,600V の 
高圧 ケー ブル を マシ ン の ケー プル 到 車 か ら 巻 出し で 側 敬 
の テン カー に 知人 架 す る 。 

マシ ン は 井 で 組立 て , 試運転 を 行 た 後 。 自 走 し て 
アプ ロー ナ ト シ ネル を 通り , 切羽 に 引込 む 。 切 羽 は 平坦 
に 所 削 し た 後 , マシ ン 掴 削 を する 。 表 日 間 の な らし 運転 
を し た 後 , 本 格 的 所 削 に 入る 。 擬 削 速度 は 散 灰 岩 。 安 山 
岩 。 花 個 央 に よっ て それ ぞ れ 異な 。 た 進行 を 過 圭 の 事例 
を 参考 に し て 判定 し た 。 

RT.M の 揚 削 予定 工 召 お よび 全体 工程 は 図 一 5 に 示 
す と お り で ある 。 仙 全 側 用 口 は 真砂 が 出る こと が 予想 さ 
れ て いる の で 約 300m の 迎え 握り を する 。 R.T.M の 測 
最 循 理 は レー ザ 光 線 に よっ て 行う が 導 寺 な る が ゆえ に 
多少 の 誤差 は 許さ れる が , で きる だ け 精 度 の よい 所 前 を 
行う < 


50m 


9m - ー - 0m 
補 298t230m 400m 600m 。 。 800m ?99k300 30m 400m 0m Im 965m 
nm 00m 1.000m 500m 1740m 
地 W| | 十 放 名 か き 募 [ 衝 由理 拓 化 圧 和 
1 1 2.0- 2.5km/sec tm を ed 3.5-4.3ker 
gr | e こ _- 
冊 -3 岡 ト ウネ ル 地 質 回 


(2 ) 宰 械 使用 計画 

全体 の 機械 使用 計画 は 表 一 1 の と お り で あり 。 導 撤 
R.T.M 以外 に は 従来 使用 まれ て いる も の な の で 省略 す 
る 。 

(a) R.T.M の 仕 職 

この 機械 は 米国 ジャ ー バ 手 の 技術 を 半 和 し , フジ タ エ 
業 と 川崎 重工 業 が わが 国 の トン ネル 施工 を 攻 慮 し て 改良 
国産 化し た も の で , 川崎 デ ャ ー パ NMK 17-500 と 称し て 
いち る 。 そ の 仕 職 諾 元 は 表 一 2 に , 構造 は 図 一 8 に 示す と 
お り で あり 。 寺 品 に お ける 組立 , カッ タ ヘ ッ ド 。 カッ タ 
の 状況 は 写真 一 1 写真 一 3 に 示す と おり で ある 。 

(b) 本 機 の 特徴 

ジャ ー バ 福 は 米 団 ト ン ネ ル 専 門 業 者 8 w M コン トラ 
タタ 社 の 子会社 で ,。 ユー ザ と し て の 発想 か ら 本 機 を 開発 
し た も の で あり 、 トル クア ー ム 等 ユニ ー ク か 設計 が 行わ 
れ て いる 。 そ の 特徴 を 述べ る と 。 

① トル クア ー ム を 使用 し て いる の で 提 動 部 分 が な い 
た め 振 動 が 少な い , 四 心 の 保持 が よい , 哨 動 軸 に カッ タク 
ベッ ド の 和 荷重 が か か ら な い 。 大き な 逆 トル ク に 耐え る 、 
カッ タ ヘ ッ ド 直後 に スペ ー ス が と れる の で 支保 工 の 建 込 
み が で きる 等 の 利点 が ある 。 

⑧ 掘削 徐 の 大 幅 な 変更 が 可能 で ある > 


図 一 】 R.T.M 施工 断 両 較 


⑧ 機械 の 安定 性 が よい 。 こ れ は カッ タ ベ ヘッド と 馬 重 
部 が 前 後に 分 か れ て お り , その 中 間 に ク ラン プレ ュ グ が 
ある の で 重点 心 が 前後 レ ッ グ の 中 間 に あ り , 上 部 ヒッ グ 
を 使わ な く て も 自立 で きる の で セン ター リン ゲ が 早く 。 
また 自 走 す る こと も で きる 。 

④ カッ タ は 互換 性 が あり , 同一 サド ル に 硬 中 環 岩 用 
の イン サー トク タイ プ , ディ スタ ク タイプ, ギヤ キク イプ い ず 
れ の カッ タク も 搭載 で きる 。 

⑮ 到 保 工 は カッ タ ベ ヘッ ド の 直後 で 徒 込 み が で きる 。 
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写真 一 ! 天 で 組立 中 の RTJM 

! 羽 クラ ウン の 山 留 が で きる 
こよ り 起 動 す る の で 起動 電流 
ッ ク が 少な い 


この た め 破 確 帯 の 場 人 
⑯ 起動 は オイ ル モ 
が 少な く 。 か つ 機 械 部 分 の シ 
Cc) カッ タ 
カッ タ は , 地質 調査 の 結果 凝灰岩, 安山岩 , 花 賠 岩 


いる リー ド 社 の QKC 形 
ッ プ カー フ 形 ) を 採用 し た 。QKC カッ 


で , 
(イオ ウザ サート チ 


表 一 1 使用 機 枝 


- 覧 妻 


組 械 名 | 格 。 陣 釣 上 羊 天 笠 剤 マニ 
R.TM .0me.790PS| 1| 1 
四 り ロコ 1 2| 3| 3 9 | 
k Sm EE 0 
ほ | kW.80e | 3 3 
還 4 1 
k 全 990B | 2 1 3 
に 1 1 
9| 4|4 7 
pe | + イ ド タ ッ 1 1 
CK 1 1 
FT 6 sl am 
ュ タ リー | * 
本 | nkW.oe|2 2 
一 2 R.T.M 主要 仕 
2 林 | を 休 
還 " 表 | 落 た 5.000 mm、 長 小 3、800 mm 
人 
メカ 
聖 胃 1 
古 遇 用 オイ か 
辿 庄 ポ 
推 入 ネ キロ ー 
人 
タネ トコ 
先 介 ず 
う 長 | 本 体 IO.32m 
重 馬 | 本 価 180t 


タ は 写真 一 3 の よう に カッ タ が 3 列 の カー フ 形 を し て お 
り 。 こ の カー フ に 圧入 され て い 重合 金 の チッ プ が 硬 
い 岩 を 圧 砕 する 。 比 灰 岩 の み の 場 合 に は ディ スク 形 で 十 


分 で ある が , 安山岩 。 花岡 岩 に 対処 する た めこ の 形 を 選 
定 し た 。 凝 灰 岩 の 場合 に は , カー フ の 部 分 が くい 込み 。 


た め チ ッ プ より も 母 材 の 摩耗 が 心配 され 
国産 工作 カッ クタ も 試験 的 に 搭載 し て そ 
の 性 能 を 比較 し つつ 改良 を 行い , 国産 化 を 急ぐ こと と し 
ッ タ は 外 径 は リー ド 社 と 同一 と し , サド ル は 
る 構造 で ある が , 母 材 の 混 炭 焼 入 加 
ロイ を 向 盛 り し て 耐 床 耗 性 を 向上 する 。 

リン シダ の 給油 系 綻 も 完全 潤 府 と な る よう に し 


切削 する 。 


5. 施工 実績 


R.T.M は 当初 計画 ) 2 月 中 介 現 地 寺 口 扱 立 ヤー 
昌 し と 同時 に 重量 物 の 宜 立 

ラ 1 台 , 20t 
た 。 組立 開始 より 25 日間 で i 


> て 進入 を 開始 


運搬 は 40t 
ラッ ク 13 


を 行い , 


10 


し た 。 約 87 m を 前 後 垂直 ジ 
グ を 交互 に 使い , さながら 
の 巨体 が 自 走 し て 切羽 に 到着 し た 
は 枕木 を 敷設 し て 通過 し た 

切 


ッ キ 。 下 部 クラ ンプ レッ 
j か で " の よう に 180t 
途中 一 部 団 弱 な 個所 


竣 保 工 oz と と レー 2 
凝灰岩 層 に 入っ 
参 応 握 削 連 度 を あ 


し く 。 と 
ルー フィ ンダ を 行わ ざる を 得 な か 
て 切羽 は 安定 し , 順調 な 掴 前 に 入り 。 
け , 日 進 きこ 15m で 


山 岩 層 (g。 王 1.900 こ 2,400 
特に 崩落 和 有 も な く , 日 進 5 て 9m 
間 し た 。 井 より 330m 付近 か ら 破 砕 帯 
安 山 同 の 角 れ き ( 符 土 を か ん だ 断層 名 れき) 
ラウ ン , 切 角 か ら 月 落し, 30kg レー ル 矢 木 の ル ー フ ィ 
ッ ド ルー フィ ンダ に よっ て この 破 碑 帯 約 0 m 
この 芝 有 月 落 の 状況 を 写真 一 9 こ 


ンダ, g 


区 間 を 突破 し た 


す 。 で も カッ タ ヘ ッ ド 直後 の 支 
可能 な 本 の 特徴 が 生か きれ, ルー フィ ン 
と は 幸い で あ この 区 間 を 突破 し て か ら 安 定 し た 淫 


\ り , 日進 1530 m の 進行 で 順調 な 掴 削 を 続 


水 層 に 適時 し , 約 
が 間 に 台 ね わ 
符 が あっ た 。 こ の 
ラウ ン の 崩壊 も な 


400 m 八 馬 に お いて 族 灰 岩層 の 滞 
900 min の 湖水 が 突 ドン プ の 稚 
ず , オイ ルポ ンコ 


起り 。 


タ が 窟 水 する 


この 区 間 を 過 
0 m の 撮 進 速度 で 進ん だ が 、 寺 口 より 600m 
『 想 し な か 比 花 層 財 が 切羽 に 出現 
し , 着 寺 の 肌 藩 ち が あ た の で 支保 工 を 亜 込み な が ら 撮 
> しかし, 630 m 付近 か らい わ ゆ る "あぶら 
と 称す る 粘土 を は さん だ 花 個 央 となり, タラ ウン 部 
か ら の 期 攻 が 激しく な っ た た め ト レン チ シ ー ト , 30kg 


レー ル の ルー フ ャ 


ダ 工 法 に より 突 
し た 
670m 付近 か ら 


より また 風化 花 賠 
岩層 と な り , 目下 
これ を 掘削 し て い 
る 。 こ の 共 側 岩 も 
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写 一 5 補 山 岩 破 褒 帯状 況 
徐々 に 山 の 深部 に 入る た め 便 度 を 適し て いる 。 事 前 調査 
と し て 行っ た 花 毅 岩 の 転石 の 圧縮 強度 は 約 1.100kgcmy 
で あっ た 。 本 朋 の 生 2 4 
ゅ 予定 工 


に つい て は , 破砕 攻 通 i 
約 60cm の 蛇行 が 


曲 が 通 らち ず 


と し て 操作 し た た 5cm 得度 の 蛇行 に お きま 
て いる 。 
カッ に つい て は ,。 リー ド 社 の QKC 形 と 国 間 イ ン サ 
ー ト チッ プ 形 と を 併用 し て 握 削 し て いる が , 安山岩 (g。 


=1.900-2.400 kg/em?) の 掘削 で も 特 
ラス ト 4501 穏 度 で 10m/ 日 の 握 


燃 ほ な く , ス 
に 。 挫 


削 指数 を 求め て みる と 安山岩 で 900-1,100 emmin/ 
PS, 源 灰 音 で 1,500<2.000 emimin/PS と な っ てい 
る 。 特 に 風化 花 剛 週 で この 指数 は 非常 に 高く な っ て い 


る 。 カッタ の 消耗 に つい て は 最終 的 に ま 
ば わか ら な い が 。 完全 消 竹 ゲ ー ジ 8 個 。 


な っ で いる 。 


な けれ 
イン ナー 1 個 と 


6. ま と め 

以上 , 工事 の 中 途 に お | 績 発表 と な っ た の で 中 途 
半 帰 な 報告 と な っ た が , 本 区 間 に お いて は 破砕 帯 , 酒 水 
帯 , 花 則 岩 著 の R.T. を 実施 し , 得難い 貴重 な 経 
験 は 今後 の 施工 に あたっ で 自信 を も っ て 対処 で きる も の 


と 考え る 。 

R.T.M 施工 の 大 き な 駒 と な 
策 , また 国産 カッ タ の 開発 表 。 
を 通じ て 立案 し て お り , 今秋 の 施工 で 
法 の メリ ッ ト を 発 

上 事 中 途 の 報告 で 当 を 得 な い が , 
め て 発表 の 機会 か あっ た ら 参 考 に 
も の と 思っ て いる の で よろ し く ご キ 
いし て 稿 を 終り ます 。 


ぃ て いた 磁 過 の 対 
敵 題 点 の 解決 は この 施工 
は 必ず RT.M 工 


で きる も の と 確信 し て いる 。 
工事 終了 後に あら た 
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石 騰 線 建設 の 工事 現況 


1 は じ め に 


生 勝 線 は 北海 道 の 狩 地方 と 十勝 地方 と を 結ぶ 右 狩 十 
勝連 絡 鉄道 の 了 略 称 で あり 追分 激 (千歳 追分 ), 紅茶 
山 株 (紅葉 山 一目 完 )。 狗 有線 ( 新 得 占 徒 )。 お よび 既 
設 多 張 委 の 一 都 か 形成 され て いる 延長 107 km ( タ 張 
線 を 除く ) の 要 幹線 で ある 。 この 線 の 完成 に より 札幌 
ー 帯 広間 は 約 45 km 往 乏 され る 。 

工事 は 昭和 86 年 6 月 国鉄 に よっ て 狩 勝 線 新竹 上 活 
合間 か ら 開 始 され た 。 

昭和 39 年 3 月 , 日 本 鉄道 建設 公団 の 設立 に 伴い 同 札 
卓 支 社 に 移管 され , 昭和 41 年 1 月 追分 線 , 同 8 月 紅葉 
山 線 」 哨 和 42 年 7 月 狩 勝 線 (上 落合 一 占 窟 間 ) が それ 
ぞ れ 工 され た 。 

現在 , 路 秀 工事 は 最終 段階 に 入り , 串 内 お よび 紅葉 山 
に それ ぞ れ 軌道 基地 を 設け て レー ル 肖 設 工事 を 行 。 で い 
る と ころ で ある 。 


図 -! 右 勝 


* 是 本 凌 道 建設 公団 札幌 支社 工事 部 工事 第 一 誠 長 


ーーーー 震 本 伸 時 


2. 各線 の 概要 


(1) 追分 線 
千歳 空港 より 平坦 な 牧場 地 を 東 に 直進 し , 中 央 部 二 つ 
の トシ ネル を 経て 追分 に 塗る 。 


(2) 紅葉 山 線 

紅葉 山 よ り タ 張 山地 を 大 小 13 の トン ネル で 東西 に 杜 
断 し , 占 宮 に 至る 。 地 質 は 全般 に 悪く , 特に 新 束 川 , 鬼 
峠 の 両 ト レン ネル は 大 規模 な 蛇 紋 岩 帯 を 通過 し , 強大 な 膨 : 
張 性 地 圧 の た め 握 進 は 困難 を 極め た 。 ま た , 明り 部 分 で 
も 不安 定 な 地質 が 随所 に 存在 し , 地すべり 対策 に 苦心 し 
た 。 


(3) 狩 勝 線 
新 得 より 西進 し 日 高 山脈 の 北端 を 新 獅 勝 ト ン ネ ル で 
くぐり 、 石 勝 線 の 最高 地点 で ある トト マム (標高 545mi! 


人 | WS 
ーー sws00n0 
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を 経て トマ ム 川 答 い に 


り 。 抽 彼 で 紅 山 析 と トー 
質 は 企 般 に 良好 で 本 語 記 


施工 ー 都 を UL まま 』 
た 。 なお, 新 得 一 背 間 は 則 
痢 41 年 9 月 開業 し た 。 

な お , 工事 島 要 を 表 一 1 に 氷 
す 。 


3. 工事 用 電 カ 


紅葉 山 , 狩 勝 の 両 線 に は トン ネル が 多く , か つ 。 それ 
ら を 一 斉 に 着工 する た め ほ ば ぼ 全 線 に わた っ て 工事 用 電力 
株 の 建設 を 行っ た 。 あら まし は 送電 線 (30kV, 8 相 , 
古 長 24 km). 配電 線 (GkV, 3 相 。 理 長 34km) お よ 
び 卒 電 所 4 個所 ( 楓 1.800 kVA, 長 和 1.500kVA。 ニ 
ニ ウ 3.250kVA。 トマム 2.250 kVA) で , 総 工費 2 億 
3.000 万 円 で ある 。 

4. 地すべり 

紅葉 山 線 で は 切 取 部 , トン ネル 琉 口 付近 に 地すべり が 
多く 発生 し , その 対策 と し て 切 増 し , の けり 面 防護 、 くい 
打ち , 水 抜 ま ボー リ ン ダ , 水 抜 流 道 , 押え 盛土 等 各 往 の 工 
誌 を 試み た 。 ここ で は 紅葉 山 線 92k560m 付近 の 届 概 
部 に 発生 し た 地 ナ べり と その 対策 に つい て 述べ る 。 

この 地点 の 地表 の 平均 こう 配 は 約 15 度 で , 事前 調 衣 
に よっ て 地表 より 3m が 表土 。 その 下 は 帳 質 で は ある 
・ が 泥 財 と 起 定 さ れ た 。 当 地点 は 苦 雪 地帯 で も あり ,。 切 取 
り 高き も 高い の で 3 一 8 分 の の りこ 5 配 で 切 取り 後 , 芝 
欄 を 醒 築 し て 本 土 する 計画 で あっ た 。 


素 -】 勝 線 の 工事 節 要 
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剛 -3 82lk560m 付 江 地 質 村 剛 


功 取 り を 哨 和 46 年 10 月 より 開始 し た と ころ 、 当 初 岩 
挨 と 想定 し た 地質 が 実際 は か な り 風化 が 涼し く , か つも 
めで て おり, 計画 の りこ う 配 に よる 切 取り が 困 媒 と 認め ぬら 
れ た の で 8 分 一 1 割 8 分 と ゆる くし て 工事 を 進め た 。 翌 
年 6 月 切 取り が ほぼ 終了 し た 時 点 で 線路 中 心 よ り 山 側 
に 180m 離れ た 所 に 次 落 1 ご 2m の 介 軸 が 古 長 約 0m 
に わた っ て 発生 し , の り 耐 も 線路 側 に 5ー10m 押出 き 
れ た 。 た だ ち に 落 性 波 ポ ボー リン グ , 地下 水道 跡 , パ イプ 
ひずみ 計 に よる 地すべり 面 の 調査 笛 を 行っ た 。 そ の 結果 
は 図 一 2 に 示す と お り で , 下部 に 能 紋 岩 の 岩 床 が あり 
更 岩 は この 蛇 紋 岩 の 億 入 に よっ で 軟質 化し て いる 。 

地すべり 耐 の 位 首 は パイ プ ひ ずみ 計 の 計測 , 地表 の 亀 
裂 の 状態 等 か ら ' す よう な 補 合 すべ り 面 と 推定 
きれ る 。 策 と し て 種々 検討 の 結果 , 現状 の まま 山 
劉 を 行い , 開削 後 ラ ー メ シボ ックス を 捕 築 し 槍 二 する 
こと に 決定 し た 。 ラ ー メ ン ボ ッ ク ヌ の 設計 に 際 し て は 地 
秀 の 劣化 を 考 虎 し で 支持 ざい と し 。 山 仙 の 壁 を 厚く し て 
重心 を 移動 させ, くい 反 力 を 大 きく する こと に よっ < て 大 
き な 水 平 カ が 作用 し た と き , くい に 働 ぶ 引抜 力 と 机 殺 き 
せ る 構造 よし た 。 ま た , 開削 に よる 山 留 貴 背 質 の 地 山 の 

ゆる み に よ っ て 地すべり が 庄 発 され 


還 - る 可能 性 が ある の で 。 防護 下 と し て 
中 名 。 | 二分 本 相 業 山寺 有り 凍 本 セン ター か ら 山 側 に 約 15m 薩 れ た 
主 エ (WW1000mW9 | _ 0 1700 | 1.965 所 に 後述 の 第 1 紅葉山 トレ ネル 出品 
有 所 。 数 | 48 四 60 で 施工 し た 方 法 に より 200T を 75 
に 3 克 胡 | 410m 2.552m | 2.820 m か も pr 
半 作 | 舟 ・ 明 和 ・ 線 放 本 | タ 委 川本 謀 | 計 Fozl 導 避 。 m ビ ピッ チ の 圧 委 に 糧 千 ん だ 
共 由 由 3.4m 356.3m 参照 )。 以 上 の 工法 に より 骨 箇 4 年 
橋 系 本 交代 e 8.6 多 1 多 10 月 か ら 工 事 を 芋 間 し 。 
| 伯 所 届 3 1 6 エール sa きだ 
弱 。 間 友 品 310m 3.148m 7.985m 打 索 耳 す あこ と が で きた > 
析 | 末 1 六 トシ ネル | 新開 川 ト アテ ホル | 弟 2 市 内 を ネ 字 
| 状 左 ? 形 式 | 章夫 馬 義 形 ] 単 細 形 寺 よき 上 円 民放 輸 着 疾 疹 
必 。 兵 1.954m 5.895m 4995m 5. 橋 業 
トッ ネル 圧 だ 本 概 古 19.8 9 1 和 95.8 免 
5 う * リー トキ 40.000 mm 9.00m* 119.000ms 有 有 勝 線 の 橋梁 は 二 , 三 の 測 を 際 い 
1.530. 96 43 も こも 
回 且 SN TO て ほとん ど 林 準 げた が 用 いれ て で い 
導 | 10.000 丁 る 。 
( Su の 手下 廿 と し て の 特異 な 例 と し て 
3 4.100,000.000 円 20.500.000,.000 円 9.600.000.000 骨 る 


は , タ 張 川橋 梁 (写真 一 1 
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ある 。 本 橋 は 1 毅 河 川 久 張 川 お 

タ 張 平取 線 と 立体 交差 

が 河床 か ら * 

し た が っ て , 施工 3 

用 いな い 形 式 が 望ま し く 。 
アー ゲ 


64m) と 単純 PC 
20mx6) に 決定 し た 。 

F 事 は 昭和 45 年 8 月 より 
部 工 に 着工 , 同年 11 月 下部 


\ て 1 プロ 


同年 10 月 に 


ク 6<7 日 の サ 


6 トン ネル 


 # 線 の 全 ト ン ネ ル を 表 一 2 に が す 。 工科 
導 先 進 上 半 工 法 47 窪 。 公 暫 面 工法 3 
ト 工 法 14 狗 その 他 6 影 と 


別 


玩 進 ベ ンチ カ 


横断 する た め 新 共 川 , 鬼 幅 の 両 ト ン ネ ル で は 3 
【 品 付近 は 地すべり の 発生 し や 
障 々 の 工法 が 用 いら 


地質 が 多 
=。 前 者 の 例 と し て 上 鬼 幅 ト 
* ル の 例 を 


ヵ 中 央 部 
いる 。 地質 
上 断層 ( 幅 480m) 
中 きれ た 。 押 削 は 昭和 


15.0 」 


写真 -1 妨 張 川 和 


山 方 より 陣 始 され , 昭和 45 年 3 月 
央 の 破 件 帯 
ら 断 面 は 円 形 に 


チ 70cm), 吹付 コ 


41 年 11 月 か ら 
琉 品 より 2.570m の 地点 で 
に 出 会 新 束 川 ト レネ キル 
近い 必 と し , 到 保 エ 150H(E 
ト 厚 15cm で 上 半 先 進 ベ ンチ カッ ト で 施 二 す 
掴 削 


あと も る 押 貞 き 


ンタ リ 
と に し た が , 上 半 の み 7m 所 
後 3 こ 4 日 で 支保 工 が 吹付 コン クリー 
れ , 56 日 に し て 右 肩 部 か 座 属し は じ め , 押出 し 最 
は 最大 1 m に 巡 し た 。 そ 泊 川 ン ネ ル で 採用 し 
た 円 形 断 面 ベ ンチ カッ ト 方 式 に 切 圭 え , 支保 工 も 8in 鯛 
管 (中 埋 モ ル タ ル ) を 使用 し , 吹付 コン クリ ー ト 
cm と 厚く し て 施工 し た が 1 に よっ て も 吹付 移 2ー 
3 日 か ら 吹付 コン タリ ー ト の は く 陰 が 始ま り , 8 日 目 
か ら 支 保 工 右 肩 部 が 護 届 し は じ め た 。 再び 8in 鋼管 支 

保 工 で 編 返 し を 行い 」 45 日 目 に 下 半 を 
F 半 問 合 後 10 ご 15 日 目 に 上 半 
ョ イン ト 部 が 同時 4 
4 45 基 。 7 
座 届 し , 内 状態 で あ 
強度 の ある 支保 工 の 必要 に 迫 ら れ , 8in ie 
ゲ 筋 を 挿入 し 、 


枯 し は め た (写真 一 2 
6 基 の ほとん ど が た 


ょ り 


モル タル 注入 し た 
間 の 継 返し を する 
クリ ー ト 厚 
45cm と し 。 変形 余 容 を 


下 羊 を 5<6 日 7 


し 


cm、 内 養 コ ンク リー ト 


を 20cm と り 。 


以上 の 工 * り 支 保 工 の 締 返 し も な 
く な り , 日 進 1 ユ こ 1.5m の 安定 し た 進行 
が 確保 で この 強圧 区 間 (80 m) を 約 
1 年 か か っ て 笑 破 その 後 も 肝 圧 


いた の で 上 半 ペ ンチ カッ ト 工 法 の ま 
妥 保 工 , 吹付 コン 
和 47 年 3 月 琉 品 
出口 より 迎え 拠 


は 続 
まで その 都度 


リー ト 厚 等 を 2 


より 3,085m の 地点 
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新 合川, 鬼 話 の 両 ト レネ ル で 
の 経験 か ら 膨張 性 地 圧 の 基本 的 
施工 注 を 以下 に 述べ る と , 

① 記 面 は 円 胎 あ る い は 円 疹 
に 近づけ る 。 

@ 所 削 は 上 
ッ ト と し , 掴 削 を な る べく 中 過 
きせ な い 。 

揃 削 協 ほ 矢板 の 使用 を 億 
力 きけ , な る べく 申 く 吹付 コン 
クリ ー ト を 施工 する 。 

で きる だ け 慰 く 開 


スパ オタ ル 鉄 和 議 硬 


0 5 


潮 図 


ある い は 概 エ コン 
タリ ー ト に 曲げ モー メン ト を 極力 起こ きせ な いよ 
背面 へ の 注入 を 十分 行う 。 

ベン チカ ッ ト 工 法 は 妖 境 先進 下 法 に 比べ て 断面 を 叶 く 


5? 北 


閉 合 で きる こと , 地 山 の ゆ る み を 少な く させ る 点 で 所 ま 
し い 工 法 で ある 。 しかしながら , 下 半 支 保 工 友 付 まで に 
上 | 円 押上 出し を 受け る 欠点 を 有 し て いる 。 こ 


支保 工 の 上 げ 大 し 。 拡げ 越し 。 ある 
い は 上 半 仮 イン ペー トス トラ ッ ト 取 付 等 で 対処 し た か 


十分 満足 で きる も る の で は な か っ た 。 今 後 こ れ ら の 点 に つ 
いて の 改良 が 望ま れる 。 5 に 移 幅 トン ネル 円 形 断 面 
を , 図 一 6 に 工法 略図 を , 表 一 3 に 8in 鋼管 保 工 耐 疹 


試験 結果 を それ ぞ れ 示す 。 

弟 1 紅葉 山 ト レネ ル 用 日 付近 70 m は 艦 媒 帯 で 線路 山 
側 に 塗 水 場 お よび 高 計 線 鉛 塔 が あり , 土 接 リ も 2-6m 
と うす く , 付近 の ポッ クス ラー メン の 根 掘り に より 鉄 諾 
が 傾斜 する 世 地 すべ り の 活 候 が あっ た 。 

7 に ポ す よう に 、 基盤 は 証 第 三 紀 模 内 選 江 


岩 で , 岩 部 は 結 土 。 火山 灰 , 柚 柱 率 武 天 の れき 等 か ら な 
殆 9 28in (2168.9 mm) 鍋 管 奉 誠 鞭 

ト 3 香 。 | 備 考 
表土 es | 0 | - 

冶 表 意 | 250 | 380 ke7cms 

コー 仕 骨 情 2 | =260 kgfems 

56 る 9) フー プ 衝 

傘 夫 馬 | 919mm・ ピ ッ チ 9mm 


と 列 ロ ンタ リー ト 


1 イム 衣 打 ま 16me 
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座 け ラン クリート 厚 25m 
内 人 き コシ クリ ー ト dim 


(詩人 計 聞 
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Aog ト 
か tf シ ルー ト 
/ 提 IEIYTu 


1300S7 209 


欄 叶 エ 油 応 大 半 (テーブ 付 帰 


て いる 。 が 値 は F.F 付近 で 
うな 地 賀 で ある の で 底 導 先進 下 油 で は 上 半 の 沈下 が 相当 
撤 予 想 さ れ , それ が 地上 の 構造 物 へ 影 絡 す る こと も 考え 

ド す よう に トン ネル は サイ ロッ 
し , トン ネル 揚 前 に よる 地 山 の ゆる み 
ト の 構造 物 に 及ぼ す 彫 響 を 極力 少な くす る た め 防 護 
エエ し で トシ ネル 山側 7m に 3200 を 1m ビッ チ 千 
亡 に 建 込む こと に 決定 し た 。 HH 銅 の 建 込み は 振動 が 少な 
いこ と , 転石 な が あ っ て も 確実 に 所 定 の 深度 まで 入れ られ 
る こと , 地 山 と よく 敵 着 する こと , 傾 帰 地 で の 施工 性 称 
を 導 慮 し て 以下 の お 

品 TB.M 5 紋 の : 
mm の 孔 を せん 孔 す 

⑧ 200H 鋼 を 2 オ を 用 いて 建 込む 。 

本 鋼 の 両側 に ゴム ホー ス を 孔 底 まで 除 し , モル タダ 
ル を 注入 し て 北 中 の ベン ト オ イ ト 破 と 隊 換 える 

全日 靖 を 建 込 後頭 部 を 鉄 艇 コ ンー タ リー ト で 連結 す 
る 。 

トン ネル の 廊 工 は 次 の と お り 行 っ た 。 サ イロ ッ ト 区 間 
ほ 55m と し , 出 日 30m を 閉 合 後 。 残り 25m を 誠 工 
し た 。 上 半 の 施工 は 1 区 間 5m と し , 損 削 後 た だ だ ち に 
ァ ー チ コレ ンク リー ト を 打 設 し た て 1 サイ クル 約 10 日 )。 

地軸 は れき 混 り 粘 士 と 泥岩 の 転 且 で 。 掴 員 は 導 境 , 上 半 
と も ビッ クハ ンマ に よる リン ゲカ ッ ト に よっ た 。 支保 工 
は , 導 塊 に は 125H( ピ ビッチ 8Ocm)。 上 半 に は 150 


この よ 


MWh9yh | 


間 m 


Ro 


セ た 9 2 に 


図 -6 鬼 際 トン ネル 太 内 誠信 


半 設 の 機械 化 "74.1 


支保 工 座 属 状 況 


(ピッチ SO cm) を 用 いた 。 山 側 の 導 拓 削 中 贅 水 場 
の 漏水 が 毎 分 約 100 7 程度 あり , 山側 か ら の 地上 圧 も 若 和 
あっ た が 大 き な 事 も な く 無 事 完了 で きた 。 地表 の 沈下 

者 は 当初 予想 し た より 大 きく , 一 例 と し て 出品 より 20m 

り ト ピ ネ ル 横 断線 状態 を 示す と 。 沈 

最大 は トシ ネル 中 心 線 規 し 、 昌 衝 箇 囲 は 


川 側 で 約 15m, 山側 で 約 20m で ある 。 また 山側 7ー 
た 下 まし て いて 最大 10 cm も あり , 防護 


上 と し て の 旦 鋼 建 込み が 一 応 有効 で も っ た と 思わ れる 。 


7. スラ ブ 委 道 


スラ ブ 軌 道 は 軌 壮 の メン テ 4 フリ ー を 目的 と し て 
開発 され た も の で , 幅 2m, 長き 5m、 厚 き 16cm の 
ト ュ ンク リー トス ラブ を あら か じ め 打 設 し た 
上 に 敷き , 路盤 コン タリ 
有朋 を CA モル タル (セメント , 砂 , 


タリ ー と スラ ブ 


アス フ 


1 


? 第 1 紅葉 山 シ ネル 則 口 付近 地 愉 構 帆 較 


0m 


-8 施 エエ 


中 図 


写真 一 8 ミキ サ け ん 引 


ァ ル ト の 混合 物 ) で 填 充 する も の で ある 。 

石 勝 線 に お いて も 原則 と し て 建 長 1 km 以上 の トン ネ 
ル ( 両 吉 150m を 除く ) で 採用 する こと に な っ 
施工 延長 は 紅葉 山 線 9 トン ネル 20.1 km、 狩 勝 線 3 トン 
ネル 6.2 km で ある 。 湊 線 馬 忠 形 ト ン ネ ル で の 実績 例 は 
あま りな く , 検討 の 結果 , 次 の 方 法 に よっ て 施工 する こ 
と に し た 。 


(1 ) スラ ブ 敷 設 

狭 連 レー ル を 敷設 し , 撤 口 に 仮 陸 し た スラ ブ を トラ ッ 
タク レー ン 等 で 担 車 に 策 ー ク タカ ー で 敷設 位置 付 
近 ま で けん 引 す る 。 こ こ で 門 形 クレ ー ン で つり 上 げ , 敷 
設 位 必 まで 手押し で 運搬 し 取 條 す 。 敷 設 後 ヒ ー ル を 摘 
次 委 間 3.2m に 移設 する 。 


(2 ) CA モル タル の 注入 

CA モル タル の 材料 を 計量 後 撤 口 付近 に 設け た 足場 よ 
り 台 車 上 の ミキ サ (容量 1 m') に 投入 する 。 1 編成 4 
右 の ミキ サ を 特別 に 製作 し た けん 引 事 (写真 一 3 参照 ) 
運搬 し , 注入 する 。 
に より 昭和 48 年 5 月 より 紅葉 山 株, 狩 騰 


に よっ て で スラブ を また く ] 


以上 の 


株 で ス 道 工事 を 同時 に 開始 し 現在 順調 に 進ん で 
お り , 今年 度 中 に 上 鬼 峠 トン ネル を 除い て すべ て 完了 する 


予定 で ある 
タル の 可 


この 方 法 に よる 施工 距離 の 限度 は じ A モ ル 
時 間 。 ミ キサ けん 引 車 の 速度 等 に よっ て だ 友 
きれ る が , ほぼ 6-8km で 


図 一 9 横 思 曽 地表 沈下 曲 四 
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建設 の 機械 化 74.1 


犬 清水 トン ネル の 工事 現況 


泊 。 崎 弘 テ 


1. まえ が き 


上 越 新幹線 工事 は M 和 46 年 10 月 14 日 運 輸 : 
事実 施 計画 認可 に より 現在 は 全線 に わた っ て 測 馬 地質 
調査 , 用 地 買 収 等 を 行っ て お り , すでに 用 地 買収 終了 地 
城 に お いて は 高架 橋 工 事 が 准 工 きれ て いる 。 特 に 用 地 買 
収 の 不 必要 で ある 河川 工事 , トン ネル 二 事 等 は 大 部 分 が 
すでに 着工 し , 最盛 期 を 迎え て いる 。 特 に 大 清水 トン ネ 
ル ⑰ 8 km) は 山 所 トンネル と し て は 世界 最長 で 
あり , 技術 的 に 上 越 新幹線 の 工期 を 側 す る も の で 
で , 地形 的 な 測 約 の た め 現 在 6 区 に これ を 分 割 し 
負 正 束 に より 性 華中 で ある 


2- 地形 ・ 地 質 の 概要 ( 図 一 !, 図 一 2 和則) 


(1 ) 地形 お よび 地質 
大 清水 トン ネル 付近 の 地形 は 上 上越 国 膨 の 分 水 賞 で ある 


図 一 ! 義清 沙 ト ジ ネ ル 軸 二 地形 図 


* 日 本 鉄道 建設 公団 新湯 新 電 稚 建設 局 學 長 


三国 山脈 が あり , 稚 川 岳 (1.963m),。 一 の 倉岳 (1.97} 
m), 太 太郎 山 (1.954 m) 000 m 級 の 山 が 連なり 
これ ら を 源流 と し て 玉 平 洋 側 に は 利根 川 。 晶 本 海 仙 
信 届 川 の 支流 の 魚 時 川 が それ ぞ れ 為 賊 な 峡谷 を な し 
下 し て いる 。 
地質 の 概要 は 図 一 2 の よう で ある 。 断 必 に つい て は 。 

いく つか の 断層 破砕 簿 が ある が 。 骨 慌 は 大 き な も の で な 
いと 思わ れる 。 大 部 分 の 地質 は 非常 に 堅 岡 な る 抽 甘 開講 
岩 で 圧縮 強 庶 2.000 kg/cm* 前 彼 , まれ に は ふゆ kg/ 
cm の 超 硬 央 も ある 。 


(2) 山 は ね 

山 は ね は アル プス ウト シネ ル 工 事 の 舞 削 お よび 清水 ト 
ー ャ ネル, 新 清水 トン ネル の 補 削 四 に も 発生 し て 相当 数 の 
働 導 事故 を 発生 きせ た 非常 に 危険 な 現象 で , 今回 の トピ 
ネル 事 で も 土 引 り 1.000m 以上 の 区 間 1.500 m 憶 座 
に 発生 する も の と 考え ちら れ て いる 。 に 特殊 な 現 魚 で 
原 団 は 大 性 下 の ウエ ネル ギー が 均質 な 壮 石 中 に 巣 積 し て 限 
に 達し た 際 に 岩 需 が 飛散 し て 
胡 放 され る た ゆめ に 起 る と いね お れ 
て いる 。 弾性 往 の エキ ルギー は 
圧縮 応力 ( き 地 山 の 直 被り = 
度 ) の 3 乗 に 比例 する - 

山 は ね の 起り 考 は トン ネル 面 
が 不 整 で 都 分 的 に 応力 集中 が 起 
りや すい 個所 で 発生 する 。 太 終 
的 に は スム ー ズ な トン ネル 面 を 
形成 する 。 岩 有 有 の 牙 艇 状況 は 剣 
離し た 朋 状 を 呈す る 。 ま た , 発 
生 時 期 は , 所 前 直後 に 大 部 分 は 
終了 する が , まれ に は 数 時 間 一 
1 週間 後に 起 る こと も ある 。 こ 
れ の 対応 策 と し て は , トン ネル 
掴 削 面 を キス ムー ズ に 搬 間 する た 
め ス ムー ズ プ ラス ティ ング 工法 
で 所 削 を 行う 。 ま た 全 訴 面 所 削 


大 設 の 指 被 化 "74.1 
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ジャ ン ボ に ブロ テッ クタ を 設備 する 。 そ の 他 匠 製 支保 工 を 
金 面 的 に 行う 。 


(3) 洒 水 

トン ネル 押 削 に お いて は , 湖水 は 地 畠 の 良 寄 と 同様 に 
重大 な る 劇 疾 を 及ぼ す 。 特 に 任 塊 常に より トン ネル 抑 削 
する 場合 に は 重大 な る 人 命 事故 等 に も か か わる こと が 生 
ずる 。 洋 水 地点 と 湖水 時 を 的 確 に 把 撮 する こと は 極め て 
掴 離 で ある が , 地質 構造 地 朋 の 節理 。 地 下水 の 流水 箇 
囲 千 を 事前 に 調査 する こと に より ある 程度 の 湖水 量 の 起 
定 は 可能 で ある 。 トンネル の 硝 水 に は 浸 和 水 の よ うに 長 
期間 に 現われ る 恒常 湖水 と 大量 の 水 が 突発 的 に 現われ 
る 集中 泊 水 と に 分 けら れる 。 特に トン ネル 掴 削 で 問題 に 
な る の は 貸 中 湖水 で ある 。 大 清水 トン ネル で は 水温 が 9 
で こ 12"C 程度 の 低 揚 で ある の で 。 湖水 の 完全 な る 排水 
を し な いと 労務 者 の 健康 に 悪影響 を 及ぼ し , 次 勘 率 を 増 
し て 稼働 率 を 低下 し , 作業 進行 に 重大 な 昧 響 が 生ずる > 
また , 掘削 時 に は 踏 元 の さく 孔 , 装 工 等 が 困 欠 で サイ ク 
ル タ イ ム が 延長 し , ずり 出し 作業 が 遅延 する 等 , トン キネ 
ル 掘 削 の 進行 に 重大 な 影響 を 及ぼ す 。 

特に 斜 玉 千 で は 異常 湖 森 また は ポン プ の 故 麻 等 に より 
一 度 ト ン ネ ル が 水 腔 する と 琉 内 の 設備 機械 等 の 復旧 お よ 
び 修 理 。 そ の 他 切 和 的 の スト ッ プ 等 に より 基 な る 披 害 が 
発生 する 。 こ れ を 防止 する た め に 先進 ボー リン ダ に よる 
水 の 探知 掲 沙 設 代 と し て は 余裕 ある ポン プ 設 備 。 予 


図 2 大 消 沙 トッ ネル 地 劉 絆 図 


備 計 水槽 で ある 。 当 トン ネル で は ポンプ 設 備 は 予想 全 党 
血 水 時 の 2 僅 の 容量 予備 貯水 槽 は 32030 分 得度 の 容 
量 を 有する も の を 設備 し て いる 。 ま た 予備 電源 と し て は 
ディ ー ゼ ル 発 電機 を 準 備 し 停 穫 に 備え て いる 。 特 に 当 
地 は 冬期 間 3>5 m 程度 の 積雪 が あり , 田 月 の 誠 腐 が あ 
る の で 十分 な 防護 設備 , 特に 送電 に 対し て 行っ て いる 。 
な お , 各 工 区 の 背水 想定 量 は 表 一 1 の よう で ある 。 


3. 本 抗 の 設計 


本 独断 面 は 図 一 3 の よう に 山陽 新 電 線 (岡山 博多 
間 ) お よび 東北 新幹線 と 同一 で ある 。 曲 株 用 と 直線 用 が 
ある が , 証 線 用 は 半径 7,000m 以上 の も の に 適用 する 。 
覆 エ コン クリ ー ト は 和 巻 厚 50cm お よび 70cm で , 特に 
地質 不良 個所 で は 巻 厚 90cm と し て イン パート を 考え 
て いる 。 ま た, 下水 に つい て は , セン ター ドレ ン を 考え 
て いる 。 本 者 の 掴 削 は 先進 導 太 上 部 半 断 面 切 拡げ を 標準 
工法 と し て いる が , 地質 身 の 状況 に より 別 工法 の 指定 を 
する こと に し て お り , 請負 者 向 の 摘出 に より 変更 し た も 
の も ある 。 

光 に 各 工 区 の 掴 削 工法 を 略記 する 。 

谷 川 工 区 : 上 半 先進 ぁ イ ヤ エ 法 

保 合 野沢 工区 : 全 断 面 掴 削 工法 

万 太郎 谷 工区 : 全 断 面 所 削 工法 

仙 の 倉 工区 : 底 導 先進 上 半切 撤 げ 工法 


表 一 1 召 工 区 の 清水 想 室 是 


一 昌和 机 | 符 0 | あ 件 本 | 
了 | | | 時 時 | 件 | 人 用 表 | 介 考 
王 訂 中 吾 水 | mWmml 28 | 270 | 298 上 PH 1 | WWW.8。 新 条 ち 88 
任 久 敵 水 尽 | mimin se | ka | 7 95 ち 4 | WW 557。 交 滝 49 
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栓 川 工 区 : 底 導 先 進 上 半 急 玲 げ 工法 

論 沢 工 区 : 上 半 先 進 タ イキ エ 法 
の よう で ある 。 

支保 工 は 負 ア ー チ 示 保 工 で 200 H, 175HI.150H の 
3 ピー ス を 使用 し て いる 。 地 質 の 状況 に より ロッ クボ ル 
ト の 使用 も 考え て いる 。 

また , コン タリ ー ト 運搬 に つい て は , 立 拓 に より 本 琉 
に 落下 させ で 舞 搬 する 工区 は 保 倒 野沢 。 仙 の 倉 , 松 川 工 
民 で あり , 直接 生コン クリ ー ト 運搬 車 に より 持 込 む 工 は 
は 符 川 工区 , 湯沢 工区 で ある 。 さ ら に ドラ イミ ックス コ 
ンク リー る 万 太郎 符 工 区 等 が ある 。 以 下 , 各 工 区 
の 施工 法 に つい て 述べ る ( 表 一 2 参照 )。 


4 横 斜 玉 の 設計 


横 衛 吉 の 肖 面 は A, B の 2 種類 と し , A 形 は 工区 長 
も 長く 。 硬筆 の 排水 管 , 空気 管 。 大 形 機械 の 投入 の 必 
根 保 診 野 沢 。 万 太郎 谷 工 区 , B 形 は それ 以外 の 工区 に 
採用 し た 。 層 工 の 状 訂 は 30ー50 cm と し , 地質 良好 な 
る 個所 は 厚 10cm 程度 の 吹付 コー ンタ クリート を 施工 し て 
いる ( 図 一 4 参照 )。 

斜 の 掘削 は 金 断面 で 施工 し た 。 支保 工 は 195 HH,150 


旋風 用 
LOm t 0 上 20m 


山上 ) 誠 川 
誠 誠 50m (本 齋 70m 


図 -3 本 誠 呆 面 図 
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唄 人 け コ ッ タ リー ト も 酸 エ コシ クリー 


が 人] コッ タリ ー ト 箇 エ コン クリート 


図 -4 尋 玩 雇 面 図 


有 H を 使用 し た 。 斜 の こう 配 は 1/4 で ある 。 本 の ずり 
出し は 倖 寺 の 延長 が 300 て 800m と な り 。 イ ンク ラ で の 
遷 揚 げ で は 能率 が よく な く , か つ 安 全 管 理 上 問題 が ある 
の で ベル トコ ン ベ ヤ に よる も の と 設計 し た が , 仙 の 倉 , 

松川 工区 は 業者 の 願 出 に より イン クラ に よる 巻 揚 方 式 と 
し た 。 


5. 谷 川 工区 


本 工 氏 は 大 清水 トレ ネル の 信昌, 大 宜 起 点 127k995 
mー130k 000 m まで の /=9.005m で , 現在 の 進行 は 
上 半 で 1,100m で ある 。 

本 工 K の 押 削 工法 は 請負 業者 の 願 出 に より 上 施 半 断面 
先進 タイ ヤシ ステ ム で ある 。 当 工区 の 岩 質 は 塊 
日 付近 が 一 部 変質 玄武 吾 , 大 部 分 は 有 英 剛 緑 岩 
で , 弾性 波 束 度 は 3.75.5 km/sec の 良質 の も 
の で ある 。 こ の 付近 の 石油 関 角 岩 は 大 清水 トン 
ネル の 中 心 部 付近 の 有 英 閲 緑 岩 より も 比較 的 
わら か い 将 質 で ある 。 


(1) 掘削 工法 採用 理由 

本 工区 は 大 清水 トピ ネル 入口 に 位置 し , 本 撤 
へ の 取付 は 横 撤 7 一 67 m で 簡単 に 取付 く こ と , 
次 に 横 才 付近 が 地形 上 , 県 道 お よび 谷川 等 に 


再生 多 の 席 D 仁 き まれ 。 レー ル シ ス チム の 設備 が が 必要 と する 
つろ | 用 | ee | kl | g 語 | な 用 mm 用地 が 取得 半 難 で ある こと に よる 。 
下 世 古 胡 (m) | 2.005 | 0 | 320 | 2750| aaO| 4om 
玩 和 代 兵 (m) 1750 | 1e00 (2) 施工 概要 
ie eeg 旨 | mW| 5 me 拉 徹 夫 。 机 記 病 積 は 当初 設計 の 内 容 過 面積 19.4 mi 
ーー 計 計 | 絞 」W 計 。 で あっ た が 。 クイ ヤシ ステ ム の 採用 に より トラ 
人 そ と] ッ プ ッ ク ミ キサ の 高 さ の 制限 で SI. 以下 を 1.4 5 
EL に EE BE 内 全 新 面 Aa に 
2 本 工区 の 着工 は 当初 要 才 所 削 開始 が 昭和 47 
全 リル 人 | 凶作 (6 | 大 | ch 。 年 10 月 を 予定 し て いた が , 地元 と の 協議 の 関 
聞 | 6 寺 設 | 前 四 如 設 RW 修業 | 施 建 設 | 列 利 飲 で 9 有人 和 肖 了 0812 る お 夏 の 導 が で ある 
FE W 企 隔 
当 間 章 R 須 | Te | 50 | 990 | 。am | yo | as 。 その 後山 に 枢 前 を 完了 し 本 撤 舞 前 も 比 
本 凍 和 PAM 9 蔽 的 怖 再 で も る 。 た だ し ,128 kS81 m 付近 で 邊 
天 78-50| 6. 必 | 46. lg.g-50.g 46.2 M7.2-0.3 
還 | て 3| PO | 3 藤 約 15m 約 300m% 程度 の 月 事故 が あり 
和 0 伯 「 し ンー 復 四 に 1 カ月 程度 を 要 し た が 。 現在 の と こる 別 
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災 遇 工期 限 等 に は 影響 な く , 工事 が 完了 で きる 見 込 で あ 
る 。 

横 の 掴 間 は トラ ッ ク ジ ャ ン ボ に より さく 岩 し て て レ 
ッ ク ド リル 使用 ) 一 気 に 例 延 長 を 掴 削 し , その 後 コ ンタ 
リー ト 巻 立 を 行っ た 。 

本 撤 掘削 は 上 部 半 断 面 タ イヤ 工法 の 採用 に より 上 
ャ ン ボ (D-95 へ ビー ドリ フタ 9 吾 ) で 行い ,。 コン クリ 
ー ト 巻 立 は / 王 15m の スチ ー ル フォ ー ふ で コン クタ リー 
ト ポ ボン プ に より 打 設 し て いる 。 


(3) 施工 上 の 問題 点 

当 工 区 で は タイ ヤ 工 法 で 人 押し 研 長 9.000m と 長大 
で あり , 排気 が ス の 換気 に つい て 検討 を 村 す る 。 現状 は 
コシ トラ ファ ン 37kW=2 台 , 軸 流 ファ ン 15kW2 
台 で 1.101mm まで 揃 削 中 で ある 。 現 在 の 換気 方 式 で は 
せん 防 , 支保 工 書 込 作業 中 は 十分 で ある が ずり 出し 中 
は ダレ ンプ トラ ッ ク , ずり 積み 機 (CAT 955) の 排気 が ス 
で 基 干 問題 が ある 。 今 後 換気 の 強化 。 排ガス の 抑制 、 各 
種 集 じ ん 機 の 使用 等 の 改善 を 検討 中 で ある 。 

次 に 撤 内 排水 の 問題 で ある が ,。 レー ル シ ス テム に 比べ 
て 相当 需 内 排水 の 汚 汐 が 大 で ある 。 特 に 竹馬 県 条 信 に よ 
9 澤 施 物質 が 利根 川 の 当地 区 で は 国 の 基準 の 120ppm 
が 40ppm と 厳重 で あり , 醒 当 な 設備 お よび 薬品 処理 を 
要する 。 施工 基 面 の 荒廃 に つい て は 十分 な る 配慮 が 必要 
で ある = 


6. 保 登 野沢 工区 


本 工区 は 130k000m か ら 135k350m まで の /ー 
3,850 m で ある が 。 その 1 工事 と し て /=3,600 m 区 間 
を 契約 し て いる 。 現在 の 信 行 は 一 応 斜 7 三 488m 間 の 
舞 削 を 終了 し て いる が , 一 部 示 欄 工区 間 が 地 山 の 膨 圧 に 
より 鉄製 支保 工 150 H が 変 状 し 。 巻 厚 不足 の 個所 が 生 
じ た の で 返 し 中 で ある 。 

本 工区 の 所 削 工法 は 当局 の 指示 に より 全 断 面 所 削 工法 
に 変更 し た 。 国 鉄 の 新 静 線 複線 形 の トン ネル で は 初め て 
で ある が 。 新 消 水 トン ネル 掴 削 で 同様 な 石英 央 緑 岩 で 巣 
線 の 在 来 線形 で ある が 全 断 の 経 陣 が ある の で , あえ て 條 
断 搬 削 に 踏切 = た 。 地質 は 石英 剛 緑 岩 約 9000 m, 花 剛 
岩 2.200m で , 一 部 終 天 交点 付近 に 蛇 紋 着 , 岩 等 が 
ある 。 大 都 分 は 弾性 波 速 度 4.2km/sec 程度 で ある 。 終 
撤 交 点 付近 より 県 境 方 向 3 km 程度 は 谷川 工区 と 同様 な 
地 山 と 想定 きれ る が ,。 それ より 県 境 方 面 は 非常 に 硬い 和 有 
甘 内 緑 天 で ある 。 


(1) 掘削 工法 採用 理由 
本 工区 は 昭和 46 年 12 月 8 日 契約 し た も の で ある が 。 
地元 と の 設計 陣 議 が 難 行 し , 47 年 7 月 頃 地元 と の 話 合 
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い が つ き , それ より 南 電 付近 が 国立 公園 の 重要 地区 の 
を め 環 境 庁 の 許可 が いる の で 相当 に 時 間 的 に 遅れ て 9 月 
25 日 に 再 着手 し た も の で ある 。 そ の 結果 , 月 進 平均 160 
mm を 確保 し な けれ ば な ら な い 状 態 に な っ た 。 また, 地 山 
の 状態 も 全 断 所 削 可能 と 判断 し 。 ス ピー ドア テッ プ 可能 な 
多 断 工法 に 踏切 っ た も の で ある 。 


(2) 施工 概要 

昭和 47 年 10 月 より 工事 用 道路 お よび 者 外 設備 に 着工 
し , 13 月 に 妊 寺 弓削 を 開始 し た 。 斜 塊 は 塊 口 よ り 90m 
まで は ショ ベル 積込み の まま で 押 外 まで 直接 ずり 出し を 
行っ た が , それ より は 和 揚 設備 が 完成 し た の で 10m' ス 
キッ プ に より ず リ 出し を 行い , せん 孔 は 当初 レック ドリ 
ル , 90m より は 2 プー ムク ロー ラジ ャ ン ボ (D-95<2 
至 装 備 ) を 使用 し て せん 孔 し た 。 

現在 は 斜 塊 お よび 水平 孝 分 の 掴 削 を 完了 し た が , 一 
部 来 尼 工 で 蛇 紋 岩 地帯 が 変 状 し 。 所 定 の 巻 厚 の 確保 が 囚 
難 に な っ た の で 締 返 し 中 で ある 。 琉 口 よ り 370.8m から 
385.9 m まで の 区 間 の 返 し を 8 月 35 日 に 行っ て いた 
が , 同 地点 より 寺 曲 に 向っ で 20m お よび 830m 付近 に 
あっ た 約 300 min の 水 が 細 返 し 地点 に まわ り , 付近 の 
崩 康 が 生じ た 。 現在 は 同 地点 に 薬 蔽 注入 水 抜 ポ ー リ ン 
ダグ 等 を 行っ > で いる が , これ ら の 作業 が 終り 次 第 紳 返 し を 
拉 行 する 予定 で ある 。 な お , 本 拓 の 掴 前 は 31L プー ム の 
ジャ ン ボ で 行う 予定 で ある 。 


(3 ) 施工 上 の 問題 点 

衝 裁 昌 に お ける 蛇 紋 央 地帯 で ある が 現在 の よう な 
状況 で は 掘削 後 直 ち に 吹付 笛 で 1 下 牧 工 を な し , 順次 3 
次 覆 工 を 行う 方 が よい 結果 を 生む と 思わ れる 。 今後 本 拓 
に お ける 蛇 紋 地帯 で は 円 形 断 面 に 近い 断面 と k 
に よる 1 次 析 工 を 舞 削 直後 に 行う 等 慎重 な る 工法 が 必要 
で ある 。 ま た , 本 琉 の 全 断 掴 削 で あぁ る が , 基 王 破 太 帯 等 
も あり , この 笑 破 に は 相当 な 対策 が 必要 で ある 。 さ ら に 
県 境 付近 の 土 科 り 1.000m 以上 の 区 間 に は 山 は ね 区 間 
も あり , 相当 な 設備 を 考え な けれ ば な ら な い 。 


7. 万 太郎 谷 工 区 


本 工区 は 135k350m か ら 140k150m まで の / 三 
4.800m で ある が 。 その 1 工事 と し て 現在 斜 壇 944 
mi 本 3.200m を 契約 し て いる 。 現在 の 進行 は 一 応 斜 
基 , 撤 底 設備 が 完了 し , 本 玉 の 例 断 発進 基地 を 握 削 中 で 
ある 。 務 断 の 発足 は 11 月 8 日 の 予定 で 現在 鋭意 工事 中 
で ある 。 本 工区 の 掴 削 方 式 は 全 断 面 掘削 工法 で ある 。 当 
工区 の 地質 は ほとん ど が 石英 関 緑 絆 で あり 圧縮 強度 は 
平均 3.000 kglcm* 程度 で , 見 掛 比重 は 2.69, 吸水 素 
0.54-0.84 空 ショ ア 重 き 78-84 で ある 。 
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1) 援 削 工法 採用 理由 
ID 
等 の た め 着 工 が 
例 野 沢 工区 の 着 
押 削 か 
少し で も 


の 場合 は | 


早く 新湯 県 側 の 掘 前 を 進め る 必要 湖 あ り , 最悪 
する 


時 の 実績 か らし て 全 断 『 提 の 自 


(2) 施工 概要 
万 太郎 谷 斜 匠 


) ト ン ネ ル 玉 口 で は 一 番 人 
『 用 道路 の 


里 離 れ た 借 
整備 に 普 手 し , ? 足す る の 
で 専用 の 橋梁 を 架設 し , また , 林道 の 撤 を 行い 昭 
和 47 年 8 月 に は 舎 境 掴 削 に 必要 な 設備 を 完了 し , 斜 塊 
その 後 , 順調 に 斜 塊 掘 前 玉 底 設備 等 
し , 現在 は 全 断 掘削 の 基地 の 切 拡 げ を 施工 中 で あ 


ドリ フタ 2 プー ム 搭 載 の カローラ 
に 並列 し て せん 孔 を 行い , せん 孔 の 
し て は コロ マン ト これ は 
5 せん る 


ある 。 火薬 


の ず ゆ 部 は 
出し は 6mW 


g な の り ト ロ を 400E ウィ ンチ 巻 掲げ 
1 塊 肉 の 支保 工 は 125H, 150 H を 建 込み 
痕 好 な 個所 で は 礎 10 em の 吹付 コン クリ ー ト を 行 
た 。 幸 工 巻 厚 は 30cm で ある 。 

本 撤 掘 削 の 計画 の 本 る 。.19 ダーム 
の 企 断 ジャ ン ボ で へ ビー ドリ フタ 18 台 3 


ホー ル 搭 載 の も の で 大 目 0 周辺 


写真 一 1 万 太郎 谷 工 区 基 外 殻 備 
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地 山 の ゆ る み の 縮 少 の た め ス ムー ズブ ラス ティ ンダ 工法 
大 き り が 発生 する と クラ ッ シ ャ 以外 
必要 と な る の で 小 孔 徐 (935 一 38 mm) で せ 
掴 測 は 1 発破 2.25m, す 
3 わく (支保 工 150H, 1.5m) の 計 


で 行う 。 ま 
の 小 割り が 』 
ん 孔 本 数 を 増やす 
な わ ち , 2 発 


画 で ある 。 


り は パケ ッ od 4.0m' の 3 


KOK ダン プロ ー 


り ピ ン に 投入 それ よ より ペル fe ュ ン * ミヤ ャ で 才 外 拓 出 す 
る 。 過去 の 新 消 水 トレ ネル の 全 断 掘削 で は 進 
167 m/ 月 に と ど ま っ た が , この 原因 は , 第 1 に 地質 が 時 
固 で あっ た が 風化 節理 が 極め て 発達 し , 切羽 の 溶 石 の た 
め 金 断面 同時 せん 孔 が 不可 能 で , 下部 せん 孔 を 先行 し て 
上 部 ん 孔 と いう 2 段 せん 孔 民 間 が 相当 あっ た こ 系 
3 に 切羽 の 集中 湖水 (5 0 に よる せん 孔 作 業 へ の 
影響 。 第 3 に 山 は ね 現 よる 退避 等 が あげ られ る 。 今 
回 は 第 1 に 対し て ジャ Deh03 間 デ ッ キ を スラ イド さき 
せ , デッキ を 切羽 に 接触 する と と に ん お を 
下さ せな い , 第 に は 強制 排水 , 第 3 
ロ テ ッ クタ を 設備 する こと に より 対応 
ト 打 設 に は ドラ イミ ックス ュ コンク リー ト を | 


(3) 施工 上 の 問題 点 
コン クリ ー ト に お いて は ドド ライ ミッ クス コン クリ 
使用 する が , わが 国 の トン ネル 工事 で は 初め て 使 
用 する の も の で ある 。 こ の 工法 の 概要 は , あら か じ め モ 
ト , 斬 粗 骨 材 を 計量 化 混 練 し 。 所定 の 打 設 個 # 


クス し て 打 設 する 工法 で ある 。 当 工区 で は 
ト , 細 粗 骨 材 を 計量 混練 し , 斜 塊 内 を ベル トコ ュ ン ベ 
運 拉 し , 本 撤 内 は ホッ パ 車 に 積 拝 え ,。 バッ テリ ロコ で 運 
搬 。 コ ンク リー ト 打 設 個所 付近 の アラ ント で 水 , AE 剤 
等 を 加え て 混練 し 。 コン クリ ー ト ボン プ 

設 する 計画 で ある 
利点 と し て は , コン タク リート 運 拉 中 に 
発生 する 骨 材 の 分 離 等 を 防ぐ こと が で き 
る , また , 運搬 距離 が いか に 長大 に な - 
て も ゃ 影響 が 少な い 等 で ある が , 欠点 も あ 
る 。 最 大 の 欠点 は 。 中 に お ける セ メ 
ト の 細 粗 骨 材 の 表面 水 に よる 水 和 反 
吸 温 等 に よる 強度 低下 , ベル コン 等 
する 付着 等 で , 用 化 の た め に 
に よる 実験 が 必要 で , 現在 実験 中 


8. 仙 の 倉 工区 


当 工区 は 140k150m か ら 142k900 mm 


』 


介 


引 
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まで の / 三 2.750 m で , 現在 の 進 
行 は 任 , 撤 底 設備 は 完了 , 導 摘 
En 438m。 下 ロ 279m. 
185m で 

本 工区 の 掘削 工法 は 底 導 
者 半 断 | る 。 地 質 は 万 太 
と 同様 に 右 英 図 緑 岩 で あ 
度 は 4.55.0 km/ 


(1) 掘削 工法 採用 理由 

50m の うち , 地質 
一 郎 央 の 区 間 が ぁ 
と し て 湧 水 が あ り , 
節理 の 発達 し た 央 上 質 で ある の で 地 
質 変 化 に M 
用 し た 


(2) 施工 概要 

当 工 区 は 地元 と の 協議 関係 も 順調 に 進み , 昭和 47 年 
3 月 契約 と 同時 に 着工 し , 現在 に 至っ て いる 。 

斜 需 掴 削 は 万 太郎 谷 工区 と 同様 な 段取り で 行い , 本 撤 
の ずり 出し は イン クラ イン 方 式 で ある 。 コ ンク リー ト は 
930cm の 立 塊 5 本 を 掘削 し , これ より 投下 し て 酸 内 
を 運搬 する 方 式 を と っ て いる 。 当 工区 で は ずり 積み , ず 
り 運搬 符 に は いっ さい 内 燃 機 関 を 使用 し て いな い の で 非 
常に 抗 内 の 空気 は 清光 で ある 。 


(3) 施工 上 の 問題 点 
特に 問題 点 は な い 。 


9. 松 川 工区 


0m で 四 の 


と To る が 。 エ チレ ング リコ ー 


ト で は 24 程度 の 陳 


(1) 掘削 工法 探 用 理由 
地 谷 の 変化 が 相当 ある の で 地 も 地質 変化 に 順 』 


入 の あ 


写真 一 2 仙 の 倉 工 欧 外 設 備 


上 部 半 断 面 工法 一 部 紋 岩 地帯 で は ショ ー 
を 採用 し 。 すみ や か に 笠 工 を 完了 し て 膨 圧 
に 対処 せしめ る 。 


(2) 施工 概要 
当 工区 は 昭和 46 年 
KU 


地帯 に 突入 し た た め 導 撤 支 保 工 の 変 状 が 激しく な っ た の 
で 掘削 工法 を 変更 し , 本 拓 の 断面 を 円 形 に 近い 形 に する 
ミン チエ 法 に 切換 えた 。 な お , 工期 
の 関係 上 洋 回 を 図 一 5 の よう に 掘削 し 切羽 の 増加 を 
は か っ た 。 注 回 琉 の 断面 は 約 14 m* 程度 で ある 。 
コン クリ ー ト は 立 寺 す 30cm※2 本 で 本 塊 に 投入 し 。 
それ より 本 撤 内 を 運搬 打 設 する 。 


(3 ) 施工 上 の 問題 点 

蛇 冬 岩 地帯 の 掴 削 は ,。 ジョ ー ト ベン チエ 法 で まず 上 半 
を 掘削 , 250 H の 支保 工 を 建 込み , 直ちに 吹付 コン クリ 
ー ト 30cm 厚 を 施工 し , 下段 を 掘削 、250H の 支保 工 
を 建 込み , 吹付 コ ンタ リー ト 厚 30cm を 施工 し , 順次 
2 決 親 工 巻 厚 70 cm を 施工 する 計画 で ある 。 こ の 地帯 
の 突破 が 一 番 困 難 で , 1 カ月 進行 40 ご 50 m 程度 に な る 


と 思わ れる 。 


10. 湯沢 工区 


は 146k200m か ら 150k240m 
斜 塊 7 一 185 m 
う 配 1/8 の 
な 備 は 完 ! 
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コー ニタ ーー 
147k200m 
に 4 


内 ーー 


雷 および 還 人 


剛一 5 大 清 沙 トン ネル 松川 攻 工 平間 


斜 方 1.64H m。 城 平 狗 方 は 完成 し , 下 段 を 畠 削 130m 
租 る 。 本 工区 の 掴 削 方 式 は 請負 業者 の 角 出 に より 
上 部 半 断 面 先進 ダイ ヤシ ステ ム で ある 。 

地質 は 変質 玄武 岩 が 計 体 で 表層 に は 火山 泥 流 堆積 物 
が 分 和布 し て いる 。 変質 去 武 天 は か な り 風 化 が 進 生 し て 
り 。 粘土 を か ん だ 部 分 も ある 。 弾性 波 速度 は 3.7 こ 4.4 
km/sec 程度 で ある 。 神立 付近 は 現 # 川 の 河川 堆 策 
物 が 尋 長 で 約 900m に わた っ て 相当 の 深き まで 堆積 し 
て いる 。 こ の 付近 の 目 援 り は 10-15m 程 
開き く 工 法 を 行っ て いる 。 


(1) 掘削 工法 採用 理由 

本 工 ほ で は 短い 綴 こ う 配 の 斜 拓 に より 簡単 に 本 拓 に 取 
付く こ 大 の 原因 で , また 新 替 線 断面 で は 上 半 部 を 
層 工 し た 場合 で も 内 空 断面 が 36 m* (=4.8m の 172 
円 ) と 広い た め ず り 出し に 大 形 タ ンプ (11 の 使用 が 可 
能 な た めで ある 。 


(2) 施工 概要 
本 上 は 非常 に 順調 に 地元 協 識 等 も 完了 し , すでに 上 


ーー 図書 案 内 


橋 染 架 設 工事 と 人 の 積 見 


半 舞 前 は 78 久 島 度 の 進行 で ある 。 酸 掴 員 は 神立 側 は 
東洋 工業 ガン トリ ー 形 ジャ ン ボ 8 プー ム で ライ トド リプ 
タ 8 基 搭載 , 城 平方 は 8 トラッ タカ 人 た 昇 降 
を 付け た も の 3 台 を 準備 し , これ を 走 場 と し て 併 列 せん 
孔 し た 


(3 ) 施工 上 の 問題 点 

施工 上 の 間 且 点 は 谷川 区 と 同人 で , 換気, 席 華 基本 
の 洲 廃 。 排水 の 汚 装 。 地 激 な 変化 に 対す る 対応 揚 
が 底 導 先 より 問題 で ある 。 

1. む す び 


ヾ た が 、 現在 の と ころ 大 当分 の 王 は よう や 
に か か っ た と ころ で ある 。 今後 相当 な 多 工 
る が 。 掴 削 機械 の 近代 化 に より 一 層 の 省力 化 を は か り 。 
記 履 も な く 51 年 度 上 越 新幹線 の 開通 に 努力 する 沖 司 で 
ある 


玉 才 舞 削 
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B5 判 


申込 先 | 
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上 越 新幹線 は 全国 新幹線 鉄道 整備 法 に より 東北 , 成田 新幹線 と と も に 
昭和 46 年 度 着工 し , その 本 工事 は 昭和 51 年 度 完 成 を めざし て いよ いよ ょ 本 
格 化 し て きた 。 これ は 大 宮 一 新潟 間 約 270km を 1 時 間 30 分 で 結ぶ も の で 。 
時 間 と 距離 を 大 幅 に 短縮 し , 国 主 の 総合 利用 、 経済 基盤 の 強化 と 地域 開 
発 の 促進 を は か る 整備 法 の 一 端 を 担う ちの で ある 。 この 上 越 新幹線 に は 
山岳 トン ネル で は 世界 最長 の 大 清水 トン ネル ( 約 22.3km) を は じ め 権 名 
トン ネル ( 約 14.4km), 中 山 ト ン ネ ル 〈( 約 14.7km) を ど 、 い ずれ お と ら 
ぬ 長 大 トン ネル が ある 。 新幹線 は ルー ト 選 定 に 際 し 直線 を 原則 と し て 採 
用 し . 高速 性 の 維持 を は か っ て いる が , 特に 上 越 新 幹線 は 雪害 対策 の 面 
か ら も “モグ ラ 化 " の 傾向 が 強く 。 トン ネル は 下 べ 103km に も 及び 全長 
の 約 38 の を 占め て いる 。 トン ネル 工事 は ほとん どの 工区 を 発注 済み で 。 
用 地 に 問題 の ある 明り 区 間 の 工事 (高架 橋 ) も 一 部 で 本 格 化 し て いる 。 
特に トン ネル 工事 は 在 来 工法 に よる スピ ビード アッ プ , コス ト ダ ウン , 肉 
岩 ト ン ネ ル の 施工 法 お ょ び 施 工 機械 。 異常 湖水 対策 な どの 技術 開発 問題 
と 取り 組む と と も に , 工事 に よる 排水 公害 . ケン プ 公 害 。 水 対策 など 
社会 的 問題 を 解決 し な が ら 建設 工事 の 本 格段 階 を 迎え た わけ で ある 。 

(日 本 鉄道 建設 公団 提供 ) 


上 越 新幹線 線路 略図 
(大 宮 一 新海 間 ) 


6 か "モー ュー ニー 


全 九 日 町 高架 橋 (上 越 新幹線 第 1 号 の 複線 2 柱 式 RC 
ラー メン 高架 橋 ) 大 宮 始 点 176 k773mー177k747m 
雪害 対策 実験 線 区 


ム 了 水 (温水 方 式 に よる スラ ブ 幸 道 の 消 当 
( 九 日 町 高架 橋上 に お いて ) 


人 魚沼 トン ネル (8.,624m) 北 工区 
琉 口 付 近 


ロー ド ヘ ッ ダ MRH-S90 に よる 上 部 
半 過 面 掘削 (魚沼 トン ネル 北 工区 ) 


ーー 
人 る 六 日 町 トン ネル 北 エ 区 
サイ ロッ ト 工 法 と 全 断 面 
開削 工法 の 境界 付近 
(大 宮 始 点 175 k000m) 


ma 


湯沢 ト ン ネ ル (4.440m ) 北 工 区 上 部 半 面 部 作業 現場 


全 大 清水 トン ネル 仙 の 倉 工区 (2,750m ) 
仙 の 倉 斜 玩 (662m ) 底 よ り 本 寺 を 見 る 


人 大 清水 トン ネル 仙 の 倉 工 区 
上 部 半 断 面 切羽 付近 (ドリ ル ジ ャ ン ポ 後方 より ) 


全 大 清水 トン ネル 松川 工区 (3,300m ) 
松川 斜 塊 (632m ) 需 外 設備 


4 天 清水 トン ネル 松川 斜 琉 底 付近 


大 清水 トン ネル 万 太郎 谷 工区 
琉 府 の ずり びん Py 


へ 大 清水 トン ネル 保 登 野 沢 工区 (3,600m ) 月夜野 ト シン ネル (6,470m) 森原 工区 
2 プー ムク ロー ラジ ャ ン ボ に よる 森原 横 玩 と 本 寺 (サイ ロッ ト 工 法 ) と の 交差 部 付近 


中山 ト ン ネ ル 四 方 木立 寺 (370m ) 琉 外 設備 


人 株 名 トン ネル (14,350m) 御立 工区 寺 外 設備 


株 名 トン ネル 御 薩 工区 
御 薩 斜 寺 (360m) 切羽 250m 付 近 の 湧 水 (3m*/min) 


橋 (7 三 95m ) 
生コン クリ ー ト の 搬送 
(大 宮 始 点 47 k000m 付 近 ) 


る 人 見 地区 壁 式 高架 橋 の 
床 版 コン クリ ー ト 仕上 げ 作 業 
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T.B.M に よる 


休 山 配水 トン ネル の 施工 実績 


1. はじめに 


呉 市 に お ける 今期 上 水道 撤 張 事業 に は 2 m' の 有効 
容量 を も つ ト ン ネ ル 配 水池 の 築造 が 主要 工事 に 含ま れ で 
いる 。 この 施工 に あたっ て は , 一 方 の 撤 日 か ら 450m 
の 山腹 斜面 に 人 家 が 乏 集 し て お り , 昭和 43 年 に 本 計画 
と ほぼ 同一 線上 に 築造 され た 県 営 太田 川東 部 工業 用 水道 
の 配水 トン ネル 施 工 の 隙 , 発破 に よる 公害 が 発生 し た 実 
例 が ある うえ , 一 部 に 旋 傾 合 骨 壊 欠 指 定 区 城 が あり 。 
振動 に よる 月 凛 の 危険 が め る と し て 地元 住民 と の 交渉 も 
堆 注 し た 。 加 えて 本 トン ネル の 西 塊 口 で ある 宮原 浄水 坦 
の 西部 お よび 北部 に は 国立 呉 病院 や 学 枝 が 障 接 し て いる 
と いう 環境 範 の 理由 で 振動 や 双 音 公害 の 大 きい 発破 工法 
は 断念 せ ざる を 揚 な か っ た 。 こ の よう な 状況 か ら (経済 
的 お よび 地質 的 に 多少 苑 点 が あっ た が ) トン ネル ボー リ 
ング マシン (T.B.M) 工法 に 貼 切 っ た わけ で ある 。 


2. 工 事 概要 


(1 ) 地質 お よび 工事 概要 

体 山 は 標高 300500 m の 三 涯 峰山 、 体 山 等 の 山 峰 が 
北東 か ら 南 西進 な る 国立 公開 地帯 で あり , 本 トン ネル 
は 標高 8 て 80m で これ を 東西 に 貫通 する 2.340m の 送 
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図 一 1 休 山 トン ネル 地質 分 有 図 
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り 替 P マ ッ テ リ ー ト バー イー 
0 トラ ャ ル 色 水池 湖 間 


賠 -2 トシ ネル 村 夷 断 両 較 


配水 トン ネル で ある 。 

地質 的 に は 。 広島 県 南部 か ら 了 岡 由 県 に か け て わが 国 季 
大 の 之 統 侍 入 岩 体 で ある 広島 花 間 岩 類 が 基盤 を な し , こ 
れ ら の 花山 が 未だ 冷却 し きれ な い 時 期 に 佐和 し た と 見 
られ る 花 剛 葛 岩 の 岩 脈 (普通 音戸 持 入 岩 体 と 呼ば れる ) 
が 南北 の 向き に 並 走 し て お り , 大 別して 花 賠 岩 と 斑 涯 
類 に 分 類 され る 。 

花 半 岩 に は 淡紅 色 の カリ 長石 が 目立ち , 風化 に 約 い 
粗 粒 花 賠 岩 て 形 ) と ,。 その わり に は 風化 の 進ん で いな 
い 中 簿 黒 雲母 花 周 岩 (上 形 ), きら に 幅 石 自身 は 新鮮 で 
堅 硬 で 人 裂 , 節理 千 の 分 離 面 を 多く 含む 細 簿 花 間 岩 お よ 
び 優 自 航 密 な 半 花 僧 岩 が あり , この 花 賠 岩 類 は トン ネル 
の 約 7 割 を 占め , 残り は 非 常に 堅 古 で 風化 作用 に 強く 
また 急 利 徹 理 等 の 分 離 面 も 少な い 花 賠 斑 岩 類 で ある 。 

トン ネル は 半 長 1.706m の トン ネル 配水 池 有効 容 
量 2 万 m'), 550m の 送水 管 ト ン ネ キル, その他 接合 井 、 
検査 等 84m, 計 3.840 m か ら な り , 送水 管 ト ン ネ ル 
は 次 落 30 m の 立 に より トン ネル 配水 池 の 接 合 井 に つ 
な が る 。 トンネル 配水 池 は 民 察 の な いこ と , 堅 硬 な 班 岩 
類 が 多い こと な どの 理由 で 東 琉 口 より 発破 工法 を 採用 し 
た だ 。 

本 報告 は 西 吉 か ら 550 m の 送水 管 ト ン ネ ル を T.B. 
MT で 掘 前 し た も の で ある 。 販 質 は 比較 的 や わら か い ( 圧 
縮 強 度 300-!.209 kg/cm) 畑 粒 花 剛 岩 が 主 で ある が 、 寺 
ロ か ら 390m 前 後に は 表面 か ら の 試掘 で 1.780 kglcm* 


薄 し た 花 賠 班 岩 の 賞 入部 分 が あり , この 衝 
いて 工法 決定 の 際 に も か な り 懸 念 され 。 
カッ タリ ング の 麻 耗 が 激 し か - 
る こと が で き 。, 今後 の 改良 と 相 ま ま 

論 で も T.B.M の 採用 が 期待 
の 送水 トン ネル は 昭和 7 年 11 月 27 日 に 機 拭 を 裁 入 し , 
12 月 15 日 か ら 握 前 を 開始 し 、 過 和 旨 年 4 月 16 日 完 了 


部 分 の 可否 


(2) 機械 設備 
(て 8) トン ネル ボー リン グマ シン 
体 山 送水 管 トン ネル に 使用 し た T.B.ME は 小松 ロビ ン 
と し て で カッ 
4 至 , 油圧 装置 の 最高 使用 圧 を 350 
と し , ダリ ッ パ の 移動 速度 を 大 きく し た 。 
各部 の 構造 は 大 別 す る と カッ タ ヘ ッ ド , カッ タ ヘ ッ ド 
ポ ボート, カッ クタ 。 メ イン ピー ム , グ リッ パ , サ ポート ・ 
オペ レー タキ ャ ピン , 後続 台車 より 成っ て いる 。 
(b) 電動 式 シ ャ ッ ト ル カー (20m' 
前 述 の 公害 対策 か ら 当 初 は エア を 動力 と し た も の で あ 
た が , 大 形 の 電動 式 シ ジャ ッ ト ル カー を 開発 製作 し , 工 
事 の 促進 お よび 原音 減少 を は か っ た 。 
(c ) ずり 放出 コン ペ ヤ 
ャ ッ ト ル カー か ら 放 出し た ずり を 帆 750 mm の 高 加 
ベル トコ ン ベ や で 放出 , ス トッ ク す る 。 
(d) バッ テリ 機関 車 (20 
Ce) 列 気 用 コン トラ ファ ン (9600 mm) 
(f が スレ ー ザ 


タ ヘ ッ ド モー 


な お 、 主 な 機械 の 仕 粒 を 表 一 1- 表 一 
3. 施工 概要 
(1) 掘削 準備 


T.B.M 組立 用 と し て 10mz20m の 江 地 を 撤 晶 に 凌 
成 し , 他 に 301 トラ ッ ク 2 吾 お よび 最大 30《 トレ ー ラ テラ 
を 収容 で きる 組立 ヤー ド を 作成 し た 。 トン ネル は 者 日 か 


写 上 一 1 国立 病院 隔離 病 硬 
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寺 1 小松 ロビ ンス TAM 350G-1 仕 欄 


提 | 500mm | 
人 長 | iL.700mm 
推 交 メト ロー タ | 1100mm 
最大 推進 科 度 | 120mmmin 
失 カ | 370t85tx9 


グリ ッ パ 提 付 力 | 50k 


ら 15m 

で 掘削 覆 工 し て これ を 

TB 発進 基地 と し た 。 
基地 の 舞 削 お よび 義 工 

中 に 撤 外 で は 充電 設備 

保 工 等 の 機械 荷 爺 し 設 

備 , ずり 放出 コン ペ ヤ の 馬 。 前 


300 mWmin 
無 作 据付 を 行い , T。 大 。 圧 | 900mmAg 
作 所 人 MN Ll カ skWzs 


シャ ッ ト ル カー の 動力 源 
と し て 高圧 受電 設備 を 併 
設 し た 。 

な お 才 外 施設 に は 充 
電設 備 , ずり 出し 設備 。 


材料 荷 卸 し 設備 , 給水 設備 乱 水 処理 設備 , 受電 設備 
T.B.M 組立 ヤー ド , カッ タ 修 理工 場 。 機 械 搬入 路 等 が 
あめ る 。 


(2 ) TL.B.M の 組立 

運搬 お よび 組立 の 個々 の 姿 は カッ タ ヘ ッ ド , メイ ン ピ 
ー ム お よび ぴ グ リッ パ 。 ベル トコ ュ コンペ ヤ , オペ レー タク キャ 
後続 台車 。 その他 の 機器 に 分 け , 0t トレ ー ラ 2 
育 , 10t トラ ッ ク 6 公 で 運搬 し , 30t トラ ッ ク ク レー ンジ 
3 友 で 現地 組立 を 行っ た 


(3) 掘進 状況 
組 立 完了 後発 引込 み , 掘 準 に 移っ た が 。 地 山 


た も の で 比較 的 安定 し て お り , 作業 は 順 
1 スト ロー タ 1 列車 で ずり を 排出 で きる 
トル カー を 使用 で きる 距離 を と る 


は 真 窟 の 締まっ 
調 で あっ た が 。 
機長 約 25m の シャ ッ 


ま R ザ シ ョ ベル お よび 12m* シャ ッ ト ル カー で ずり 
処理 を 行っ た た め , ずり 処理 時 間 が 全体 の 20 欠 弱 に 入 
ん だ 。 


また , 玉 外 の ずり 運搬 は 騒音 の 関係 で 夜間 作業 は 全面 
的 に 茜 目 し, し た が っ て , 掘削 も 日 中 だ け に 限ら れ た 。 

玉 口 より 70m の 地点 は 地上 まで の 土 被り が 11m で 
主要 県 道 が 走り , また , 急 傾斜 崩壊 危険 定 され 
て いて 振動 や 地 F 人 だ) 地 山 を まっ た く 
荒らさ な い , 
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は 花 層 工 岩 の 場合 , 本 
め の スラ スト 圧 は 3 
カッ ダグ の 消耗 と 機械 本 体 の 振動 か ら カ ッ タ 
を も 招き , 修理 交換 に な 時 間 を 要 し た の 
で 最も 経済 的 な スラ スト 圧 を 200-230 kg/cm 舞 
進 し た が , 280 m 以 f きり の 時 間 に 多少 の 
増大 は 見 た も の の , 

これ は 亀裂 の あ 
ラス ト 圧 | 


機 の 特徴 


) kg/cm 


\ が , 急 裂 の 少な い 
が 必要 で あり , 粉 


鷹 の 発 
気 油圧 
ブル の 大 き ド 
押 進 中 , 硬 岩 の 中 に 
ゲ グリッパ を すべ ら せ る 
蛇行 の 
推進 
れる 。 こ の 粉塵 は コ 
應 装置 で は 
【 射 し た り し た が , わずか な 効 
, この 種 の 問題 は その 者 訟 で きる 限り 
か あり , 作業 環 


ーー ント 
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"シャット ル カー ずり 出し 状況 
寺 つ 以外 に 』 
ヾ 浄水 場 の 汚染 を 考え , 玉 

不純 物 を 


か ら 工 場 で の 改良 【 
換気 原 身 の 吐出 口 は 国立 病院 
日 前 の 排水 藩 系 の 中 に 挿入 し 


な い 。 


(4 ) T.B.M の 実績 
握 うに , 短い 施工 区 間 の わり に は 竹 


ー4 掘削 後 の 状 況 


建設 の 機械 化 74-1 


写 一 喘 斑 半 弘 の 年 二 導 電 町 g 一 較 


き l slk 了 NR 回 | 回 
ォ | ュ lg 昌 。 
|E 邊 引 回 国 上 IE 
T* 
拓 | 計 | に に 問 E 
許 肖 本 IE 
の に に 3 し 誠 革 星 マ ド 半 
ミ | 。 | | | き | ュ ュ ほ を > 
生き PIE 四 本 (0 1 
ゴト トコ 半 
川 5 KO 
六 パ g- 
昌史 H 20 』 
2 、 用 導 0 ヤ 
著 し ( 背 化 し , 天敵 が 内 1.5 還 沿 き | 
0.5m 間 人 弄 す る 。( 放 ) 軸 串 bd る g 
所 時 HH 2 2 四 
曽 リ Ti 5 
理 の まい 明科 ( 和 ) 昌 前 きま HzH 5 
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| 上 きま WMHS 
科料 地 繕 と な り 。 実 湯 も 硬 す な り 前 ザ [ 100 
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さき に コ 120 
? 
ミ 0 較 
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症 色 の 芝居 と を り 旬 対 が 多 いた め 押 | 財 富 1 im0 に も 
前 は 問い 。 まゆ の 汚水 あり 。 内 7 9 | き 
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MMHG トス W5 き LR 1 放 
る 。 210 一 240m 人 0 お EE 湖 ポ あり MM き 四 トヨ Ei 1 
等 20 門 
硬い 新聞 を 測 雇 と きる 。253-256m ] 日 
は 湖水 あり 。 モー タプ ー リ 枚 陳 の た 
FTD } 
MM 辿 で 和 に 石 く 、 メッ メト ] | 、 + 
300Me/m' で 引 カリ タ ハ ウジ 日 旦 ミ 四 
ピ な めき 日 休 申 。 7 E 
ンダ 層 押 の た め * 上 只 層 了 画 
MA で 硬 仙 缶 の を い 人 上皮 交 20E] MM 賠 
すま 20m に 清 ポ あり 。 介 昌 ョ 回 
Il は 
深 昧 を 帯び た 音 層 に な り 。 多 必 較 5 ] 日 | | 
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340m で 東 味 を 帯び た 着 病 が 有 ガ ] 
に 滑 を 、 傘 か ら 少 が 中 が 記 だ る | 回 
の 作 間 潮 で 新鮮 で ある 。 内 
243346m に 清 沙 あり 。 に 9 ーー 
M 
骨 
5 の 負 幸 の きい 前 箱 員 で 本 0。」 |H ビ 内 
390m、400m。 428m に 清水 あり 。 き KA 
上 
回 40 | 
IdUUIGUIU 出 = 『 『 を fe NN 
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UCBCUIPEPIENIIE 回 HoHiw N 
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コマ ュー 日 ら ダ 久義 宣 す お 湊 日 線 コ 

ラロ ュー キッ 1 と ユズ 大 rm02 ニキ 91/ か BZI "ーッ 1 と の 慰 agt 78 ル (2(gT "yー モ チー 尋 (一 9LZ1 半 導 生 (オール 
"1 る コ 更 の | 面 作ら @ え ャ ビエ タテ 1 人 2 そ 呈 一 1 と キバ 

"っ 個 時 知 で 各 希 斉 2 人 半 聞 T 拭 31 村 導 る 


利和 68 博 湊 を と だ *6 い る M 全 時 回 1 ンダ と 31 介 穫 時 1 (3 
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々 の 曲折 が あり , 立地 条件 で も 困難 が 多かっ た が , これ 


ら を 克服 し な が ら 施 工 し た 実績 お よび 設備 等 を 図 一 3ー 


図 一 7 お よび 表 一 5, 表 一 8 に 示す 。 

5) 測 量 

財 量 は アメ リカ 製 ス ペク トラ フィ ジッ クス レー ザ 叶 玲 
回 を 5 (写真 一 B 参 照 ) し , T.B.WI 


で: 機体 


する > 


し た 撤 内 基準 点 に よ 
動 し た 。 


4. T.B.WI の 振動 お よび 騒音 


EC 


場 の 指導 と 脇 力 地 解 振動 と 騒 
ー8 お よび 表 一 7, 表 一 8 に 光 定 位 
購 お よび そ を 示す 。 

表 一 9, 表 一 10 は T.B.WI の 振動 測定 時 に 通過 し た 車 
両 に よる 地 疫 生ま 章 剖 に あげ 質 お よび 土 従 り の 
多少 の 沙 異 は ある が , 被り が 
11 m ぐら い の 所 で も 振幅 は 1z 揚 度 で , 近 隆 住民 は 振 
動 を まっ た く 感 知 し な いう ち に 近 了 し て いる 。 
うい て は , 工事 初期 , シャ ッ ト ル カー の 動力 源 
アァ の た め デ ィ ー ゼ ルコ ンプ レッ サ を 使用 し た の で 痴 


県 立 忘 工業 


た く 


写真 8 スペ クト ラフ ィ ジ ックス 社 間 レー ザビ ー ム 
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表 一 7 T.B.M kc よる 地 血 振動 


| 手 価 | 地 送 攻 | 自 諾 | 月 数 | 

前 計 | (の | (emD 回 滞 半角 者 

@⑤ | 1.0 | 0.93 | 0.11 | 14 | 赤 ロ ょ 0 38mr 寺 撤 14.5m 
EMI 1.08 1.23 0.12 17 ッ 62.5m・ ・ 11.5m 
0】 0.60 0.51 0.04 13 ィ 。 108m・ ・ 40.0m 
e | ! ッ 241m・ ・ 66.6m 


表 一 8 工事 前 お よび 工事 中 の 騒音 レベ ル ( 昌 位 : ホ ン (A)) 
測定 場所 還 硫 革 | 工 事 初期 陸 暫 後 


トン ネル 入口 よ 30m 以内 ] 
トシ ネル 入 日 
アァ 
財 


Iseeeeeee 
1 

| 還 の あお 呈 
と の の の まま あら 


表 一 9 車両 に よる 地 角 振 動 ( 測 点 3) 


李 半 間 前 | 押 剛 (@) | GeD | | 月 数 9 < っ 
バネ ネ | | 0.05 9 
ドラ タック | | os き 


表 一 !0 車両 に よる 地 殴 振動 ( 宙 


半 剛 忠岡 | 授 曲 (9) | 加 表 葉 (mwl) 所 (cm/eee) | 財 (H) 


8281 (ee 
3 き M 、 ガ 。D:MWE 
院 側 境 具 の 測 喜 の で 71 ホン を 記録 し た が 代 動 シャ ッ 剛一 8 三 音 お よび 所 重定 位 胃 
トル カー に 切替 えた た め 53 ホン に 低下 し た 。 トン ネル 工事 の 増大 に つれ て で 人家 に 近接 し て 施工 され る 
場合 も 多く, いきおい 発破 工法 に よる 振動 騒音 の 公 審 
5. お わり に に よっ て 弟 工 不能 や 工事 途中 で の トラ ブル が 多い と いわ 


れ て いる 。 さ ら に , 熱 練 労務 者 の 不足 も 目立っ て き て い 

本 工事 は T.B.M に より わが 国 初 の 珍 韻 料 地帯 の 掴 明 る 情勢 下 に あっ て , T.B.M に よる 施工 は 今後 の トン ネ 

を 予定 どおり 完了 し た も の で ある が 本 文 で も 説明 し た ル 掴 進 に 一 つの 指針 を 実 還 し た と いう こと が で きる と 過 

よう に , 周 質 が 硬く な る ほど カッ タ の 交換 や 機械 の 故障 う 。 さ と 今後 この よう な 機械 の 一 層 の 改良 , 開 苑 を 
が 頒 筐 と な っ て 経費 が 急増 し た 。 しかしながら, 近年 の 期待 する も の で ある 。 


昭和 四 十 九 年 元 是 


社団 法人 日 本 徒 設 機械 化 協会 


新しい 輸 


1. まえがき 


最近 都市 内 で の 交通 渋滞 化 は 目 に あま る も の が ある 。 
また 一 方 で は 土地 価格 の 異常 な 値上り に より マイ ホー 
建設 の 夢 を 追う サラ リー マン は いき お 
叶 な い 。 こ うし た 不便 を 少し で 
た 社 で は 新 恋 通 シ ジュ テム 人 研究 の た め の プ ロジ ェクト チ 
# 足 し て VONA シュ テム を この 伺 に 送 
= 成功 し た 
Vehicles of New Age の 頭 
と も の で 。 新しい 時 代 の 乗物 を 意味 し て い 
) 共 同 開 葛 に よる も の で 。 
胡 来 の パス , 路面 役 


: を と 


車 の 役 
『 証 」、 モ ノレ ー ル まで の 間 の サ 
お よび 物 を 対象 と し た 
離 用 の 新 夫 ) ゝ で , し か も , 公害 の まっ た 
"電気 パス 列車 " と も いえ る も の で ある 。 
VONA シス テム の 概要 は 後述 する と し で , 


割 を 含め 


ービス を 


場内 で 


な ーーーk く や 


証 和 TTF1" 


写真 谷 当 
(1 周 400 
交 , 無 人 運 


* 日 本 輌 製造 (株 ) 取締 役 開発 部 長 
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送 シ ステ ム の 実施 例 


ーー 


SE 
深 


の 基礎 実験 の 段階 を 経た VONA 1 号機 が 京成 電鉄 の 協 
より 千葉 県 津田 沼 の 谷津 遊園 内 に 1 周 400m, 無人 
昭和 47 年 3 月 より 国内 メー カ の トッ プ バ ッ タ と 

し て 公開 され , 外国 か ら の 見 学者 も まじ えて 結 橋 な に ぎ 
わい を 見 せ , 現在 まで 約 1 の 間 に 約 50 万 人 の 方 々 
に 利用 され た が ,。 これ と いっ た トラ ブル も な く 好 評 を 博 
し て いる 。 

続い て , タイ プ を 多少 変え た VONA が 愛知 県 豊川 市 
の 当社 工場 内 で 回 転 式 ホー ム に よる の 安全 性 確認 
試験 を 菩 ね て 昭和 48 年 5 月 より 公開 され て い | 

さら に VONA シス テム が 客 貨 両用 で ある こと か ら > 
貨物 形 VONA 1 生 隊 と し て , 山陽 新幹線 岡山 博多 間 
が 昭和 49 年 13 月 開業 を 目途 に 鋭意 工事 め ら れ て い 
る の を 助け る べく , 長大 複線 ト く ス ラブ 
軌道 を 敷設 する 工事 用 運搬 車 の 目的 で 開発 し , 下 開 工 事 
局 お よび 広島 骨 線 工事 局 管内 で 活躍 中 で ある 

つい ラブ 軌道 表 設 の 機械 化 施工 の 新 方 式 と し て 。 
在 来 方 式 の 3 倍 以上 の 速度 で 実 
剤 を 能 素 よく 注入 で きる 移動 式 
ーー 開 玩 し 。 これ また 広島 お よび 下関 
事 局 管内 で 9 キッ ト も 活躍 し て い 
る 。 以下 , これ ら の 杉 要 に 述 
| ぶる こと と する 


ミキ サ プ ラ ン 


2. VONA シス テム の 概要 


概念 的 に わか りや すく 一 例 を あげ 
て 説明 する と 次 の よう に な る 。 こ こ 
に ある 団地 が 存在 し . その 人 日 を 仮 
に 5 方 人 と する 。 最 寄 駅 まで の 距離 
5 km を 通勤 する 人 の 比率 を 30 密 と 
し , この うち 自家 用 車 を 利用 する 人 
を 10 少 ょ する と 残り の 13.500 人 は 
な ん ら か の 乗物 を 必要 と 
を 朝 の ラッ 


る 。 も し 
時 間 に 
で 輸送 する と 


この 人 人々 
70 人 乗り の 大 形 パ ス で 


尊 
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新 形 式 の VONA と 分 野 器 写真 一 3 新 形式 の VONA 内 部 
通勤 用 , 定員 30 人 (座席 11, 立 席 19) 


運転 し た な けれ ば な ら な い 対 
隊 で ある 。 仮 
し に 走れ る と は 残念 
め に は 前 述 の よ に 比較 し 
る い は 地下 の 専用 らい の 距離 だ 
取 下 を 比較 する 
が 約 半額 と いわ れ て 


き 隔 操作 に より 車両 の 連結 解放 が 簡単 に コン ト 


財経 費 が モノ レー ル 
質 も 安く ,。 5km ぐ 
適性 な 乗客 数 が あれ ば タバ コ 1 箱 ぐ らい 
の 値段 で 往復 が 可 
配 が な い 。 和 電気 駆動 , 空気 タイ ヤ の 走行 


“ある 。 


人 が 生 


公害 の 


け で 走れ る か 
ナ 等 の 運搬 も 可能 

タイ プ に し て ある 。 換 "で ある 

た も の を 自動 連 ? 平均 速度 が 現在 の 都市 交通 機関 の 2 倍 以 上 で あ 

章 を 直ら せる よ た る 。 郊外 の ニュ ー タ ウン か ら 剛 旬 駅 な 才 す る 場 


の が VONA シ 合 の よう に 駅 問 距 離 を 800mー1 km 平均 連 
度 は 1 時 間 に 約 35 km/hr と な り , 最高 速度 は 60 km/hr 
(1) と な る 。 市 街 地 の な か で 駅 間 距 離 を 400m ぐら い に と 


は 新しい 計画 に スム ー ス に と け こ る と 平均 速度 は 約 25 km/hr と な り , 最高 速度 は 40 km/ 
計 さ れ か ら 軸 重 約 3t, 車軸 断 hr と な る 。 


径 最小 20 m と い 


め , コン メ 
面 約 6mt 回 息 
ずれ も 小さ く 。 高架 は も ちろ ん の こ 
平面 の いずれ に 


に 乗れ る 。 発車 時 間 の 
間隔 は 標 准 を 1.5 一 2 分 と し , 最大 


5 分 まで スケ ジュ ー ル 運転 で きる 
た 。 絢 の 乗客 数 の 変動 に 対 


向 を 12<3 両 に 調節 
に より コン トロ ー ル で き 
要 に 応じ て 呼出 し 運転 
ちる 。 し た が っ て 。 深夜, 

“も タク ジー 代り に 利用 で き 


⑧ 車両 の 増結 , 切 離 し が 簡単 に 写真 一 4 回 転 式 ホ ホ ー ナ ッ リ 2 
9 3 速度 は ぞ 』 の た め 科 隊 
で きる 。 時間 和 帯 別 の 泌 容 雪 の 変動 に 
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「 2) YONA シス テム の 輌 送 能 力 

VONA シス テム は 前 述 の よう に バス も 含め て ゴス と 
地下 負 あ る い は 施 外 鉄 閣 と の 中 間 の 輸送 矯 を 確保 する 目 
的 の る の で ある か ら 、 標準 輸送 能力 と し で は 1 時 間 当 り 
3.000 こ 15.000 人 で 。 ラ ッシュ = 時 に 13 両 連 結 で 1.5 分 
間隔 の 満 堪 で 運べ ば 19.200 人 と な る 。 し た が っ て 1 時 
間 に 20.000 人 まで の 輸送 量 の と ころ に モノ レー ル を 持 
っ て き て も 採算 が と れ な い 場 合 で も VONA な ら ば 建設 
費 が モノ レー ル に 比べ て 半分 以下 で 済む か ら 採 算 が と れ 
る わけ で ある 。 


(3) VONA シス テム の 適用 例 

乗客 内 送 用 と し て は 図 一 | に 示す よう に 4 タイ プ が 意 
えら れる 。 

DD 大 形 ニ ュー タウ ン 内 を 走る 大 形 公共 内 送 機関 の 駅 
と 数 個所 で 連絡 する 。 理 想 的 配置 は 通勤 高速 鉄道 の 駅 が 
5km ご と に あり , その 周明 を 800 mlkm 間隔 で 
VONA の 環状 線 が 内 回 9, 外回り と し て 回 = て いる 次 
と な る 。 

3③ 本 文 の 説明 に 出 て いる 団地 と 駅 と を 結ぶ タイ プ 。 

⑬ 市 街 地 に オリ ジン ピッ ク の 輪 の よう な ルー ト を 設け 
て 地下 鉄 と 連絡 し 乗換 えな が ら 目 的 地 に 到 吉 が 可能 で 
ある 。 

宙 平行 し て 走る 3 線 を 相互 に 結 全 タ イプ や 空 浴 内 の 
ター ミナ ル と 最 寄 駅 と を 結ぶ タイ プ が 考え たち れる 
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(4」 YONA シス テム の 絵 端 駅 ホー ム の 一 例 
VONA シス テム の 終端 駅 の ホー ム は 中 央 
よ RC ボー ム の 構造 も も ゃ ちろ ん 可能 で 
場合 、 折 返し の 関係 上 1 編成 余分 に 事 両 が 
人 また , 両側 に 運転 促 が 必要 で ある 
これ に 対し て 写真 一 4 に みる よう な 回 
用 すれ ば , 回 帳 し な が ら 順 次 客 の 降り 乗 
り , 賠 定 ホー ム 中 央 部 で の エス カビ ー タ と の 結び つけ に 
よ て 導い 面積 で も 客 扱い が 有効 に 利用 で き , 論 成 も 余 
分 に いら な く な り , ま た, エン ドレ スタ イプ と な る た め 
運転 肥 も 片側 で 済み , すべ て の 点 で 綴 済 交 に 及 利 で あ 
る 。 現在 は 法規 的 に は 回 起 し な が ら の 客 扱い は 許さ れ て 
いな い の で , 将来 に 備え て 工場 内 で 安全 確認 の 試験 を 続 
行 中 で ある = 


3. スラ ブ 運 搬 車 (トン ネル 式 ) 


山陽 新幹線 則 山 博多 間 に は 古 長 400km の うち 
300km 近く は メン テ ナ ン ス フリ ー を 考え で スラ ブ 委 道 
が 沖 設 され る こと に な っ 。 た 。 また , 半 分 近く の 200km 
は トン ネル で あり , 安 壮 ト レン ネル (延長 19km) を は じ 
ぬ め と し て 長大 トン ネル が か な り 多 い 。 こ うし た トン ネル 
内 に いか に 手際 よく スラ ブ 軌 道 を 天 設 する か が 一 つゆ 大 
きか な 課題 と な っ て きた 。 

新湊 一 間 出 間 の 全戸 トン ネ そ ル で 衝 き 刀 


賠 -2 


スラ テマ 運 鐘 車 ( トン ネル 武 ) 平 表 お ま 芯 側 胡 還 
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航 省 軍 搬 証 


て 160m 施 


と の こと で ある 。 間 山 > 
博多 剛 で は 少な く と も 2 倍 の 300 こ 400m の 延長 を 1 日 
8 時間 実働 で 施工 する さ れ た 。 新 埋 線 用 の ス 
ラプ は 1 枚 の 長 さ が 5m, 帽 が 2.34m、 厚 さき が 0.2m 
で 重蔵 が 51 も ある 

筐 々 検討 し た 結果 , 1 回 に 50m ん で 1 時 間 
1 往復 すれ ば 8 時 間 で 400m 運搬 が 可能 で ある こ 
な り 、 それ に は 複線 トンネル で 中 央 の 排水 溝 の 幅 が 70 
cm ある の を 利用 し て , 図 一 2 の スラ ブ 運 搬 車 の よう に 
VONA タイ プ の 会 直 車 輪 と 案内 還 輪 に よる けん 引 車 と 
付 簡 車 を 開発 し た 。 付 簡 車 1 両 に 2 枚 宛 スラ プ ブ 軌道 を 策 
戦 す れ ば 付 舌 車 は 5 策 で よい 。 し た が っ で , スラ ブ 運 搬 
車 の 諸 元 と 性 能 は 次 の よう 


1 両 。 付 簡 車 5 両 


r 19、 付随 車 4.50 
ザイ ド 1 0.7m) 
( 注 ) 排水 溝 の 幅 が 1m の 個所 と 0.7m 
の 個所 が ある 


2) 性 能 
積載 重量 : 100 り 両 
) km/hr ( 古 車 , 平坦 
: 187 PS 、800 rpm 
ン ペ バー タ : 8 要 吾 1 最 形 


余 通 プレ ー キ 


以上 の よう 


寺内 の 基地 
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が 垂直 車輪 より 下 の 位置 に ある 関係 上 , 駅 構内 の 基地 に 
も トン ネル 内 と 同様 の 排水 港 、 まま た は ガイ ド 用 の 溝 が 必 
埋 線 工事 局 用 の スラ ブ 運 搬 車 は 下関 
多少 改良 し 車内 を トン ネ 
上下 に 昇降 可 能 な タイ プ に し た 


し の 内 外 で 


4. 移動 式 ス ラブ ミキ サ プ ラ ン ト 装 軒 


ラブ 雪 道 の 運搬 が 能率 よく 行わ れ た 場合 に 次 に 要望 
され あぁ 事 柄 は , いか に これ を 手際 よく 調節 し な が ら イ ン 


と に 


な る 
この 目的 に 含 致す る よう な 方 式 と し て 図 一 3 の 移動 式 
サ プ ラ ン ト 技 置 を 考案 し た 。 こ の 装置 は 次 の 
諸 元 お よび 性 能 か ら も わか る よう に 1 回 に 5 枚 分 の スラ 
軌道 の セメント 乳剤 の 注入 を 移動 する こと な く 有 順次 行 
、 が る み に な っ て で い 5 枚 分 の 注 
25 m 宛 移動 し て 同じ 作業 を 繰 返 す 。 
は 半日 分 , す な わ ち 200m 分 と な 


編成 の 柄 江 そ 


(1) 諸 元 
編成: 電源 車 1 両 , ミキ サ 車 5 両 , 水 植 車 1 耐 。 
砂 ホ ッ パ 東 1 両 , 乳剤 タン ク 車 1 両 


1.485 mm 


自重:701 


: 0.650.8mi 両 


テト 義 置 平 布 お よび 個 面 較 


プ ミ キサ プラ 


較 -3 移 生 式 ネ 
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克 積 載 量 :19t 

モメ ント 年 戦 基 :9r 

普 林 積載 重 :31 

洗浄 水 積 爆 馬 :4t 

最高 速度 : 30 kmhr 

ブレ ー キ : 革 通 プレ ー キ 

ディ ー ゼ ル 発 電機 : 150 kVA/220 V・60 Hz 

以上 の よう な 諸 元 と 性 能 を 持っ た 1 編成 の スラ プ ミ キ - 
サ プ ラ ン ト 対 置 が 大 形 モ ー タ カー に けん 引 さ れ て 仮に 並 
べら ち れ た スラ ブ 軌 道上 , も し く は で き 上 っ た 本 線 軌 道上 
を 走行 し て 反対 側 の 線路 に 向っ て シュ ー ト を 利用 し な が 
ち 屯 剤 注入 を 実 如 し て ゆく こと に な る 。 


5. あとがき 


VONA シネ テム を 実際 に 住民 の 足 と し て 活用 し てい 
た だ く た め に は 法 的 な 面 お よび 助成 金 側 度 の 活用 の 検討 
往 , 関係 各省 の 強力 な る ご 指導 ご 授 巧 を いた だ か ね ば 
解決 で き な い 問題 が 多い 。 幸 い 関 係 者 に お か れ て は 操 意 
機 計 中 と の こと で , 皆 賠 方 の お 役に立つ 日 の 一 鹿 も 早 か 
らん こと を 心から 合 願 する 次 第 で ある 。 

スラ ブ 軌 道 運 搬 車 (トン ネル 式 ) や 移動 式 ス ラブ ミキ 
サブ プ ラ ン ト 装 置 の 実用 化 に 隙 し て は , 国 販 新 幹線 建設 選 
節 道 課 を は じ め と し て 。 広島 幹線 工事 局 。 下関 工 事 局 の 
較 係 者 の 方 ふか ら 詳 切な る ご 指導 を 賜わり , お か げ で 新 
製品 の 開発 へ と ご ぎ つ け られ た こと に 対し , 紙上 を 借 ゆ 
て 厚く お礼 申し 上 げ ま す 。 
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ケミ カル ・ イ ンジ 。 ク ショ ン エ 法 Eour 川下 癌 紅 * 


に 埋設 し , 注入 後 も 回 収 し な い 方 式 を と 


っ て いる の で 。 


1. ま え が き 注入 チッ プ の 軸 和 埋設 と 注入 作業 を 完 
で こと が で き , 注入 時 に 買 入 機械 が 拘 』 


当社 が オラ ンダ の 大 手 基礎 工事 会 社 で ある 
CHnternational Foundation Giroup B.V.) と 
と 


方 式 を と っ て いる 。 なお, 注入 チッ プ の 賃 入 埋設 と 注 
『 業 は それ ぞ れ 68 連 の 同時 施工 を 行う の で 施 
が アッ プ さ れ , 1 日 当り の 施工 面積 が 70-100m! と な 


入 工法 の 一 種 1 


また , 薄い 注入 進 水 層 を 形成 する 7 
比 上 間隔 に 配置 され 。 施工 後 の 滞 水 を 


従来 


下 で は 近 め ぬ 
亡 。 従来 の 施工 方 


な 工事 に も 採用 きれ て い 


2. 施工 方 法 と 機械 装置 


(1) 施工 プロ セス 


この ユ 


F 事 の 一 般 的 に 行わ れ 


る 施工 順 


配合 等 カ 
板 また は 地下 
事 に より 土留 お よび 水 を 行 
底面 途 砂 を 行 ら わけ で あ 入 埋 設 作業 は 

ァ ッッ レー ン を 主体 と す 5 4 


開 人 埋設 作 
入 機 械 に より 
に 障 接 し て 複数 
本 同時 に 振動 賃 人 し , 地盤 の 所 
プ を 埋設 する 。 薬 


埋 条 し 用 の 注入 チッ プ を 互い 


ミー トバ イル 紀 撤 な 


Ed 


旗本 所 の 


本 物 の 引 語 | ビッ 


ニン 


ピン | 矯 前 
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業 に より 地下 水位 を 低下 させ 。 所 定 の 所 削 面 まで 掴 削 す 
る 。 醒 築 物 の 建設 が 完了 する と 土 の 埋 戻 し 矢板 の 引抜 
き が 行わ れ , 公 プ ロモ ス を 終了 する 。 


(2) 打 設 機 

注入 チャ プ の 振動 真人 打 度 村 の 膳 成 を 図 一 2 に 示 了 チ 。 

鋼 県 リー ダ を 装備 し た タロ ー ラ クタ レーン に 振動 中 入 機 
情 と し て 起 振 機 」 上 部 コン ソ ツール 《 起 振 機 に 複数 本 の 臣 
人 パイ プ を 一 定 の ピッ チ に 近 結 する 錯 製 組立 連結 ). 貢 
和信 パ イ ブ を 取付 け 。 リーダ 下部 に は 貨 人 バイブ の 位 軸 決 
め , 振 止め 用 の フー トコ ン ツ ー ル を 取付 けた くい 打ち 機 
タイ プ の 誠 工 機 で ある 。 チ ッ プ の 賃 入 埋 設 で は GL 上 の 
基準 向 よ り 中 深き の 水平 方 向 に 確 実に チッ プ を 
埋設 する こと が その 工事 の 良 耕 に 大 きく 影響 する 。 そ の 
た め ぬ に は チッ プ を 鉛直 か っ 同一 浴 さ に 埋設 で きる 伯 入 装 
民 が 必要 で ある 。 すなわち, クレー ン の リー ダ が 前 後 左 
いずれ の お 向 に も 移動 可能 な 施 工 隊 を 使用 し な け 汎 ば 


を ら を い 。 


(3) チッ プ の 貫入 埋設 
貫入 パイプ は 外 特 と 内 管 と か ら な り 、 注 入 チ ッ プ は を 


ーー R aa 
1 の 欠 端 部 の 所 定 の 位 條 に 挿入 され , 貫入 申 。 賃 人 パイプ 
に の 中 へ 土 秒 の 侵入 沿 が な いよ うに 本 造機 械 上 米 
m 
| ゃ ここ 
療 | ロ ーー 軸 | 導 仙 者 作 じ 
側 り の ロー ラ タ レ ー テ | 1 有人 面 タダ レージ 依 箇 リータ 人 欄 情 | 1 示 
人 FI の タレ ー シ 情 載 キ ニッ ト | 1 切 導 動 放 | 1 人 
お あ リ ー ダ メス テー 2 遇 上 部 コン ソール 1 府 
邊 (5 スチ ー の リー ダ 支 疹 位置 1 席 | セッ ター ギー ル シ リ ッ ダ 6 相 
き | トド F 可 変 門 WWA パ イプ 6 本 
|e 三 リ ー ダ 1 | 0! マー トコ マール 1 1 
に に 入 
直 半 博 内 
の 
py 一 
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その 工夫 が な され て いる 。 貫入 パイ プ が 所 定 
深き まで 打 込 ま れる と 内 管 と 直結 され た 油圧 
シリ ンダ を 作動 させ 内 管 に よっ て で チップ を 
押出 す 機 構 と チッ プ の 形状 , 羅 入 パ イプ の 引 
抜き 技術 等 に よっ て 注入 チッ プ の 共 上 り が 確 
実に 防止 され る = 


(4) 和 液 注入 

液 注入 ユニ ッ ト は 混合 失 拓 装置 と 注入 装 
憎 に 分 けら れる 。 圭 剤 。 助 剤 」 水 の 各 量 は 混 
合 比 に 応 上 て 各 検 芋 の う ぇ 失 振 , 混合 され 
ミ れ た モノ ゾル は 検 頑 に より 注入 肛 
流量 注入 圧力 な どの 所 

MR て 注入 チッ プ か ら 地 中 へ 注入 され 

全 。 混 宮 醒 か ら 注 入 槽 , 注入 チッ プ へ の 薬 液 移送 ブロモ 
ス は と ー ケ ンス 回 路 の 措 成 に よっ て 自動 化 さ れ , 施工 を 
イム チャー ト に 応じ で 最適 制御 が 行わ れる 。 

(a) 注入 量 の 算定 

儲 和 人 チッ プ か ら 注 入 さ れる 薬液 は 
に 5 する と 考え る 
と グル 化し た 層 舌 水 層 は 所 定 
ビ に 対し て 連続 し た 球根 で 形成 
きれ る こと に な る 。 

注入 チッ プ は 正三 角形 配 間 で 打 設 
さざれ, 図 一 3 の よ 
お く 。 い ま 打 設 ビ 

ニーY3 /2ro .155g 
地 艇 半ば げき 比 を @ と する と 1 チッ プア 当り の 注入 景 Y は 
"=ーy6・ が ・e/d て の 

(1.1552)* の (1 の 
一 般 的 に は 砂 の 聞 げ き 比 で は 0.5-0.7 で ある が , 安全 
側 に みて で 0.67 と する 。 い ま ビ ピッチ を 1m と し て 。 注入 
時 の ロス を を 見 込ん で 10 多 の 安全 車 を 与え る と 注入 久 は 
約 0.85m* と な る 。 

(b) 往 和 流量 の 設定 

注 偽 硫 量 を 雇 定 する 要 内 は 施工 能 , 薬液 の 砂 中 へ の 
明秀 ,。 薬 讐 の ゲル タイ ム な ど が あげ られ る が , 一 般 に は 
ゲル タイ ム で 上 雇 め る の が 便利 で ある 。 こ の 種 の 水 ガ ラス 
系 モノ ゾル の ゲル タイ ム に つい て は , 実験 の 結果 で は 
35540 分 が 最適 で ある 。3507 程度 の 注入 量 を ゲル タイ 
ム 以 内 に 計 入 する か ちら 。 往 和 流量 は 107min 前 後 が 敵 
当 で ある 。 施工 能率 の 点 か らい えば , 流量 は 当然 多い ほ 
ど 有 利 で ある が 。 工法 は 従来 の ゲラ ウト 工法 と 異な 
り , 低圧 , 低 法 態 ( 低 流速 ) で 朱 液 を 徐々 に 地 中 科 秀 
させ て 均質 な 球 恨 を 作る こと を 特徴 と し て いる た ぬ 品 質 
を 考え ず に 流量 を 大 きく する こと は で き な い 。 

(Cc) 芋 入 圧力 の 算定 

注入 読 区 が 設定 され る と 注入 計 力 の 算定 が で きる 。 注 


彫 -3 
3 個所 の オー パラ ッ プ を 見 込ん で 
9 で 施工 する 場合 , 球 径 7 は 


入 ユ ニッ ト (ワゴン 形 ) 


@ 損失 
通常 現場 で は 配管 総 長 が 1 注入 チッ プ 当 0 50m 以 
ト に な る か ら ,⑧ は 注入 圧力 の 大 部 分 を 占め る こと に な 
る 。⑤⑱ に つい て は 次 式 を 用 いる 。 すなわち , 中 射 庄 力 を 
刀 と する と 。 
アー 
地下 水圧 
9 ! 薬液 流 渡 
ら : 楽 六 の 比重 量 
ヶ : 薬液 の 粘度 
Cids7 (7 王 流入 チッ プ の 半 答 ) 
Mi 地下 水 の 邊 度 
た : 授 水 係数 
な お , 上 式 は Magg の 式 か ら 変 形 し て 求め られ る も 
の で ある -。 万, の 値 は 薬液 の 粘度 に 急激 な 上 昇 が な けれ 
ば 2kg/cm' 以下 に な る の が 普通 で ある が , 流量 を 必要 
増加 させ る と 圧力 は 上 上 貞 し , 流 連 が 増し て 球根 の 
形状 が 不安 坪 に な る 。 ま た , ゲル タイ ム 近 錠 の 時 間 帯 で 
は 薬液 の 粘度 が 妨 涼 に 上 昇 し て , の 値 は 配管 の 圧力 損 
失 を 上 回 る も ある 。 注入 完了 は 少な く と も 粘度 の 急 
上昇 以前 に な され る べき で あり , この 点 。 施 工 条件 に 応 
た 適 下 な ゲル タダ イム, 流 時 。 圧力 な ど を 選定 し な けれ 
ば な ら な い 。 


(0 で 


(5) 品質 管理 

上 述 し た よう に ゲル タイ ム の 決定 は 重要 な ポイ ント で 
ある 。 水 ガラ ス 系 薬 洲 で は 皇 剤 と 助 剤 の 混合 比 が ゲル タ 
イム ー 粘 度 特性 に 大 きく 早 貫 いる か ら 。 施工 中 は 党 
に 一 定 の 混合 比 を 保 。 て お く 必 要 が ある 。 配 合 を 適 
行う た め に 必要 な 太 柄 に は すべ て 静 電 容 量 形 の 滋 面 計 を 
備え て 自動 検量 を 行 = て いる 。 

注入 が 満足 に 行わ も れ て いる か の 判定 に は 注入 圧力 記録 
計 が 用 いち られ で いる 。 図 一 4 に 注入 圧力 記録 例 を 示す 
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EMMA 


LU3UUUHE3 


fm 00m 人 日 
1 
図 -* 注入 ユニ ッ ト , 注入 E 力 ー 時 間 記 人 Fl 


注入 チッ プ の 注入 北周 環 は ゴム スリ ー プ で 後半 
われ て いて , 土砂 の 侵入 に よる 注入 孔 の 目 づ ま 
り を 防止 し て いる が , 周 胃 の 砂 で 圧迫 され て い 
る ゴム スリ ー プ を 押し の け て 薄 池 噴出 する た 
め に は 施工 例 に よれ ば 平均 的 に 15ー90 kg/emi 


の 注入 圧力 を 必要 と する 。 
ゴム スリ ー プ が クラ ッ ク す る と 圧力 は ダウ ン し て 安定 


する 。 しかし, プ の 設定 仁 入 圧力 まで ダウ ン し な い 
場合 は 注入 流 草 が レギ ュ レ ー ク から パイ パス し て 所 
間 内 に 注入 が 完了 せ ず 。 ゲ ル タ イ ム に 傍 し て し まう 。 
席 力 記録 計 を 用 いる こと に よっ て この よう な 事故 を 臣 
要する こと が で きる 。 

以上 の 品質 管理 系 芝 は すべ て 自動 制御 に よ 
た め 高 度 の 信 東 必 が 得 ら れ て いる - 


り 生 わ れる 


3. 適用 お よび 施工 例 


表 一 1 に 欧州 に お ける ね お も な 施工 例 を 宮 介 する 。 乱 水 
係数 の 欄 か ら 施工 効果 を 推定 で きる が , 砂 質 地盤 の 透水 
集 数 は 席 工 の 結果 10cmlsec か ら 10-"cmlsec 程度 
に 小さ く な っ で いる 。 な お 最大 注入 深 変 は Amstelveen 
の A.B.N 銀行 に お ける 22.7m と いう 例 が ある 。 


凌 一 1 か ミカ ル ・ イン ジェ の ショ マエ が 放 〒 列 


ゴー Mr 


一 可 550- 00m MT 


DU 。 WI 1 mm 
図 -5 鉄 直 トン ネル (Sehiphol 短 港 ) に お ける 旗 工 と 
土質 状況 

表 一 1 の 中 で , 最大 動 沙 こ う 配 と は 往信 遮 水 居 の 上 上浦 
と 下端 の 水圧 差 を 館 水 層 厚 で 除 し た 値 で , 遮 水 選 礎 を 1 
m と すれ ば , お お おお ね 原 地 般 の 地下 末 面 と 握 削 底面 の 渡 
と 考え れ ば よい 。 景 大 透水 其 と は 掴 削 後 の 全面 積 か ら の 
最大 排水 信 で あり , 計 入 を 行わ な か っ た 場合 の 計算 値 の 
約 1/100 と な っ て で いる 。 
図 一 8 に アム ステ ルダム の スキ ポー ル 同 隙 港 
に お ける 鉄道 トン ネル の 施工 例 を 図示 する 。 


4 設計 方 法 

前 述 の よう 人 チッ プ の 間隔 は 1m の 正三 
角形 配 層 , 平均 注入 層 厚 は 1m で ある 。 普 人 人 際 は 
に 地下 水位 と 所 前 さ に 彫 響 され る も 。 す な わ ち , 注入 


に おけ る 上 向き の 水圧 と 土 の 重量 と の バラ ンス 
決定 する 。 そ の 安 企 率 は 普通 7sー1.05 で よい 。 
に お いて , 


を 計算 し 
図 一 6 


| 
3 プロ シェット Mr 人 


上 crmaec) 
攻 水 係 青 (cmsec) 
(mh) 件 地盤 | 座 工 栓 


Cm | (m 

全 ・ 7 0 .0x10* 
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7 : 地下 水 の 単位 体 積 重量 (0/m 
7 : 不 飽 和 士 の 単位 体積 重量 (/m) 
7 : 飽和 土 の 水 中 還 位 体積 重量 (0m 
を: 注入 層 の 地下 水面 か ら の 深き Cm) 
と する と , つり 合い 方 得 式 は 
7 が 寺 人 (e キ 7 
7 ね て (グー ムー7o) 7。 エ 7 う 


3.0 ヵ +0.15 
0.95 


を (m) 三 


と な り , 手前 深き の 約 3 倍 が 注入 深 鹿 と な る 。 
施工 に 際 し て , 鉛直 方 向 に は 通常 矢板 また は 地 中 連 続 
低 で 上 上 防 お よび 遮 水 を 行い , 底面 の 人 水 を 当 工法 で 行う 
こと に な る が 。 各 現場 の 状況 に 応じ て どちら を 先 に 施工 
し て も よい 。 た と えば 長い 水路 の 施工 で 矢板 を 転用 し で 
使用 し た い 場合 , 当 工法 に よる 底面 公 水 を 混 行 し て 施工 
し て お け ば 工 芝 面 で 有利 で ある 。 な お 注入 後 の 不用 に 
な っ た 注入 用 チュ ー ブ が 押 削 許 の 障害 に な る と 懸 全 する 
向き も ある が , 計 和 に 支障 が な い 程 度 の 弱い チュ ー ブ を 
使用 し て いる の で な ん ら 障 害 に な っ た 例 は な い 。 

"方, 往 入 由 の 遂 沙 係 艇 は 往 人 前 の 約 1/1000 に な る 
こと は 前 に 述べ た が , この 場合 , 排水 経 賞 も 安く な り 。 
作業 性 も よく な と は 明らか で ある 。 排 水 方 法 に つい 
て で は, 更 場 の 状況 に ディ ー プ ウェ ル ま た は ウェ ル 
ポイ ント を 採用 する が , 搬 削 深 席 が 大 で , 押 削 底面 と 往 
入 層 の 間隔 が 10 m 以上 の 場合 , 一般に ディ ー プ ウェル 
適 当 で ある 。 デ ィ ー プ ウェ ル の 直径 は 5060cm、 フ 
ィ ル 用 の 砂利 の 厚 さ は 10 cm 程度, 砂利 の D。。 は 原 
地盤 の 侯 の 5-7 倍 ぐ らい と し 。 有 孔 ケ ー シ ン グ の 有 六 
率 は 10ー15 密 以上 必要 で ある 。 排水 用 ポン プ は 排水 量 
ガ 少 な い の で 強力 な も の は いら な い 。 


5. 施工 克 果 の 判定 


施工 効果 に つい て は , 棄 述 の よう に 薬液 が 二分 に 浸 基 
すれ ば 舌 未 休 数 が 10 プ cm/sec 台 の 原 地 召 が 施工 後 は 
10*cmlsec 人 台 に な る こと は 湊 際 の 現場 で も 各種 室内 実 


1 
EE: 放 

= 記 : 提 

を 122 遂 

状 

出 に 秒間 を 合 も 偽 


70 。 40 表 


図 一 7 西ドイツ ッ Ordenburg 郵便 局 に お ける pH 
試験 結果 と 土質 状 疹 
険 で も 確か め ら れ て いる 。 し た が っ て 。 薬液 が 所 定 の 佐 
軒 に 浸 送 す る か どう 5 か が 最も 犬 き な 効果 判定 の 要素 と な 
る 。 

図 一 7 は 西ドイツ の Ordenburg 郵便 局 の 工事 に お い 
て , 施工 後に サン プリ ング を 行い , pH 試験 を 実施 し た 
結果 で ある 。 薬 液 は アル カリ 性 (pHー7) で ある の で , 
注入 し た 部 分 の pH が 注入 し て いな い 部 分 の pH より 
高けれ ば 薬液 が 漫 遂 し て いる こと に な る 。 図 一 7 に お け 
る 〇 印 が 注入 チッ プ の 位置 , すなわち 注入 地点 で あり 。 
BBーB、 が サン プリ ング 地点 で ある 。 図 に お いて B。 地 
点 が 最も 葉 液 の 肖 透 し に くい 位置 と 考え られ る が 。 試験 
精 果 で は Bi。 Bu B。 の いずれ も 差異 が な く 。 薬科 が 均等 
に 湿 衝 し て お り 。 往信 飛 厚 も 1m が 確保 され で いる こ 
と が わか る 。 


6. あ と が き 


現在 プロ ッ ト タ イプ の 実 馬 毅 慎 で ある 貢 入 機械 お よび 
注入 装置 は 製作 完了 し , 屋外 で 各種 実験 を 行っ て いる 。 
本 工事 用 の 機械 購 (68 連 ) は 明 和 48 年 12 月 か ち 
答 働 する 予定 で ある 。 

地下 水 の 排水 規制 湯水 に 対す る 住民 パワ ー が 厳し く 
な っ て で てき て いる 折 か ら 地 下水 の 大 最 排 水 に よる 事故 や ト 
ラブ ル を 陸 に する 機 倒 が 多く な っ て き て いる 。 基礎 工事 
に お ける 公害 対策 の 面 か ら も 本 工 注 は 意義 の ある 工法 で 
ある と 考え られ る の で , 今後 皆 根 方 の ご 意見 。 ご 指導 を 
得 で 犬 い に 発 戻さ きせ たい と 考え る 次 第 で ある 。 
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ギリ ジャ ど ロ せ ローマ 
中 駅 革 E 


「 揚 水 の 如 %」 と いう 比較 に 象徴 きれ も 本 人 の 水 全 対す る 認 訟 な 0 感 馬 は 「 日 本 た 人 と そぎ 〒 
人 」 の 著者 イザ ヤ ペ ンダ サン に よっ て も の の 見 事 に 批 剖 さ れ て し まな 。 
水 は た だ で は な い 」 

心 を スバ リ 衛 いて お り 。 痛い と ころ を 突 か れ た な と いう 屋 じ で ある 

この り イ ザヤ ペン ダサ ン は 名 前 こそ を イスラエル 名 で ある が , その 正 條 は 求 だ に 幣 明 で 、 責任 が 
読者 の 中 に は , 同書 の 出版 元 た る 山本 書店 の 詩人 山本 七 平民 その 人 で は な いか と 疑っ = て いる 人 や 
いる よう だ が , この よう な 水 に 対す る きび し い 見 方 な 発想 な り は 私 の 経験 で は や は り イ メラ 
エル 人 も 含め て 中 近東 の 民族 肌身 か 。 また は 砂漠 で の 生活 を 長く 体験 し た 人 で な けれ ば 川 て 来 か 
い の で は な いか と いう 気 が す る 。 日 本 人 で あれ ば , 砂漠 で の 旅行 も し く は 中 近東 で の 生活 
逮 有 し た と し て も , 水 の 有 将 み , 弓 重 さき は それ ほど まで に 身 に 泌 み て はい ない だ ろう か ら 

スウ ニー デン の スウ ェ ン へ ディ ン は , 西 共 の 出身 で 初め て で タク ラマ カ ッ 侯 漠 を 縦断 し 。 年 た 。 
ロブ ノー ル の 湖 の 転移 の 謎 を 解き 明 し た 探検 索 と し て 有名 で ある が 。 1895 年 の タク ラマ カン 砂 
親 の 縦 断 旅行 で 5 日 間 に わた り 一 帝 の 水 も な く 砂 漠 の 中 を 歩き 。 つい に は ラク タ ダ の 応 を 酢 と 
砂糖 に 混ぜ で 飲ん だ り , 従者 が 則 き の あま り 精 神 錯乱 を 来 す な ど の 苦労 を 重ね た あげ く よ う や る 
コー タン ダリ ア ( 川 ) に 傍 し た 。 そ こ で 水 を 飲ん だ と き の 気 持 を 「 こ の 水 は 何 と 甘 
か = 何人 と いえ ども 湯 き の た め に 死 の 苦痛 に 瀬 し た こと の な い 者 に は この 味 を 細 1 
可能 で ある 」 と その 著書 「Through Asim」 の 中 で 述べ て いる 。 

この よう な 極端 な 例 は 別 モ し て も , スポ ー ツ で 思い 切り 省 を か いた 後 の 水 の 美 味 さき, 移 天 下 ゴ 
ルフ で 喘 只 を カラ カラ に 散 か 福 た と き ,、 コー ス の 片隅 に 水道 栓 を 見 付け た 嬉し き は 誰 し も が 要 駿 
し た と ころ で あろ う - 

し か し 企 体 と し て みれ ば わが国 で は いま まで 四季 を 問わ ず 降る 財 に 恵まれ た 当 の 
有 多 呆 は わか ら ず , 水 は た だ で 無限 に 使え る も の と 考え て いた 向き が 多かっ た の で は ある まい 
か 。「 湯 水 の 如く 」 と いう 言葉 は まさ に その 象徴 的 な 表現 で ある と いえ よう 。 

だ が , 昨年 自 の 3 りな 水 骨 備 は イザ ヤキ ペン ダサ ン の 指摘 し た と お り で , わが 国 で も 水 が 極 め 
て 弓 重 な も の で あり 、 大切 に 使わ ね ば な ら な いも の で ある こと を あら た め て 実証 し た 。 

礁 年 夏 の 水 負 人 は 、 わ れ わ れ の いわ ゆる 計画 対象 渦 水 を 上 回 る 異常 湯水 の た め 生 じ た 水 不足 で 
あっ て , この 数 年 来 強調 し ご きた よう な 水 鶴 要 が 水源 依存 河川 の 水 資源 農 存 区 を 上 回 - て 長期 的 
端 給 ギ ャ ッ プ を 生ずる と いっ た 意味 で の 水不足 と は いさ さか ニュ アン ス を 昌 に する が , いずれ に 
せよ 。 水 甘 要 に 対し 満足 すべ き 十 分 な 水 基 を 供 鉛 で き な か っ た と いう 現象 が 起き た こ 上 は 事実 で 
ある - 

原理 的 に は 河川 の 総 流出 区 以上 に 水 を ま は 不可 能 で ある か ら 。 ニ れ が 未 次 流 開 傘 の 限 蛍 
で ある 。 東 京 や 犬 阪 な どの 巨大 都市 で は , その 水 消 費 量 が 膨大 な た 誠 そ の 経済 圏 を 潤 和 利根川 や 
淀川 の 水 資源 の 限界 量 近 くま で 開発 利用 し て お り 。 近 い 特 来 了 接 経済 函 の 河川 の 水 を 導入 し な い 
限 9 水 で 行き 詰まる こと は 目 に 見 えて いる 
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これ ら 巨 大 都市 の 水 の 徐 要 が いま で も 急 ピ ッ チ で 増大 し て お り , その た め 深 刻 な 水不足 を 目前 
に し で いる 現在 。 水源 の 確保 や 水 需 要 の 分 散 を めぐ っ て 意見 が いろ いろ と 分 か れ で いる が , これ 
に 関連 し た 興味 ある 史観 を 紹介 し て みた い 。 

西欧 文明 の 源流 と いわ れる ギ り シャ は 市 民 集団 た る 醒め て 小さ な ポリ ス の 並存 し た 都市 国家 で 
あっ た が , その ポリ ス の 大 き さ は 水 が 制 約 に な っ て いた の で は な いか と 和志 哲郎 博士 は 「 風 土 」 
の 中 で 亀井 高 孝 氏 の 言葉 を 借り て 指摘 し て いる 。 

TVY で 日 航 の CM で も 整 場 する 緑 の 少 な い 訪 いた アク ロボ リス の 風景 を 見 れ ば , 確か に ギリ シ 
ャ で は 水 が 少 な いこ 上 が 容易 に 首 さ れ よ う 。 

それ は と も か く と し て , 同 博士 に よれ ば , ギリ シャ 人 は ポリ ス が 人 倫 的 組織 と し て 最適 な 規模 
を 保 コ べき で あっ て 本質 的 に 大 都市 と な る べき も の で は な く , 水 の 人 制限 を 破っ て まで 発展 せ し 
むべ き 必 要 性 を 見 出 き な か っ た と いう 。 こ れ に 対し ギリ シャ と 同時 代 に 地中海 に 勢力 を 挟 醒 し は 
じ め た ョ ー マ は , 単なる ポリ ス の 一 つと し て の 位 必 か ら 国 家 に 発展 する と と も に 直ちに 水 の 制 限 
を 打破 し は じ め た 。 こ れ が モー マ の 水道 で ある と いう 。 

理 返 し て いえ ば, ローマ の 水道 は は ロー マ が 「 人 工 に よっ て 自然 の 拘 東 を 打ち 破り 」。 ボリ ス か 
る 統一 周 家 へ と 発展 し て いっ た 契 陸 を 表わす 象徴 的 建造 物 と いえ な くも な い 。 

この よう に 。 ギリ ジャ の ポリ ス に おけ る 「 並 存 談合 」 か ら ロ ー マ の 「 統 一 発展 」 へ の 論理 の 岐 
換 の 具 作 前 な 礎 が 水 の 制 約 の 打破 に あっ た と いう 歴史 の 解 秋 は , 音 都 岡 や 近畿 隊 の 水 需給 の 現 
汰 を 眺め る と き 。 地 め て 示唆 に 賞 む も の が ある 。 

ここ で は これ 以上 結論 めい た も の は 述べ な ふい こと に する 。 が 。 ともかく , 水 信 無 限 に 存在 する 
も の で は な い 。 そ し て 。 その 対策 を どう する か は フィ p ヅ フィ の 問題 で も る こと を 深く 銘 記す 
き で あら う 。 

節 政 に つい て …… 

水 は 天 切 に 使う べき で ある こと ぐら い 実 は 誰 に で も わか りき っ た 話 で ある 。 に も か か わら ず 。 
ィ ッ ケ に 「 安 全 と 水 は た だ で は な い 」 と 書い た 本 が ベス ト セ ラテ ラー に な り , タテ ィ エ と ホン ネ が 違 

て も 当り 前 の お 国柄 で は 、 使え る 林 便 に 限界 が 見 えて きた と あれ ば 、「 油 水 の 如 く 」 と いわ れ 
る ほ 使 ら 習 慣 に 舎 ら きれ た 座 民 に いか に 水 を 節約 し て も ら う か , 具体 的 に 効果 の ある 節水 法 を 
あら た ぬ で 本 気 で 普 え な けれ ば か ならない 。 

そ モニ で , 一 昨年 あたり か ら 慢 性 的 な 水不足 に 悩む 大 阪 府 や 東京 都 で 大 々 的 な 厩 水 キ ャ ン ペ ー シ 
が 始め られ た 。 

東京 都 で は 昨年 1 月 か ら こ の キャ ン ペ ー ン を 始め て お り , 新聞 紙上 で も 報道 され た か ら ご 存 知 
の か も 多い と 思う ぅ が, その 具体 策 と し て 節水 の 周知 徹底 の た め の 広報 宣伝 活動 の 推進 や ら , 一 定 
規模 以上 の 建築 物 に 対す る 下水 処理 水 の 再生 使 用 の た め の 2 重 配 菅 な ど を あげ て いる 。 し か し 。 
この キャ ン ペ ー ン で 見 落し て な ら な い 重 要 な ポイ ント が 一 つ あ る 。 そ れ は 節水 型 の 機器 の 開 革 と 
砂 を 消費 する シス テム を 節水 型 へ 転換 する た め の 各種 施策 の 推進 で ある 。 

た と えば , 條 自動 洗濯 機 の 如き は 。 者 力 化 の 名 上 遇 で 家庭 の 主婦 の 洗濯 に か か る 時 間 を わずか 節 
約 二 る た め 水 必要 以上 に タレ 流し て いる の で , これ を メー カ の 協力 の も と に 改善 し 使用 水 往 
を 江 ら 二 と か 。 水洗 便所 の フラ ッシュ 用 水量 が 馬鹿 に な ら な い の で , これ を 下水 道 シ ステ ム 全 体 
と し て 技術 的 に 誕 寄 し 得る 最小 限 に 三 ら すこ と を 進め よう と いう の で ある = 

要する に , わが 国 で は こと 節水 に 関す る 限り 個人 の 認識 に 聞 -。 て いた の で は 封 が あか な い の で 
祉 会 全体 の 水 消費 シス テム を 人 委 水 型 に 転換 し て 目的 を 詳 成 し よう と いう の が この キャ ン ペ ー ン の 
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大 き な 狙 い の 一 つ で ある 。 

この キャ ン ペ ベー ン を 「 何 淫 そ こま で し な けれ ば いけ な い の か 」 と いう 受け と り 方 を し た 論者 も 
あっ た よう で , 上 筆者 が 企画 庁 の 水 資 源 課 時 代 , この 発表 が 行わ れ た と き 共 大 新聞 の 論説 委員 か ら 
質問 を 受け た こと が ある 。 

これ は 国民 の 公共 心 の 則 古 で ある と 測 り 切っ て し まえ ば それ まで の 話 で ある が 。 私 に は も っ と 
深い 理由 が ある よう に 思え て ならない 。 

私 ども 日 本 人 は 李 争 前 まで は 各 家庭 に 仏壇 が あり , 祖母 な ど が 章 な な 鐘 を チー ン と 鳴ら し な 
が ら 勤 行 を し て いる と ころ が 多かっ た 。 そ し て その よう な 雰囲気 の も と で 受け た 戦 け の 中 に 「 も 
の を 始末 し て 使え 」 と いう こと が あっ た 。 こ の 背景 に は 全体 的 に 倫 し い 生 活 が あっ た の も 帯 実 で 
ある が , この 立 け を 破る こと は 宗教 的 な 喜 誠に 触れ る よう な 気 が し て , も の を 大 事 に する 習慣 が 
つい た よう に 思う 。 

科 後 は と に か く 食 っ て ゆく た め な り ふ り 揃 わ ず 働き , 精神 的 な 面 へ の 配慮 を 走っ て きた われ わ 
れ に は , 宗教 的 な 怠 謙 は まっ た く 線 が な く な っ て し まっ て いる 。 こ れ が 水 の 浪費 を 含め て 消費 は 
美術 で ある と いう コマ ー シ ャ リズ ム に 億 l に 乗せ られ て し まっ た 原因 で は な か ろう か 。 

と ころ が 。 画 区 社会 で は 普 晶 ほど で な いと は いう も の の , 日 常 生活 の 中 に 宗教 が 生き で お り 。 
特に アラ ブ の 世界 で は 未だ に 回 教 が 生活 を 支配 し て いる と いっ て も 過言 で は な いよ うだ 。 

その 回 敷 の 世界 で は 、 水 の 有 典 味 は コー ラン の 中 で いた る と ころ で 弘 宙 さ れ て お り , 砂 濾 の 自 
鈴 条 体 の 厳し きも あっ て , 彼ら は 一 滴 た り と も 水 を 無駄 に し な い 。 回 数 で は 寺院 の 中 で 1 日 5 回 
テア ラー の 神 に 礼拝 を 挫 げ る 決 , 礼拝 の 前 に 身体 を 汐 め る 水 も 私 の 見 て きた 限り 育み どり の 汚い 水 
だ し それ も な けれ ば 砂 で 間に合わ せ て よい と コー ラン で は 述べ で いる ほど で ,。 私 も 何 度 め の 
実際 を 見 て きた 。 

そこ へ ゆく と 戦後 の 日 本 人 は 自ずと 守れ る よう 自 稚 生活 の 中 に 起 み こま れ た 東 旨 で な い 胡 り 
頭 の 中 で 理解 し て いて も 宗 数 的 な 湯 け に よる プレ ー キ が 利 か ず , 実行 で き な い 捕 神 構造 に み ュ で 
き て いる よう に 思え る 。 

これ が 今度 の 東京 都 の 節水 キャ ン ペ ー ン の 中 で 。 芝 水 機器 に よる 水 消費 シス テム の 節水 ! 
転換 が と りあ げ ら れ ね ば な ら な か っ た た 大きな 原因 で は な いか と いう 気 が し て な ら な い が と うだ ろ 
うか 。 


《 邊 設 省 関 東 地方 建 疫 局 表 川 部 ) 
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エネ ルギー 危機 を 想う 


竹野 正 ニニ 


戦 像 の 物 次 不足 の 時 代 か ら 完全 に 立ち な お り , つい 最近 まで 物 が 不足 する と いう よう な こと は 
あま り 関 心 が な か っ た 。「 消 費 は 美 値 な か り 」 と いう 考え 方 が 一 般 に 漫 透 し 。 子供 達 に 物 を 大 切 に 
する よう 注意 し て も , お や じ の 時 代 よ は 違う ん だ と いわ れ ,「 そ うか な ぁ 」 と 自分 の 感覚 の ずれ 
で いる こと を 反省 する よう な 始末 で ある 。 物 を 多く 生産 し , 多く 消費 する こと は 経済 活動 を 活 束 
化し 。 国民 の 文化 生活 の 向上 に 内 い に 役立つ も の と 信じ ざる を 得 な か っ た 。 

し か し , 中 年 あ た りか ら ど う も この 者 え 方 の 雲行き が あや し く な っ て 来 た よ う で ある 。 世 界 の 
著名 な 知 衣 人 で 作ら れ で いる ロー マク ラブ が 「 成 長 の 限界 」 と いう 報告 で , 人 類 が 現在 の まま の 
成長 を 続け る な ら ば , 食 米 , エキ ルギー, 資源 な ど が 全 地 球 的 に 不足 する 時 期 が くる と 発表 し , 
地球 上 の 人 類 を 末 長 く 存 続き せる た め に は 人 口 増加 を 抑制 し , 経済 の 成長 を 抑え る 必要 が ある と 
人 地球 的 な 観点 か ら 提言 を 行っ て いる 。 ま た , ニク ツン 大 統領 が エネ ルギー 教書 を 発表 し , アメ 

リカ に お ける エネ ルギー 危機 に 対処 する 方 針 を 打ち 出し た 。 

この よう な 動き に 加え て , 国内 に お いて は 電力 , 石油 , 塩化 ビニ ル , 紙 , 多 鋼 な どの 不足 が 現 
実 の 問題 と し て 発生 し , 官民 協力 し て いよ いよ エネ ルギー や 資源 が 不足 する 時 代 に 対処 する 方 針 
に 本 格 的 に 取り 組む 必要 性 を 痛感 する に 至っ て いる 。 な か で や 石油 や 電力 な どの エネ ルギー は 国 
冠 産業 活動 の 基 艇 で も り , これ の 確保 は 国 全体 に と っ て 最も 重要 な こと で ある 。 しかも, 
補 エ ネル ギー の 85 旬 を 海外 に 求め て いる わが 国 の 場合 は , 国際 情勢 に よっ て その 確保 が 大 きく 
左右 され る と いう 立場 に あり 。 また , エネ ルギー の 72 誠 が 石油 に よっ て まかなわ れ て お り 。 そ 
の 有 有 泊 が 最も 政情 不安 な な 中 東 に 依存 し て いる 度合 が 80 多 も ある と あっ て は 。 国 の 安全 と いう 面 
か ら エ ネル ギー 問題 を 考え な けれ ば な ら な い 。 

エネ ルギー の 中 で も 電気 は 国民 生活 に 最も 窒 接 な 閣 係 に ある 。 穫 気 は 油 , 夏 譜 な どの エネ ル 
ギー を 受 換 し て 作ら れる 3 次 エネ ルギー で ある が , 最近 の 公害 問題 な ど に よる 地元 民 の 反対 で 発 
電 所 建設 が 著しく 困難 に な っ て いる 。 電気 が 不足 し た か ら と いっ て 海外 か ら 緊 急 に 輸入 する こと 
が か で きろ る も の で も な く , 発電 所 の 建設 に は 建設 期間 の 短い 火力 で 最低 3 年 は 必要 と する こと を 孝 
える と 。 電力 の 供給 の 確保 と 消費 の 抑制 は 緊急 に さ し 迫っ て いる と いえ よう 。 

また , 電気 の 特質 と し て , 突 要 量 と 供 綺 量 が 和 常に パラ ンス し て いな けれ ば な ら な い 。 現 在 電力 
危機 と し て 大 きく 問題 に きれ て いる の は 夏場 に お ける 電 カ ピー ク 時 に 発電 所 の 全 出 力 が 不足 する 
と いう こと で ある 。 昨 年 の 夏 ビ ー ク の 最大 電力 は 8 月 9 日 の 6.858 万 kVY で あっ た 。 こ の この 数 
生 は , 管 要 案 に お ける 節電 が 約 160 万 kW ぐら い 行わ れ た 数 字 で , これ が 行わ れ な けれ ば 7.000. 
万 kW は オー バレ し て いた と 考え られ る 。 電力 供給 の 安定 を 行う た め に は 最大 旬 力 需要 の 8 一 
10 補 増 の 著 電 設備 容量 が 必要 で ある が , 現在 の 予想 で は 49 年 度 の 夏 に は 48 年 より 約 800 万 
kW の 需要 増 が ある が , 約 890 方 kW の 発電 所 の 運 半 も あり, どう に か 6 密 ぐら い の 予 備 率 は 
確 全 し て 対処 で きる と 見 透 し て いる 。 し か し ,。 クー ラ な ど 夏 場 ビ ピー ク が 予想 以上 に 伸び , か つ 。 
区 化学 スモ ッ グ に より 発電 所 の 出力 が 抑制 (48 年 度 で 大 きい と き で 300 万 kW) され る と な る 
と 電 要 家 の 節電 協力 の み で は 対処 し きれ な く な り , 誌 的 な 電力 抑制 も せ ざ る を 得 な いと いう こと 
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激 に 低下 し 。 
不足 = いう 


3。80 年 以降 に つい て みる と 現在 着工 済 の 発電 所 だ け で は 平 備 串 が 急 
『 4.5 多 , 51 年 で 1.5 旬 52 年 に は つい に マイ ナス 9.2 久 と な り , 完 多 
事態 が 生 る と 予想 され る 。 

この よう な 事 棚 に な ら な いた め の 対 策 と し て は , 今後 宣 訴 の 浴 工 藤 を 増し 行く ほか は な し 
思う が , その 閉 工 が 前 述 の よう に 地元 民 の 電源 立地 反対 に より 非常 に 困 炊 に な りつ つ あ る と いう 
な の で ある = 限 和 46 年度 に は 計画 3.000 万 kW に 対し 1.650 KW が 着工 で きた が 。 7 
計画 1.200 万 kW に 対し わずか その 38 宅 の 380 方 kW し か 閉 工 決定 が な され いな 
い 。 48 年 度 11 月 現在 で は 48 年 度 計画 1.620 万 kW に 対し , 180 万 kW の 落下 の 決定 が な きれ 
て いる に すぎ な い の で ある 。 

この よう な 現状 を 打開 し , 電源 開 工 を 円 滑 に 進め て で いく た め に 通産 省 で は 発電 所 の 立地 上 の 硫 
底 的 な 事前 環境 審査 を 行っ て で いる 。 そ し て , 地元 民 と の 対話 を すす め , 客観 航 デ ー タ に 
誠意 の ある 説明 を 行い ,。 か つ 。 電源 立地 に 対す る 重要 性 に つい て 十分 な 理解 を 求め る 必要 が あ 
る 。 電 泊 地 帯 の 地元 民 に も 利便 を も た ら す よう な 地元 福祉 型 発電 所 の 建設 も 考え られ て お り , 
た , 法律 に よっ て 発電 所 立地 地点 の 周辺 に は 道路 や 公民 館 な ど 定 会 補 社 施設 の 建設 が や りや すい 
よう な 制度 も 考え られ で いる 。 

し か し , 今後 の 電源 立地 問題 は 簡 江 に は 解決 され る と は 思え な い 。 ま た , 世 期 的 に は クリ ー テ 
が 国産 エネ ルギー の 開発 を 攻 え る と 同時 に 消費 面 に お ける 効率 化 を 図る こと を 何と し で も 考え 
な けれ ば な ら な いと 思う 。 

通産 省 で は これ ら の 要請 に 応え で 8 年 度 か ら 例 予 算 1 電 1.000 億 と いう "サン シャ イン 計画 
な る 大 朝 想 を 打上 げた の は 皆 様 も お 耳 に 達し て いる は ず で ある 。 そ の 内 容 は , 太陽 エキ ルギー の 
利用 , 地熱 の 利用 , 含 成 天 然 が ス (石炭 の ガス 化 に よる ) の 開 玩 技術 , 水素 に よる エネ ルギー シ 
ステ ム の 開発 の 4 本 柱 と な っ て いる 。 

色 は いつ も 思う の だ が , 夏場 の 太陽 エネ ルギー が さん きん と ふり そそ ざ 時 捧 に , 化 秦 料 で 誰 
令 し た 電気 が 一 番 多 く 使用 され 人 る と いう こと は まっ た くも っ て 不 経済 な 話 で ある 。 太 陽 か ら 求 た 
エネ ルギー は これ を いく ら 利 用 し て も 地球 全体 と し て エネ ルギー の 出 人 人 は な いわ け で ある か ら 。 


ょ 


年 に 


が 小さ い の で 、 これ を 集め て 100<200 万 kW の 発電 所 を 建設 し よう と いう 計画 は 簡 
開花 で は ある まい 。「 今 時雨 が 際 っ た の で 停電 で す 」 と いう こと も 困る 。 2000 年 以降 ! 
核 表 合 発電 が 可能 に な る か も 知れ な い が , それ まで の 間 、 太陽 や 地 熱 。 合成 天然 が ス な どの 利用 
に より わが国 の エネ ルギー の 箇 要 の 増大 に 対処 する に は これ ら の 技術 開発 に 大 い に 期 待 せ ざる を 
得 な い の で ある 。 

地 鵜 の 雅 電 へ の 利用 は すでに 3 万 kW の 開発 が 行わ れ て いる が , サシ シャ イン 計 両 の 地 瓶 
信 代 の 中 に は 火山 発電 上 呼ば れる 地熱 利用 も 含ま れ て い 陣 に より 素 
る も の を 利用 する だ け で は な く , 地 鐵 の ある と ニ ころ に 地上 か ら 水 を 和 注入 し , 積 司 的 に 
“ある の で 、 初め て 聞か され た と き に は 「 そ ん な こち 相当 に で きる の 7 
叫 た が 。 専 る と 相当 確 実 性 が ある らし い の で 大 い に 期 待 し た いら 。 

エネ ルギー 危機 に 対し て , 上 ト 記 の よう な 新しい 技術 に よる エネ ルギー の 多 料 低 
いか に 者 エ ネル ギー 化 を 図る の と いう こと が 今後 大 き な 閉 題 で ある 。 産業 構造 き 
ギー 多 縛 引 産 業 か ら 知 蔵 集約 化 産業 へ と いう 
常に ね ず か し い 問 題 で , 籠 汗 に は 行く まい 
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う が , 通産 省 で も その 具体 的 な 方 法 を 模索 し て いる 段階 で ある 。 省 エキ ルギー 対策 と し て 早急 に 
や れる こと は , むだ に 消費 し て いる エネ ルギー を な くす こと で ある 。 そ の た め 通 産 省 で も 節電 キ 
ャ ジン ペー ン を 実 府 し た が 。 一 般 入 要 者 の 協力 な くし て は 大 き な 効 果 は 期待 で き な い 。 省 エネ ル ギ 
一 栓 器 の 開発 や 省エネ ルギー シス テム の 開発 に も 力 を 注ぐ 必要 が ある が 、 全 エ ネル ギー の 60 展 を 
産業 部 門 で 占め て で い 人 る の で , この 自 階 に お ける 省エネ ルギー が 一 番 効 果 が 上 が る と 思わ れる が , 
各 生産 部 門 に お ける 省エネ ルギー 対策 を 測 想 し た と ころ で は 最近 は エネ ルギー 原 単位 は だ ん だ ん 
上 上 昇 の 傾向 が な み ら れ る 。 

これ は 生産 眉 階 に お いて 省力 化 , 自動 化 の た め の 設 備 , 公害 防止 の た め の 設備 な どの 動力 源 が 
多く な っ で いる こと に 原因 し で いる 。 そ し て エネ ルギー 多 消費 産業 で は 当然 の こと な が ら , いま 
まで に も ゃ 合理化 が 進め られ , 外国 に 比べ 非常 に 原 昌 位 の 下がっ て いる も の が 多い と いう こと で あ 
る 。 し か し 。 今後 の 石油 の 値上り に よる エネ ルギー 価格 の 上 昇 は 激 し さ を 増す も の と 予想 され で 
いる 。 和 電力 会 儲 も 原油 の 価格 上 上昇 に よる 値上げ を 各社 が 打出 し て いる の で , エネ ルギー の 合理 化 
利用 に は 官民 と も に 力 を 含 せ て 強力 な 政策 が 打出 され る こと も 予想 され る 。 具体 的 に は 効率 の 悪 
い 設 備 の リプ レイ マ 。 高 効率 機器 や 高 効 素 シス テム 技術 の 開発, 融 管 理 技術 の 徹底 な ど が あげ ら 
れ , これ に 対し て 税制 金融 措 層 補助 金 な どの 措置 が 考え られ る 。 

エネ ルギー の 中 で も 電気 エネ ルギー は 前 に も 述べ た が 特別 な 位 出 に ある 。 エ ネル ギー 最終 消費 
形態 で みる と 電気 は を の シェ ア は 増え っ づけ て お り , 現在 で は 0 寂 弱 で ある が , 今後 と も その 
シェ ア を 徐々 に 拡大 し て いく こと が 予想 され る 。 将 来 原子 力 著 電 , 地熱 発電 , 太陽 執 発電 な ど が 
実用 化 き れ , エネ ルギー 供給 源 と し て 右 油 を 使用 し な いも の の シェ ア の 増大 が 行わ れる と ます ま 
す 電 力 の 最 夫 第 要 に お ける シェ ア は 増大 する だ ろう 。 そ し て , 石油 な ど は 化学 原村 と し て 温存 さ 
せ て お おく と いう こよ と に で も な る 時 代 が くる と 熱源 と し て も 電力 が 大 幅 に 使用 され は じ め る こと に 
な る 。 石 層 が 石油 に 代 っ た 場合 と 異な り , 電力 と 燃料 と の 交替 は 般 要 穴 の 工程 や 諸 設備 に 大 きか 
変化 を も た ら せ る こと に な る 。 核 克 各 発電 が 完成 し , 普及 する と 電気 エネ ルギー は 働 容 に な り 。 
肖 動 車 な ども 電気 で 動か オー と に な る が , それ まで に は ガツ リン 車 と 同じ 性 能 を 出せ る よう な 電 
気 邊 動車 の 開 革 を 行わ なけ れ ば な る まい 。 

と り と めも な くい ちろ いろ な こと を 甘 いて し まっ た が , 最近 の エネ ルギー, 特に 石光 の 情勢 は 国 
際 情 勢 の 変化 に より 第 日 変る と いっ て も 週 言 で は な い 。 一 昔 前 の よう に 各 家 庭 に カマ ャ ド が あれ ば 
電気 や ガス が 1 日 や 2 日 来 な く て も 紙 や 木 で も っ て 者 た きぐ らい で きた か も 知れ な い が ,。 いま や 
その よう な 対策 を も た ず , 第 昌 の 家庭 生活 も ゃ まったく 砂 油 に 依存 し て いる と いっ で も よい 。 

「 節 約 は 美術 」 と いう こと で すべ て の 物資 を 大 切 に 使う と いう 生活 旗 度 が 必要 に な 。 で きた と 
いえ る = 


(通商 産 薬 省 資 源 エ ネル ギー 庁 午 記 総 務 課 ) 
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これ か ら の 住宅 と 住宅 都市 
非 上 十 宝 男 


めまぐるしく 移り 変わ る 現代 社会 か ら 未 求 の 住宅 お よび 住宅 都市 を 予想 する こと は 鶴 兄 な こと 
で は な い が 。 ね われ われ や われ われ の 也 了 が 信 む で あ ち う これ か ら の 住吉 境 に つい て 展望 を も つこ 
と は , 経済 の 高度 成長 で 「 家 食 足 り て 住 足り ず 」 と , 相 も 変わ ら ず 言わ あれ て いる 今日 。 非常 に 有 
光義 な こと だ と 思 ち の で , 多少 の 飛躍 は あっ て も この テー マ に つい 少し 考え で みた い 。 

ニニ で は , 初め に 「 住 環境 を つく る 諸 条 件 の 変化 」 に つい て 明 理 し , 學 に 「 こ れ か ら の 住宅 , 
これ か ら の 住宅 都市 」 に つい て 姓 穴 を 行い 。 最 役 に 「 さ ら に 未来 の 住 環境 」 に つい て 少し ぶれ る 
に し た ゆい 。 


変わ る 住 環境 づく り の 諸 条 件 

住 環境 づく り の 際 , 前 提 と な る 諸 条 件 が 大 き な 影 響 力 を も つの で まず 加 理 し て お きた い 。 

変化 する 社会 の 動向 : 国民 生活 の 向上 に 伴っ 二宮 人 の 生活 意識 。 住 堅 識 が 多様 化し , 高度 化す 
る こと が 予想 され る 。 ま た 週休 2 日 抽 で 梨 散 きれ る 余暇 の 増大 た レク リ テ ーション 辻 要 の 増加 
は 一 層 定 着 し て くる も の と 思わ れる 。 き ら に , お 決 国 の 人 口 構成 此 が ララ ンス 型 に 近づい て いる 
ょ いわ れ で いる が , その 中 で も 特に 老人 問題 が 重 悦 され て くる で あろ う - 一 方 最近 各 地 に み ら 
れる 住民 パワ ー, 住民 運動 , それ と 表裏 一 体 の 住民 参加 疾 動 も 笑 発 に 行わ れる も の と 思わ れる 。 

健全 な 都市 へ の 指向 要請 : 日 本 は 公園 が 少な いと いわ れ て いる が 、 これ か ち 人 は 公園 と 防 世 尺 難 
広場 を か ら 主 世 た オー プン スペ ー ス の 確保 に 全力 が 往 が れる で あろ う 。 ま た , 巨大 な 超 高 層 を 巡 
て た ら , その 宙 度 に あわ せ て 道路 和 も 加 備 し で 符 《$ よ いう よう た 部 婦 と 倒 体 と の 議 和 が た え ず 中 
ばれ る よう に な ろう 。 

立地 の 多様 化 : 都心 開 発 , 都市 近郊 開 葛 , 部 外 開 贅 と 種々 ある 中 で 都心 調 開 発 が あ らち ゆる 意 
味 か ら 重 視 さ れ よ う 。 

地価 , 建築 の 高騰 : 地価 の 高騰 は 今後 も 続き , 土地 の 高度 利用 に 著 う いて 建物 の 高層 化 が さ 
5 に な され る 一方, 建築 費 の 上 上昇 は 建物 の 工業 化 を 促進 させ せよ う 。 

級 地 条件 の 正 化 : 埋立 地 等 の 由 弱 地盤 の ほか 。 山地 不 幣 地 型 地 。 双 音 ・ 爆 煙 ・ 邊 気 向 の 公害 
つき の 敷地 が 増加 レ し て で く る も の と 思わ れる 。 


これ か ら の 住宅 

これ か ら の 住宅 に つい て 国民 の 生活 共 新 の 進行 め 面 と 作 
半 想 し て みた い 。 

高度 で 多様 な 生 話 の 器 と し て の 他 宅 : 職 後 か も これ まで ね れ わ れ の 住宅 は 食 寝 分 離 (寝る 所 と 
食事 する 所 を 分 ける 。 た と を えば, ダイ ニン ゲキ ッ チ ンジ の 普及 ) と 就 容 分 離 (子供 が ある 一 定 の 人 
信 に な る と 親 か ら 分 か れ て 補 る ) の 確立 が テー ィ で あっ た が , これ が ら は 1 人 1 密 と リビン グル 
ー ム の 確保 に 主力 が 注 が れ よ う 。 ま た ・ 人 十 凶 に な る で あろ うと いわ れる 国民 の 生活 の 個性 化 
や 多様 化 に 対応 する た め 各 戸 , 各 室 が ー っ コー つ 別 め 彰 を も っ た り 。 伸縮 可能 な 「 成 長 する 家 て ゲ 


つく る 技術 の 向上 の 曽 の 両面 か ら 
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ロー イン シダ ハウ ス )」 や 部 屋 の 間仕切 り を 自由 に か え う る 可変 型 住宅 。 順応 型 住宅 の 普及 が 期待 
きれ よう 。 一方, 生活 の 高級 化 を うけ て , 足首 ま で うま る ジュ ー タ ン で 敷き つめ ゆら れ た 本 格 的 洋 
間 , 磨 か れ た 床柱 が 光る 本 格 的 日 本 間 等 手づくり で 格調 ある 空間 も 欲求 され よう 。 そ し て , ミ 
ニュ チェ アデ ラッ クス 好み の 日 本 人 の 体質 を 反映 し て 住宅 設備 の デラ ッ タ ス 化 も 進み 。 これ ら に 
対応 し て 設備 機器 を どこ へ で も プラ グイ ン で きる よう な 配 株 配管 計画 が 必要 と な ろう 。 

老人 の スペ ー ス を 考え た 住宅 : 家族 制度 の 崩壊 の みな ら ず , 人 口 の 都市 集中 か ら 住 宅 難 , これ 
を 5 け て で の 狭小 住宅 生活 で ある が 故 で の 老人 無視 が これ まで 続い て きた 。 し か し , わが国 も 間 も 
な く 全 人 口 の 約 2 割 を 老人 が 占め よう と し て いる 現在 。 老 人 間 題 は 無視 で き な く な っ で きた 。 し 
た か っ て , 老人 室 の ある 大 型 住宅 や 隣り あわ せ に 住む 障 接 ベアー 住宅 , 近く に 住む 近接 ペア ー 住 
宅 等 の 本 挫 的 供給 が 進む も の と 思わ れる 。 

量 産 化 , 工業 化 さ れ た 任 宅 : 性 能 向上 モコ スト ダウ ン を 目標 に 住宅 の 量産 化 , 工業 化 の 促進 が 
期待 され る 。 こ れ に より 部 位 部 品 の シス テム 化 が 進み , 部 材 の リー ス 方 式 等 の ソフト の 研究 も 相 
まっ て 先 に 述べ た 可変 型 住宅 。 順応 弄 住 宅 向 が 実現 され よう 。 住戸 ス ケー ル で は ユニ ッ ト 化 , カ 
デモ ル 化 が 進み , た と えば , 先ほど 新聞 に も 出 た よう な 住戸 の 内 外 を まる ご と 洗え る よう な 任 宅 
も 出現 する で あろ う 。 そ し て 住 醍 ス ケー ル で は 人 工 土地 が 精 族 よ くつ くら れ , それ に 住戸 ユニ ッ 
ト を は め 込 光景 が 随所 で み ら れ る よう に な る も の と 思わ れる 。 

立地 に あわ せ た 形 式 の 住宅 : 住宅 が 集合 形式 か 1 戸 建 形 式 か は 主として 人 口 宿 度 に 関係 する 。 
都心 に 多い 前 者 は 対 通 得 や 施設 利用 等 に 。 また , 郊外 に 多い 後者 は 対 自然 環境 等 に 長所 を も つ 。 
狭い 日 本 , と り わ け 大 都市 圏内 で は 土地 の 有効 利用 を きち ん と 決め な いと 今後 ます ます 郊外 へ の 
スプ ョ ロール 化 は 進む 一 方 と な ろう 。 し た が っ て 都心 郊 は 建物 の 低 さ 制限 を 行い 都市 の 立体 化 , 
高度 化 を 図る 一 方, 郊外 は 高度 制限 を 行う 必要 が あろ う 。 一般 的 に は 都心 は 高層 集合 住宅 化 , 近 
部 は タウ ン ハ ウス (連続 テラ スハ ウス ) 化 , 郊外 は 独立 住宅 化 と すべ き で ある し , な る で あろ う 。 
日本 人 は な じ め な い の で は な いか と いわ れ て で いた 高層 集合 住宅 も 。 も う 20 数 年 の 歴史 を も ち 。 
そこ で 生ま れ 育 っ た 人 達 に も 成人 に な っ た 人 が 出 は じゅ て いる が , それ ら の 人 達 が 高層 集合 住宅 
を どう 受け と めで て いる か が ボイン ト と な り そ う で ある 。 そ し て 現 戻 階 で は これ を 基 と する 見 方 が 
強い よう に 思わ れる 。 

その 他 ( モ カン ド ハ ウ ス 等 ) : 奈 明 叶 間 の 増大 に 伴い , モカ ンド ハウ ス が 日 本 で も 関心 を 呼ぶ よ 
うに な っ た 。 フ ラン ス で は か な り 前 か ら フ ァ ー ス ト ハ ウス と モカ ンド ハウ ス の セッ ト 売 り が 行わ 
れ て いる と いう 。 ま た トレ ー ラ ー ハ ウス の 流行 も 耳 に する 。 し か し 日 本 の 国情 (国土 の 狭 さき 等) か 
ちい っ て で ファース ト ハ ウス 以外 に 各戸 が セカ ンド ハウ ス を も つこ と は 不可 能 に 近い と いえ る で あ 
ろり 。 し と が っ て 。 共同 利用 で きる 国民 宿 合 や 供 別 蘭 等 の 充実 が 現実 的 で は な い だ ろ うか 。 


これ か ら の 住宅 都市 

これ か ら の 住宅 都市 は ひと 口 に いっ て 「 人 間 的 な 都市 」 の 再建 と いえ よう 。 以 下 , 具体 的 に ふ 
れ て みた い 。 

再 和 の と れ た 地域 社会 : 「 健 全 な 社会 に は 健全 な 人 間 が 育つ 」 と 古く か らい われ て 来 た が , い 
ま の 社会 は 偏っ た 階層 で お の お の の 地域 が 構成 され て いる 場合 が 多く , た と えば , そこ で ば 老人 
が 1 人 さみし く 死 ん で 行く と いう ドラ イ で きつ ば つと し た 生活 が 営ま れ て いる 。 こ の 欠点 を な く 
す た め あら ゆる 階層 て 隊 業 。 所得 年 令 。 住 意 議 , 趣味 身 々 ) の 人 達 が 一 緒 に 住め る フル ファ ミ 
リー の 地域 社会 が ぜひ 必要 で 。 そ の た め に は 住宅 も 大 模 化す る だ け で は な く , 車 身 住宅 4 居 


随想 
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随想 


いろ いろ 組合 せ て つく っ て ゆく 必 
組合 せ か ら 都 市 の 大 き さ ま で , 


を 。 老人 向け 住宅 , 身障 者 同 け 住宅 , 可変 型 
際 し て は 4-5 


注 疾 


が ある と 思わ れる 。 そ ぞ 
と まり ある 単位 (コミ 
結 の スペ ー ス と 充実 
れ か ら は 公共 団体 , 民間 を 問わ ず 都市 の 開発 に あたっ て で は これ ら オ ー 
が 注 が れ よ う (写真 一 1 


あろ う 。 
これ まで の 公園 の 碧 積 不足 を 反映 し て , ニ 
スペ ー ス の 確保 に 全力 


そし て と の オー プシ ジス < E 道 , 四季 の 変化 
を つげ る 花壇 ,。 デ プール, 児童 遂 。 図書 館 , グラ ンド , テニ スコ ー ト 等 が 配 され , 学校 幼稚園, 
折 も 関連 し て 計画 さ # ー 方 , 公益 施設 と ! 公 庁 や 体育館 , 公会 
郷土 館 , 老人 館 , 青年 館 等 の 文化 施設 、 さらに 総合 病院 。 各種 専門 医院 
の スーパ マ ー が ウリ ング 場 等 の 商業 施設 が 集中 的 に 充実 し た 形 で 用 
意 さ れ , オー プン スペ ー ス と 同 議 増大 する で あろ う 余 明 も 満た し て くれ る こと に な る も 
と 思わ れる 。 計 
高 水準 設備 , 装置 と シス テム 化 ? 都心 再開 発 地域 や 都市 近郊 の 高 宙 度 地域 で は 個々 の 住 環境 が 
意 化 し , 4 時間 日 照 ど ころ か 3 時 間 日 照 も 不可 能 に な っ て くる こと が 考え られ る 。 したがって, 
この 性 能 低下 の 代 特 艇 燥 設備 が 注目 され て くる で あろ うら 
旧 争 で 代表 され る ゴミ 問題 解決 策 と ステ ム ( 地 域 的 大 型 掃除 機 ) が , また , 土地 
の 高度 利用 は 地下 も 駐車 場 等 に 使用 する の で いろ いろ な パイ ピン グ 類 を 一 緒 に 納め る 共同 潮 が - 
くら れる よう に な ろう 。 そ し て 非 効率 な に 代 る バス や 動く 歩道 も 駅 や ビル 等 で 当り 前 に 
み ら れ る エス カレ ー タ の よう に 一 般 化す る も の と 思わ れる 。 さ ら に は 電 解消 の た め 航 設 き 
れる 同軸 ケー プル を 利用 し て これ まで 述べ た 諸 設 備 、 装置 を 含め た 都市 設備 全般 が シス テム 化 き 
れ , 省力 化 、 台 理化 の 徹底 し た コン トロ ー ル が な 
され る も の と 凌 待 され る 。 同軸 ケ ー ブ ル 利用 例 と 
いえ ば , ワシ ント ン 部 外 の 森 と 湖 で 囲ま れ た 美 し 
い レ スネ トン と いう 住宅 都市 て 19631980 年 書 設 


千 の | 


施設 , そし 


人 口 75.000 人 ) が あぁ る が, ここ で は , 米国 で 最 
も 進ん だ CATV シス テム が 導入 され , ケー プル 島 
都市 の モデ ル 都 市 と され て いる 。 TV, FM 等 の ュ 


瑞 送 信 お よび 自主 放 
の 諸相 談 。 計算 , 映 
が な され 。 自 然 の 中 に あり な が ら 都 』 
便利 さ , 楽し さき が 得 ら れる と いう 素晴らし い 環 境 
づく り が な され て お 今後 の 住宅 都市 の あり 方 


の 一 例 と し て 参考 に な る も の と 思わ れる 


け で な く , 教育 医療 等 
症 リ クエ スト 等 の 諸 す 


さら に 未来 の 住 環 境 を 求め て 

これ まで 述べ た 近 未 来 の 想定 は , た と えば 現在 
の 住 生活 の 建 長 線上 を 分 析 す る こと 
と が で きる 。 さ ら に , それ より 先 の 違 末 来 に 

写真 -t レイ クシ ョ ア ・ ド ラテ イブ ( シ カゴ) て は , 都市 形 敵 の 面 か ら 追求 し , 提案 され て いる 
豊か な 美しい 緑 が 粘 高層 住宅 地 に と け 込 ん で いち 。 も の が 多い 。 層 未来 の 計画 は それ な り に 住 環境 計 


と ちえ る こ 
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画 の 発展 t 


ろ 指 摘 の ある と ころ で ある 。 有 和 名 
ル ・ コ ルビ ジェ は 現在 われ われ が 適 過 し て いる 都市 計画 
の 媒 題 を すでに 50 年 前 「 郊 く 都 市 」 で 予言 し , 


大 当 


教訓 を 与え た 。 古 く は 有名 な ハ ワ ー 


ド の 田園 都市 論 , 新しく は 菊 竹 清 訓 ! 
上 都市 , 大 高 


街 地 上 に 架構 す 


8 7 間 に 
デル 肖 地 は チー ムズ 河 河川 艇 


西山 久 三 に よる 
ン に よる モナ コ 王 国 拡張 計画 ,。 イギリス の G.A、 ジェリ コ に よる モー トピ ア 計 画 等 , 枚挙 に いと 
が な い 。 
に し て 磯崎 新 (写真 一 2 参照 )、 ボール メイ モン (写真 一 3 参 


に 。 い ずれ に し て も , これ ら 諸 案 は 経済 


面 か ら の 検 


分 あり そう 


(日 本 住宅 公団 東京 支所 計画 部 ) 
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今日 も また 「 道 路 さ ん 」 は 行く 
鹿 原 武 


つい 3, 4 年 前 まで は 「 用 地 買収 が 終っ た ら , 道路 を こし ら え る 仕事 は , も う 8 割 記 済 ん だ の 
と 同じ こと 」 と いわ れ た も の だ 。 

用 地 買収 に は 相手 が ある 。 それ は 自分 勝手 で 理 必 っ ぼく 。 欲 の 皮 の 突っ 張っ た 人 間 様 だ か ら ・ 
そう 簡単 に いく は ず は な い 。 何 度 も 足 を 運ん で 怒鳴 られ , スカ され 。 中 か され て , 頭 を ペコ ペコ 
下げ た 挙 何 に ヤッ と 印 判 を 押し て 貰え た 時 の 嬉し さ ……。 何と もち いえ な いも の で ある 。 

し か し この 印 判 を 押し て 貰い さえ すれ ば 上 鬼 の 首 を 取っ た も 同然 ……。 道路 工事 に 取り 掛か れ ば 
「 道 路 さ ん 」 は も うお 手 の も の で , 誰 の 手 も 借 り 了 に 自分 だ け で で きる こと だ か ら , や る 気 を 起 
こし て 准 励 努力 すれ ば よい 。 あ と は 日 一 日 と で き 上 っ て いく 道路 工事 を ジッ と 見 で て いれ ば 。 少 し 
ぐら い の 普 労 な ど た ち まち 消し 飛ん で し まう も の だ 。 

近頃 は これ が ,「 道 路 の 計画 を 地元 の 人 達 が 納得 し て くれ ミ え すれ ば , も 5 道路 の 仕事 の 8 割 
まで は 終っ た の と 同じ こと だ ……J と 。 こう 変っ で きた 。 

新しい 道路 が で きる こと に よっ て 環境 が どの よう に 更 く な る か …… が 。 まず 問題 と な り 。 道 牙 
計画 を 地元 に 説明 する 段階 で 々 か ら 反 対 の 声 が 湖 起 こる 。 こ の と き , 道路 が で きる と どの よう 
に 便利 に な る か , と いう こと は 決し て 議論 に 上 っ て こない か ら 不 思 読 で ある が , いずれ に し て も 
それ は 用 地 買収 以前 の 問題 で あり 。 用 地 の か か る 人 汗 よ り も 。 道路 に 浴 っ て 残る 人 遅 か ら の 声 人 な 
の で ある 。 

「 騒 音 鐘 排気 ガス を まき 散ら す 道 路 書 設 反 諸 に …… プ 」 

こう な っ て くる と 。 道路 は 全く の 敵役 に 如 る 。 道 路 こ そ は ノイ ロー ゼ 。 ツン ポ , 喘息 な ど を 引 
避 こ 病原 で あり , 緑 を 枯らし て 自然 を 破壊 する ほか の 何 物 で も な い ……: か の よう に 思わ れ で し 
まう 。 

と に か く , 地元 皆さん の 納得 ずく で 道路 づく り に 取り 掛か ろう と いう の だ か ら 。 納得 の いく 詩 
で 何 回 だ ろう と 出掛け て 行っ て は 。 道路 構造 や 公害 対 臣 の 説明 を する 。 何 百人 も の 団地 話 の 真 ん 
中 に 立た され て 吊し上げ 5 られ, また 。 時 に は 押し か け で きた 「 何 と か を 守る 会 」 の 人 達 に 1 宣 に 
10 時 間 も 閉 じ 込 め ら れる 。 何 の 因果 で この 著 労 …… ヒ 思い 悩み 。 し まい に は , そん な に 友 対 な 
ら ぼ いっ その こと 道路 づく り を や ゆめ て し まえ …… な ど と 不貞 腐れ る 。 

し か し こ 番 , よく 考え て みな けれ ば な る まい 。 

日 本 の タル マ の 数 は 1.300 方 台 と いわ れ , 日 本 人 8.5 人 に 1 吾 の 央 と な る 。 自 動車 運転 免許 保 
拓 者 の 数 は 2000 万 人 , お よそ 5 人 に 1 人 が 免許 を 持っ で いる 。 い ずれ も ここ 数 年 凄まじ し い ば か 
す の 揃 加 ぶ ぶり で ある 。 

これ だ け み クル マ の 数 補 免 許 保持 者 の 数 か と いう こと は , 何 の こ と は な い 。 日 本 人 が 
タル マ を ます ます 必要 と する よう に な っ た こ て いる 。 ク ル マ が そん な に 公害 を まき 人 艇 ら 
才 枯 感 人 な ら ば , 誰が クル で を 買い , 誰が 免許 を 取る で あろ う …… プ 

「 道 路 建 設 反 対 ノ 」 を 叫ぶ 人 達 も 。 毎 日 ク ル マ で 通 各 し 。 日曜 日 に は 家 族 連れ で ドラ イブ に 出 
掛け , そし て 反対 之 動 の た め に クルマ で 四 け ずり 細 る 。 そ し で こん な 風 に いう の で ある 。 


志 
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「 騒 音 や 剥 気 ガ ス を まき 散ら す ク ル マ 公 害 に は 反対 だ し か し オレ の クル マ だ け は 特別 だ … 
ed お ぁ 

タル マ は 現代 人 に と っ て まだ まだ 不可 欠 の も の で ある こと , そし て 新しい 道路 も ます ます 必要 
に な っ て くる こと を 「 道 路 さ ん 」 は シッ カ と 胸 に 是 ん で お く が よい 。 

円 * 円 

「 道 路 建設 反対 /」 に は , まず 「 服 音 」 と 「 排 気 が ス 」 が 上 顔 を 出す も の と 相 堪 が きま っ て い 
る 。 ほ か に 「 目 妥 』,「 和 波 陀 害 」,「 地 域 分 断 」 な ども ある が ,「 一 に 双 音 , 二 に 排気 ガス, 三 
回 が な く ……」 と いっ た と ころ で ある 。 

この 騒音 を 「 環 境 基準 」 に 定め られ た 数 値 より 小さ くす る こと が , 近頃 の 「 道 路 さ ん 」 に 課せ 
ち れ た 宿 の 一 つ で ある 。 何 と か この 基準 に 合う よう に と , 大 い に 首 を 失 っ て みる が 。 これ が な 
か な か 容易 な こと で は な い 。 

道路 脇 に 4 階 書 の アパ ペー ト が ある か ら と 。 高 さ ほ 8 メー トル の 信 音 藤 を 立て て みた 。 ま る で 監獄 
の よう に 高い 堀 で 取り 前 まれ た 道路 を 走る と , 見 える の は 青天 丼 ば か り …… 何と な く 情 無い 思い 
に か られ て 思わ ず 溜 邊 が 出 た 。 

「 道 路 臓 音 」 と 言 ら が 。 それ は クル マ の エン ジン 音 と それ に つなが る 機械 音 , クル マ が 空 を 急 
る 音 , そし て , タイ ヤ と 道路 面 と の 麻 搬 音 と か ら 成 立っ て いる 。 そ の 大 部 分 は クル マ の 出す 音 で 
ある に も か か わら ず , 「 道 路 弁 音 」 と 呼び , 道路 に その 交 の 大 半 が ある か の よう に 言う の は 奇妙 
な こと だ 。 ク ル マ が 走ら な いと き に は 道路 は コト リ と も 音 を 立て ず , ジン と 静まり返っ て いる 。 
クル マ 駐 音 」 と 言う べき で ある 。 

売 日 , ある 所 で 騒音 測定 に 立会 っ た 。 道 路 に は 溢れ る よう に 沢山 の クル マ が 流れ て いた 。 そ の 
道路 脇 に 立っ て , 70 ホン を 越え る 原音 に 身 を 唱 し て みた が 。 格別 耐え られ ぬ 音 と も 思え な か っ 
た 。 

し か し 時 折 , 大 き な ト ラッ ク が つむ じ 風 を 導 上 げ て 走り 過ぎ る と , 肛 音 計 の 針 は 100 ホ ン に も 
注 ね 上 り , 隔 を 覆い た いよ うな 心持ち が し た 。 大 型 の トラ ッ ク の 発する 音 は 乗用 加 の 10 倍 と 思 
っ て よい 。 大型 トラ ッ ク と いう の は , 重い 荷物 を 運ぶ こと に 専 合 し て 設計 され る か ら , 発する 音 
の こと な ど 一 願 だ に 与え られ て いな い の で ある 。 

「 ク ル マ 騒 音 」 を 減ら す に は , その 責 任 の 大 半 を 背負 う ク ル マ 自 身 こ そ 。 そ の た め に 力 を 尽 す 
べき で ある 。 中 で も 大 型 ト ラッ ク は 「 ク ル マ 騒 音 」 の 元 較 で ある こと に 思い を いた せ ば , まず 第 
一 番 に , 大 型 ト テラ ッ ク の 区 する 音 を 小さ くす る こと に 着手 し な けれ ば な る まい 。 

「 騒 音 」 に は クル マ と 道路 面 と の 障 近 音 も ある か ら 。 多少 な が ら 道 路 も 融 任 を 覚え る に し て も 、 
「 排 気 が ス 」 と な る と これ は 全く クル マ だ け の も や の, 道路 に は 全く 関係 の な いこ と , 訂 が 見 て も 
明 自 で ある 。 本 来 純朴 に し て 責任 感 の すこ ぶる 太 盛 な 「 道 路 さ ん 」 が ここ で 何 を どう 間違え て か 。 
みん な アタ シ が 悪い の ヨ ……」 と ば か り に 音 の みな ら ず 「 排 気 が ス 」 ま で 引っ か ぶろ うと し 
た 。 し か し , それ が どう し よう も な いと 気付 いた と き 。 頼み の 綱 は 「 マ スキ ー 法 』 で あっ た 。 米 
| 還 で つく られ た この 活 律 を . そっ くり その まま わが 国 に 持っ て きた 。 ク ル マ の 機能 を 改善 し て 排 
- 気 ガス の 中 の 害 森 を 減ら そう と する その 試み が 。 果 た し て 子 定 通り に うま くい くも の か , 何と な 
心細い 思い も する が 。 これ し か 方 法 が な い の だ か ら 仕 方 が な い 。 

「 騒 音 」 か ら 「 排 気 が ス 」 へ と , クル マ 公 害 の 作 点 が 移る ろう と し て いる 今日 も また , 人 の 放 い 
~ 道 路 さ ん 」 は 「 マ スキ ー 法 」 片手 に 孤軍 奮 開 し て いる の で ある 。 

(建設 省 関東 地方 建設 局 道路 部 ) 
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海底 と 鉄道 


持 田 豊 


和 4 年 11 月 88 日 の 年 箕 , それ まで 一 時 誰 ま りか えっ で て いた 意 飛 須 の 西 | 
激 に 強まり , 海 に 昌 い 疲 が 立ち は じ め る と た ち ま ち 大 波 と な り , 衝 岸 の 周 塊 に た た きつ け は じ め 
た 。 と みる ま に , 海 は 区 大 な 壁 の より に わき 上 上 り , その 表面 は 泡 だ っ て , 流 が 黒 か ら 自 いも の に 
っ で 来 た 。 そ の 時 の 青 画 ト ン ネル 本 州 方 斜 寺 入 映 の 風連 計 は 振り 急所, 誕 の 研 の 上 の 灯 痛 の 風 
達 計 は 67 m/sec を 指し て いた 。 

その 年 の 春 か ら 意 飛 で 直 較 で は じ め た 工事 の た め , 作業 員 宿 告 が 塊 口 に 近い 谷間 の ほとり に 建 

て いた 。 ブ ロッ ク 造 司 根 鉄骨 抜 張り の 亜 錠 鉄 板 が 片端 か ら め く れ 。 強風 に あお られ で て 屋根 板 
も 任 部 飛散 し , さら に , めく られ た 鉄板 が 大 地 と な 寺 わ す と いっ た 谷 庁 た る あり さま 
で あっ た 。 住ん で いた 家族 の 退避 し た 屋 所 の な い f 強風 に つづ く 吹 軍 が 際 り 積 り , 引 越し 
間 も な い 家財 道内 も 暫 の 中 に うず も れる の み で 

この 吾 風 の 原因 と な っ た 低 気 圧 は 津軽 流 農 の 近く で 急激 に 発達 し 。 青 両 連絡 船 も 欠航 を 余儀 な 
くき れ 。 傘 航 直 前 の 便 が よう や く 函 遂 に 着い た と き に は 2 人 の 乗客 が 船 厨 いで 入院 する 始 林 で あ 
っ た 。 こ の よう な 急激 な 状態 で て なく と も 低 気 圧 は 常に この 注 軽 海峡 を 西 か ら 東 へ 通る 。 低 気圧 の 
来る 前 信 天 侯 は 穏やか な 状態 で , 近づく と 南東 の 風 が 吹き 、 通 過す る 西北 の 強風 が 吹 え と いう 5 
パタ ー ン で ある が 。 必 ず し も 規則 的 で な い の で 始 来 況 い 。 全 は この よう だ が , 夏 は 送 に 施 め て 
穏やか で , 快 造 な 日 々 で ある 。 

この よう に 海 骨 の 天 條 は 近 め て 多様 で , し か も 少 流 が 強い の で 則 多 の 道 角 の 事例 も あり 。 交 
通ら 難所 と され て 来 た 。 江戸 時 代 の 松前 藩 の 参勤 交代 の ユー ス は 北海 道 の 吉岡 港 か ら 本 州 の 三 思 
屋 ( 三 展 ) 港 に 至り 。 陸路 松前 街道 を 背 森 へ 出る の で あっ て 湊 條 次 第 で は 叱 日 も 吉岡 や 三 馬 屋 
で 船 待ち を する の で ある 。 三 馬 屋 で は 松前 の 殿様 が 天気 待ち で 1 カ月 以上 も 長 培 宿 泊 を され , お 
下げ 渡し の 金品 で 白 め て うる お っ た と いう 語 が ある 。 

普 ほ この よう に の ん びり と 待て ば 天気 の よい 日 に 光 喘 を 渡れ る の で 。 必ずしも 交通 の 離 所 と は 
いえ な い の か も 知れ な い が , 列車 が 長く 遅れ る と 駅 長 が つる し 上 げ を くう 現在 で は と て も 大 変 な 
ー と で ある 。 交通 の 難所 は 社会 的 な 条 伯 に も 犬 い に 左 右 さ れる も の で あら ろう = 
衝 財 は, いずれ に も せよ 。 多少 は この よう な 交通 の 多 所 で あり 。 目 本 の よう な 島国 で は この 暴 
所 を な ん と か し な いと 現代 で は 立ち 行か な く な る と いう の で , 関 上 海峡 は すでに 鉄道 , 道路 の 2 
本 の パイ プ が 通り , さら に それ が 倍増 し よう と し て いる 。 現在 で は 津 由 海 峡 に は トン ネル が 。 明 
右 瀬 戸 一 鳴門 、 備讃 瀬戸 , 来島 褒 幅 に は 村 染 が 工事 中 で ある 。 海 外 で は 敵 仏 海峡 が 調査 質 の 工事 
を 開始 し て いろ る 。 ニ 和 れ ら の 放 峡 は 津 幅 条 峡 の 140m を 最深 と し て 明 有 の 100m を 除い て ほす べ 
ー 100 m 以内 で ある 。 

大 陸 周 辺 の 水深 300 m 以 浅海 成 が 大 陸 枯 と 呼ば れる の は 周知 の まお り だ が 。 これ ら の トン 
ネル も 大 陸 棚 の 一 部 に つけ られ て いる 。 大 隆 抽 は 日 本 周辺 で は 陸地 面積 の ほぼ 70 少 を 占め , 昌 
長 半 鳥 や 樺太 に つなが る 。 こ の 大 陸 棚 を た どれ ば 南 へ は 台湾 まで つなが る こと に な り , 中 国 大 陸 
を 南下 する と ほぼ オー スト ラリ ア 近 くま で つなが る こと に な る 。 し か し 大 陸 陣 の 現在 で の 経 洗 


葵 に は 西 還 が 為 


の 
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前 価値 は 海底 油田 で あっ て , 海洋 開発 の ほとん ど が この エネ ルギー 資 流 の 開発 に ある と いっ て 
も よい 。 巨大 な 掘削 用 プラ テット ホー ム 。 交 底 採 油 装 履 , 海底 調査 店 等 この 大 資源 の た め に 開発 さ 
れ , それ か ら の 資金 力 で きら に 進め られ つつ ある 。 

一 方, 潮 底 トン ネル は それ ら の 一 部 を 掴 削 する が , 調査 方 法 は ほとん ど 砂 油 開 発 か ら の 変形 に 
仰い で いる の が 実情 で ある 。 日 本 で さき に あげ た 海峡 連絡 以外 に 過去 に あがっ た 。 ある い は 現在 
あげ られ よう と し て いる 鶴 峡 連絡 ルー ト と し て は 四国 と 本 州 と の 間 の 紀 淡 海峡 と 九州 と の 
間 の 豊海 峡 , さら に 東京 湾口 が あげ られ 。 骨 去 に は 日 本 と 大 陸 と の 間 を 結ぶ 彰 鮮 海峡 路線 が あ 

た . 

これ ら の 中 で , 刺 魚 海峡 は 実際 に 調査 に 着手 され た の は 昭和 13 年 で , 陸上 部 の 地質 調査 や 図 
上 漏 症 を 終え て 海底 地質 調査 の 始ま っ た の は 昭和 16 年 で も る 。 こ の 計画 は 佐賀 県 の 呼子 か ら 加 
唐 島 等 を 殺 て 慈 岐 に 至り , 壱岐 を 断 し て 勝 本 か ら 対 島 海 峡 を 潜っ て 対 伺 の 厳原 の 付近 で 顔 を 出 
し , きら に 潜っ て 刺 角 海峡 を 横断 し て 巨 済 島 に 至り , 巨 済 島 を 紀 し て 再び 海 に 帯 っ て 馬山 に 閉 
く 案 で 、 対 島 , 朝鮮 両 海峡 が それ ぞ れ 40 km、 50 km を 越え , 九州 ご 壱岐 は 約 18km の 海上 距 
離 で , 陸上 部 を 入れ る と 呼子 馬山 間 約 180 km 以上 に 及 京 延長 で 。 最大 水深 は 200m 以上 と 
な っ て いる 。 昭 和 16 年 に は 呼子 一 加 褒 島 間 の 当時 と し て は 画 捧 的 な 海底 紗 性 波 式 探査 を 終り , 
つい で 味 と の 間 の 滑 査 の 準備 を 終え て 着手 し よう と する 日 に , 付近 で 帝国 海軍 の 壮 水 艇 が 沈 滋 
し . その た め 海 中 に お ける 爆破 作業 ( 尾 波 の 起 振 ) は 一 切 茜 止 さ きれ, つい に 中 止 の や せな き に 
圭 っ た 。 その 後 間 も な く 末 平 洋 戦 争 に 突入 し て 全面 中 止 と な っ た 。 

この 計画 は いわ ゆる 弾 刀 列 還 計 画 の 一 杜 で , 広軌 (現在 の 新幹線 軌間 ) で ある 大 障 の 諸 鉄 道 と 
東京 と を 結び , 当時 と し て 可能 な ら ば 東京 欧 ベ ルリ ン 行き を と いう 意気 込み で あっ た 。 現在 で は 
まっ た くそ の 論 本 も な い が , も し 仮に その 必要 が 出 て も, 国際 間 の こと と し て , 英 仏 海 財 ト ン ネ 
ル が 試 掴 を 1880 年 代 に 実施 し な が ら 約 100 年 の 後 の 今 も 調 枯 地 装 手 と いっ た 状態 な の で , 技術 
的 問題 以上 の 諸 問 題 が 多い で あろ ら こ と は 起 像 に 難く な い 。 

国内 で は 豊 予 海峡 が 新吉 線 の 基本 計画 に あげ られ よう と し て お り 。 最も 可能 性 が 高い 。 豊 字 海 
喘 ト ン ネ ル ( 仮 称 ) は 汰 上 距離 約 :14 km で , 尋 長 57 km 程度 と な り , 最大 水深 は 164m で ある 。 
沙 溢 に お いて は 青 画 より も 30m 近く 党 い が 海底 部 分 は 9 km ば か り 短 い 。 地 質 は 中 央 構造 線 
の 南 の 変成 固 地 帯 な の で か な り 断 飛 等 が が 多い の で 。 青 画 の 本 州 個 の よう に 注入 止 水 が 不可 欠 の 相 
件 と な ろう 。 岩 質 は 結晶 片 営 類 が 主 で 一 都 に 老 紋 半 が 入っ て いる 。 内 質 と し て は トン ネル ボー 
リン ゲ マ シ ン で 切削 で きそう で ある が 。 断層 の 処理 や 部 分 的 な 石英 脈 な ど で 問 題 も あろ う 。 

登 平 光 怒 の 佐田 岬 か ら 四国 の 壮 軸 に 招 っ て 東 べ た どる と 決 路 島 を 経て 紀 淡 海峡 に ぶつ か る 。 こ 
の 紅 淡 汐 峡 は , 帆 そ の も の ば 11 km あま り だ が , 間 に 沖島 外 の 烏 が あっ て 。 最大 海峡 幅 は 4.2 
km で あり 。 疾 い 。 東 京 か ら 四国 玉山 べ の 最 得 距 苑 と な る の で 。 か つて 明 右 妖 の 調査 以前 に 比 
抱 討 さ れ た が 。 水深 が 120 m で 明石 海峡 より 深い こと と 。 本 州 側 と 淡路 側 の 地質 の ズレ が 敷 
1.000 m も あっ て 。 海峡 に 大 きい 断層 が 予想 され る 等 の 理由 で 当時 と し て は 明石 海峡 を は る か に 
有利 と し た 。 現在 で は 技術 の 発 補 で 必ず し ゃ 不可 能 で は な い 。 東京 四国 一 東 九州 の 最短 コー ス 
と 相まって , 数 100km で 接する 本 州 ご 四国 問 の 第 す 本 是 の ルー ト の 将来 の 候補 地 で あろ 5。 

この ほか 。 東京 注 口 も 7ー8 km で 水深 は 70 m 程度 な の で 東京 演 環 状 鉄 道 の 計画 も ほど 憶 い 
話 で ほな いよ うに 則 わ れる 。 

これ まで の 話 で は , いか に も 日 本 の 海 潜 を トン ネル で 片 増 なら つ な ぐ よ う に 聞え ら が 。 実情 は 
そ 5 で は な く , 海峡 トン ネル は まだ ビッ ゲ グ プ ロ ジェ クト の 一 つ で ある 。 た し か に 酒 水 。 断層 , 施 
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工 機械 。 換気 その 他 ど れ を と っ て も 大 きい 技 洒 的 な 問題 を 含み , 本 詩 決 の 分 野 も 多い ゆで あろ - 
し か し , 海峡 トン ネル の 建設 が ビッ グ プ ロ ジェ クト で な いよ うな 状態 に する こと が 望 
で あろ う 。 すなわち , か つて は 長大 トン ネル が ビ ピッグ プ ロジ ェクト で あっ た が , 現在 で は 10 km 
以上 の 長大 トン ネル は 敷 え る いと まかない ぐら い に 建 設 され , ある い は 建設 中 で ある 。 

技術 的 な 慢心 は 戒め ね ば な ら な い が 。 い まや そこ に 山 が ある か ちら トン ネル を 掴 る に 近い 状態 で 
ある 。 そ し て 海峡 も 。 そこ に 海峡 が ある か ら …… と いっ た 状態 に 早く な り た いも の で ある 。 そ の 
た め に は 海底 トン ネル の 第 一 閉 の 安 多 性 が 素直 に 確保 で きる よう な 技術 的 な 水準 が あがら ね ば な 
らち な い 。 安全 の た め に は 最も 前 単 な こ と は な る べく 人 が 切羽 に ( 不 交 定 な 個所 に ) いな いこ と で 
ある 。 そ し て , 一 方 で は 不安 定 な 状態 を な くす る こと で あろ う 。 

まず , 不安 定 な 状 能 を な くす た とめ に は まず 相手 の 性 質 を 十分 以上 に 知り , すなわち , 上 十分 な 削 
方 予知 や や り 。 洒 水 を あら か じ め 止 め て 地 山 を 固め て 行く こと で あり , 人 を な くす る ニ と は 機 成 
化し て 悦 方 制御 が 可能 に な る よう に する こと で ある 。 昌 本 の 地質 仁多 種 多 拉 で , 海峡 も 同 像 、 そ 
れ 以 上 に 複雑 な 場合 が 多い の で 。 機 入 も その よう な 多様 性 に 対応 し うる と 同時 に , 地 山 の 方 も 機 
枝 に 含 攻 て 得度 に 応じ て 改良 する , 機械 の 社 能 と 地 山 の 改良 の 双方 か ら の アプ ロー チ が 必要 で 。 
その た め に 前 方 の 完全 予知 も 不可 欠 で あろ う 。 

この よう な 諸 技術 の 進展 に よっ て 「 そ こ に 話 財 が ある か ら 」 と いう 段階 に 早く な り と た いち の で 
ある 。 


wm 呈 


(日 本 鉄道 建設 公団 設計 補 ) 
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ツゲ の ゲ カル あ 時 一 守 w WW649 
加藤 三重 次 


私 た ちの 手 に 入れ た パリ 行き 国際 列車 の 切符 は いわ ば 3 王 寝 吾 と まい っ て よ か ろ う 。. 上 に 太 の も の 
は すでに 売り きれ で し まっ て いた 。 

3 月 10 日 夜 19 時 。 汽車 は マドリ ッ ド を 由 発 し た 。 答 は 6 人 乗り の コン パー トメ ント で 進行 
方 向 に 直角 に 区 切ら れ , 広く ゆっ た り し て いる の は いわ ゆる 広 軌 (5ft 1in) で ある た めで あろ 
5。 最 上 会 長 と 私 は 同室 で あっ た が , 三谷 若 の 親 は 三 つ ほど 光 で あっ た 。 し か し 私 た ちの 箱 に 
は 男女 1 名 ずつ し か お ら ず 菩 も こち ら に 移り , 同室 で きた の は まこ と に 幸運 で あ 
の 箱 に は 小さ な 2 人 の 女の子 を 連れ た 日 本 女性 が いた が , な か な か 美人 で ある 。 話 に 
よる と 未 苫 は 建設 省 関東 地方 建設 局 企画 部 企画 課 に 勤務 する 土 本 技術 者 と の こと で ある 。 

し ば らく し て , 買物 か ら 帰 っ て 来 た 無精 ひげ の こい 青年 技術 者 紀 隊 富 信 藻 は 東大 の 土木 を 昭和 
40 年 に 論 業 し た 会 長 の 教え 子 で ある こと が わか っ た 。 一 昨年 私 から フラ ンス に 留学 し , 3 月 一 
杯 で 帰る 予定 な の で , パリ ー ロ ー マ ー マ ドリ ッ ド ー バ リ の 3 角 コ ー ス の 家 旋 旅行 の 明 中 に , 例 の 
航空 機 の 空中 接触 事 攻 の 影響 を 受け 、 パ リ に 帰る た め に は 汽車 に よる ほか 仕方 が な いと の こと で 
あっ た 。 破 の 語 に よる と 。 パリ に は 東大 土木 軸 身 の 留学 生 は 7 人 ほど いる そう で , パリ 到着 の 明 
11 日 は 日 曜日 な の で 連絡 が と り に くい が 13 目 に は 留学 生 を 集め て 同窓 会 を き まし ょ うと 約 
サン パウ ロ で フジ タ 工 業 の 深 辺 苔 に 進 - きも 奇 財 で あっ た が , 航空 事故 の た め 汽 
更 し た ば か り に 紀 陸 妊 に 違い 。 そ れ が 株 で パリ で 同窓 会 を 開く こと に な る と は , 條 然 
と いう も の は まこ と に 奇 炒 な も の で ある 。 

31 時 頃 車掌 が 来 て 検札 を し た が , まもなく 夕食 を 持っ て きた 。 折 蛋 み 式 の 卓 を 窓際 の さ し 込 
み を 利用 し て 即席 の 食卓 を 設け , 紙 の 弁当 箱 と ル 袋 に 入っ た パン と を 支給 し た 。 さ す が 国 
際 列 車 だ け あ っ て 食事 付 これ は 初 家 験 で あっ た 。 そ の 内 容 も 豊富 だ し , 味 も 悪く か い 。 

さて , ここ で 一 叶 心 配 に な っ た の は , スペ イン の 汽車 の レー ル の ゲー ジ は 広軌 で 5ft 1in あ 
る の に , フラ ンス の レー ル の ゲー ジ は スタン ダー ド で 4ft Sin 1.9 な の で ある 。 マドリ ッ ド の 
土屋 通訳 の 話 で は 国境 で ゲー ジ を 百 め る と いう こと だ っ た が , は た し て そう うま く ゆ く の か どう 
か 気がかり で ある 。 旅 の 疲労 で ぐっ すり 章 星 し て いた が , 夜中 に 寝床 が や や 斜め に な っ た よう な 
感じ が し た が , その まま 朝 を 迎え た 。 国 境 で 列車 の 車体 を 持ち 上 げ , ゲー ジ を 狭め た は ず だ が 。 
真夜 中 の こと と て 乗客 は 企 然 気づか な い 。 

窓 外 は も は 和 や フ ラン ス の 土 で ある 。 見 渡す 限り 広々 と 肥 浜 な 祭 ず ん だ 黒土 の 連なり , 季節 は ず 
れ で 青い も の は 変 姓 で らい だ が , 答 荷 旦 。 野菜 晶 な ど や っ と それ と わか る ぐら い 。 川 が と きど き 
見 える が , 土地 が 平坦 な せい か 流れ は ゆる や か 。 日 本 と 違っ て 釣人 も 見 当ら ぬ 。 点 々 と ある 家屋 
も 古び が て あたり の 大 色 に 調和 し て いる 。 大 き な 建 物 は ワイ ン の 製造 所 で も あろ うか 。 放 牧場 の 牛 
や 馬 が 等 ば え は じ め た 緑 の 章 を 笑 々 と つい ば む 光 明 は ヨー ロッ パ の 至る 所 で 見 られ る が , 何と も 
いえ ず 磁 笑 ま し く , 詩情 あぶ ふれ る 風景 で ある 。 

ジャ ン ヌ ダル ク を 生ん だ オル レア ン か ら は 1 条 の モノ レー ル が パリ に 向け て 延び て いる の が 見 
える 。Aero Train と いい 。G.T.M. = SLE.E.E. 両社 の 建設 に か か る も の だ が , それ が パリ に 
まで 達せ ず , ポツン と 途中 で 切れ て いる 。 前 回 来 た と き の 話 で は , オル レア ンー パリ 間 を 結ん で 
通勤 用 と し て 実用 に 供する と いう 話 だ っ た が , 未だ その 城 に は 達し て いな い の だ ろう か 。 

パリ に 着い た の は 10 時 すぎ だ > 駅 に は 山川 夫人 と いう 女人 性 通 訳 が 迎え に 出 て いた 。 紀 
陳 者 一 窟 と は 再会 を 約 し て 別れ を 告げ , 私 達 は シャ ン ゼ リゼ ー に ほど 近い カリ フォ ルニア ホテ ル 
に 落着 いた 。 


昭 
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パ 中 


年 い 歴 史 を も つ 花 の 都 パ リ 。 こ の 


度目 で ある 
る 。 この 街 の 色 
い ピ ンタ と いずれ も 色彩 は 中 間 色 , 


用 は 語 い プルー, 


原色 の ど 
ゝ っ て ド 

沸い 揚 色 や 。 イ タリ テ の 鯉 
褐色 も な い 。 そ 2 ゥ や すず 


て 何より も る ここ に は 自由 が あ で ツマ ルト の ま 必 トル 店 垢 


10 日 ほど パリ に 滞在 し た こと 
季 し , 日 曜日 の こと 


も ある か ら と 帰っ て も ら っ た 。 

最 j 内 を 歩き まわ っ た の だ が , も 
し 振り に 見 る パリ は いろ いろ な 建物 , 構造 物 を 洗い 直し た せい か 4 年 前 より は だ いぶ きれ い に な 
ぅ て いる 。 地下鉄 も 世界 ド い と いわ れ で いた が 。 今度 見 る 地下 鉄 は 。 新設 の 地下 鉄 は も ちろ 
。 古い も の も 皆 半 い 」 い の き か な い 場 所 は きれ いな カラ ー タ イル を 


テク シー の 厄介 


モン マル トル , サク レク ー ル 幸 院 な ど , な 
つか し い パ リ 名 所 を 見 て 歩く 。 # 足 場 が 給 要 に 設け て あっ て 洗い 直し の 最 中 で あ 
が , この た び は 層 時 中 の 偽 3 多い 流さ れ , 大 理 有 の 肌 が つや や か に 現われ 。 
高 さ 50m. 幅 45m の 自 亜 の 美 事 な 建 造物 に 復元 され て いる 。 

モン マル トル 付近 で 明 天 が 小雨 に か わり , 有名 な テル トル 広場 の 画家 た ち も ま ば ら に し か カン 
バス が な く , 似 顔 を 描い て も ら っ て いる 稔 光 客 も 見 当ら な い 。 あま りき れい と も いえ な か い 小 さき な 
食 を し た す が パ リ だ な 」 と 感心 する 。 


た だ し , トイ レ が 地下 室 ! 


レス ト 


に も どり , ノー トル ダム 寺 
を 者 望 し , 夕方 に な っ て 雨 も や ん 
だ の で ルー プル 美 | く の チ ュ イ 
ルリ ー 公 彫 の 他 の 1 り の ベン チ に 
お ろ し , 油 
ち を 見 た り , 散策 する ア 
こり, 久 レ 
気分 で 、 ぼ ん 
や り と 1 時 間 ほ ど 過 ご し た 。 

タ ベ の 肌 実 さき に 気づい て 
5, チュ イル リー と 


ッ ト を 浮か べ て 


ク の ラプ シー ン を 此 


ホテ ル に 


路 を へ だ - 角 に ラッ ー ル 
の 店 が 並ん で いた 。 あ い に く 日 曜日 
な の で ディ オー ル ,。 カル ダン 。 ジャ 


ル ダ ン の 高級 洋品 店 は 休ん で いた 
が , 安物 の メー ベニ ー ル の 店 は 何 軒 
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> の ば か り 
茂 か , 砲 


きく し た 狂 


年 前 か ら ョ ンク リー ト の 研究 で フラ ッ 

私 が 上 記 
著 に 行き , 夕食 を と っ た 
パリ に は 日 本 の 料理 屋 が 何 軒 か あり , 一 応 日 本 料理 は 何で も 
驚く 。 大 体 日 本 の 私 違 も 日 本 酒 
味噌 計 で 御飯 を 食べ , 玉名 の お 】 た 


いる 武蔵 工大 の 卒業 


開 係 で パリ 案 
内 役 を 買っ て 出 た 。 彼 の 案 広 


まい が , 値段 の 高 
> 湯豆腐 
横 岡 若 も バリ 


紀 陸 菩 の 話 を 


の 留学 生 と は 親しく し て いる そ ゃ 会 安心 
翌月 12 日 は 現在 建設 中 の を 見 学 し た 。 山川 通訳 の 案 | 国 > か じ め 許可 を 
て ある の で ス に 見 る こ 見 学者 に 対し て は 専門 


いた が , 日 本 


わ め て 流 坦 で 通訳 の 必要 が ま い 。 日 本 人 の 見 


は 西 低 港 を 押 
港 利用 者 は 3 


の 規模 は オル リー の 約 2 倍 ぐ 6 


この 北 空港 書 設 を 
オル リー が パリ の 南側 


パリ の 


ょ 建造 物 は ほとん ど 完 成 し 


上 が っ て いた 。 乗客 や 貨物 の 混雑 を 接 く た 


ロー ルク ワー, 主 消 夫 


め 中 央 で 立体 交差 に より 最短 中 


で 


, 半 車 3 


, その 他 い ろ 
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) う モノレール で 
貫 岡 若 は 8 
ら 開 係 し て お り , 当初 


閑話 休 題 
北 空港 視 徐 
しめ 連絡 し て も ら 
ほ で ある が 。 も と は 建設 省 の 技 和 師長 を し 
F 法 の 発明 者 で ある 。 
回 ほど 講演 旅 
クー ボン 博士 の 提 待 
っ うい が あり , 前 3 


ポン 随 二 は SE の 技 似 
上 も あっ て , いわ ゆ EE.E 
す が あ り , フラ ンス 有数 の 工学 者 と し て 知ら れ て いろ る 。 日 本 に も 3 
私 と は 旧知 の 間 で ある 

E 食 を ご 馳走 に な る 。 この 食事 は う 
内 料理 も 量 は 少な い が , 深い 滋味 と 
ー の 味 も また 格別 で ある 。 フ 


ワイ ン も 吟味 し た コタ の 


る うま さ を 成 じ た 。 デ ザー 
た 。 


と いわ れ て い 


の 分 野 で 活 中 きれ て で い て, フラ > 
り 。 クー ポン 博士 の 大 
た 。 ま た , クー ボン 博士 は ワリ イ ン に 詳し く , それ こそ 口角 泡 を 飛ば し て ワイ ン 談 議 に 自ら 坪 
し まい , 昼食 

クー ポン 陽 士 の 案内 
に 向 
れ の # 


の 方 画 の 知己 が 多い の 


3 時間 ざら いか か っ た 。 


社 の 設計 室 を 見 せ て も ら っ た が , 数 10 人 の 設計 者 が 仙 図 板 
これ と あま り 度 ュー タ 組 入 
図面 を 引き , 説明 まで 書い く 様 は まこ と に 

8 る か も 知れ な い が 。 不 和 じ | は 知ら な いた め 感 心 
し た 。 も し , 日 本 で まだ 使用 3 きれ て いな いな ちら, 省力 の た め に も , 正確 な 設計 の た め に も 尊 入 し 


た いも の で ある 


て 働い て わり が な い 


ト 機械 が 挿入 デ 
事 , ある い は 日 


いっ た ん ポチ ル 導 ! アパ ー ト 会 を 開く 。 会 する も の は 佐 衣 吉 彦 い 衣 
85 雷 、 国 鉄 ), 増田 裕 ( 昭 37 卒 , 経 企 庁 )。 宮本 徒 夫 ( 昭 41 卒 , 国鉄 )。 紀 隊 富 信昭 0 
座 , 建設 省 ) の 科 3 人 の 計 7 名 , それ に 横 岡 君 が 特別 参加 し た 。 し ろ 急 な こと と て 
紀 隊 圭 夫 人 は て ん て こ 招い を し た も の と 思う 。 椅 子 , 卓 , 食器 な ど は 陣 近 所 か ら か き 集め , 壮 理 
の 材料 も 恐らく は 朝 か ら か けず リ り ま 
わっ て 買出し を し た に 進 いな い 
紙上 で あら た め て 厚く 感謝 の 意 
する 次 第 で ある 。 
シャ ン ペ ン と ワイ ン を チャ ン ポ ボン 
の か , 酒 


目 ま い が し て 来 た 。 長 
布 を か けら れ て で しばら 
開 す る - 頭痛 が 
眠り し た らし 
ハッ と 目 が さめ て お き 上 が っ て 
と , ど 時 間 が 立っ た の か 

か ら ぬ が 。 杯 盤 信 藻 の 上 に 最上 会 


* ベ ロン ベロ ョ ン に 本 っ て 大 声 で 何 


す に 


バリ 北 裕 潜 コ ント ロー ル タ ワ ー 


1 
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か わめい て いる 。 フ ラフ ラ し な が ら 
三谷 否 の 膝 の 上 に 朋 を お ちろ し て , 共 
に 5 うし ろ に 引っ くり 返る や ら , よう 
や く 立 ち 上 が っ た と 思う と 柱 に つか 
まり そこ ね て 党 に 擦 過 傷 を 作っ て 和 
だ ら け に な る や ら , 手 が つ けら れ な 
い 。 羽田 を た つ 前 最上 先生 の 奥様 に 
くれ ぐれ も 又 飲 を し な いよ う 気 を つ 
け て 下さ きい と 依頼 され た の だ が , 私 
の 意識 不明 中 の 飲 で は 気 の つ け よ 
りう も な い 。 6 時 すぎ か ら 始 め た が 。 
時 間 の 経過 が 早く , 気がつい 7 
時 を は る か 過ぎ で て いた の で 
。 そ の 夜 は 酢 い 
る や 劇 ま で ぐっ すり , 自 
河 夜 内 の て いた らく , 我 な が ら だ ら 
し な い 。 
翌 3 月 13 日 は パリ 最後 の 日 , 江本 通訳 の 案内 で 知ら れ ざ る パリ を 見 て 歩い た 。 江 本 藻 は 年 は 
37-38 才 ぐ らい で , ドイ ツ に 2 年 ほど 留学 し , の ち パ リ に 移っ て すでに 8 年 ぐら い 住み つい た 
バリ の 日 本 人 で ある 。 彼 の 奥さん は 日 本 画 の を 洋画 に 採り 入れ て 独自 の 境地 を ひら き , 注目 
され で いる と の こと で ある 。 私 達 は 江本 藻 つけ , あり 来 た り の パリ 名 所 を 避け , 観光 客 
の 行か な い パ リ を 見 た いと 希望 し た と ころ , か く は パリ の 半面 を 見 る 
バリ の 東側 を マレ ー 地 区 と いう らし い が , この 辺 は 元 来 沼沢 池 で あっ て て 市 場 に あ 
て た も の らし い 。 現在 は 建物 を 取 壌 し 中 だ が , これ は 建物 自身 が 古く な っ た の と , せい ぜ い 2 階 
土地 効率 が 悪い の で 整理 に 路 み 切っ た も の らし い 。 市 場 の 建物 は 200 年 以上 た っ て で い 
る が , 鋳物 の 柱 窓 枯 に ガラ ス を は め た 
た も の が 多く , 2 
権 を 


麗 ろ し く 広 大 な 規模 で ある 。 付 近 の 建物 も 数 100 年 を 経 
028 人 崩壊 十 前 で , 中 に は 木材 で つっ か え 
3~4 階 の 暗い 感じ の 建物 が 
多く , 疲 に 指 ー つ つい て いた り 。 和 机 に コ すき 間 か ら う さき 
ん く な 顔 で の ぞい た ? 悪い こと お び ぴた だ し い 。 た まにある 商店 に は セン ス の 
よく な い 人 形 や , 手造り の 壁掛 け 。 テー プル クロ ス な ど を 売っ て いる が , その 値段 は お どろ く ほ 
ど 高 い 。 よ ほど 物好き で な けれ ば 買わ な い の で は な いか 。 

と ns * レン p ギル ド 時 代 の 職工 の 作品 で ある 精 
欠 な 横 様 を 刻ん だ 木工 細工 , 大 工 首 
具 , 何 種 類 も の 大 理 石 の 細工 物 な ど 
を 展示 し た 小 博物 館 や 。 学生 相手 の 
科学 博物 館 な ども この 地区 に ある 。 
科学 博物 館 は むし ろ 歴 昌 館 と も いう 


な か な か 面白 か っ た 。 と くに 初期 の 
単葉 飛行 機 が 3 機 も あり , 自動 車 の 
実物 展示 は 発達 通 程 を 如 実 に 示し 。 


人 力 車 ま し て ある 。 小 中 学生 
ペリ ・ マ レー 地区 の アバ ー ト の 科学 教育 に は 絶好 の 教材 で ある 。 
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り , 肌 寒 


事務 所 
衣 全 機 を 問 合 


知っ て いる か ら , 私 達 の 知ら ぬ シ ョ 
ウ で 推 抽 す る 所 は どこ で あ 
う 問 い に 対 し 。 クレー ジイ ホー ス と 


ユン グフ ラウ 
予約 を し て お いて , 横 岡 苫 の 案内 で 中 章 料 理 の 夕食 を と り , 夜 9 時 か ら の クレ ー ジ イ ホ ー ス に 向 
た 。 会 長 は 昨 別 の 深 酒 の た め 宿 同 が ぬけ ず , 不 参 を 表明 し た の で , 感謝 の 意 を こめ て 横 岡 若 を 
に を 3 名 で シュウ 見 物 を し た 。 予約 金 に 10 フラ ン , 入場 料 80 フラ ン , 計 90 フラ ン で ある 
ン ペ ン が 1 本 つく 。 
Ne 人 いき れ で ムン ムン する 
ョ ウ の 内 容 は 腹 話 
術 , 湿 す , 軽 日 , 煙 の 奇術 な どい ろ い 2 Cry 務 を 入れ 々 に 披 串 し た 。 
し か し , 何と いっ て も ヌ ある し , お 客 さ ん も それ が 目当て で 高い 入場 任 を 
出し た の で あろ う 。 ヌ ー が 14 て 15 人 ぐら いい て , ソロ , デュ エッ ト , カル テッ ト , 
> いずれ も 目先 "で 1 枚 1 枚 ぬ いで 行く が 。 いずれ も 
な る 。 日 本 だ っ た で 剖 捕 は 免れ な いと ころ だ 。 


| ン は 投了 まし しなやか 人 な 財 は ek と い ほか は な い 。 凍 は 
ブロ ンド , レッ ド ,。 グレ イ , プラ ッ ク と 色とりどり だ が , も う 一 つの へ ヘア は 
育み が か っ た グレ イ で , これ は 続 一 され て お り , さながら 装 術 品 を 見 る 思い が する 。 た け の 高 さ 


1 テン ダフ ラウ ユン グフ ラウ テラ ス ( 左 は 会 長 
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BAUMA に て (会長 と 委 ロ ゲン ・ マ ー メ イド (会 長 と 筑 


か ら 穴 す る と 北欧 の 女性 が 多い よう で ある 。 江本 君 の 推奨 どおり の 見 事 な た ショ ウ で ある 。 パ リ を 
訪れ る 人 に は ぜひ 一 見 を お すす めす る 次 第 で ある 。 

パリ 以後 

パリ か ら チ ュー リッ ヒ に 飛び , 3 


層 15 日 は 5 時 起き で 


ュー リッ ヒ か ら 自 動車 で イ > 
ウ に 避け 


ん だ 。16 日 は 目的 の 一 つ で ある パウ マ ィ (BAUMA) # 
の 詳細 は 本 誌 昭和 38 年 7 月 号 の 三谷 君 の 報告 に ある と お り で ある 。 


て 1 消 。 
こ 見 る 。 下 山 し て そ 


を し た わけ だ が , そ 


ング フ 2 ぅ > アル プス の 威容 を ま の あ た 


月 は ミュ ン へ 


は オリ ン ピ ッ ク 施 設 や ゲロ ッ ケ ン シ ュ ピー ル な 


バイ ルム ハッ クジ 
うま い ド イツ 料理 や モカ の コー ヒー を 味わい, ドイツ ビー 
ー 旗 挙げ の 会 場 と いわ れる ホー フ プ ロイ ハウ ス も 愉快 
中 察 を 志 ざ す 三 谷 衝 と 別れ , 会 長 と 私 は コペン ン 経 由 北 回 り で 東京 に 


R 示 # 
た の は 3 月 19 日 の 夕方 だ っ た 。 ( 了 ) (本 協会 専務 理事 ) 


ト 


ン で トン 
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東京 会 議 実行 委員 会 


Y 和 7 年 5 月 16 日 よ り 19 日 に か け て イタ リア ・= 
ー マ 市 で 開催 され た 1SO/TC127/SC2 お よび SC8 の 
会 議 に お いて , 次 回 の 会 兄 は 昭和 48 年 5 月 に 東京 で 開 
供する こと が 決議 され た 。 こ の 決 光 に 基づい て 東京 に お 
ける 会 議 開催 に 必要 な 詳 準 備 を 整え る た め 決 の 事業 を 行 
っ た 。 


1. 会 議 の 準備 


(1 ) ISO/TC 127 東京 会 議 実行 委員 会 準備 会 の 設立 

ISCQ/TC ! は 77SC 2 お よび SC3 の 東京 会 を 成功 き 
せる た め 当 初 会 と し て は 当会 講 開 催 を 協会 の 特別 事業 と 
し .ISO/TC 127 東京 仁 実 行 委員 会 を 設立 し て その 任 
に あたら せる こと と し , 崩 和 47 上 必 8 月 24 日 に その 陰 代 
会 を 発足 させ た 。 中 続い て 8 月 30 時 と 9 月 5 日 に 審 談 
を 行い ISQO/TC 127 東京 全 謙 実行 委員 会 設 民 要 綱 案 を 
まとめ た 。 ま た 。 会 座 開 催 期 日, 会場, 諸 行 事 な ど に つ 
いて も 検討 を 行っ た 。 

会 議 の 期 有 時に つい て 体 。 陣 会 の 定時 総会 が 5 月 17 日 
に 開催 され る こと 。 出 衣 開 係 各国 委員 に 日 本 の 建設 機 横 
た め に 建設 機械 展示 会 を 会 議 期 間 に 
と , 土曜 日 の 会 議 は 避け る こと 等 
5 月 99 (曜日) か ら 6 月 1 日 ( 金 
し , 5 月 29 日 30 日 に SC2 の 会 謙 を 。 
5 月 21 昌 ,、 6 月 1 日 に SC9 の 会 謀 を 開 仙 す る こと と 
し て 必要 な 誰 秦 を 行う こと と し た = 

会 場 に つい て は 。 適 去 に 他 の 学 協 会 で 開催 し た 国際 会 
設 の 実績 を 調査 し , 機械 振 東京 プリ ンス ホ 
千 に つい て : 租 を 行っ た が , 適当 な 広 さ を 
屋 。 付 風 設備 が な いこ と , 同上 通訳 を 行う 場合 。 設備 な 
ど に 多額 の 連 用 が か か る こと な ど が 判明 し 。 付帯 設備 
ども 完備 し て お り , 協会 か ら も 至近 の 距離 に あり 、 事務 
所 と の 連絡 に も 便 で ある こと な どか ら 東 京 プ リン ス ホ テ 
ル を 候補 と する こと と し た 。 

この 期日 と 会 場 に つい て は , 同時 に 会 議 を 開催 する 
SC2 の 直 事 国 で あり , 親 委員 会 で あ も る 【SOTC127 の 


幹事 国 で も ある アメ リカ に 都 台 を 問い 合せ , その 承諾 を 
得 た うえ で ISO 中 央 事務 局 の 承 雪 を 求め る 手 焼き を レ 
た 。 中 天 事 務 局 か ら は 他 の 委員 会 調整 し た うえ で 申し 
出 の と お り を 承認 し て きた 。 

譜 行 帯 と し て は 。 建設 機械 展示 会 の 見 学 , 建設 了 械 製 
造 会 社 の 見 学 お よび 建設 機械 化 研究 所 の 見 学 と 京都 見 物 
が と り 上 げ ら れ た < 

展示 会 に つい て は , 例年 行わ れる 晴海 会 場 で 5 月 上 旬 
まで 国際 見 本 市 が 開催 され て いた が , 関係 者 の 努力 で 5 
月 25 日 か ら の 開催 が 可能 と な り , 建設 機械 製造 会 社 に 
つい て は 小松 製作 所 の ご 協力 で 同視 の 大 阪 工場 の 見 党 
許可 に な っ た 。 


(2 ) 実行 委員 会 の 設立 

骨 和 47 年 11 月 11 日 の 理事 会 で 前 述 JSOTC127 東 
京 会 議 実行 奏 員 会 設 過 要 網 が 承認 され で 実行 員 会 が 設 
立 され た 。 実行 委員 会 に は 東京 会 議 央 催 に 伴う 庶務 的 事 
項 の 処理 お よび 関連 行事 の 実施 に 当る た め 業 務 委 員 会 が 
設け られ た 。 ま た ,。 東京 会 護 に お ける SCS の P メ ン バ 
ー・ SC の 幹事 国 お よび P メ ンジ バー と し て の 業務 に つ 
いて は ISO 部 会 が あたる こと と され た 。 業務 委員 会 は 
11 月 2 目 。 19 月 18 目 。 1 月 17 日 に 開催 きれ 。 タイ 


1SO/TC 127 東京 会 講 実行 委員 会 絹 成 表 
1. 実行 変 員 長 ・ 宮 委員 胡 


短 肌 兵 最上 | 武 凌 () 日 旭 設 竹島 全 会 衣 ・ 諾 人 
一 員 兵 加藤 三重 沢 人 日 建設 機 橋 化 会 生理 事 ・ 工 情 
23. 実行 要員 
杉 山 和 功 誠 放 衝 
西 村 一 圭 業 技 衣 詩 
よ 東 店 民 聞 設 首 
山 本 肪 化 1S0 診 寺 本 
秀 内 + 削 還 千代 
備 間 間 | 
1 ー 集中 皇 生生 
ー 策 9 半 着 革 | 
也 < 委員 
に 艇 人 員 会 友人 
索 村 化 研 


() 日 本 四 設 機 N 人 Ei 
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業務 委員 会 編成 表 
計 具 挟 到 坦 悦 夫 半 有 件 事 長 ・ 巡 人 
守 貞 訳 田 茂 ISO 部 名 ・ 本 人 回国 導 公 団 
: 宅 間 昌 還 エ 業 院 
石 抱 瑞 施 三村 電 了 エ 業 ( 槍 ) 
* 時 村 昌 紋 本 国土 開 古 ( 抽 
山 日 英 素 キャ アビ ラー 三菱 ヾ 給 
・ 野 郎 (() 小 製作所 
* 人 大 原 幸 一 大 商事 () 
* 麻 本 閉 一 下 設 検 民 人 本 究 所 
^ 正田 昌平 電設 交 
替 木 隆 埋 再 衝 


ム ス ケ ジュ ー ル , セカ ンド サー キュ ラ の 検討 を 行っ た 。 
この セカ ンド サー キュ ラ は 昭和 48 年 1 月 31 日 の 実行 委 
員 会 の 承 超 を 得 て 関係 諸国 に 送付 し た 。 

業務 委員 会 で は 引続き 4 月 19 日 5 月 9 日 に 会 議 出 
席 者 , パー ティ 的 待 者 換 拶 , 通訳 , 記念 品 , 会 議 資 料 
な ど に つい て 検討 し 。 5 月 16 日 の 実行 変 員 会 で 承認 を 
稚 た 


(3 ) セカ ンド サー キュ ラ の 作成 

ISO 中 天 事 務 局 か ら 会 議 係 較 に 送付 され る 会 議 開 
催 通 知 は 期日 と 会 場 し か 示さ れ て いな い の で , 会 議 の 詳 
細 日 名 。 会 場 。 レ モ プ ション, 見 学会 な どの 計画 を も けり 
込み , 出席 者 の 概略 数 を 知り 。 ホ テル の 部 屋 を 確保 する 
必要 も あっ て セカ ンド サー キ = ラ を 作成 し た 。 こ の セカ 
ニー ドサ ー キ ュ ラ に は 会 識 出 席 予 定 者 で 日 本 に 来 た こと の 
ある 人 は ほとん どい な いこ と を 考え て ホテ ル の 所 在 地 が 
お か る 程度 の 地図 を 添付 し た 。 

ホテ ル は 会 場 の 東京 プリ ンス ホテ ル に で きる だ け 近 く 
て 安い こと を 目標 と し , 会 場 と な る 東京 プリ ンス ホテ ル 
の ほか 。 第 1 ホテ ル ( 新 橘 ) と 日 航 ホ テル を 時 会 し ,。 シ 
レダ ルツ イン の 金額 を 明示 し て 申込 み を 受付 けた 。 

レモ プシ ョ ン は 出席 者 の 行動 予定 作成 の 便 を 考え て 日 
時 、 場所 を 示し て お いた 。 見 学会 に つい て は , 鉄道 運 
任 , 宿泊 沿 は 個人 負担 と し 所 芝 金 額 を 示し て 参加 希望 
の 申込 み を 受付 けた 。 

この モカ ンド サー キュ ラ の 回 答 期 日 は ホテ ル 側 の 都 台 
も あり , 4 月 1 日 まで と し た が ,、 半数 は 期日 まで に 申込 
み が あ っ た 。 申 込 者 に 対し て は ホテ ル の 予約 が 終っ た こ 
と の 通知 と と も に , その ホテ ル の 案内 書 を 送付 し た 。 


(4 ) 通訳 の 選定 

1SO の 会 議 で は 公用 語 と し て 英語 , フラ ンス 語 , 
テア 語 が 使わ れる が , 通常 の 場合 , ロシア 語 は ツ 連 側 の 
負担 で 直ちに 英語 に 通訳 され る の で , 今回 の 会 議 で は 英 
語 ご フラ ンス 語 , 英語 一 日 本 語 の 通訳 の 準備 を する こと 
と し た 。 

訳者 と し て は 関係 者 の 推 ん が あっ て , サイ マル ・ イ 
ター ナシ ョ ナル の 通訳 を 採用 する こと と し た 。 英語 
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プラ ンス 語 3 名 , 英語 日 本 語 2 3③) 名 で あっ た 。 英語 
フラ ンス 語 の 通訳 は 3 人 と も フラ ンス 放 人 で あっ た 。 
英語 一 日 本 語 は 日 本 人 女性 で 。 SC3 の 会 議 で は 日 本 語 
か ら 英 語 へ の 通訳 て 1 名 ) も 行っ た 。 


2 会 議 の 開催 


会 議 は 5 月 29 日 午前 10 時 か ら 協 会 の 運営 幹事 長 秒 
二 憶 夫 氏 の 紹介 で 工業 技術 院 標準 部 長 佐藤 淳一 郎 氏 の 散 
迎 の 挨拶 で 開始 され た 。 

会 離 の 詳細 に つい て は 1SO/TC127/SC 2 会 議 報告 。 
TSO/TC 127/SC3 会 議 報告 を ご 覧 いた だ きた い 。 

な お , 会 議 の 外国 人 お よび 日 本 人 出席 者 は 別表 の と お 
り で ある が , 同伴 放 人 は 会 議 に は 田 席 し な か っ た 。 


3. 諸 行事 


1) 建設 機械 展示 会 見 学 

5 月 28 日 生後 1 時 に 東京 プリ ンス ホテ ル の ロビ ー に 
集合 し , 協会 で 準備 し た パス で 晴海 会 場 と の 間 を 徒 復 し 
し ご 

見 学 し た 外国 委員 は フラ ンス 名, イク リア 32 名, ス 
ウェ ー デ ン 1 名 , イギリス 2 名 , アメ リカ 7 名 , ソ連 4 
名 で あっ た 。 なお, 来 日 が 遅れ で 当日 見 学 で き な か っ た 
ドイ ツ お よび ポー ラン ド の 委員 は 会 議 が 終っ て か ら 見 学 
し た 。 


(2 ) レセ プシ ョ ン 

レセ プシ ジョ ン は 会 議 の 第 2 日 月 の 夕 方 に SC バー テ ャ 
を , 会 護 の 最終 日 の 夜 に 歓送 ペー ティ を 行っ た 。 

SC パー ティ に は 工業 技術 院 の 標準 部 長 , 外国 の 全 和 
員 (婦人 同伴 )。 協会 の 最上 会 長 を は じ め と し て 71 名 の 
方 々 が 出席 し , 盛大 な パー ティ で あっ た 。 ま た , 祝 送 ペ 
ー チ ティ は 会 議 に 来 日 し た と こと を ね ぎら う 5 意味 も 含め で ス 
キヤ キ ペ パー ティ と し , 会 食し た 外国 委員 に 大 変 喜 ば れ 
た 


(3) 研究 所 ・ 工 場 見 学 

6 月 1 日 で 会 識 の 全日 程 を 終了 し た の で , 翌 2 昌 か ら 
4 日 まで の 間 に 富士 一 京 都 一 大 阪 の 見 学 旅行 を 行っ た 。 
参加 者 は フラ ンス 1 名, ドイ ツ 1 名 ,。 イ タリ ア 32 名 , イ 
ギリ ス 3 名 (うち 婦人 1 名), アメ リカ 9 名 (うち 女人 
1 名 ), 日 本 側 5 名 で あっ た 。 

2 日 の 萌 8 時 。 東京 プリ ンス ホテ ル の ョ ビー に 集合 
し . ペ ス に より 首都 高速 道路 東名 高速 道路 を 経由 し て 
富士 市 に ある 建設 機械 化 研究 所 に 行っ た 。 こ の 旅行 に 閲 
し て は 衣 田 トラ ベル サー ビス に 詳細 旅 種 の 作成 。 ホ テル 
の 予約 を 依 柄 し , 男性 ガイ ド を 頼ん だ 。 な お 。 帰 人 ゃ 則 
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SC2 会 議 関係 者 


童 設 の 機械 化 "74.1 


行 し た の で , 婦人 の 面倒 を みる 必要 も ぁ 
り , 飛行 機 の 確認 な ど 旅行 に 関す る 注文 
も ある こと を | て その 方 面 に な れ た 女 
性 の 通訳 を 同伴 し た 。 

研究 所 の 見 学 で は , けん 引 試 験 , ブル 
ドー ザ 作 業 試験 。 タ イヤ の トラ フィ カビ 
リティ 試験 の デモ ンス トレ ーション を 行 
っ た が , 各 委 員 と も 熱心 に 見 学 し , 盛ん 
に 質問 し 。 メモ を と っ て いた 。 

3 日 は 日 曜 昌 で あっ た の で 体 状 日 と 
し , 京都 見 物 を し た 。 二条城 一 金 間 寺 ー 
箕 て 清水 寺 ー 平 安 神宮 
都 ハ ヘン デ ィ クラ フト セン 
ター で 世 い 物 の 時 間 を と っ た 。 天 気 も や よ 
く , 見 な れ め ぬ 暴 国情 緒 に 満足 され て いた 。 

4 日 は 9 時 に 京都 ホテ ル を 出発 し , 枚方 市 に ある 小松 
製作 所 大 阪 工場 を 見 学 し た 。 小 松 製作 所 の 常務 取締 役 で 
あり , 和 協会 の 1SO 部 会 長 で も ある 山本 房 生 氏 が わざ 
ぎ 東 京 か ら 来 て で 下さ きり,。 皆 械 を 迎 さっ た の で 各 委 
員 と や ゃ 大変 喜ん で お られ た 。 近 代 化 き れ た 工場 、 日 本 の 
代表 的 な 建設 機械 工場 を 見 学 で き 。 > で お られ 
る 方 々 も あっ た 。 


ババ 


メモ を と - 
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ー テ ィ ( 左 より Mr. RUTHERFORD、 Mr _ROUR 


F メン バー と し て 加入 し , SC の 幹 
隙 を 還 ビ し 


1SO/TC127 
事 国 を 引受 
無事 成功 提 に 終 
各位 の 絶大 な お 8 
s 今回 は 協会 と し て も 初め て の 国際 
備 そ の 他 に 手 ぬ か りや 過大 すぎ た 
5 今後 関係 各国 と の 交流 を 深め 議事 を 
か ら も 日 本 で の 国際 会 誠 の 開催 も た 
が ある と 思う 。 回 を 重ね る ご と に 要 傾 も よく な る こ 
と と 思う が , 関係 者 の 一 層 の ご 尽力 を 渦 望 し て 上 み ま せ 
ん 。 ( 移 山 勝 遂 記 ) 


K も 多き 


SC2 お よび SC3 会 講 出 席 者 一 覧 


以上 で 東京 会 議 の 全日 程 を 終了 し , 新 大 阪 か ら 超 特 急 
ひか り 与 で 帰京 し 。 東京 プリ ンス ホテ ル ま で パス で 送っ 
て 散会 し た 。 

・ 外国 剛 出 席 者 (SC2 お よび SC3) 


で フラ シン ネン 
*Mr. PP 上. ROURE Union Technique Interprofeswonelle 
Mr. 了 F. LEONETTI Federation Parimienne du Batiment 


< ドイ ッ > 
】 Mr. GONNER Tiefbau-Berufsgenoswenwehaft 
を で イタ リプ テ 
0 BONICELLI Fiat S.P.A. 
と SGD Fiat S.P.A。 


ド > 


yr が CHOJNACKI Development Rewearch Center of 
Building Machines, Warsaw 
で スウ ェ ー デ シッ | 
Mr. S.L, LARSSON Sveriges Mekanfarbunds Stmndard- 


centru 
で イギリス テ 
*Mr、E.G、 ROBSON Miitary Vehicles and Engineering 
Extablishment 
Mr.D.S.LOCK Ford 


< アメ リカ テ 
*Mr. TE. JASS 
Mr. J.B. CODLIN 
Mr. WL. BLACK 
Mr 本 . HHYLER Westinghouwe Air Brake Co。 
Mr.E.F. MORENO Tnternational Harvester Co. 
Mr. CC、CRAAWFORD Society of Automotive Engineers 


*rMr. ARUTHERFORD U.S. Army Mobility Equipm- 
ent Research Development Center 


Tndependent Expert 
Allis Chalmem Mfg. Co。 
Clark Equipment Co. 


*erMr、GAV. BOWE^ 
く ツ 達 > 
*Mr. 


American National Standard Tpetitute 


.VILLUMSI 


Canstruction and Community 
Ninistry 

YARKIN Master of Techmical Sciencew.R を D 

VOLKOV Sm Stemderd Committee US.SR、 


で 通訳 > 
Mrs. C. PIGEAIRE 
Airs. R, KRASNO 


2. B 洒 間 『 者 
SC 
キャ タビ ピタ ー 三 等 () 
寺本 所 
了 洋 者 (人) 
野 村 昌 弘 国 土 開 人 工業 【 折 ) 
郎 キャ タ 衣 (本 
> 


業 光 


イルマ 生 車 柄 ( 際 ) 
( 愉 ) 小 届 作 所 
人 機 欄 化 研究 也 
誠 痛 店 

キャ タビ 
(株 ) 小 失 抽 放 所 
隊 東 橋 (お) 


SC2.SC3 章 中 


TSO/TG 127 東京 会 議 報告 (2) 


ISO/TC 127/SC 2 会 議 報告 
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1. はじめ に 


国際 標準 化 携 構 建設 機械 技術 委員 会 第 3 小 委員 会 
(SO/TC 1277/SC 2) "安全 規格 と 人 間 特 性 担当 " の 第 
4 回 会 議 が 東京 に お いて 開催 され 。 日 本 側 委員 と し て こ 
れ に 出席 し た の で ここ に 会 議 の 模 欄 を 報告 する 。 

この 小 委員 会 は 1970 年 に アメ リカ の べ オ リヤ 市 で 。 
1971 年 に フラ ンス の パリ 市 で 」1972 年 に イタ リア の ロ 
ー で 市 で それ ぞ れ 開 催さ れ た 。 


?. 会 議 の 構成 


この 小 徐 員 会 の 幹事 国 は アメ リカ で 議長 は 大 回 A-。 
RUTHERFORD 氏 が , 書記 局 は G.W. BOWEN 氏 


が 担当 し , アメ リカ か ら は この ほか 6 名 が 用 施し た が 。 
その うち 9 名 は 新 顔 で やる 。 フ ラン ス か ら の 3 名 は 常 
別 球 TSO/TC 1277SC 2 東京 会 議 識 呈 

い ) 和 層 _ 
実生 作業 法 (Access System DIS 2867) 


(2) 者 吉 局 補 一 価 投 県 ら 線 
D 人 体 十 諸 = 寺 寺 守 ご 笛 店 (Human Dimension and Space 


Envelope) 
本 著 に 詩 す = 宇 仮 員 っ 保 座 村 負 (RolLOver Protective Struc- 
tures-ROPS) 
(3) 閉 起 局 電 告 
調和 に 対 る 宣夫 保護 本 拓 (Falling Object Protective 
Structures-FOPS) 
3 前 動 住 能 「Brake Periormance) 
3 運 由 共に ※ー ニ 講 彰 定 (Measurement ol Noise nt Operator 
Setion) 
(4) 討 二 事項 


⑪ 運転 名作 織 江 (Operator Control Arrangments) 

3 保護 ガー ド な より 適 項 (Protecting Guards and Shields 
teering Performance) 

: 天 彼 攻 保 護 村 財 一 析 了 席 (ROFS-Pendulum 


生 事 項 

人 件 弁 IDummies) 

提 半 恨 (Vimibiliry Arrangements) 

人 年 (Seeting Arrangements) 

便座 さと (Seat Belte 

凌 吉 革 置 Retarders) 

手動 信 叶い Moyement Warming Signls) 
押 補 (Operator Enyironment 

(8) その 他 (Any Other Businesy 

(7) 幸夫 りほ 泉 (Approval of Dmft Resolutions) 
(8) 次 期 MM 所 ロ 選 / (Date and Plae of Nexr Meetingl 


@@@@@@ 


ISO 部 会 第 2 委員 会 


連 , イタ リア か ら の 2 名 は 新 顔 。 イ ギリ ス か ら の 2 名 の 
うち 1 名 は 新 顔 で ある 。 スウェー デン か ら は 前 回 と 同じ 
人 が 出席 し た 。 西ドイツ お よび ツ 連 は 第 2 回 会 議 か ら 出 
席 し て いる が , ツ 夢 の 1 名 を 除き 新 償 で あっ た 。 ポ ー テ 
ンド は 今回 初め て 出席 し た 。 日 本 か ら は 5 名 が 肌 席 し 
た 。 な お 。 今回 は オプ ザー バ 席 が 設け られ 。 工業 技術 院 
その 他 の 方 々 が 熱心 に 傍 鼻 し て お られ た 。 


3. 会 議 の 進行 


各国 出席 者 の 簡 旧 な 自己 紹介 の 後 。 Editing Commi- 
ttee と し て アテ メリ カ 。 フラ ンス , イギリス , ジ 連 , 苦 
よび 日本 の 代表 者 が 選出 され た 。 次 に 工 題 順 護 の 認定 が 
あり , 別表 の と お り 識 加 お よび 討議 順 褒 が 決定 し た 。 以 
下 , お お むね この 順 度 に 従っ て 会 議 の 内 容 を 報告 する 。 
を 担当 し た の は 開 日 部 の 最小 寸法 
* Dimension) お よび 安全 作業 の た め 
(Access System) の 二 つ で あっ た が , それ ぞ れ 
DIS 2860 お よび DIS 2867 と し て す 1SO 本 施 に 
語録 され , 最終 調整 の 段階 に 入っ て いる > 


に 


4. 会 議 の 内 容 


4.1 Access System (日 本 担当 ) 

本 議題 は バリ 会 議 に お いて 討 謗 され , 即時 採択 され た 
も の で ある が 。 そ の 拉 事 務 局 に お いて 表現 の 修正 お よび 
イレ チ 方 法 の 追加 が あっ て , TC 127 と し て 郵便 投票 の 
の ち 正 式 に ISO 本 部 か ら D1S 28G7 と し て 配 礁 さ まれ て 
いた も の で ある (本 誌 昭和 48 年 3 月 号 参照 )。1972 年 
9 月 に 最終 的 な 郵便 投票 が 行わ れ , 日 本 は 若干 の 数 値 訂 
正 を 申入れ る と と も に 不承認 の 投票 を し て の 最 
舟 投票 の 結果 は アイ ル ラ ンド の ほか に P メ ン ペ パー で ある 
日 本 , アテ メリカ, イ タリア, スウ ェ ー デ ン が 不承認 で あ 
り , フラ ンス 、 ツ 連 。 チェ コス ロバ キア が 条件 的 承認 で 
あっ た ( 無 条 件 承認 は 14 カ国 。 自 紙 5 カ国 )。 

譜 長 は 臨時 専門 委員 会 の 開催 を 提案 し , 本 会 識 終了 ま 
で に 結論 を 出す こと を 要請 し た 。 提案 どおり 日 本 が この 
専門 委員 会 の # な り , アメ リカ 。 イ タリ プア,。 ス ウェ 
ー デ ン お よび プラー ス か ら 代表 委員 を 出し 本 会 議 の 合 


いた 。 こ 


た 。 とこ 
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い 間 ある い は 終了 了 後 震 心 な 討議 が 行わ れ た 。 議 長 の 丁 解 
を 得 て 討 護 の 結果 の 修正 案 は 6 月 27 日 事務 局 へ 送付 き 
れ た 。 そ の 全文 を 次 に 掲げ る 。 

る DIS 2867- 安 全 作業 の た め の 十 店 (修正 案 ) 

1、 適 用 範囲 

この 国際 標準 は 踏 段 ,。 は し ご , 通路 , 床 面 , 手すり 。 
つか み 権 , ガードレール お よび 出入 口 の 捕 準 に つい て 。 
これ ら が 運転 員 お よび 修理 作業 員 の 作業 に 役立つ も の と 
し て 規定 する 。 た だ し , 運転 宣 の 床板 に 対す る 儲 準 は 除 
く 』 

本 国際 標準 は 建設 機械 の 全 堆 種 に つい て , 運転 席 や 補 
修 個所 に 対し 安全 上 必要 と する 装備 の 設計 に あたっ て そ 
の 手引 き と し た も の で , 作業 中 ある い は 作業 に 取り か か 
る と き の 事 故 防止 。 傷害 の 減少 を 主 な 目的 と する > 

2. 定 義 

本 標準 の た め に 座 の 定義 を 設け る 。 

2-1 遇 段 : 足場 の た め に 設計 され る も の 

2-.2 は し ご: 等 間隔 の 一 連 の 跡 板 で 構成 され , 片 
足 また は 両足 の いずれ か が か けら れる ( 傾 終 角 度 の 規定 
が あっ た が 削除 きれ た )。 

2-3 通路: 車体 の 上 で 人 が 移動 で きる 平面 

2-4 床 面 : 運転 で な く , サー ビス また は 修理 作 
を 行う の に 必要 な 平面 

2-5 手すり お よび つか み 棒 : 身体 を 支え る た め に 手 
で つか むこ と の で きる も の 

2-5-1 手すり D: 手 を 雌 さ な いで つか ん だ 手 の 位 冒 を 
ずら せる こと の で きる も の (第 4.1.4 図 ) 

2-5-29 つか み 搾 : 手 で つか せこ と だ けが で きる も の 
(第 4.1.3 図 ) 

2-6 ガー ドレ ー ル : 通路 また は 床板 の 外 緑 の 上 部 に 
ある レー ル で , 人 が 落ち な いよ うに 保護 する も の 

2-7 出入 口 : 運 転 室 の 入口 (SO 参照 や 

3. 一般 標準 

3-1 これ ら 諸 装備 の 設計 と 取付 方 法 に 対し て は 。 使 
用 目的 に 対し て 適当 な 強度 を も っ て いな けれ ば な ら な 
只 。 

3-2 設計 者 は 95 お よび 5 パー セン タイ ル の 両方 の 身 
体 寸 法 に 対し て 設計 し な けれ ば な ら な い 。95 パー セン 
タイ ル の 集団 は 床 格 の 大 きい も の を 表わし 。 全 集団 の 5 
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祖 は これ より 大 きい も の に 含ま れる 。 5 ペー セ ジ クタ イル 
は 小さき いも の を 表わし 。 全集 団 の 5 宅 は これ より 小 ミ い 
も の に 含ま れる (HSO 参照 )。 

3-3 形状 お よび 取付 の 方法 は うっ か り 指 や 手足 を と 
られ た り , 衣服 を ひっ か けた りす る の を 合力 遊 ける よう 
考慮 し た な けれ ば な ら な い 。 

3-4 手 の 触 れる 個所 は 鋭い 角 や 突起 の な いよ り に レ 
な けれ ば な ら な い 。 

3-4-1 形状 お よび 取付 状態 は 切 し た と き , けが 
よる 被害 を 大 きく する よう な 突起 は 最小 限 に な る よう に 
し な けれ ば な ら な い 。 

3-4-2 予備 品 と し て 車 戦 す る 場合 は 車 か 作業 し て い 
る と き に 動か な いよ うに し て お く こ と が 必要 で ある 。 

3-5 床板 , 通路 に 取付 く 踏 段 , は し ご , 手すり は 人 
を 支え る と き 和 常に 3 京 で 支持 する よう 設計 し な けれ ば な 
らち な い (両手 丘 足 また は 偽 手 両足 に よる 支持 )。 

4. 六 肥 お よび は し ご 

1 最 下 部 路 板 の 地上 高き は 通常 の 
mm を 引 え て は な ら な い 。 主 な 人 体 寸 流 
の 高き は 400 mm 以下 で ある 。 

2 て を 隣接 路 板 問 の 水平 投影 距離 , YY" を 算 直 投影 
距離 と する と き , ぺ オ 2 Y の 推奨 値 は 600 mm で , 800 
mm を 越え て は な ら な い (第 4.1.2 図 )。 

4-3 垂直 は し ご の 最上 部 路 板 か ら 床板 また は 通路 
走 を 移す 所 で は , その 距離 は 300 mm を 越え で は な ちな 
い 。 

1-4 路 板 は すべ て 耐 足 が 入 る だ け の 帆 を も つこ と を 
推 奨 する 。 幅 は 400 mm は ある 方 が よい 。 どん な 電 合 
で も 300 mm は な けれ ば な ら な い 。 

す -5 片足 だ けが 乗る よう な 路 板 に あっ て は 幅 の 推奨 
値 は 200 mm で , いか な る 場合 で も 160mm 以下 で あ 
っ て は な ら な い 。 こ の よう な 嗜 板 は 一 方 の 足 に 代 る べき 
手すり また は つか み 棒 を 適当 な 場所 に 設け な けれ ば な ち 
な い > 

4-6 板 の 外 結 か ら の 足 の 踏み し ろ は 200 mm を 推 
奨 する 。 い か な る 場合 で も 150 mm 以上 な けれ ば な ら な 
い (第 4.1.1 図 )。 

7 路 板 間 の 距離 は 190mm を 推奨 する 。 し か し 、 
いか な る 場合 で も 150mm 以上 な けれ ば な ら な い 。 
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4-8 茹 板 の 間 か らら 先 夫 田 て 動く 部 分 に 触れ る 筐 れ 
の ある 場所 に は 踏 板 と 動く 部 分 と の 間 に お お い を 設け を 
けれ ば な ら 恋 い 。 

すま 9 ( 領 倖 し た 踏 自 の 関係 十 法 志 定 で あっ た が , 4-2 
項 に 包含 きせ, 開 係 図 を 削除 し た ) 里 板 の 酷 両 に つか み 
権 を 取付 け て は な ら な い 。 陸 板 の 外縁 は 指 。 指 暫 ま た は 
衣服 を ひっ か ける よう な 突起 が あっ で は な ら な い 。 

+10 踏 板 は 滞 泥 が た まり に くい 設計 で な けれ ば な ら 
な い 。 路 板 は すさ り に くく 」 か つ 和 底 か ら 普 も た 泥 等 は 
除き や すく し な けれ ば な ら な い 。 

す -11 了 径 は た わ ま な いよ うに 取付 け な け れ ば な ら な 
い 。 夷 さい か ん に よっ て は 最 下 部 路 板 に た わ み が あっ で 
も よい が 。 一 連 の 踏 板 の う ち , た わ み 得る も の は 1 個 の 
みよ す る 。 

+-12 は し ご お よび 路 民 上 の 天井 商 き は 2.010 mm が 
推 所 信 で ある 。 

5. 手すり お よび つか み 挫 

5-1 手すり は 移動 する 人 を ほど よく 支え る よう 配 孤 
し , 手 が 届 きやすい よう に 取付 け な け れ ば な ら な い 。 

5-3 断面 は いずれ も 円 肛 で ある の が 望ま し い 。 正方 
形 また は 短 形 断面 で も 。 角 が 丸め て あれ ば さ し 支 えな い 
が , と が っ た 畠 は 避け な けれ ば な ら な い 。 

5-9 円 形 断面 の 王 す り ,。 つか み 控 に お いて は , 直 委 
は 8mm を 馳 大 と し - 6 mm を 業 小 と する 。25mm が 
望ま し い 寸 法 で ある 。 正方 形 ま た は 姫 形 断 面 に あっ で は 
上 記 赴 浅 は 対辺 外 離 と する 。 

5-4 つか み 棒 は 取付 脚 間 虐 虐 は 明 小 150 mn な けれ 
ば な ら な い 。 すべて の 取付 面 に 対し て 250 mm を 推 捉 す 
る (第 4.1.3 図 ) 

5 手すり, つかみ 本 と も に 取付 面 に 対す る 距離 は 
75mm を 最小 寸 流 と する (第 4.1.3 図 )。 

ar6 手すり と これ に 続く つか み 権 は 人 の 動き に 平行 
し て 取付 け ね ば な ら な い 。 つ か み 棒 は 水平 , 牌 直 い ずれ 
の 方 向 で も さ し 支 えな い が , 機械 ご と に いずれ か に 統一 

て いな けれ ば な ら な い 。 

5-7 手すり また は つか み 控 の 提 り の 部 分 が 支え の 部 
分 か らち 突出 し て いる 場合 は その 自由 端 で 撮っ た 手 が す べ 
っ て 抜け 落ち る の を 防ぐ た め 形 を 変え る よう に し な けれ 
ば な ら な い 。 

5-8 搭乗 較 に 手 を か ける 手すり や っ かみ 杜 の 最 下部 
は 機 拭 が 通常 の 駐 訓 状態 の と き 地上 か ら の 高 さ が 1、600 
mn 以下 で な けれ ば な ら な い 。 ま た , 最上 部 か ら 次 の 手 
すり また は つか み 棒 まで の 距離 は 少な く と も 900mm 以 
上 ある こと を 推奨 する 。 長 上 高 さ は 地上 の みな ら ず , 時 
板 の 取 付く 床 お よび 通路 上 か ら の 高き さ で 与え られ ね ば な 
5 な い 。 

s-9 垂直 な 手すり また は つか み 捧 は 路 抜 間 の 最短 臣 
確 は 200 mm 以下 と すべ さき で ある 。 平行 な 手すり の 間隔 
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第 4.1.6 図 が ガードレール 


は 400mm が 望ま し い 。 間隔 の 薩 大 は 600mm で ぬお 
る = 
5-10 腰部 と の 間隔 が 一 つの 要素 と な る 傾斜 は し ご に 
お いで は , 平行 手すり 間 の 間隔 は GOO mm を 推奨 信 と す 
る = 

5-11 踏 板 また は 傾斜 は し どか ら の 手すり の 垂直 高き 
は 900mm を 推奨 する (第 4.1.4 図 )。 


5-12 通路 に 平行 し て 設け られ る 手すり また は つか み - 


権 は SO mm な いし 1,400 mm の 高き に 設け る べき で あ 
で c 

5-13 は し ご に 付 看 し て 設け る 手すり は つか み 栓 と す 
る の が 望ま し い 。 手すり に する な ら 職 諾 と 向 間 随 に すべ 
き で ある 。 

5-14 操縦 上 半 定 ご ル は 不用 意 に つか み 棒 や 手すり ・ 
と 間 條 えな いよ うに 設置 すべ き で ある 。 

G。 ガードレール 

な -1 束 固 な ガー ド シ ー ル を 通 隊 の 端 お よび 床 に 拾っ 
て 設け る こと を 推 痕 す る 。 


6-2 通路 また は 床 面 上 の ガー ド レー ル の 高 さ は 1.000. 


ー ト 100 mm の 間 に あ る こと を 推 毅 す る (第 4.1.6 図 )。 
中 間 レ ー ル は 通路 と 上 部 レー ル と の 中 間 に 設け な けれ ば 
な ら な い 。 

6-3 鈴 乗 の た め の は し ご や 不 板 用 以外 に ガー ドレ ー 
ル の 一 端 に 開口 部 が ある 場合 を 除き , ガー ドレ ー ル の 朋 
日 部 に は 安全 の た め に 搾 ある い は 同等 の も の を 取付 け て 
お か な けれ ば な ら な い 。 

7. 通路 お よび 床板 

人 7-1 路面 は すべ て 
れ 難 いこ と を 要する 。 

と 2 幅 は いずれ や 虹 小 300 min で , 突起 物 の な いこ 
と を 要する 。 

7-3 申 箕 きた は は し ご に 近い 周辺 部 は 指 。 カフ ス 。 
表 良 を ひっ か け や す い 突 出 部 が あっ て は な ら な い 。 

4 床 面 に は 手 すり の 付く 側 に 最小 高き 50mm の 保 
護 板 を つけ る こと 

8. 垂直 の キャ ブ 出 入口 


べり 難く 。 また は 必要 に 応じ 汚 


8-1 開口 部 推奨 柚 は 680 mm. 最小 幅 は 450 mm と - 
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て る - 

8-2 著 座 式 運転 室 の 扉 の 床上 高 さ は 1.600 mm 以上 。 
起立 式 運 千 室 に あっ て は 1,800 mm 以上 を 推奨 値 と す 
る 。 

8-3 緊急 出口 を 出入 日 と は 別 の 避 面 に 設け な けれ ば 
な ら な い 。 そ の 寸法 は TSO (作成 準備 中 ) に ある も の と 
同じ か , また は 大 きい こと を 要する 。 

8-4 扇 は 路 箕 , 通路 , また は 床 面 か ら そ の まま 入り 
や すい こと を 要する 。 

8-5 【( 記 は 人 が 入る の を 防げ な いよ う 開 閉 時 に 暗 段 や 
床 面 に か か っ て は な ら な い ) l 除 

ぼ -6 扇 の 外側 ハン ドル は 人 が 立つ 所 の 床 面 か ら 500 
て 1.500 mm の 位置 に 取付 け な け れ ば な ら な い 。 推 奨 す 
る 高き は 900mm で ある 。 地 上 か ら 扇 を 開け られ る 機 
械 に あっ て は ハン ドル の 高 さ は 1.700 mm 以下 で な けれ 
ば な ら な い 。 

8-7 肩 の 内 側 ヘ ンド ル の 位 借 は 着座 の 運転 者 に 対し 
て 床上 500-850 mm、 起立 の 運転 者 に 対し て 800_ 
1.0O mm の 所 に な けれ ば な ら な い 。 


4 2 Humam Dimension and Space Envelope 
(事務 局 担当 ) 
建設 機械 の 安全 性 , 居住 性 問題 の 基礎 と か る 運転 員 の 
人 体 諸 元 を 決め る べき で ある と の 提案 が パリ 会 議 で 討 譜 
され , 了 ヌ リカ の SAE 規格 」 838 が その ペー ス と な 
る こと が 了承 され た が , 特に 日 本 , イタ リア 等 比較 的 身 
長 の 小柄 な 国々 の 人 人 体 寸法 を 考慮 する こと に な っ た 。 日 
本 か ら 自 動車 技術 会 で まとめ た 資料 を 提出 し た こと は 本 


挟 前 
5 
計上 
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店 慢 和 47 年 5 月 号 に 既報 の と お り で ある 。 

この 日 本 資料 を 一 応 取り 入れ た 形 で , さら に 運転 守 の 
藤 小 内 法 を 追記 し た 原案 が 事務 局 で まとめ られ , これ に 
対し て で, 1973 年 2 月 に SC 2 と し て の 郵便 投票 が 行わ 
れ た 。 その 結果 は , 承認 2, 意見 付 承 認 4, 不承認 2 で 
あっ た 。 日 本 は 意見 付 承 認 で あっ た が 。 会 議 資料 と し て 
入手 し た 改訂 案 に は 日 本 の 意見 は ほとん ど 容れ られ て い 
た 。 会 議 で 苦 下 の 討 庶 の 結果 , スウ ェ ー デ ン の 要求 で 
Large Operator の 寸法 を さら に 修正 し , 次 に TC 137 
の 郵便 投票 を 行 ら 決議 が な され た < 

最終 案 を 紹介 する と 次 の と お り で ある = 

運転 員 の 人 体 寸法 と 運転 室 の 葉 小 内 法 を 

1. 範 囲 

本 国際 標準 は 建設 機械 の 運転 員 の 寸 千 お よび 建設 械 
般 的 に 適用 し 得る 運転 席 の お お い (キャ プ ) に 対す 
『 の 運転 作業 の た ぬ の 周 開 の 空間 の 最小 限 に つい て 


2. 適 用 範囲 

本 国 際 標準 は 一 般 に 使用 まれ る 運転 席 の お お い (キャ 
プ ) に 対す る 通常 の 運転 作業 の た め の 周 囲 の 空間 に つい 
て , 最小 隈 を 定め る た め の 指針 と し て 使用 する も の と す 
る 。 

3. 運 帆 員 の 人 体 法 

1 ト 一 般 : 超 立 お よび 着席 交 勢 の 大 お よび 小 
運転 員 の 寸 計 を 第 4.2.1 図 お よび 第 4.2.2 図 に 示す 。 

3-2 定義: 小柄 の 層 彼 員 は 5 パー セン タイ ル を 
表わす 。 すなわち , 人 金 体 の 5 欠 が 与え られ た 寸法 より も 
小さ い 。 大 きい 運転 員 は 95 パー セン タイ ル を 表わす > 
すなわち 。 全体 の 5 展 が 与え られ た <『 流 より も 大 きい > 


宇 洛 運 岐 絆 に お ける 
て て 質 部 の 吸 , 昔 曽 昌 小 すき ま 


( 潜 ) 連れ く 線 ほ キャ プ を 
章 し な い 。 


第 4.2.8 図 


(まま ) SRP の 作 枯 
こ 、/[ 生 語 生 層 の 和議 ) 


本 で は 
UI 


1 人 民 か く 秩 は ほ キャー 議 し な Mo 
千村.4 回 
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33 店 諸 : 紅 , 長 凡 の 高 さあ る い は 作業 表 の 歴 
き を 含む 。 大 策 の 運転 員 ( 李 地 眼 落 用 ) の 寸法 開 に 示す 
寸法 は 硫 手 の 指 な し 手袋 と 難 編 に ヘル メッ ト を 閉 用 し た 
と き の も の で ある 。 和 起立 姿 勤 の 寺 法 は すべ て 肥 立 し た 夢 
転 員 の も の を 示す 。 通 常 の 姿勢 は ゆっ た り し た 状態 を 指 
し 寸法 的 に は わずか 短く な る 。 頭上 高き # 
小さ く な り ,。 また , 閉 席 時 の 高き お よび 眼 の 高き は 約 
50mm 小さ きく な る 。 

4. 運転 の た め の 周 囲 の 最小 空間 

41 一 盤 : 一 般 の 建設 機械 に 見 られ る 運転 に 要 
する 周 の 最小 空間 (キャプ ブ 内) を 第 4.2.3 図 , 第 4.2.4 
に 示す 。 第 42-3 図 は 着席 し た 大 博 の 運 村 上 員 の も の を 
示し , 第 4.2.4 図 は 起立 時 の 大 本 の 運転 者 に 対す る も の 
を 示す 。 

特殊 な 形式 の 建設 機械 に お いて で は, 本 国際 標準 より 小 
きい 呈 法 を 必要 と する か も 知れ な いこ と は 認め る が 。 設 
計 者 は 作業 能 素 上 。 逆 効果 を も た ら す こと を 知ら ね ば な 
らち な い 。 


り mm 


4.3 Roll-Over Protective Structures 
(アメ リカ 担当 ) 

いわ ゆる ROPS の 橋 称 で , パリ 会 議 以来 最も 熱心 に 
討 護 さ れ て いる も の で , 東京 会 議 に 先立ち 。 事務 局 か ら 
第 3 次 修正 案 文 (第 2 次 修正 案 に つい て は 本 誌 昭和 48 
年 3 月 号 参 照 ) と , 前 回 案 に 対す る SC 2 の 郵便 投票 の 
結果 が 配布 され て いた 。 こ の 資料 に よる と 区 大 の 状況 は 
承認 1。 楽 件 付 承 認 5, 不承認 (スウェー デン, イ ギ 
リス ), 乗 権 1 で ある 。 

各国 意見 の うち , アメ リカ , フラ ンス , 月 本 問 か ら 提 
出さ れ , 辞 句 修正 , た と えば " 重 最 "の 表現 を " 質 最 " 
に 変え る べき で ある 等 は ほとん ど 第 3 商 修正 案 に 採用 き 
れれ て いた 。 暴 縮 は この 規格 の 適用 囲 で , メ ウェ ー 
デン の 主張 は 重量 8、000 kg 以上 、 イ ギリ ス は 15,000b 
以上 の 圭 張 に 対し て , 原案 作成 担当 の アメ リカ は 重量 
4.000 kg 以上 に 適用 し , それ 以下 の 小形 機 に 対し て は 別 
途 重 和 振 子 試験 方 法 CPendulum Test) を 考慮 二 る と の 
ョ ー で 会 議 以来 の 主張 を 憶 し て いな い 。 

また , ツ 連 は 「 試 験 温度 と 材料 に 関す る 基準 」 を 削除 
する 提案 を し て いる が , アメ リカ は 依然 と し で 1SO 基 
準 が で きる まで SAE 基準 を 往 付 で 存続 きせ て いた 。 

以上 の 第 8 次 修正 案 に つい て 東京 会 論 で 討議 が 行わ れ 
た 。 まず , イギリス か ち 「 適 用 除外 機種 の 項目 を 削除 す 
べき で ある 」 と の 提案 に 対し て , 結果 的 に 「 適 用 除外 リ 
スト は 存続 する が , この 除外 リス ト か ら ド リル , 守 装 人 
械 。 ベ ルト ロー ダ お よび タレ ー ン を 削る 」 と 決 護 し た 。 

次 に 最も 大 き な 問 題 点 で ある 「 静 的 負荷 試験 を 適用 す 
る 機械 の 大 き さ 」 に 関す る 議論 に 移っ た 。 イ ギリ ス お よ 
び ス ウェ ー デ ン は か ね て より 「ISO/TC 23 ( 提 業 機械 お 
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第 中 21 球 靖 衣 運転 首 技 (直交 ) 


(0 交 チ () 和 電 
人 き 。 | sskgm | sske 109kg 
1A 和 挟 mm)| 1G0 1.920 1950 
1R 操 手 6 1990 | 90 
1C 融 寺 757 1060 | LO 
1D 鼻 142 163 280 
1E 埋  n 打 (mm 9 1 je0 
2A 朋 手 学 手 午 主 閑 imm 1850 400 400 
(mm) 174 309 209 
質 守 Cmm) ja 206 99 
imm) 166 380 | 394 
3E 科 剖 伏 前 計 准 mm) 208 390 157 
FT 才 の 長 (mm) 257 322 398 


第 4.2.3 表 史 


大 共 了 | 間 胃 | 本 提 上 区 川下 
小 ) (大 ) (A) 
850 1.020 1.045 
745 940 959 
566 700 2 
188 274 374 
400 510 5l0 
122 166 308 
380 550 550 
591 680 730 
47 650 99 
DE】 si | sm 
759 970 970 
1i5 140 165 
178 218 B 
81 102 15 
5 
380 5S08 60 
385 5 | 700 
318 418 585 


よび トラ クタ ) に お いて , すでに 重 基 8t ま で の 怪 机 の 
ROPS に 対す る 動 前 振子 試 険 Pendulum Text) の 技 
準 が つく られ て お り , ここ で 別個 に 8 以下 に も 適用 す 
る 静 的 邊 荷 試験 方 法 を 規格 化す れ ば , 同一 機 季 に 対し て 
3 務 頼 の 異な っ た 試験 結果 が 出る こと に な り , 不具 合 で 
ある 。 よ っ て 。 この 施 的 試 険 で は 8t 以下 は 除外 すべ き 
で ある 」 と 主張 し て いて 、 アメ リカ の 壮 え 方 と は 前 述 の 
よう に 相 僅 し た 。 原案 か ら "4t 以下 "の 制限 を 除外 す 
る 点 に つい て 各国 の 昌 耕 を 問う た と ころ , 邊 成 5, 反対 
3 (イギリス ,。 スウ ェ ー デ ン ), 乗 権 1 (フォ レス ) で 採 
状 き れ た 。 

上 記 の 
の と お 9 
の 区 的 試験 と 動 的 振子 試験 の 比較 が 行わ れ た こと 。 そ し 
て , 41ー700 kg の 菅 囲 の 小形 に つい て も 。 両者 の 蔵 
験 滞 果 は 大 き な 差 異 の な いこ と 。 し た が っ ュー、8【 以 下 
の 機械 に 対し て 衣 的 お よび 動 的 試験 の デー ッ 比 較 表 を 注 
記し て お け は 試験 方 法 選択 の 判断 が 容 と な る ニ と 」。 
の 意見 に 対し て 再び 谷 耕 志 問 われ 。 匠 成 7。 反 計 う で 


重量 に 関し て ,。 アメ リカ か ら 補 足 意見 が 次 


幕 
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採決 され た 。 そ の 他 の 点 で 意見 一致 を みた の は 決 の と 
お り で あっ た 。 

「 車 両 重 草 に は 満 タ ン の 燃料 冷却 水 , 潤 消 油 , 付属 
工具 な ら び に ROPS その も の の 重 是 を 含め る べき で あ 
る 。J 
「 荷 重 と 表 収 エネ ルギー に 関す る 基準 は 一 覧 表 の 形式 
に し た 方 が よい 。」 

「 シ ャ ルビ ピー 試験 の 項目 に は 注 を 付 し , この 基準 は こ 
の 問題 に 関す る 1SO 規格 が が 制定 され る まで の 暫定 基準 
で ある こと 。 ま た , 試験 二 に 脆 手 破 壌 が 発見 され た 場合 
に は 不信 格 で ある こと を うた 9 べき で ある 。」 

最終 区 な 決議 事項 として, 事務 局 か ら 除 外 機 種 の 取扱 
い , 機械 重量 の 制限 問題 , お よび 静 的 試験 と 動 的 試験 の 
対比 表 の 件 に つい て 各国 代表 の 殴 否 を 求め た と ころ , 偶 
成 7 カ国 , た だ し , イギリス は 第 1 の 間 題 の み 澤 成 , 第 
2。 第 3 に つい て は 不吉 成 。 ツ 連 は 全体 に 対し て 不 算 成 
と いう 結果 が 出 た 。 ツ 連 は 終始 試験 則 度 の 間 責 に こだわ 
り , この 項目 の 削除 を 主張 し て いた 。 

し か し , と に か く 玉 成 多数 で 以上 の 決議 が 採択 きれ 。 
事務 当局 と し て は 今回 の 決議 事項 な ら び に 試験 方 法 に 関 
する SC 1 の 意見 を 考 護 し た うえ で , TC 127 に 対し 郵 
便 投票 に 付す べき 原案 を 送付 する こと と な り , こ の 規 
格 の 成立 に 向っ て 大 きく 前 進 し た わけ で ある 。 な お 。 
ROPS に 関す る Pendulum Test に つい て は , 選択 的 
方 潜 と し て この 規格 に 付属 きせ る 形 で アメ リカ より 原案 
芝 提 出さ れ た 。 そ の 内 容 に つい て は 後述 する 。 


4.4 Pendnlum Test (アメ リカ 担当 ) 

本 案 は 「 寺 工 用 建設 機械 の 転落 に 対す る 保護 構 造物 性 
能 基 準 」 に 追加 すべ き 事 項 を 定め た も の で ある 。 東 京 会 
議 で 初め て 第 1 次 原案 が 提出 きれ た の で 以下 に 全文 を 紹 
介する 。 

円 * * 

この 原案 は ヨー ロッ パ 箸 国 か ら の 要求 基づき, 小形 
機種 用 の ROPS に 対す る 選択 的 試験 方 活 で ある 動 的 振 
子 試験 の 基準 案 と し て 準備 され た も の で ある 。 原案 の 作 
成 に あたっ て は , 各国 代表 か ら 出 され た 意見 や 提案 を 基 
と し て , 過去 3 年 に わた る 幹事 国 側 委員 に よる 小形 機 入 
に 関す る 研究 成果 が 生か され て いる 。 

1. 試 験 設 痛 

ROPS と 車両 フレ ー ム を 一体 と し た も の を 床板 に 
定 し , 側 方 お よび 後方 か ら 荷 重 を 加え 得る 装置 を 必要 と 
する 。 

3. 測定 器具 

ROPS に 加え られ た 力 , そ の た わ み 量 を 計測 する こ 
と の で きる も の と し 。 測定 精度 は 次 の と お り と する 。 

ROPS の た わ み 是 : 最大 た わ み の 5 錠 

ROPS に 対す る カカ : 最大 値 の 5 欠 


1 


NESTRMNDG 


HEAM CLAPED < 
IN FNONT OF NEAR WHEELS 
BLOCK )Wm(6 NN SQUARE 


第 上 1 回 Rear Impact Application 


BEAN CLAMPED AGAINST SIDES 
OF FRONT AND REAR NHEELS 
3ND AGAINST PROEL 


第 上 42 図 Side Impact Apnlicafion 


3. 代表 的 な 負荷 且 

第 4.4.1 図 お よび 第 4.4.2 図 に 後方 な ら び に 側 方 負 
荷 時 の 代表 的 な 姿勢 を 例示 する 。 

4. 試験 準備 

4-1 ROPS は 実際 に それ が 使用 され る 場合 と 同じ 方 
法 で 事 両 フレ ー ム に 取付 けら れ ね ば な ら な い 。 試験 の た 
め に 必ず し も 還 両 全体 を 用 いる 必要 は な い が , 車両 フレ 
ー ム お よび ROPS の 取付 部 は 実用 機 を 代表 する も の で 
な く て は な ら な い 。 通常, 取り は ず し の 可能 な 窓 , ペ ネ 
ル , 応 等 の 非 構造 的 な 部 品 は 試験 結果 へ の 彫 響 を 防ぐ 意 
味 で すべ て これ を 取り は ず し て お くも の と する 。 

4-2 ROPS と フレ ー ム アッ セン プリ を 床板 に 固定 す 
る に あたっ て は 。 側 方 負荷 の 際 の 固定 用 部 材 の た わ み を 
で きる だ け 小 さく する よう 壮 上 語 し な けれ ば な ら な い 。 まま 
た , ROPS と フレ ー ム アッ セン プリ は 側 方 載荷 中 に 当初 
の 取付 の た め の も の を 除き 床板 か らい か な る 種類 の 支持 
を も 受け て は な ら な い 。 

4-3、ROPS と フレ ー ム アッ セン プリ は , 車両 の 落 困 
装置 と 考え られ る 部 品 , た と えば ゴム 。 ガス , ガス と オ 
イル 系 , スプ リン グ 等 が エキ ルギー 吸収 体 と し て 働く こ 
と の な いよ う , 固定 ある い は 修正 を 加え た うえ で 固定 さき 
れ な けれ ば な ら な い 。 

4-4 ロー ダ お よび モー タダ レー ダ に 対す る 側 方 負荷 
の 場合 に は 前 車 二 お よび 後 事 電 支 持 部 また ほそ れ ら の 付 
近 に お いて フレ ー ム か ら 高 接 取 付け る 。 アー ティキ ュ ピ 
ー ト する 車両 で 。 前 後 の フ レー ム が 試験 に 供 さ れる 場合 
に は ヒン ジ は ロッ ク きれ な けれ ば な ら な い 。 ROPS が 
取付 けら れ て いる フレ ー ム の み が テ スト に 用 いち れる 場 


床板 と の 連結 は フレ ー ム の 前 後 端 も し く は その 付 
近 で 行う も の と する 。 

4-5 履帯 式 車両 の 側 方 負 痛 の 場合 に ほ は メイ ン ハ ウジ 
シア お よび トラ ッ ク フ レー ム 。 また は トラ ッ ク フ レー ム 
か の 直 接 固定 する も の と する 。 

5- 試験 要領 

5-1 動 的 負荷 は 2.000 kg の 重 細 を 振子 と し て 用 いる 
こと に より 行わ れる 。 重 掴 の 打撃 血 の 寸 寺 は 686 mm 二 
25 mm 角 と し , そ の 重心 の 位置 は 旨 何 学 的 申 心 か ロ 35. は 
mm の 郵 陸 向 に ある も の と する (第 4.4.3 図 )。 重 狂 は 
ROPS フレ ー ム 上 の 打撃 予定 点 の 上 方 5.5~6.7 m に 位 
民 す る 支点 より 懸垂 され , その 高 さ を 安全 か つ 窟 身 に 澤 
節 で きる 紫 造 と する 。 

5-2 試 陣 の どの 段階 に お いて も 動 的 負 某 蜂 に トラ ク 
タ が 動く こと の な いよ う 拘 束 さ れ ね ば な ら な い 。 拘 束 の 
た め の 部 材 は 12.7 mm の 鋼 以 上 の 強度 と それ 以下 の 
州 符 を 有する も の と する 。 拘 束 用 部 材 を 取付 ける 点 は 後 
車軸 の 後方 な ら び に 前 車軸 の 前 方 の 適当 な 位 借 と し , 拘 
東 用 ケー ブル と 水平 面 の な す 角度 は 15"ー30" の 細 囲 で 
な けれ ば な ら な い 。 後 方 か ら の 打撃 に 対し て は , 拘束 用 
ワイ ヤロー プ は 重 鍵 の 重心 が スイ ング する 平面 上 に 位置 
ませ きか 」 あるいは その 代り に 2 組 の ワイ ヤロー プ を ト 
ラッ タタ の 村 新 方 向 の 適宜 な 倍 購 に 対称 層 き せ ね ば 
な ら な い 。 側 方 か ら の 打撃 の 場合 に は 拘束 用 ワイ ヤロー 
テ は 第 4.4.1 図 , 第 4.4.2 5 す よう に 使用 する 。 

5-3 前後 車輪 の トレ ッ ド が 講 節 可能 な 場合 に は その 
理 両 の 調 前 可能 範 胃 の ほぼ 忠 央 に 調整 する も る の と する 。 
大 小 2 租 天 の み の 場合 に は 小さ い 方 の モッ ト を 使用 す 
る 。 ダ イ 〒 に は 水 荷重 を 入れ な いも の よし 。 
ー* の 指定 する 最大 値 と する 。 指定 の 生気 
イヤ の 縦 た わ み が タイ ヤ の 呼称 幅 の 6<8 消 【 
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拘束 用 ワイ キロ ー プ を 締め る 必要 が ある 。 車両 が 適 中 に 
固定 され た 後 , 科 が 150 mm 150 mm 以上 の 角 
材 を 適当 な 車輪 に か ませ た うえ クラ ンプ する 。 棋 か ら の 
打 投 試 検 の 必 合 に は さら に 運転 市 に 最も 近い 車輪 に 対す 
る 支柱 と し て 角材 を 配置 し , 打上 軟 に 際 し で ホイ ー ル リム 
を し - か り 支 える よう に 床板 に 固定 する 必要 が ある 
の 角材 の 長き は それ が ホイ ー ル リム を 支え る よう に 配 須 
され た と き , 水平 面 と な す 衣 底 が 3 デー40'" と な る よう 
な も の で な けれ ば な ら な い 。 ま た , その 長 さ は 有 断面 商 き 
の 20-25 倍 。 幅 は 23 倍 と する (第 4.4.1 図 お よび 
第 4.4.2 図 参照 )。 

5-4 打撃 の 線 に そっ て 誠 間 的 な 最大 た わ み 量 を 指示 
する た め の 装 置 が 必要 で ある 。 簡単 な 方 法 の 一 例 を 第 
4.4.4 図 に 示す 。 

5-5 試験 中 に は いか な る 修理 , 調整 も 許さ れ な い - 

5-6 試験 中 に ワイ ヤロー プ , 支柱 ある い は 車 輸 止め 
等 が こわ れ た り , ずれ た り し た 場合 に は 試験 は や り 直 さ 
れ ね ば な ら な い 。 

5-7 打撃 の た め に 重 鍵 を 後方 に 引上げ る べき 高き 。 
すなわち 。 打 没 子 定点 か ら 重 押 の 重心 位置 まで の 人 直 癌 
さ を 刀 mm と する と 。 

アー125+0.107 7 CW" 王 機械 算 遇 kg 

5-8 ROPS は まず 後方 か ら の 打 届 試 験 を 行っ た 後 。 
同じ ROPS に 対し て 側 方 か ら の 打 映 を 行っ て テ ュ ト さき 
れる 。 動 的 気 茶 は 前 項 で 規定 され た 高 さか ら 重 錠 を スイ 
ング きせ る こと に より 与え られ る も の で ある 。 重 氏 の 位 
は フレ ー ム 上 の 最初 の 打 軸 点 が 重 鍵 の 重心 の 弧状 息 中 
線上 に くる よう に 朋 示 必要 が が ある 。 ク ィ ッ クレ リー ズ 機 
惜 を 使用 し な けれ ば ならない が ,。 それ は 重 舞 の 門 に 明 
纏 を 及ぼ す も の で あっ て は な ら な い 。 

5-9 後方 より の 打 茜 の 場合 、 試 験 は 5-2 お よび 5 
項 に 徒 っ て 適正 に 拘束 きま れ ね ば な ら な い 。 試 際 機 は, 打 
撃 時 の 振子 の 位置 が 第 4.4.1 図 に 示す よう に 垂直 線 と 
207 の 角 を な す よ うに 配 軒 する 必要 が ある 。 打 撃 は ROFS 
フレ ー ム の 上 部 外側 に 対し て 加え る も の と し , 時 役 点 は 
ROPS ラレー ム 中 心 線 と 垂 門 フレ ー ム の 内 側 と の 中 点 と 
する 。ROPS の 後部 に み タロス メ ン パ ー を 有 し な いも の に 
つい て は フレ ー ム の 唆 度 を 増加 し な いと いう 条件 で 代り 
の テス ト 用 ビー ム を 使用 し て も よい = 

5-10 側 方 よ り の 打撃 の 場合 に も 5-2 お よび 53 項 に 
従っ て 車両 を 拘束 し な けれ ば な ら な い -。 打撃 すべ き 位置 
は ROPS フレ ー ム の 上 部 最 外側 の うち 機械 の 転倒 に 際 
し て 最も 打撃 を こう な りや すい 点 と し , 第 4.4.2 図 に 示 
す よ うに 車両 中 心 線 に 対し 90* の 角度 で 打撃 する も の と 
する 。 ま た ,。 側 方 より の 打 投 は 後方 より の 打 投 点 か ら 最 
ゃ 離れ た 側面 に 対し て 加 を られ る も の と する 。 

5. 性 能 基 準 

6-1 後方 お よび 側 記 よ り の 兵 試験 に いて.ROPS 
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の めい か な る 部 分 も DLY (Deflection Liniiting Volume 
内 に 入っ て は な らい ない 。 ま た, ROPS の 変形 は 地表 面 に 
相当 する 仮想 面 が DLV の 貫 男 に 入る こと を 許す も の で 
か ーー て は な ら な い 。 

6-8 試験 温度 と 村 質 に 開 す る 基準 は ROPS の 規格 と 
剛一 と する 。 

7. 試験 方 法 の 互換 性 

静 的 負荷 試験 お よび 任意 選択 の 動 的 負荷 試験 は と も に 
ROPS の 性能 に 関す る 試験 規格 で あり , ROPS に 関す 
る 国際 標準 規格 の 目的 に 対し て それ ぞ れ の 項目 に 述べ ら 
れ て いる 範囲 内 で 互換 性 を 有する も の で ある 。 


4.5 Fallimg Object Protective Strncturea 
(アメ リカ 担当 ) 

FOPS, すなわち 、 樹木 や 転石 等 の 落下 物 か ら 建設 機 
械 運転 員 を 保護 する た め の 構 造物 に 関す る ISO 規 才 案 

(詳細 に つい て は 本 誌 昭 和 48 年 3 月 号 参 照 ) に 関し て 
は すでに SC 2 に お ける 審議 は 終了 し , 前 回 の ロー で 会 
謗 で の 決 識 に 従っ て 試験 方 法 の 項目 に つい て SC1 に 詰 
間 き れ て いた も の で ある 。 

今回 の 東京 会 議 で は , まず 事務 当局 か ら 上 記 の SC 1 
か ら 寄 そら れ た コメ ント お よび それ に 対す る 事務 局 側 の 
意見 が 提出 され , この 文書 に つい て 討 嘩 が 行わ れ た 。 
SC 1 の メン バー の うち も 意見 を 出し た の は イタ リア 。 日 
本 , ボー ラテ ランド, イギリス, ツ 連 で , これ ら の うち 表現 
上 の 修正 意見 は ほとん ど 採 用 され で いる 。 た だ , イタ リ 
了 提 出 の 「 試 験 の た め の 氷 下 エ ネル ギー の 基準 を 20ー 
30 診 小さ くす べき で ある 」 と いう 意見 , ツ 加 か ら の 「 材 
料 試 務 の 温度 の 規定 が 棄 存 の 国内 規格 と 合わ な いか ら こ 
の 殴 目 を 削除 し た い 」 と いう コメ ント 等 に は アメ リカ か 
6 反 対 意見 が 付 さ れ て いた 。 西 ドイ ツ か ら の 「 試 験 用 重 
鍵 と し て 球状 の 物価 を 使用 し て は どう か 」 と いう 意見 に 
つい て は , オプ ジョ ナル テス ト と し て 取り 入れ る と いう 
事務 司 の 見 解 で も っ た < 

討 座 の 千 果 , SC 2 と し て は 次 の 趣旨 の 修正 ある い は 
追加 を 行っ た うえ 。 郵便 投票 に 付す べき 原案 を TC 127 
に 提出 する こと と な っ た 。 

G 。 普 下 テ スト に 際 し 。 もし 試験 用 重 角 が FOPS を 
貫通 し た 場合 に は テス ト 結 果 は 不 台 格 で ある こと 。 

@ シャ ルビ ー テ スト の 項目 は , この 件 に 関す る 1SO 
規格 が つく られ る まで の 参考 で ある と いう 旨 の 注 を 付 し 
て 存続 させ る こと 。 また , 試験 片 に 能 性 破壊 が 現われ た 
場合 に は 不 合格 と する こと を 注記 する 。 

試験 用 重 細 を 製作 する た め の 指 針 と し て 。 説明 図 
に その 重量 お よび 全長 の 数 値 を 例示 する こと 。 

⑥ 重 鍵 と し て 球状 体 を 使用 する 場合 に は その 最大 半 
経 を 400 mm と 杏 定 する (本 件 は 日 本 代表 か ら , た と え 
は 400 mm と 提案 した の で ある が 半径 と 直径 に 関し て 


ki 


事務 局 と の 間 で 誤解 が あっ た 模様 で , 上 記 の よう な 決 護 
に な っ た が その後 の 折衝 の 結果 ,「 最 大 直径 を 400 mm 
と する 』」 に 訂正 され た )。 

@ 試験 要領 (3) の 項 の 後に 「 試 共用 重 舞 は FOPS 
上 で 最大 の た わ み を 生 ず べ き 位 置 を 打撃 する よう 留意 す 
べき で ある 」 と いう 文句 を 挿入 する こと 。 


4.6 Brake Performance (アメ リカ 担当 ) 

は じ め に 事務 局 か ら 「 タ イヤ 式 建設 機械 カプ レー キ 性 
能 基準 」 の 第 3 次 原案 (本誌 昭和 48 年 8 月 号 参照 ) に 
対す る 各国 の 意見 , お よび それ を 考慮 に 入れ て 書 直さ れ - 
た 基準 索 が 文書 で 提出 され た 。 各 国 か ら 寄 福 られ た 意見 
の うち 宇 旬 上 の も の を 除い て 導 な も の は 次 の と お り で あ . 
っ た 。 

フラ ンス : 前 車輪 と 後 車 輪 に 別々 の プレ ー キ 回 路 を 備 
える よう 規定 すべ き で ある 。 ま た , 制動 距離 と し て は そ 
れ ぞ れ の 車両 の 最高 連 度 に 対応 する も の を 規定 すべ き で 
ある < 

西ドイツ : 原案 に 人 賛 成 は する が , ドイ ツ の 国内 法規 で 
は ロー ダ , グレ ピー ダ , スク レー バ , トラ ッ ク お よび ワ ゴ 
ン に 対し で は この 原案 より 纏 力 な プレ ー キ 人 能力 が 要求 
れ て いる 。 

日 本: 測定 精 麻 の う ち , 停止 外 離 の それ が エ 1 補 
と いう の は 遅 け 角 い プレ ー キ 作動 の 遅れ の た め に 実現 が 
むず か し いと 思わ れる 。 ま た , 試験 時 の 速度 は 通常 適当 
な 助走 区 間 の 走行 時 間 か ら 算 出さ れる の で , その 測定 精 
度 が 5 履 と いり の は 革 す ぎる の で は な いか 。 し た が っ 
て 停 上 距離, 喜 験 時 走行 速度 お よび 車両 重量 の 三 者 と も 
測定 精度 を 2.5 負 に し て は どう か 。 さらに, 試験 時 の 
連 度 が 規定 され た 値 か ら 10 空 以 見 れ た 場合 に は 試 
験 の や り 直 し を すべ き で あり 。 修正 式 を 適用 で きる の は 
10 診 以内 の 場合 に 限 られ る 旨 明 文化 すべ き で ある 。 

スウ ェ ー デ ン : プレ ー キ シス テム の 性 能 基 玲 に 関し て 
は スウ ェ ー デ ン に お いて も 間 題 に な っ て いて , 目下 調査 
研究 が 行わ れ て いる 段階 や や る 。 し た が っ て 。 これら の - 
研究 が 完了 する まで は いか な る 国際 規格 に も 糞 同 する お. 
け に は ゆか な い が , 若干 の 意見 を 述べ る 。 

① 建設 用 車両 を その 設計 最高 速度 で も っ て 4 種類 に 
分 類する の が 適当 で ある と 思わ れる 。 と いう の は , プレ 
ー キ 性能 に 対す る 要求 基準 は その 最高 速度 に より 異な っ 
て くる は ず で ある か ら で あ る 。 

⑱ われ われ の 意見 で は , 一 般 に 車両 重 基 を サー ビス 
プレ ー キ や 非常 用 プレ ー キ の 要求 性 能 に 直接 開 係 させ る 
べき で は な いと 考え る 。 同 一 加 度 で 走行 する 場合 必ず 
し ゃ 重い 車両 の 方 が 軽い 車両 より 危 際 で ある と は いい 難 
いか ら で あ る 。 や ゃ し 車両 重 重 で プレ ー キ 性 能 を 区 分 すれ - 
ば , 規格 に 合格 させ る た め に わざ わざ 重量 を 重く する メ 
ー カ が あら われ を いと も 限ら ない 。 


76 


8 スウ ェ ー デ ジウ の 機械 に は 最高 速 
傍 し な いも の が ある 。 

(⑳ 提案 きれ で いる プレ ー キ 性 能 基 内 は 現行 の スウ ェ 
ー デ シン 規格 に 比べ る と 軽 時 機種 で は 大 格 すぎ る の に 反 
し , 重量 機 衝 で は 甘い よう で ある 。 ま た ,。 駐車 プレ ヒー キ 
た つい て は わが 国 で は 車両 総 重 箇 の 20 宅 が 要求 きれ て 
いる 。 

Q 一般 的 な 立場 か ら , ね おれ われ は 上 上 工 撮 楼 だ け を 別 
に する こと に は 不 疾 成 で も る 。 す べ て の 概 類 の 道路 外 輸 
送 機械 に 対す る プレ ー キ 性 能 基準 の 内 に 含め て 規定 され 
る べき も の と 考え る 。 

⑮ プレ ー キ 試験 は 規定 の ペイ ロー ド を 積 識 し た 状 胡 
で 行う こと に な っ て いる が , ロー ダ 問 は 茶 を 積ん だ と き 
に は 空 の 場合 より 低 連 で 使用 され る の が 普通 で ある 。 よ 
っ て , ロー ダ に 関す る テ チュ ト は 閥 状 態 で 行わ れる べき 
で ある 。 

南ア フリ カ = 警報 装置 が 働く 条件 を 逢 定 レベ ル の 
70 祖 以下 に 低下 し た と き と す べき で ある 。 イ ギリ ス で は 
70 履 , EEC で は 65 多 を 採用 し て い る 。 

イギリス + 表現 上 の 修正 意見 の ほか に 次 の よう な 提案 
を 行っ て いる 。 

員 プレ ー キ 試験 用 テス トコ ー ス の ゴム タイ ヤギ に 対す 
る 謙 控 係 表 は 0.7 以上 で な けれ ば な ら な いこ と を 規定 す 
で き で ある 。 

③ 駐車 プレ ー キ の 性 能 基準 と し て は も う 少 し 旋 し く 
その 車山 の 登坂 可能 こう 配 に する 必要 が ある 。 

⑧⑱ 表 一 ! に 示さ れ て いる プレ ー キ 性 能 基準 は 必ず し 
も 十分 と は いえ な い 。 た と えば , 36,0001b まで の ョ ー 
ダ の 15mph か ら の 停止 距 離 は 38ft と な っ て いて , こ 
れ を 潤 連 度 に 換算 する と 8.64ft/sect と な る が 。 お われ ね 
れ と し て は 12fu/sec* 程度 の 潤 速 度 を 提案 し た い 。 

③① この 基準 案 に は 現場 に お ける 泥 な どの 影 に よる 
プレ ー キ 性 能 の 低下 現象 や 長い 下り 坂路 に お ける プレ ー 
キ カ の 滅 詞 に つい て は 姓 上 應 され て いな い 。 こ の よう な 場 
合 の た め の テ スト も 規格 化し な けれ ば な ら な い 。 

以上 の よう に , 各国 か ら か な り 詳 細 に わた る 種々 の 意 
見 が 出さ きれ て いた わけ で ある が , 今回 の 修正 案 に は 表現 
上 の 意見 は 別 と し て , 他 は ほとん ど 取 り 入 れ ら れ て いな 
か っ た 。 

この よう な 案 に つい て 討議 が 行わ れ た わけ で ある が 。 
結局 大 し た 異論 も 出 ず , 次 の 修正 事項 を 採択 し た うえ , 
TC 127 の 郵便 投票 に 付す べき 原案 と する こと を 了承 し 
た 。 すなわち 。 

試験 時 の 速度 の 測定 捕 度 を =3.5 多 と する こと 。 

③ 停 上 距離 に 対す る 修正 式 は 測定 きれ た 速度 が 規定 
連 医 の エ 10 寂 以内 に ある 場合 に の み 適 用 され る べき で 
ある 旨 の 注 を つけ る こと 。 

③ 試験 時 の 車両 条件 と し て 「『 供 試 機 は 製造 きれ た と 
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き の 状 態 の まま で ある こと 」 と いう 文 写 を つけ 加え る 。 
リタ ー ダ の 定義 は 目下 SC3 に よっ て 作成 きれ で 
いる リタ ー ダ に 関す る 規格 を 参照 すべ きこ と 。 
各国 は 事務 局 が まとめ た それ ぞ れ の 意見 に 対する 見 解 
を 提出 する こと を 要求 され た 。 


4.7 Measurementof Noise st Operator Statiolt 
(スウ ェ ー デ ン 担 当 ) 

建設 険 械 の 運転 員 あ ちい は 建設 機械 運 由 中 。 周 叶 の 人 
の 健康 上 不快 感 な ど に 彫 笑 する 上 思わ れる 叉 音 に つい 
て 基準 を 設け る 必要 が ある と いう 主旨 か ら , 第 1 回 会 
で 騒音 基 進 Noise Levels) が スウ ェ ー デ ン を 担当 と す 
る 作 染 課題 と し て 定め られ た 。 こ の 課題 で は , 運転 貞 お 
よび 周 時 の 人 々 に 対す る 騒音 許容 限度 を 定め る こと , な 
ちび に その 月 的 に そっ た 測定 方 法 を 定め る こと を 内 容 と 
し て 姓 え て いる 。 第 3 回 会 護 の 32 週間 前 に 「IMeasure- 
ment of Noise Emission to the Surroundings」 な る 
原 染 が スウ ェ ー デ ン か ら 送 付 さ れ て きた が , 同 蜂 に 
Noise Level の 規定 を 作成 する に は ISO/TC 48 ( 営 碧 ) 
を 代表 する 専門 家 ゲ ルー プ と 特別 に 討 識 する 必要 が ある 
革 撮 案 さ れ た 。 こ の 提案 は 第 3 回 会 議 で 受入 れ られ 。 
TC127/SC3 と し て は スウ ェ ー デ ン , イギリス お よび ア 
メリ カ の 8 カ国 か ら 代表 者 を 送る ぁ こ と が 決 護 さ れ た 。 第 
3 回 SC2 会 議 に お いて , 「Noise from Earth Moving 
Equipment」 を 作成 中 の TC 43/SC 1/WG 1 へ 上 記 3 
カ国 代表 者 の 名 籠 を 提出 し た こと が 報告 され た 。TC 33 
か ら は さら に 多く の 専門 家 の 推 ん が 廊 ま れ で て おり, そ 
の 希望 に そっ TC 43 に 陣 力 する こと に な っ た 。 ま た 。 
各国 は 所 有 し て いる 国家 規格 や 規則 を スウ ェ ー デ ン ム 送 
る こと を 要請 され た 。 

その 化 , スウ ェ ー デ ン か ら 「Measurement o[ Noise 
at Operator Station」 な る 原案 が 送付 され て き 二 意見 の 
提出 を 求め らち れ た 。 前 回 の 原案 が 光 団 へ の 弁 音 に 関す る 
も の で あり , その 議論 も 進ま な いう ち に 運転 者 に 対す る 
騒音 が と り 上 げ ら れ た の で , この 関連 に つい て 日 本 か ら 
間 合 わ せ た が 回 答 は な い 。 

この 運転 員 砂 音 の 原案 は ISOR 1999 1971 年 ) を べ 
ー ス に し て , 運転 員 の 聴覚 誠 害 な どの 危 際 防 止 を 目的 と 
し て 測定 店 を 定め ん と する も の で ある が , そ の 作業 運 収 
条件 お よび 規格 と し て の Requirment が 骨 確 で を せい 。 ニ 
れ ら に 関し て , ポー ラン ド , アメ リカ お よび ッ 缶 か 
ら も 意見 が 提出 され て いた 。 

東京 会 議 で きら に 出 た 意見 は , 

① テス ト 時 の の 強 さ , 方 向 


早 すべ き で ある + 
ner イギリス) 

@ 測定 時 の 機械 の 状況 ,。 た と えば 運転 室 ド テ の 開明 

状態 , 誰 料 タン ク の 滴 ・ 空 状態 等 を 胃 確 に する 要 あ り 。 
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筆 で あり 。 スウ ェ ー デ ン は 原 修 正 を 約束 し た 。 

きら に 1973 年 8 月 予定 の TC 48 と の 共同 討議 の 結 
果 も 同時 に 壮 慮 し て , 1973 年 末 ま で に 新原 案 を 作成 配布 
する こと が スウ ェ ー デ ン に 課 詞 られ た 。 

な お , 第 1 次 原案 の 内 容 は 概略 決り と お り で ある 。 

1. 月 的 

この 基準 は 土工 機械 の 運転 席 に お ける 騒音 測定 方 法 を 
定 ゆ る も の で あ ち 。 

2. 適 用 範囲 

この 甚 準 の 測定 方 法 は 運転 席 に お ける 機械 の 尿 音 が 
ISO/R 1999 に よる 了 覚 誠 害 の 危険 が な いか を 判定 する 
と き に 適用 され る 。 

3. 用 語 の 定義 

間 け つ 騒 音 , 砂 音 レベル な ど , この 規定 に 用 いら れる 
用 語 の 定義 が 述べ られ て いる 。 

4 測定 機器 

TEC 179 指定 の 精 釘 双 音 計 を 用 いる 。 

5. 測定 方 法 

5-1 土工 機械 の 測定 条件 

ある 機械 の 試験 方 法 に つい て , 他 に ISO 夫 格 が ある 
場合 に は その 方 に 準ずる と し て いる 。( 本 件 に つい て は , 
その よう な 別 の 規格 が 1SO に ある の か , ある い は 作成 
し よう と し て いろ のか, 日 本 か ら 質 問 し て いる が 回答 
は な い 。) 

定 時 の 機 械 委 件 は メー カ に お ける 作業 試験 の 条件 と 
同じ 状態 で 行い 。 こ の よう な が 条件 規定 が な い 場 合 に は 普 
通 の 作業 状態 と する と 述べ て いる 。 (本 件 に つい て は , 
攻 球 の よう に 機械 の 的 料 タ ンク や 運 統 室 な どの 状態 に つ 
いて も 胃 確 に すべ し と いう フラ ンス 意見 , 運転 室 の ドア 
や 窓 を 閉め た 状態 で 、 か つ エ アコ ン デ ィ シ ョ ン 運 転 の 状 
人 と すべ し と いう ツ 較 意見 湊 出 され て いる 。) 

測定 中 の マイ クロ ホン は 運転 員 の 革 が ある と 考え られ 
る 近く に 位置 ナオ べき で あり , 測定 時 に 運転 員 が いる 場合 
に は その 耳 か ら 5cm 離し た 位置 に お く と 述べ で いる 。 

(本 件 に つい て は , アメ リカ で は 運転 員 が いる 場合 は へ 
ル メ ッ ト の 上 に マイ クロ ホン を 取付 け て よい 。 また 測定 
中 は 運転 員 以 外 の 者 が 運転 席 付 近 に いて は な ら な いと の 
意見 が 出 て いる 。) 

5-2 騒音 レベ ル の 決定 

“Fast 応答 を 用 いる 。 毎秒 10 回 以上 の 周期 で 変化 
する 場合 は “Slow” 応答 を 用 いる 。 

騒音 ベル が 5dB(A) を 越え て 変動 する か 杏 か に 
よっ で 間 け つ 騒 音 か 否 か 区 別 する 。 間 けつ 騒音 は 5dB 
(A) の 幅 で クラ ス 分 けし , 80 dB(A) か ら 120 dB(A) 
まで の 中 央 値 を も っ て 表わす 。 

短 時 間 で の 騒音 レベ ル 平 均 が 1 週間 ほとん ど 秋 ら な い 
と か , わずか の 変化 し か な い 場合 に は 測定 値 の dB(A) 
で 騒音 レベ ル を 決定 する 。 そ の 他 の 場合 に は 自動 記録 式 
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に よる 代表 的 作業 時 間 帯 の 騒音 レベ ル の 分 折 に よっ て 継 
続 等 価 双 音 レベ ル の 概略 値 が 決め られ る 。 

5-8 一 時 的 な 騒音 

この 場合 に は 精密 包 音 計 で は 適正 な 値 が 得 られ な い 。 
ピー ク 値 を と る よう な オッ シロ スコ ー プ 等 の 計器 が 必要 
で ある 。 叉 音 の 持続 時 間 は ピー ク 値 か ら 15 dB 低い と こ 
ろ の パル ス 幅 か ら 定 め ら 和 れる と 述べ て いる 。 

6. テス ト 記 録 

機械 名 ,。 メー カ 名 , 形式 , シリ アル No.、 エ ンジ ン 形 
式 , 測定 条件 , 測定 場所 , 測定 年 月 日 , 測定 者 名 務 
レベ ル の 読み 。 各 双 音 レ ペル の 時 間 な ど を 記録 する 。 


4.8 Operator Control Arrangements 
(フラ ンス 担当 ) 

本 課題 に つい て は すでに 担当 国 か ら 第 3 次 原案 が 提 取 
きれ , 各国 か ら も 活発 な 意見 が 寄せ られ て いる 。 フ ラン 
ス の 原案 は 特に パワ ー シ ョ ベル (Hydraulic Excavator) 
に つい て , 運転 席 の 族 元 と 和 谷 レ パー, ペダ ル 類 と の 閲 係 
を 規定 し よう と し て いる が 。 第 2 回 パリ 会 議 以来 , くり 
返し て 「 特 定 の 機 竹 に つい て 基準 を 作成 する の か ,。 また 
は 金 般 ゾ 的 に 特設 機械 に つい て 作成 する の か 」 と の 謗 論 が - 
行わ れ で いて, 東京 会 護 も その 例外 で は な か っ た 。 

また , フラ ンス 原案 は ルノー の 自動 車 に 関す る 資料 が 
基調 を な し て いる の で , これ に 対し て 特に アメ リカ か ら 
建設 機械 の 基 礁 は 自動 車 の それ と は 異な る 絡 の 強い 意見 
が 出 て いる 。 ア メリ カ か ら は この 過 想 に 基づい て 全面 的 , 
た 書き 直し た 修正 案 が 提出 きれ て いる 

各国 か ら の 落 見 が まとまら な い の で 。 フラ ンス の 提案 
に より 庫 時 専門 委員 会 が も た れる こと と な り 。 
ス を 座長 と し て イタ リア , ポー ラン ド 。 アメ リカ お よ 
び ザッ 罰 で これ を 構成 す 放 こ と 。 本 課 古 を 二 コ に 分 け て 
Zone of Comfort (操作 の 容易 な 範囲 ) と Conrrols ( 操 
作 装 置 の 配 冒 ) に つい て 新しい 原案 を 作成 する こと 」 が 
決 次 され た 。 ま た , フラ ンス が パワ ー ジ ョ ベル 以外 に 対 
し で 積 后 交 な 意欲 を 示さ な い の で , イタ リア に 対し て 族 
帯 式 ロ ー ダ お よび ドー ザ に 閉 し て , 上 記 と 同様 の 原案 を 
作成 する こと が 要請 され , イタ リア は 承 話し た 。 そ れ ぞ 
れ の 原案 を 検討 し た あと , Zone of Comfort に つい て 
は 一 つの 基準 に まとめ られ る こと に な ち う 。 

この よう に , 本 課題 は まだ 流動 的 な 状態 に ある の で 。 
その 原案 内 容 の 報告 は 省略 し た い 。 


1 ウラ み 


4.9 Protecting Guard and Shields 
(イタ リア 担当 ) 
この 課題 に 対し て , 担当 か ら 第 1 次 原案 が ロー 会 論 
で 提 田 され , それ に 対し て 西ドイツ , 日 本 お よび アメ リ 
カ か ら そ れ ぞ れ 修正 准 見 が 出 て いた 。 特 に アメ リカ は 全 
面 的 に 書き 直し た 修正 案 を 提出 し て いた 。 こ れ ら 各国 の * 
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交 見 を 勘当 し て イタ リア か ら の 第 2 移 原案 が 東京 会 議 の 
次 前 に 送付 きれ て きた 。 日 本 か ら の 意見 は ほとん ど 受 入 
北 ら れ て いる 。 東 京 会 庶 で は 安全 ガラ ュ 守 の 項 を 採り 入 
れる よう 提案 が あっ た 程度 で 。 あま り 語 殖 な 識 論 は な か 
っ た 。 書記 局 に お いて 原案 を 修正 の うえ TC 187 の 郵 
便 投票 に か ける こと が 決 凍 され た 。 

な お , 第 3 次 原案 の 内 容 を 億 旧 に 紹介 する と 損 略 決り 

と お り で ある 。 

1. 肝 前 

この 搬 玲 は 土 二 機 械 の 運 収 , 避 備 , 修理 中 に 起り 伯 る 
次 の 座 害 か ら 作業 員 を 保護 する も の で ある 。 す な わ ち 擁 
絢 的 原因 , 熱 的 原因 , 化学 的 原因 電気 的 原因 で ある 。 

2. 適用 箇 囲 

タイ ヤ 式 お よび 履帯 式 の 土工 機械 に 適用 する 。 

ROPS や FOPS は 別 の 標準 に ゆず る 。 

3. 用 語 の 定義 (省略) 

4 規 格 

す 1 フェ ンダ : その 形状 。 被 委 長 さと 編 , 運動 部 分 
か ら の 距離 等 に つい て 詳細 か つ 具 体 的 に 述べ て いる 。 そ 
の 上 に 乗る 人 間 の 荷重 と し て 150kg を 提案 し て いる 。 

2 床板 : す べり 止め , 強度 剛性 , 聞 箕 断 お よ 
びす き 則 に つい て 述べ て いる が , 抽象 的 で ある 。 

43 ファ ン ガ ー ド : 間 性 , 披 委 範 囲 等 抽 提 的 

41 小 部 品 の ガー ド : 発電 機 。 空気 圧縮 機 。 ポン デ 
類 そ の 他 の 回 岐 施 分 に 対す る ガー ド に つい て 抽象 的 に 述 
べ る 。 

す 5 整備 用 ガー ド : ステ ッ プ 移 作 巧 員 が 琵 る こと も 
ある ガード に つい て , 剛性 。 装 振動 性 。 端末 部 分 の 処 
理 , すべ り 止 め 千 に つい て 抽象 的 に 述べ る 。 そ の 上 方 よ 
り の 荷重 は 150 kg と する 。 

6 パケ ッ ト 人 造 項 : バケット の 後方 茶 こ ぼれ 防止 の 
た め の ス ピル 板 で ある が 。 同時 に バケット の 積荷 状 態 の 
月 視 度 を 障 わ な いよ う , また この スピ ル 板 が パケ ッ ト 容 
量 の 増大 を 意図 する も の で な いこ と を 述べ て いる 。 

7 運転 席 の 遮蔽 : 出 性 。 耐 振動 性, 熱 適 所 お よび 
すき 間 な ど 

8 耐 元 が ゲー ド : 特に 温度 の 高 い ,。 ある い は 低い 部 
唱 に 対す る ガー ド で , その 面 は 発火 物 の 燃焼 骨 度 以下 に 
する こと , な ら び に 消火 器 の 設置 を 要請 し て いる 。 

4-9 ホー ス の 接 説 : 50kg/cm* 以上 の 油圧 系 続 で 50 
*C 以上 の 熱 を も つも の , か つ 運 転 員 か ら 50cm 以内 の 
距離 に ある 部 品 に 対し て 造 項 す る こと を 要請 し て いる 。 

410 パッ テリ の 遮蔽 : 電解 液 の 漏洩 お よび 茶 気 に 対 
し て 進 其 を 要請 する 。 

4-11 電気 部 品 の 遊 蔽 :24V 以下 の 電気 回 路 は 特に 
人 体 に 対し て 氏 険 と は いえ な い が 。 端 子 の 序 出 部 に 対す 
る シー ルド が 必要 で ある と し , また , 修理 作業 中 エン ジ 
シ と が 突 希 始 動 す る ニニ と の な いよ う 回 路 遮 断 装置 の 設置 を 
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4.10 Bteering Performanee (西ドイツ 担当 ) 

本 課題 は ツ 連 の 担当 辞退 に より 第 3 回 選 り 会 誠 
ゴイ ツ 担 当 と な っ た も の で ある 。 第 3 回 ローマ 会 議 
近 原 委 が 提出 され 。 今 回 の 東京 会 議 で その 修正 案 か 提 山 
きれ た 。 ア メリ カ か ら は すでに 全面 的 な 修正 案 が 提出 き 
れ て お り , また 。 その他 の 各国 も 1973 年 10 月 まで に 意 
見 を 西ドイツ に 送付 する と 決議 され 庄 。 阿 ドイ ツ の 修正 
原案 が た また ま 東 京 会 議 当 日 に 配布 きれ た の で , ある 国 
の 委員 が 国際 会 議 の 場 を 有効 に 利用 する た め 討 議 用 原案 
の 前 広 な 提出 を 強く 要求 し た の で , 一 待 は 西ドイツ の 出 
張 委 員 が 苦し い 立 場 に お か れ た が , 証 本 か ら 原 案 な いび 
に 意見 の 提出 スケ ジュ ー ル に つい て 助け 船 を 出し , 結局 
各国 意 見 が 10 月 1 日 まで に 集まれ ば 担当 国 は 次 回 会 
まで に 前 広 に 再 修正 案 を 提出 する と いう 話 で 落着 いた 。 
ちな み に ,。 ロー で 会 議 の 決議 どおり の 期限 まで に 意見 を 
出し て いた の は 日本 だ け で あっ た 由 。 西ドイツ の 原案 は 
西ドイツ の 国家 規格 また は 法規 が 基 旗 を な し て いる よう 
で , その 妥当 性 に つい て は 二分 検討 する 必要 が ある 。 

机 ド イツ 第 1 次 修正 原案 の 械 要 は 次 の と お り で ある 。 

1. 目 的 

事 両 の 操 上 必要 条件 と 試 際 方 法 に つい て 
定め る (次 全 性 に 対す る 目的 を 明確 に 打ち 出す )。 

3. 適用 範囲 

自 走 式 , タイ ヤ 式 , 多 ト ラッ ク 式 (MultirTrack) の 
工 険 械 に 適用 する 。( 本 件 表現 が 不明 確 で あり , ア メリ カ 
案 で は 「 自 走 タ イヤ 式 土工 機械 に 一 
方 式 "アッ カー マン 式 , フレ ー ム 玉 折 式 , ワゴン 操 向 
式 " や , 操 向 機構 “人 力 式 、 補 甚 力 式 , 動力 式 " に つい 
て 規定 する 」 と な っ で いる の で 原案 再 修正 に は この 意 
見 を 考 應 する こと に 決議 され た )。 

3. 用 語 の 定 装 

本 規定 に 出 て くる 用 語 に つい て 定義 する も の で , 操 向 
方 式 に よっ て 人 力 に よる も の 。 補 助力 を 利用 する も の 
外力 を 使用 する も の の 説明 が ある 。 

換 向 方 式 に つい て は 前 輸 換 向後 輸 換 向 , 4 輸 模 向 。 
多 輸 換 回 。 フ レーム 屈折 換 向 な どの 説明 が ある 。 

次 に , 操 向 機構 の 部 分 。 すなわち, かじ 取り ハン ドル 
部 分 , 伝達 部 分 。 か じ 取 り 車 輸 お よび 補助 装置 に つい て 
の 説明 が ある 。 

4. 構造 , 性 能 お よび 試験 

キュ 一 般 事項 

操 向 機構 は 機能 を 満足 し , 安全 で 保守 点 格 が 容易 で な 
けれ ば な ら な い 。 特 に 連結 部 分 は 自然 損 朱 的 尽 因 で ゆる 
なみ が 生じ た 場合 で も 安全 が 確保 され な けれ ば な ら な い 。 

2 特別 事項 

名 門前 進 か ら 12m 半径 の 旋回 に 入ろう と する と き 
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の か じ 取 り 力 は 25 kg を 越え では な ら な い 。 補助 力 装 首 
を 有 し て いる も の で は 補助 力 装置 が 破損 し た 場合 に か ヒ 
取り 力 は 60kg を 越え て は な ら な い 。 この 旋回 に 入る と 
き の 車 速 は 約 10 km/hr と する 。 こ の 測定 は か じ 取 り 車 
峠 が 12m 半径 の 円 に 一 致す る まで 続け て 測定 値 が 上記 
の 値 を 越 ま て で は な ら な い 。 こ の 近 回 の 開始 か ら 終 了 ま で 
の 時 間 は 4 秒 を 越え て は な ら な い 。 補助 装置 を 有する 
も の で は 6 秒 を 越え て は な ら な い 。 タ イヤ 空気 圧 は 規定 
値 で , か じ 取 り 車 輪 は 負 疹 状 態 と する 。 

②③ 油圧 伝達 の 操 向 機構 を も 車両 は 最高 速 63knWhr 
と する 。 パ イプ や 結合 具 の 公称 圧力 は 少な く と も 使用 最 
高圧 力 を 有する こと 。 ホ ー ス の 破壊 中 力 は 使用 圧 の 少な 
く と も 5 倍 を 有する こと (JIS で は 4 倍 )。 油圧 の 1 次 団 
路 (ポン プー 制御 バル プ 間 ) に は ほり リー フ バ ルプ を 設け 
る こと 。 2 決 回 路 (制御 バル プー 作動 シリ ンダ 間 ) に も 
針 部 か ら の 衝撃 圧 が か か る よう な 場合 に は リリ ー フ バル 
プ を 設け る と と 。 後者 の リリ ー フ バル プ は 作用 圧 +50. 
bar ある い は 作用 庄 X2.5 以下 で 放 動 生 る も の よ す る 。 

⑧ 人 後 輸 換 向 還 の テス ト 方 法 は タイ ヤ き れ 角 の 半分 に 
相当 する 焼 回 半径 で 10 kmhr の 速度 で 走行 中 。 ハ ンド 
ル を 解放 し た と き に 旋回 半 符 が その まま 保 た れる か 。 あ 
る い は 旋 困 半 任 が 大 きく な る か を 確か ぬる 。 この 場合 。 
旋回 半径 が さら に 小さ く な る よう で あれ ば , この 車両 は 
35 km/hr 以上 の 速度 に は 適さ な い 。 前 者 の 場合 に は 最 
高速 直前 進 で 蛇行 する か どう か を 確か め る 。 

③④ 4 輪 席 向 還 は , 換 向 切換 式 で な けれ ば 最高 束 55 
tm/hr まで と する 。 

⑮ フレ ー ム 屈折 式 換 向 車 人 は 殴 輸 換 向 式 と 同様 の テス 
ト を 行う 。 

⑯ 本 助力 装 攻 が 破損 し た 場合 に , か じ 取 り 倍 力 比率 
が 変更 され ず に か じ 取 り 力 が GO kg を 越え る よう な 車両 
に あっ て は , 25 km/hr 以上 の 最高 速 に 対し て 別 の 補助 
力 装 置 を 設け る 。25km/hr 以下 の 最高 速 に 対し て は 外 
力 装置 を 設け る 。 情 助 機器 の 作動 状態 は メー タ な ど に よ 
っ て 目視 で きる こと 。 

⑰ 補助 力 装置 が 破損 し た 場合 に , か じ 取 り 倍 比率 
が 変っ て , か じ 取 り 力 が 30 kg 以下 で ある な ら ば , この 
車両 の 最高 速 は 62 km/hr まで よろ し い 。 

⑱ 操 向 機構 優先 回 路 に な っ て いる な ら , 別に 油圧 首 
費 機 構 を 外力 装置 に 連結 し で さ し 支え な い 。 ただし, 補 
勘 力 装置 が 破損 し て , か じ 取 り 力 が 25 kg を 越え る 場合 
に は この 副 次 消 深 機構 を 解放 し て 車両 の 安全 な 運転 が 保 
証 さ れ な けれ ば な ら な い 。 

⑱ 外力 装 置 を 用 いて いる 車両 は 最高 連 35 km/hr と 
する 。 し か し 2 次 外力 装置 を 併設 し て ある な ら , 太 高 
速 は 62km/hr まで と する こと が で きる 。 圧 力 タン ク は 
ハン ドル を 最低 7 回 転 12 m の 旋回 半径 に 相当 する 車輪 
きれ 角 ま で ) 操作 で きる よう な 容 信 が 必要 で ある 。 
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男 外装 置 を 用 いる 車両 の ッ ン ドル の 遊び は 15mm 
と する 。 

名 も し 外力 発生 源 の ポッ ャ プ が V ベ ルト 駆動 の 場合 は 
ベル ト 3 本 導 け と する 。 各 V ベ ルト は それ ぞ れ 単 下 で ポ 
ンプ を 駆動 で きる 十分 な 容 慕 の も る の で ある こと 。 

⑬ 外力 装 置 の 油圧 関係 の テス ト と し て , 直前 進 か ら 
19m 半径 円 へ の 車輪 換 向 を する の に エ シ ジ と 定格 同 転 
で 3 秒 以内 , エン ジン 低 回 転 で 4 秒 以内 と する 。 


4.11 Dammies (フラ ンス 担当 ) 

辻 設 機械 運転 員 の 標準 体格 の 模型 寸 誌 を 制定 し よう ょ 
する も の で ある が , 現在 まで 具体 
的 提案 は な い 。 東京 会 護 で は イ 
タリ テ か ら 本 件 に 関し て 座席 基準 
京 (Seat Reference Point) の 次 
料 が 提出 され た (第 4.11.1 図 )。 
イタ リア の 主張 する 点 は 

① 運転 員 の 作業 体位 , 押 科 地図 
置 , 座席 位置 , 運転 室 の 変奏 限界 , 音 測定 の た め の カマ 
イク ロホ ン の 位 備 , 作業 体位 か ら の 視界 等 を 議論 する 場 
含 に 座標 の 原点 を 定め ゆる べき で ある 。 

@ 乗用 車 や トラ ッ ク で は 上 記 の ほか , シー ト , 床 
坂 , 天井 の 設計 , お よび これ ら と 運転 員 の 相関 動 作 の 検 
年 に 資す る た め , 平面 お よび 立体 模型 を 制定 し て いる が 
(SAEJ82.6a), 建設 機械 と いえ ども 生 託 学 的 に な ん らち 
異な る と ころ は な いか ら , この 規格 を 流用 し て 標準 化 を 
は か る べき で ある 。 

と いう の で ある 。 各 国 は この イタ リア 資料 に 対す る 意見 
を フラ ンス ム 送 付す る と の 請 論 に な っ た 。 


12 Visibility Arrangement (アメ リカ 担当 ) 

運転 員 の 視界 確保 な ら び に その た め の 補 助手 段 (パッ 
タ ミ ラ ー お よび ワイ パ 箸 ) に 関す る 規定 を 作成 する の で 
ある が 。 現 在 まで 具体 的 な 提案 は な か っ た 。 

本 会 議 で 西ドイツ か ら 資 料 が 提出 され た が , 事前 に 検 
討 する 余 挫 が な か っ た の で , 特に 識 諭 され な か っ た 。 若 
論 と し て 原案 作成 担当 の アメ リカ は 西ドイツ 提出 の 資料 
を 研究 の うえ 。 6 ヵ月 以内 に 第 1 次 原案 を 作成 する こと 
に な っ た 。 西ドイツ か ら の 提出 資料 は 西ドイツ に お ける 
乗用 車 お よび トラ ッ ク 運 転 の 際 確 保 す べき 失 界 と , バッ 
クミ ラー。 ウィ ンド ワイ ズバ, 後方 ガラ ス 等 の 規制 に 関す 
る も の で ある 。 


4.13 Seating Arrangement (フラ ンス 担当 ) 

運転 員 の 座席 装置 に 関す る 規定 を 作成 する の で ある 
が , 現在 まで 具体 的 な 提案 は な く , フラ ンス で 原案 準備 
中 の 由 で ある 。 

前 回 の ー マ 会 議 に お いて , 本 件 に 関す る 資料 の 提出 
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が 知遇 = 要請 され 。 日 本 か ら 建 設 機械 化 協会 に お ける 研 
話 千 巣 「 建 設 擬 械 の 運転 員 に 対す る 振動 伝達 | 
関す る 研 完 」( 本 誌 昭和 6 年 10 月 号 参照) を 送付 し た 
か 、 害 料 を 提出 し た の は 日 本 だ け で あっ た らし い - 甘 議 
と し て , 原案 作成 担当 の フラ ンス は 日 本 か ら の 上 記 徐 料 
を 参考 と し て 1 年 以内 に 第 1 次 原案 を 作成 する こと に な 
ー た 。 


4.14 Seat Belt (フラ ンス 担当 ) 

電 転 員 の 座席 ペル ト に 関す る 規定 作成 で も る が 。 現在 
まで 具体 的 な 提案 は な か っ た 。 会議 に お いて 書 設 機 拭 用 
座席 ベル ト は 留 京 , ROPS お よび 気象 条件 党 を 考慮 し 
て 賜 定 を 作成 すべ きこ と が 議論 され た に と ど ま っ た = 


4.15 Retarders (アメ リカ 担当 ) 

建設 機械 制動 の 補助 年 段 と し て の 減 加 装置 に 関す る 規 
定 作成 で ある が , 第 2 回 の パリ 会 議 に お いて リタ ー ダ の 
考え 方 に 関す る 議論 が あっ た の み で , その 後 具 体 的 な 提 
案 は な か っ た 。 ア メリ カ か ら 今 後 1 年 以内 に 第 1 次 原案 
を 作成 する と の 報告 が あり , これ が 丁 承 さ れ た - 
大 形 書 設 機械 の 制動 初 襲 購 と し て の リタ ー ダ 
べから ざる も の で , すでに モー タス ケレ ー バ 
きれ て いる 。 


4.16 Novement Warning Signals 
(アメ リカ 担当 ) 

車 周 の 運転 。 誘導 に 関す る 手動 信明 系 を 規定 する の で 
ある が , 現在 まで 具体 的 な 提案 は な か っ た < 今回 西 ド イ 
ツ か ら 資 料 と し て , エキ スカ ペー タ 請 導 の 手動 信号 に 閲 
する 提案 が 行わ れ た が , これ も 会 議 の 直前 され た 
の で , 内 容 に つい て は ほとん ど 討 議 さ まれ な か っ た 。 ア メ 
リカ は この 西ドイツ の 資料 を 参考 と し て 3 カ月 由 内 に 第 
1 決 原案 を 作成 する 紀 の 報 告 が あっ た = 


4.17 Operator Enviromment (デメ リカ 担当 ) 

車両 の 運転 室 に 関す る 規定 で ある が , 現在 まで 具体 的 
な 提案 は な か っ た 。 ISO/TC 23 で も 同様 の 規定 作成 の 
計画 か ある の で , 特に 運転 宅 の 塗 気 清 絢 度 に 対し て 。 
TC 33 上 連係 を と りな が ら 原案 作成 の こと と な っ た = 


4.18 Amy Other Business 

① アメ リカ か ら ROPS の 制定 に 関し , 超大 形 建設 
機 概 に 対し て は 現在 審議 中 の ROPS の 実験 式 で は カベ 
ー し きれ な い 点 が あり ,。 そ の た め 新 し い 計 算式 を 作成 す 
る 必要 が ある 旨 説 明 が あり 、 資 料 "Studies cf ROPS 
Criteris for Large Machines' が 提出 きれ た 。 こ の 研 
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発 は な お 納 る こと と な っ た 。 

⑧⑤ フラ ンス か ら 建 設 機械 の 排気 ガス 規制 に つい て ・ 
SC 2 と し て 討 庄 し た い 旨 の 要請 が あっ た が 。 今回 は 特 
に と とり. 上 げ ら られ な か っ た 。 

以上 で 予定 きれ た 審議 が 徐 了 し , 次 回 開 仙 @ 子 定 の 討議 
に 人 人 っ た が , 特に 開催 を 希望 する 国 が な か っ た の で 結衣 
人 は 出 な か っ た - 翌日 か ら 開 礁 され た SC 3 会 議 で 本 人 が 
再度 と り 上 げ ら られ, 一応 1974 年 5 月 に アメ リカ に お い 
で 開催 する こと が 決め られ た 。 


5. 会 議 の 所 成 


各国 で ほ テ ー マ の 原案 作成 , 改訂 お よび 検討 の 作出 が 
それ ぞ れ 改 療 確 定 さ れつ つ あ る らし く 。 資料 お よび 検討 
結果 の 提出 が 以前 に 比べ て か な り 活 発 に な っ て き て い 
る 。 特 に 上 幹 事 国 の アメ リカ で は この 小 委員 会 を 促進 し 
成功 させ る た ゆめ 積極 的 な 努力 が な な され て いる 。 委員 会 は 
衝 議 の 軌道 に 乗っ た と いえ よう 。 

東京 会議 開催 に あたっ て 。 政府 な ら びに 建設 機 化 協 
会 の 担当 各位 の 努力 は 並々 な ら ぬ も の が あっ た 。 会 議 の 
設営 は も と より , その 前 後 の 催 し , 各国 出席 者 の 受入 れ 
等 いっ さい に つい て 細心 の 配慮 が な され た 。 会 護 の 終了 
に あたり 各国 の 出席 者 代表 の 方 々 が いずれ や 発言 を 求め 
て その 労 を 多 と され た の は 典 例 で ある 。 東京 会 議 は 成功 
だ っ た と 確信 する 。 特 に 今回 は 英語 一 日本 新 間 の 同時 通 
訳 が 設け られ た 。 は 日本 側 の 出席 委員 お よび 傍聴 者 
の 方 々 に と っ て 非常 に 有効 で あっ た と 思う 。 


6. ま とめ 


今回 の 東京 会 議 で は に 記 の と お り 第 21 か ら 欠 9 まで 
の 決 護 が 採択 きれ た 。 そ し て 7 月 16 日 。 1SO 部 会 長 名 
を も っ て 一 部 修正 准 見 を つけ て 正式 に この 決 譜 を 受諾 し 
た 。 会 議 詩 事 録 も すでに 資料 10 と し て 正式 に 記 机 き 
れ , われ われ は これ を 受 詳し た 。 


ISO/TC 127/SC 2 担当 の TSO 盾 格 は まだ 正式 に は 一 
つ ゃ 発行 され て いな い 。 し か し , 1974 年 に は 日本 原案 
担当 の DIS 2860 を は じ め 著 干 の 規格 ガ 発行 きれ 


る で あろ う 。 日 本 で は これ ら ISO の 規格 を 共に し て JIS 
また は 団体 規格 の 発行 が 的 討 され る こと と な ろう < 

われ われ の 検討 し た 議案 が 早く ISO 乾 格 と し て 正式 
に 発行 きれ , また , 各国 が これ に 基づい た 履 格 を それ ぞ 
れ 制 定 し 。 権 成 づ け あ る い は 法制 化し て 実行 に 移さ れる 
且 が 早く 来る こと を 念 太 し て この 報告 を 終る - 
(光石 芳 二 ・ 藤 本 義 二 ・ 札 部 務 ・ 野 村 且 忠 ・ 伊 藤 俊朗 ) 
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1. まえがき 

エン ジン は どん な 働き を する も の で あろ うか 。 自然 界 
に は いろ いろ な 狂 類 の エネ ルギー が いろ いろ な 形 で 鞭 え 
ち れ て いて 。 これ を われ われ に 有用 に 活用 し な けれ ば な 
らち な い 。 た と えば 人 台風 の エネ ルギー や 客 や 地震 の エネ ル 
ギー は まだ 活用 され て いな い 。 高 い 所 に た まっ た 水 の 位 
居 の エネ ルギー を 使っ て 水車 を 回 し , また , 普 の 太陽 の 
エネ ルギー の 甘 積 で ある 石炭 を 燃焼 させ , 蒸気 を 発生 さ 
せ て 蒸気 ター ビン を 回 す 。 

エン ジン は 石油 と いう 形 で 著 えら れ て きた 太陽 の エネ 
ルギー を 燃焼 させ て 動か みす 。 こ の 石油 と いう 形 の エネ ル 
ギー の 甘え 方 は 誠に 都合 が よい 。 そ れ は 燃料 タン ク に 入 
れ て 運搬 す ち も こと が で きる 。 も ちろ ん 有 有 譜 や 落 電 池 へ 入 
れ た 電気 の エキ ルギー を 運搬 は で きる が , 運搬 で きる エ 
ネル ギー の 形 と し て は 現在 で は 一 番 都 合 の よい も の で あ 
ろう 。 こ れ が 内 燃 機 関 。 すなわち , エン ジン が 現在 一 覧 
広く 輸送 機器 の 原動機 と し て 使わ れる 理 山 で ある 。 

エン ジン は この 燃料 一 石油 の も っ て いる 化学 エネ ル ギ 
ー を 仕事 一 機械 エネ ルギー に 変え る 道具 で ある 。 こ れ を 
エン ジン と いう 道具 で 機械 エネ ルギー に 変え る と き に 一 
定 の 限度 。 割合 が あっ て 全部 を 機械 エネ ルギー に 変え る 
こと は で き な い 。 そ の 割合 を で きる だ け 理 想 に 近付け よ 
うと する 努力 が 続け られ て きた 。 こ れ が 燃焼 諭 で あり 。 
サイ クル 論 で ある 。 

また , エン ジン の 場合 は 化学 エネ ルギー を 一 度 未 エ ネ 
ルギー に 変え て 機械 エネ ルギー に 変え る た めそ の 損失 が 
起 る の で ある が , その と き に 悪質 な が ガス が 出 た り , 完全 
燃焼 し な い 炭 案 炒 が 出る こと が あり , これ が 最近 問題 に 
な っ た 公害 の うち 大 気 汚染 の 一 つの 原因 に な っ て いる 。 

エン ジン の 専門 家 は これ ら の 部 エ ネル ギー を 機械 エネ 
ルギー に 変え る うま い 手 段 と か , その 機械 の 構造 と か 
ある い は 公害 の も と に な る ガス の 排除 と か を 研究 し て い 
* 三 閉 和 工業 (株 ) 相原 製作 所 設計 部 長 


ン (その 1) 
東 孝 術 


る が , ここ で は それ ら に つい て 述べ る こと は 省略 し , 贅 
設 車両 に 使わ れる エン ジン の 使わ れ 方 や 使う 上 の 注意 を 
中 心 に 述べ , 基本 的 な 特性 、 和 上 の 本 質 に 触れ か が ら 論 
述 を 進め て ゆき た い 。 


2. 概 説 

2.1 沿 ト 

歪 設 現場 で 使用 され る エン ジン は ガソリン エン ジン 。 
ディ ー ゼ ル エ ンジ ン , 大 形 , 小形 様々 で ある が , いわ 
る 建設 機械 に 搭載 され る エン ジン は ご く 小 形 の も の に が 
ツリ ン エ ンジ ン が 使用 され て いる ほか は 。 運搬 , 所 削 , 
各 地 , 締 敵 め な どの 大 形 機械 に は ほとん ど 高 速 デ ィ ー ゼ 
ル エ ンジ ン が 使わ れ て いる 。 

ダ ザッ リン エン ジン に は 始動 性 燃焼 普 の や わら か さ な 
ど よ いり 特質 が ある が , わが 国 で は 燃料 の 値段 の 華 が 大 き 
く , 1 時 間 当り 何 7 も くり よう な 場合 は この 沙 が 無 損 で 
き な い 。 乗用車 は ガツ リン エン ジン で , パス や トラ ッ ク 
が ディ ー ゼ ル エ ンジ ン で ある の は この た めで ある 。 ま た 
宮 火 に 対し で 軽油 は 火 を 呼び 角 く , ガソリン は 火 が 着き 
や すい (この こと は 燃料 を 保管 管理 する 上 で も 着眼 点 と 
な る ) こと な ど に も よる が , や は り 経 済 的 な 理由 が 先 で 
あろ う 。 

さき さて, わが 国 で 建設 機械 用 と し て 高速 ディ ー ゼ ル エ ェ ン 
ジン が 開発 され , 使用 され は じ め た の は 終戦 後 の こ と と で 
あり , し か も 軌道 に 乗り は じ め た の は 昭和 25 年 頃 か ら 
で ある 。 そ の 当時 , 建設 機械 専用 エン ジン と し て 設計 さ 
れ た も の は 三菱 重工 業 の DF エン ジン , 小松 製作 所 の 
D 50 エン ジン な ど で あ る が , その ほか に も ゃ 自動車 用 エ 
ンジ ン を 一 部 改造 し て 各種 機械 に 多数 使用 され た 。 三菱 
反 工 業 の DB エ ジ , いす ざ の DA エン ジン ,。 民生 
ディ ー ゼ ル の UD エン ジン , 日 野 の DS エン ジン な ど 
で ある 。 こ れ ら は わが 国 の 戦後 の 復興 が 大 形 パ ス , トラ 
ッ ク に よる 大 量 輸送 で 幕 を あけ た と 同時 に , 中 形 建設 機 
械 に よる 国土 の 復興 に 大 い に 寄与 する こと に な る 。 


その 後 、 建 設 機械 が 大 形 化し , また 多様 化し , 作業 能 
用 を 増大 する こと を 要求 され る に 従っ て さら に 大 形 の 音 
用 エン ジン が 利 作 され る と と も に , 従来 の エン ジン に つっ 
いて は 槍 焼 室 を 改良 し た り , 常用 回 転 速度 を 増し た り 。 
きら に は 排気 ター ポ 過 給 機 を 取付 けた り し て 出力 の 増大 
が は か られ た 。 

飲 に は 作業 規模 が 大 きく な り , また 作業 能 鶴 の 向上 の 
た め に 耐久 性 向上 が 叫ば ぼれ 。 今日 に 至る まで 安心 し て 長 
期間 の 使用 に 耐え る よう 改修 が 続け られ て いる 

きら に 取扱 性 の 向上 , 騙 音 の 問題 , 排気 が ス の 問題 な 
ど が 次 々 に 取り 上 げ ら れ て 改善 が 続い て いる 。 油 ヤダ リ 
ス を 入れ る 個所 を 少な くし , 整備 問 隔 を 延ばし , また 始 
動 を 容易 に する こと な ど が 行わ れ て いる 。 騒 音 は 最近 特 
に いわ れ て で いる こと で , 環境 の 問題 と し て は も と より ・ 
オペ レー タ の 居住 性 の 問題 と し て も 重要 で ある 。 排気 は 
初め 排気 が 主 で あっ た が , 大 気 汚染 の 問題 と し て も 取 
り 上 げ ら れつ つ あ る 。 

以上 の こと を 図 一 ! に より いま 一 度 時 系 列 的 に 眺め 
て みた い 。 

図 一 1 は 昭 和 25 入 か ら 最近 まで の 装 軌 式 ト ラク タ の 
年 度 別 生産 台 を 示し た も の で ある 。 ト ラク タ は 看 設 機 
械 の 代表 機 科 で も る が , これ を 基準 と し て みる と 。 昭和 
30 年 過ぎ まで は 建設 省 と か 此 林 省 , 防 術 庁 な どい わ ゆ 
る 官公 和 需要 が 多い 。 民 間 は 一 部 の 大 手 が 提 械 施工 を 始め 
た 時 代 で ある 。 こ の 頃 は 建設 機械 用 エン ジン は いか に あ 
る べき か を 宣 民 一 緒 に な っ て 検索 し た 時 代 と いえ よう 。 
それ に 続く 数 年 は 性 能 向上 の 時 代 で あり , 排気 ター ポ 過 
絡 エ ンジ ン が 導入 され , 小形 で 大 出力 を 目指 し た 。 唱和 
30 年 代 の 後半 は 遼 久 性 , 信頼 性 が 強調 され た 。 
は いずれ も 民間 楽 者 の 使用 機械 数 が 増す に 伴い 生産 
強く 表面 に 出 て で きた た めで ある 。 よ り 高 性能 に より 工 
期 の 短縮 を , また , 機械 の ダウ ンタ イム を いか に 夏 ら す 
か が 問題 で あっ た 。 了 昭和 40 年 代 の 成長 の 時 代 に 入っ て 
ゃ も, より 建設 機械 に 適し た エン ジン で ある こと , また 高 
い 性 能 を 持つ こと 。 そし て 十分 な 信頼 性 , 耐久 性 の ある 
こと は 最も 基本 的 な 問題 と し て 底 に ある 建設 機械 用 エン 
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デン を 支え る 3 本 の 柱 で ある こと に 変り は な い 

ます ます 増大 する 建設 叶 要 に 対処 する た め 多 成 長 が 続 
いて ゆく 中 で 。 専門 オペ レー タ の 機械 か ら 誰 で も 安 に 
使え る 機械 に 移 て ゆく 。 し た が っ て で 。 取扱 性 の 問題 
さら に は オペ レー タ に 対し , また 機械 の 周 に 対す る 環 
境 の 問題 に 対す る きめ の 細か い 配 膚 が 行わ れ な けれ ば な 


ら な か この こと が この 図 一 1 の 示す 拉 加 の カー 
プ の 真 に 示さ れ て いる の で ある 


2.2 種類 と 特長 

建設 機械 用 ディ ー ゼ ル エ シ ジ ン は 作業 機械 に 搭載 され 
る こと が 多い の で 小形 で 高 出 力 で ある 必要 が あり , 高速 
ディ ー ゼ ル エ ンジ ン が ほとん ど で あ る が , 特に 水冷 式 4 
サイ クル エン ジン が 多く , 2 サイ クル エン ジン も 一 部 に 
使わ れ て いる 。 こ れ ら は 大 形 の も の は すべ て 前 述 の 燃料 
経済 と 安全 性 の 意味 で ディ ー ゼ ル エ ンジ ン が 使わ れる 
が , ご く 小 形 の 汎用 に 灯油 エン ジン や ガソリン エン ジン 
が 使わ れる こと が ある 。 

最近 は 特に 重 自動 車 用 エン ジン の 大 形 化 に 伴っ て 建設 
機械 に それ ら が 使わ れる こと が 増え て きた が , 次 の 諸点 
に は 十分 注意 すべ き で ある 

Q① いっ つも 激しく 負荷 が 変動 する 状態 で 運転 され る か 
ら , 運動 する 部 分 は も ちろ ん , 強度 , 耐 麻 耗 性 に 注意 さ 
れ た も の で あり , 全体 と し て 剛性 の 十分 な 必要 が ある 

② エン ジン 全体 が 激しい 動 所 。 振動 に きら され る の 
で , エン ジン 本 体 は も ちろ ん , まわ り に 取付 いて いる 補 
機 類 , 配管 ,。 計器 類 な どす べ て 耐 振 性 に 留意 し な けれ ば 
な ら な い 。 

⑬ 砂 卒 地 , 熱 寒冷 地 , 人 地 な ど で 使わ れる こと が 多 
い 。 エン ジン の 始動 の 問題 は 特に 大 切 で , 必要 に 応じ 補 
基 装 閉 を 持た ね ば な ら な い 。 

⑭ 作業 現場 の 地形 , 作業 内 容 な ど に より 傾 紐 運転 き 
れる こと が 多い の で , 前 後 左右 に ,。 た と えば 30' な いし 
45" ぐら い の 傾斜 運転 に 耐え る 構造 で ある こと が 思 ま し 
い 。 

⑮ 負荷 の 変動 が 激しい の で ガバ パナ は 負荷 の 変動 に 自 
動 的 に 追随 し , 作業 者 は 作業 速度 の み を 指定 する 方 式 の 
オー ルス ピー ドガ バナ が 望ま し く , 広い 回 転 穫 囲 で 感度 
よく 作動 し , 安定 府 の 高い も の で な けれ ば な ら な い 。 

⑯ エアクリ ー ナ は 秒 座 地 は も ちろ ん , 一 般 の 作業 現 
場 で も 高 性 能 で 容量 の 大 きい も の を 使用 し , 一 般 に は プ 
レク リー ナ を 持っ て 容量 を 増す と と も に , 日 常 整 備 に 便 
利 に し て お く 。 

の オイル フィ ル タ 。 燃 料 フ ィ ル タ , プリ ー ザ な ども 
卒 換 の 混入 を 防止 し て 耐久 性 を 増す た め の 部 品 で ある か 
ら , 十分 容 が 大 きく , また , 機能 の 高い こと が 要求 さ 
れる 。 

⑱ 雨 踊 に さら され , ある い は 水中 作業 な ども ある の 
で 電装 品 は 防水 に 注意 し た も の が よく 。 ま た 海 岩 で の 塩 
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風 の 留 意 も 要 る 。 エ ンジ ン 本 体 の ある 程度 の 水密 
も 用 途 に よっ て は 必要 で ある 。 

⑮ サー ビス メー タ を 持つ と , 胃 備 上 に も 作業 
記録 上 に も 便利 で ある 。 ] 


3. 性 能 と 仕様 


建設 機械 用 エン デン は 上 述 の よう に 周 酷 な 使用 
条件 に さら され る の で , 一 般 の 自動 車 用 エン ジン 
な どの よう に 最高 回 転 速度 の 最大 出力 を 呼称 し な 
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いで , 自動 車 用 テ エン ジン を 建設 機械 用 に 使用 する 
場合 に も 回 転 速度 は が パナ に よっ て 低く 抑え , 則 
力も 燃料 噴射 重 の セッ ト を 低く 抑え て 耐久 性 , 信 
頼 性 を 保持 で きる よう に し て いる 。 こ の た め 同 じ エ ンジ 
ン で も 作業 機械 に 搭載 され る と き は 建設 機械 独特 の 出力 
呼称 を 行っ て いる 。 

これ は JIS D1005「 午 設 機械 用 ディ ー ゼ ル 機関 性 能 
試験 方 法 」 に 定義 され て いる 。 

この 規格 は 上 述 の 建設 機械 の 発展 の と ころ で 述べ た よ 
うに 建設 機械 な り 建設 機械 用 ディ ー ゼ ル エ ンジ ン が いか 
に ある べき か を 求め で いた 頃 , 昭和 24 年 に 日 本 建設 機 
械 化 陣 会 の 前 身 で ある 建設 機械 化 協 識 会 で 判定 し た 「 建 
設 機械 用 ディ ー ゼ ル 機 関 性 能 試験 要領 」 に 端 を 発する も 
の で ある 。 こ の 要 傾 は 。 将来 建設 機械 用 と し て 設計 製作 
され る エン ジン は この 要領 に より 試験 すべ き で ある と い 
うこ と を 示し た 面 期 的 な も の で あっ た 。 

これ に 基づい た 1953 年 (昭和 2 年 ) の JIS に は 最 
大 負荷 吉 験 , 実用 最大 負荷 試験 。 トル タ 試 験 , 作業 時 負 
荷 試験 。 定格 負荷 試験 , 最低 回 四 加 度 試験 が か あり, いわ 
ゆる 呼称 すべ き 「 定 格 出力 」 は エン ジン の 出し 得る 一 柄 
の 出力 性 能 か なら ど の ぐら いし ぼ ょ て 信頼 性 、 耐 久 性 を 保 
証 す べ きか を 間接 的 に 定め で いる 。 

この JIS は 1956 年 (昭和 1 年 ) 改訂 され 実用 最 
大 と いう 言葉 が 「 一 時 間 定 格 」 と 改め られ , より 朋 確 に 
エン ジン の 「 定 格 」 の 定 導 が 行わ れ た 。 

1963 年 (昭和 8 年 ) 制定 後 10 症 を 経て 第 回目 の 
改訂 が 行わ れ た 。 こ の 改訂 は 「 作 業 時 最大 出力 」 の 導入 
商用 試験 の 規定 標準 状態 の 改訂 排気 濃度 測定 の 規 
定 , 最大 出力 試験 の 任務 終了 な ど 顕 著 な 事項 が 多く , す 
ぐれ た 改訂 と いわ れ て いる が , 図 一 1 に 見 る よう な 10 
年 の 発展 , 製作 台 珠 の 増加 使用 実績 の 薔 積 が これ ら を 
示し た も の で ある 。 

1969 年 (昭和 44 年 ) 第 3 回 目 の 改訂 が 行わ れ 現在 
の JIS は これ で ある 。 この 改訂 は 国際 化 の 嵐 の 中 で 。 
も は や 戦後 で は な く , 諸 外 国 に 追い つき , 追い 越せ の 勢 
の 中 で 制定 され た 。 こ の JIS で は 「 定 格 回 転 速度 」 と 

「 定 格 田 力 」 の み が あ っ て , も は や それ が その エン ジン 
の 出し 得る 出力 の 何 定 で ある べき と いう よう な 規定 は な 
い 。 た だ 連続 負 疹 試験 の み 残 っ て , そ れ は 定格 出力 の 90 
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関 -3 JIS D1005 に よる 肌 力 呼称 


補 の 負荷 で 10 時 間 エン ジン の 運転 状況 を 調べ る と い 
こと に な っ た 。 

ニ の JIS 改訂 の 経緯 は また わが 国 の 建設 機械 用 ディ 
ー ゼ ル エ ンジ ン の 性 能 の みな ら ず , 面 久 性 , 信頼 性 の 面 
で の 進歩 を 裏付け る と と も に , 国際 標準 化 へ の 壮 慮 な ど 
が 総合 し て 示さ れ て いる も の で ある 。 

3.1 馬 カ 

上 述 の 定格 出力 の 単位 は 馬力 (PS) で ある 。 定 格 と い 
う の は 「 格 付け を する 」,「 位 翌 決め を する 」 ぐ らい の 意 
味 で ある 。 エ ンジ ン の 格付 け は 何 回 転 に お いて 何 司 力 と 
呼ば れる 。 

さき て, 馬力 と いう の は 仕事 量 の 単位 で あっ て , 工学 的 
に は 1 秒間 に 75kg-m の 仕事 が で きる こと を 1 馬力 の 
能力 が ある と いう 。 こ の 仕事 と いう の は 単位 で わか る よ 
5 に 。 重い も の を 憶 廊 に 動か すこ と を いう 。 た と えば 排 
上 板 で ある 士 基 を 押し て ゆく 。 あ る い は スク レー パ の ボ 
ウル に 士 を 入れ て 運 士 する な ど を 想像 され た い 。 こ れ を 
短 時 間 に で きる ほど 大 語 力 と いう こと に な る 。 し た が っ 
て , 大 仕事 量 を 早く こなす も の ほど 馬力 が 要 る 。 和 常識 的 
に あの 男 は 馬力 が ある と いう の は 短期 間 に 多く の 仕事 

(この 場合 物理 的 な 仕事 で な い が ) を こなす こと を いち 
の に た 似 て いる 。 くど く 言 うな ら ば , 大 きく 重い も の , 遠 
くつ 早く 移動 させ る も の に は 大 馬力 の エン ジン を 搭載 せ 
ね ば な ら な い 。 

3.2 トル ク 

エン デン は 燃料 の 燃焼 に よっ て 化学 エネ ルギー を 機械 
エネ ルギー に 変え て 軸 を 回 転 す る 力 の 形 で エネ ルギー 
(仕事 ) を 取り 出す 。 ト ルク の 単位 は kg-m で , 軸 の 中 心 
か ら 1m の と ころ で 1kg の 切 線 力 が 働い て いる と き 。 
その 由 の トル ク は 1kg-m で ある と いう 。 トル ク は その 
帆 で の 選 力 を 回 転 速度 で 割っ た 値 に 比例 する の で , 一 定 
大 力 の 場合 で 人 は 回 転 速度 の 小さ く な る ほど トル ク は 大 き 
な る 。 た と えば プル ドー ザ の 場合 で は エン ジン の フラ 
イ ホ イー ル に お ける トル ク は トラ ンス ミッ ショ ン , ファ 
イナ ル ギ ヤ な ど で 何 段 に も 減速 され て スプ ロケ ッ ト を 回 
す と き に は 大 き な ト ルク と な っ て 重い 車 を 動か すこ と が 
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で きる 。 し か し , 回 帳 速 度 の 方 は ぐっ と 次 も て, スプ アロ 
ケッ ト は エン ジン の 机 の よう に 羽 く は 回 ら な い 。 

共に エン ジン の 出力 を 調べ た いと き は エン デン を 動 カ 
計 に 継い で 動力 計 の 軸 を 回 岐 させ よう と する トル を 動 
力 計 の 腕 の 長 さ と 各 の 目 砲 か ら 読み 。 同時 に 動力 計 の 軸 
の 回 転 速度 を 測っ て 図 一 3 の よう に し て 計算 で 作 す . 

3.3 燃料 消費 率 

エン ジン の 性 能 を 比較 する の に 燃料 消費 素 が ある が 。 
これ は エン ジン その も の の 性 能 を みる の に は よい が , 実 
用 上 で は 燃料 消費 の 方 が 適当 で ある 。 燃 料 消費 率 の 単 
位 は g/PSxhr で , 1 時 間 当 り 1 馬力 当り 何 g の 燃料 を 
くう か で あり , 燃料 消費 基 は gghr ある い は kg/hr な 
どか , 燃料 の 比重 で 割っ て hr な ど で 表 わす 。 この 価 
は 燃料 タン ク の 容量 と の 関係 な どの ほか , エン ジン の 平 
均 の 熱 負荷 を も 客 わ す も の で , 同じ エン ジン で も いろ い 
ろ な 用 途 で も を れ ぞ れこ の 値 は 異な る も の で ある 。 

3.4 用 途 と 室 格 出力 の 関係 

図 一 4 は トラ クタ , ダレ プ ト ラ ッ ク , トラ ク 
ル , エア コン プレ ッ サ 。 ロー ドロ ー ラ , パ ワー ジョ ベル 
な どの それ ぞ れ の 仕様 を 代表 する 重信 積 赤 克 , パケ ッ 
ト 容量 、 定 気味 出征, 重量, ディ ッ パ 容量 な ど 当り 大 形 
も 小形 も 平均 何 局 力 の 定格 出力 の エン ジン が 搭載 され で 
いる か を 示す 図 で ある 。 吉 年 か 前 の 資料 と 比較 し て みる 
と これ ら の 値 が 少し あて 増加 し て いる 。 こ れ は 3 
化 の 途 歩 に よる オイ ル ボ ンプ 容 菊 の 増加 , トラ ン 
ショ ン の パワ ー シ フ ト 化 な ど が 彫 衝 し て いる の で ある 
が , 作業 連 度 , つ まり 施工 能率 を 上 ト げ る に は 結局 この 値 
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トラクタ 本 ュ ペ ル 
・ 際 ・ 
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建設 の 機械 化 "74.1 


トル タ ア Me 
! 動 有 計 醒 の 長き / Im 


凍 則 衝 の 読み W tMg 
了 ーW7 
凍 力 計 回 転送 Rm (rpm) 
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回 3 動 カ 計 覆 佑 剛 


表 一 三 甘 DB 形 ディ ー ゼ ル エ ンジ ン の 料 消費 是 


セット 買 
の | の | 本 
すま 。 谷 ダ 165/2.300 6- 9 
3 3 165/2.300 5>8 
モー タス タレ ー バ パ 130/2.000 約 18 
ジョ ズル ロー ダ 105/1.800 13 
アコ ンプ レッ サ 1071L750 10>12 
を 培 す し か な い の で ある 。 
3.5 仕 欄 
仁科 剖 と いう の は エン ジン の 人 性 代 。 構造 の 大 衣 を 記し 


た も の で , ある 用 途 に 新しい ェ エン ジン を 使 お うと する と 
き な ど に これ を 調べ る 。 仕様 書 の 書き 方 は JIS D0006 
「 書 設 機 械 用 ディ ー ゼ ル 機 開 仕 欄 書 様式 」 と し て 決め ら 


れ て いて , 各 エ ンジ ン と も この 様式 に 従っ て 書く こと に 
な っ て いる 。 末 の 様式 に は 術 千 の 定義 も 行っ て あ 
る 。 

トラ クタ ショ ペル (則夫 式 ) に トラ タタ ショ バル ( 尼 各 式 ) 
了 | 際 
る 1 
玉 玉 
1 コ 1 ー 
に ヨゴ 
斬 間 認 


1 上 
パケ テット 容 量 (m) 


7 9 ロ 1 日 
【 宮 ( 拓 宮 30) ディ ッ 侍 (m) バケ ッ ト 容 呈 (W) 

タップ ト 2 ッ タ am-fg-> ポタ ー プ ルコ ッ プ レッ サ 
を wi 24P る に が 
玉 い 由 回 
20| | 語 10 
Xu 内 11PS/m/min 
表 内 間 


す 1 
衝 称 重量 ( り 


軸 
圧縮 補 包 吐出 量 (m'/mim) 


図 一 4 各 竹 設 機 械 の 所 切 司 力 
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296. イン ガー ン ル ラテ ンド SP-54 形 振動 ロー ラ 性 能 試験 


くむ) 
(2) 


試験 期間 昭和 48 年 5 月 12 昌 5 月 24 日 
構造 形式 前 2 輪 タイ ヤ , 後 1 輸 鉄 輸 , 自 走 式 
事 体 屈折 式 

(3) 固 ゅ 性能 

コン クリ ー ト 製 の テス トピ ビット ( 峠 3.5m, 深き 1 m。 
長き 24m) 内 に 試験 用 士 を まき 厚 30cm で 敷き な ら 
し , これ を 初期 転 圧 ロー ラ に より 8 回 締 問 め を 行っ た 
後 , 試験 事 を 通過 させ て 乾燥 宙 度 , 支持 力 (CBR) お よ 
び 護 用 土 表面 の 沈下 基 を 測定 し た 。 

試験 用 土 に は 砂 66 形 。 シ ルト 55 彰 。 粘 填 9 定 か ら な 

表 一 296.1 試験 条 人 

4 訂 | 人 水 | 委 邊 時 | 地代 | 没 


東生 重 
(⑳⑯) ) (km/hr) | (回 ) 


き 
に 3 
二 
に 
加 


日 軸 加 
人 き 水 比 人 ) 


図 一 296.1 間 燥 密度 と 合 水 比 の 関係 


る 砂 質 ロ ー ム を 用 いた 。 ま た , 試験 は 含水 比 お よび 転 圧 
回 数 を 変え て 行っ た 。 試 験 条件 を 表 一 296.1 に 示す 。 

図 一 296.1 は 含水 比 の 変化 に 対す る 著 燥 密度 の 変化 を 
通過 回 敷 ご と に 示し た も の で ある 。 図 中 , P, F。 等 は 通 
骨 前 , 2 回 通 骨 後 等 の 人 を 示す 。 な ね , Ps 下層 と は 表 
面 か ら 約 10cm に お ける 測定 人 で ある 。 ま た , この 図 
に は 試験 用 土 の JIS A 1210 に よる 締 固め 曲線 , 最大 艇 
燥 密度 7zmax), 最適 含水 比 (eopy), 締 固め 度 90 多 の 
東 燥 密度 (90 補 7zmax), 飽和 度 (③) お よび 人 空気 間 げ き 
率 CV。) 曲線 を 示し て ある の で , 締 固 め 度 判 断 の 際 の 参 
考 と され た い 。 

図 一 296.2 は 乾燥 密度 が 通過 回 数 に より 変化 する 状 
妃 を 含水 比 ご と に 示し た も の で ある 。 同 様 に , 含水 比 と 
支持 力 の 関係 を 図 一 296.3 に , 通過 回 数 と 表面 沈下 量 
の 関係 を 図 一 296.4 に , 通過 回 敷 と 支持 力 の 関係 を 図 
ー296.5 に それ ぞ れ 示す 。 
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図 一 296.2 芝 燥 密度 と 締 固 め 回 数 の 関係 
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図 一 296.3 CBR と 含水 比 の 関係 
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図 一 296.5 CBR と 締 間 泌 回 数 の 関係 


297. サカ イ "TS 350 形 タ イヤ ロー ラ 性 能 試験 


1) 試験 期間 昭和 48 年 6 月 18 昌 一 7 月 27 日 

(3) 構造 形式 油圧 モー タ 後 輪 駅 動 前 輸 操 向 式 

(8) 主要 詳 元 ( 表 一 297.1 参照 ) 

(4) 走行 性 能 ( 表 一 297.2 参照 ) 

(5) 締 固 め 性 能 

コン クリ ー ト 失 の テス トピ ッ ト ( 幅 8.5m 深 さき 1 m。 
長 さ 24m) 内 に 試験 用 土 を まき 厚 30cm で 敷き な ら 
し , これ を 初期 転 圧 ロ ー ラ に より 8 回 締 問 め を 行っ た 
後 , 試験 車 を 通過 させ て 草 燥 密度 支持 力 (CBR) お よ 
表 -297.1 主 覧 請 志 


頂 日 | 還 位 | MM| 着 | 人 き 
長 犬 玉生 生 | kg | 85630| 50 義人 計 さす 
kg | t520| 15ru0 
kg | 0| 0970 
mm 20 | 牧 直 必 ま 
mm RI 
kgcem 5 
kecm 5.67 
kg | ie | 16.220 | 昌和 ま オレ ー タ 
kg 6.570 | 6.495 
kg | 9500| 9755 
mm 1.201 
kg/emt 500 
kgem 49 
17.370 | 17.085 


バラ ネト 


井 同 パン ドル よ 夫 を 


上 を た: 放す る 9 1 間 コ 
に 3 


P め mm | 40| 54 
タイ キワ 上 下馬 | mm 500 | sn | 
タイ ヤ 全 気 ( 簡 則 ) | kgieml| 7.0| 70| 合間 


を ( 栓 科 ) 
前 機 科 オ ー バ ラッ プ | mm 5 | 一 9 て 14| 評 は 茜 境 し 


び 試験 用 土 表面 の 沈下 量 を 測定 し た 。 

試験 用 土 に は , 秒 63 窪 シル ト 27 負 , 粘土 10 錠 か 
ら な る 砂 質 ロ ー ム を 用 いた 。 ま た , 試験 は 含水 比 お よび 
転 圧 回 数 を 変え て 行っ た 。 試験 条件 を 表 一 297.3 に 示 
す 。 

図 一 297.1 は 含水 比 の 変化 に 対す る 乾燥 密度 の 変化 を 
通過 回 数 ご と に 示し た も の で ある 。 図 中 , Pu Pi:, 等 は 
通過 前 。 3 回 通過 後 等 の 値 を な Pue 下層 と は 
表面 か ら 約 10 cm 人 に お ける 測定 値 で ある 。 ま た , この 
図 に は 試験 用 土 の JIS A 1210 に よる 締 固 め 曲 線 , 最大 
散 燥 密度 ⑰7zmax), 最適 合 水 比 (esp, 締 固め 度 90 欠 
の 散 燥 乏 度 (90 員 7amas), 飲 和 度 (9/) お および 年 気 間 げ 
き 素 (V。) 曲線 を が し て ある の で , 締 固め 度 判 断 の 際 の 
参考 と され た い 。 

図 一 297.2 は 乾燥 密度 が 通過 回 数 に より 変化 する 状態 
を 含水 比 ご と に 示し た も の で ある 。 同様 に , 含水 比 と 支 
持 力 の 関係 を 図 一 297.3 に , 通過 回 数 と 表面 沈下 量 の 
関係 を 図 一 297.4 に , 通過 回 数 と 支持 力 の 関係 を 図 一 
297.5 に それ ぞ れ 示す 。 


盆 297.2 走行 性 能 


前 堆 | 後 遂 
台 迄 朋 レーーーーーー レ ーーー ニーー| 柱 者 
住人 | 測 休 | 仁村 | 実 値 
電 最 江 |1 巡 | 65 | 7 | 65| 7.2 
(km/hr) 2 導 | 15 16.1 15 16.0 
10.3 度 坂 暑 |1 之 | s4| | sz 還 
mhr) | 2 ほ ト ー ル | ュ ト キー ん | 
有 有 回転 7.9 7.72 7.9 | 772 | 最 外 堤下 
最小 回 四半 妊 | ・ ag4 8.22 | 両 最 外 仙 
(Gm) | 回転 | 79 | 7.69 | 7.9 | 77 | 馬 外 申 
・ EE 26 | 末 最 外 多 
務 大 | 症 初 宮 諾 15.8km/br に な ける 休 礎 | 3.48m 
と が 1 初速 度 15 km/hr へ 神 正 何 目 雅 3.15m 
穫 プレ ー キ 効率 0.99 
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表 一 297.3 試験 条 件 


ETIEEEEEES 
Gem) (%⑳) | em | (m 
整 媒 側 7.2.9.5 1.9-4.9 
紗 質 | 0 | 昌和 池 12.5| 35.595 0816 
| 回 梓 倒 14.4 
回 3 
こ Pe よ 必 
0 きま m-Lm 
門 
夫 8 
に 】 10| 
Pa 一 ーーーー で イ 
W 四 
合 本 此 ( 和 0 
図 -297.3 CBR と 癌 水 比 の 関係 
、 15| 
き 
4 3 10| 
5 本 人 1 由 
岡 一 997.1 韻 炊 度 と 千沙 比 の 開 係 | 
p PL ロ Pe 
2.0) 緒 回 め 賠 衣 
上 図 一 297.4 半面 沈下 量 と 締 則 め 回 数 の 関係 
き 
に IT 四 トー 
究 
揚 17 ー 
昌 
1 に 一 
1 中 トーー 
1 PH 還 
枯 間 め 回 雪 
還 297.9 乾燥 度 と 締め 回 数 の 関係 剛一 297.5 CBR と 締 固 め 回 数 の 関係 
298. 三菱 LG3 形 モ ー タ グレ ー タ 性 能 試験 
(1) 試験 期間 昭和 48 年 7 月 233 日 一 8 月 30 目 (5 ) 重量 お よび 重量 配分 、 接地 上 圧 ( 表 一 298.3 参照 ) 
(2) 構造 形式 油圧 式 タ ン デ ム ド ラ イブ (6 ) プレ ー ド お よび スカ リフ ァ イ ヤ 機能 
(3) 機関 性 能 ( 表 一 298.4 参照 ) 
主要 性 能 の 仕様 値 の 比較 を 表 一 298.1 に 示す 。 な お (7) 双 音 ( 表 一 298.5 参照 ) 
修正 値 は 計算 に より 哲 準 天気 状態 へ 実測 値 を 修正 し た も (8 ) 走行 お よび けん 引 作 能 ( 表 一 298.8 参照 ) 
の で ある 。 また 図 一 298.1 は 試験 結果 か ら 作成 し た 性 けん 引力 の 変化 に 対す る けん 引力 お よび けん 引 連 度 の 
能 曲線 で ある 。 関係 を 図 一 298.2 に 示す 。 ま た 連続 けん 引 試験 結果 を 


(4) 主要 寸法 ( 表 一 298.2 参照 ) 298.3 に 示す 。 


(9) 作業 試験 ( 表 一 298.7 参照 ) 
砂 質 ロ ー ム 土 の 路上 で ブルドーザ を ジグ ザ グ 走 行き せ 
て 人 高 的 な 不 整 地 を 作り 。 これ の 整地 作業 を 行っ た 。 


らき ちら る 


必 ト ルク 7 (kgrml 


図 一 298.1 機関 任 能 曲線 較 


けん 紋 出 放り (PS) 


WA043 2 
6 


? 
* (0 


晶 役 の 携 報 化 "74-1 


作業 の 方 法 は , 助走 区 則 内 で 掘削 基 を 調整 し た 後 , 測 
定 区 間 内 を その まま の 状 娘 で ブレード 操 作 を 行わ ず に 通 
過 さ せ た 。 

作業 の 順 褒 は 。 道 路 の 両側 は プレ ー ド を 進 征 方 向 より 
頒 け た 状態 で , 中 央 郊 は 進行 方 向 と 下 角 に し た 羽 衣 で そ 
れ ぞ れ 作 業 を 

測定 は 作業 前 後 の 路面 の 思 凸 草 と 作業 速度 に つい て 行 
い , 部 凸 彼 は ブレード の ほぼ 中 央 部 , プレ ー ド の 左 お よ 
び 右 半 の ほぼ 中 央 部 を 進行 方 向 に 1m 
用 いて 水準 測 区 し て 求め た 
潮 点 位置 を 示す 。 


表 298.1 憎 関 性 能 


機関 形 式 名 称 6DBi0C 
と リン タダ 数 一 寿 X 行 笠 :6-110mmx150mm 


務 排 気 557 
圧 輸 比 : 18.0 
定格 出力 | 最大 トル ケ 由 替 人 1 
PS (rpm) | kgrm(rpm) MES Tpm Tpm 
仕様 値 | 195 (⑫,000) | 52 (1.000) 205 
実測 値 | 122 (8.000) | 50.1 (1.008) 209 141 450 
供 正 値 | 127 52.3 200 
還 
記 
村 
豆 
ミ 


Mn) ー 
始 10 20 30 40 50 60 
性 河 時 間 (mm 


図 一 298.8 連続 け え 引 試験 太 図 


提 削 , 夢 拉 作 業 


ウ - 
ーーcb-、 


光 MM 30m 一 | 
FC 前 攻 | 


の 
語 の 平均 動 


地上 Ce : 揚 前 洛 の 硬 人 
記号 CL : 識 土 の 重心 


国 一 298.4 整地 作 差 お よび 撮 削 運 抵 作 朱 試験 説明 図 
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表 -298.2 主 密 証 法 表 298.5 に 
項 。 月 人 | 人生 人 | 価 。 考 。 
し m wel | | ー 了 生 訂 間 もい 前 
全 挟 |mmlgsolas00 表 定 半生 | ご 
内 知 mml2901202 aa | mm) | mmo| 半 。 で 還 認 半 
3 高 | mm | 3.890 | 3.682 11 商 転 殺 上 星 ー 
68 ラッ 作 両 佑二 | 2490 由 
全 両 ( 幅 舌 時 ) | mm|2620|2.69142 キ ルト 岬 を 42 | 92 | 81 | Co. 箱 牙 
相 量 | mm| eu00|5.99L 1 | 9 | gm + 
タン デム ホイ ー ル 中 末 離 | mm | 1,505 | 1.504 5 | 
昌 低地 上 高 mm| 40| 4m _xaleaW | ras | も ーーー。 
サ 々 ん 引 具 地下 高 |mm| 895| 897 
プイ レード F 長き |mmlazols0 
プレ ー ギド 連 き mm 590 530 
プレ ー ド ニー ネ |mml276012.722 の 
に 298.6 よび けん 
スネ カリ ファ イヤ 畠 起 し 幅 | mml1.225|1214 SD。 8 人 和 
スネ カリ ファ イヤ さ ー ス | mm|1.090| 1L110 前 人 機 進 
ーー 草間 役 ーーー 備考 
表 一 298.3 重量 お よび 和 量 配分 接地 店 ー 一 
ニラ ニー ニニ ーー 1 巡 | 7.973 引 HL 
礎 叉 | 共 押 分 | 接 拘 圧 2 近 | 1.37 5 
頂 | 0 9 9 和 融和 | 51 
EETIELUEYTIECI 還 . 軸 IE (me) | 4 遂 | 37.5/20] 
還 両 草 遇 | 12910| 2.990 5 半 | 50.3/95. * 助 赴 230m 
前 に 3.586 3.690 | 29.4 29.9 5.2 2.8 上 1 運 
徐 帆 | 8625| 860| 06 | 1 | 47 | 22 者 引導 前 L2 き 
プレ ー ド | 6,630| 6,680| 54.8 | 54.2 | 夫 和 生 1.801kgim (km/h |H1 送 4 
後 内 | 550| 5650| 457 | 458 IL3.H エン メト 詳 の 
リブ ァ | 380 | 4550| 35.9 | 96.9 Ki1 本 当り 414ke 最小 回 転作 10.0 10.08 | 12.08| 最 外 備中 
後 内 | 7.80| 7.780| 64.1 | 631 Cm) 大 回 り | 10.0 10.13 19.07| 
298.4 ブレ ー ド お よび ば スカ リフ ァ イ ヤ 揚 衣 
プレ ー ド | = カ 9 フ ァ イ ヤ 
頂 引 偽者 ti 計 | so | so LA|ile| iso 
e TE L? 館 | 5 | su0 1Eg 1.00 
円 889 3 衣 | 990 | 2900 
を | 部 | mm ーー 
Films| ra 
| | 議 ん 11W に で 
PU 大 41 ん 給 信 | 最大 けん 引 由 力 (PSD 人 | | 878 
る を | 825| 2 もし 同音 け ん 引力 (key 6.530| 4.250| 2.180 
m. 2000| 2.084 1 科 7 周 よ 時 けん 引 六 度 (km/hr) | 3.5| 5.| 10.9 
表 -298.7 整地 作業 試験 成 寅 表 
人 0 
人 が 全館 放 | 笠 二 試験 前 徐 の 且 面 綴 断 方 向 半 地 柏 
豊和 | と 着 | 電 草 大 所 低 基 | 放 人 の 史 条 | 高 人 基本 旧 赤 | oe 
PF の し M に コ 介 生 コ 
(m) | (Weej に コ 試験 章 | 試験 提 
四 SS | w 
1 Fa | 9 | el lo| se | | 昌 | 省 | 
守 を 0 | WW 
0 を ! 34 
4 | FL1 - ば 30 98 | 08 る 9 25.8 中 内 58 引 
ーー 右 時 3 
ーー な 101 香 
2 IFLj| 一 0 30 243 | Li 4.0 24.1 まう 94 38 
に に 合 7 | sg 
ーー 左 82 40 
に 『- し ョ | 30 36.0 | 0.8 49 18.9 中 内 に 33 
右 4 26 
な 9 | 
き | FL ュ 30 32.8 | w9 ト せ 】 19.4 車 典 59 6 
右 7 Ll 
90' を 9 7 
6 | Fm - 怪 99 | 440| 07 | 25 | 45 | 還 本 | 5 | 名 
トー 右 7 64 
| を 層 | 6% 共生 6 を 
7 | FLl 8 ー-] 3⑳ 34.8 09 32 8 中 左 4 1 2 回 が けし た 
ーー" 可 64 32 結果 
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文献 一 調 一 査 


新しく 開発 され た 
アス ファ ルト フィ ニッ シャ 


広報 部 会 
文献 調査 委員 会 


ァ ル ト 舗 装 工 事 に お いて , 従来 使用 され て いる 
フィ ニッ シャ を 改良 し , 新しい 装置 を 加え た フィ ニ 
ャ の 開発 が 西ドイツ ・ ハ イデ ルベル ダ で 行わ れ 

改良 部 と し て は , 路側 の 状態 に 応じ て 各種 2 
脱 肖 普 可 能 な 機構 の 開発 が 行わ れ た 。 さ ら に フ 
ャ 後部 に スリ ッ プ フォ ー ム が 取付 けら れ て いる こと , 
た , 足 回 り が それ ぞ れ は 油圧 ビリ ンダ に よ 
っ て 高 さ を 制御 で きる 朴 冒 と な -. て いる 。 一 志 , アス フ 
ァ ル ト 合 材 を 時 える ホッ パ が 機械 の 前 方 部 に あり , 2 層 
目 に まき 出す 合 材 を ホッ パ か ら 輸 送 す る ベル トコ ン ベ ヤ 
が 機械 の 側 拓 に 装着 し て ある 。 操 向 お よび レベ ル は が ガイ 


ドラ イン に よる コン トロ ー ル で 行わ れ て いる 。 


アス フ 


る 


(1) 走行 装置 の 改良 
モル タル 上 に アス フィル ト を 敷き な ら す 場合 で きる だ 
け 幅 広く 敷く こと が 重要 で ある 。 こ の た め ア ス フ ァ ルト 
フィ ニッ シャ の ド す 冒 の 取付 が 考え られ る 。 
選 一 1 の (a4) は アス ファ ルト 層 部 に レー ル を 沖 き , その 
ド 輸 を 付け た フィ ニッ シ 


上 層 部 合 材 ま き 出し 部 に 合 材 を 輸送 する 装置 


写真 1 
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時 


[ 
L ae 
Cs) (5) Ce) 
図 -1 潜行 半 の 取付 
させ る 場合 で , 舗 設 幅 上 員 が 小さ く な る 。(C) は いわ ゆる 
改良 形 の も ゃ の で , クロ ー ラ を フィ ニッ シャ の 内 側 に 入れ 
て 幅員 を か せい で いる も の で ある 。 


て (2 ) レベ ル 制 御 の 改良 

フィ ニッ シャ の 走行 装置 で ある 4 支点 の クロ ー ラ は 油 
圧 シリ ンダ の 伸縮 に より 高 さ の 調整 が 可能 な 機構 に な っ 
て いる 。 こ の 4 本 の シリ ンダ は セン サ に よる 入力 電気 信 
号 を 電気 一 油圧 制御 を 行わ せる こと に より 動か し て い 
サ に よる レベ ル 制 御 は 路側 上 に は っ た ワイ 


(3 ) 合 材 輸送 機構 ・ ま き 出し 機構 の 開発 

写真 一 1 は スク リー ド 前 方 に ある 上 選 部 合 材 まき 出し 
部 に 機械 の 前 方 に ある 合 材 ホッ パ か ら 合 材 を 輸送 する た 
め に 開発 され た 奨 置 で あり , フィ ニッ シャ の 側面 上 方 部 
に ベル コン を お き , ホッ パ か ら の 合 材 を 上 層 ま き 出 し 部 
へ 輸送 し て いる も の で ある 。 フ ィ ニ ッ シ ャ 後部 に ベル コ 
ン か ら の 合 材 を うけ る ホッ パ を 有 し , そこ か ら ス クリ ー 
ド 前 面 へ 全 材 を 左右 に 一 様 に まき 出す よう に な っ て い 
る 。 ま た , この 後部 ホッ パ か ら ス クリ ー ド に 流す 
合 材 の 温度 も 250"C に 保 た れる 特殊 な 保温 装置 
が つい て いる 。 


(4 ) 合 材 ホ ッ パ の 改良 
合 材 ホ ッ パ は 依 装 版 の 幅員 に より 分 割 式 に な っ 
て お り , 幅員 3.75m か ら 18m まで の 間 を 調整 
で きる よう に な っ て いる 。 また, 前述 し た 各種 走 
行 装置 に よる 幅員 の 微 調整 も 0.25m, 0.5m, 1.5 
m。 2.25m の ステ ッ プ で 行え る 。 
(委員 : 岡崎 治 義 ) 
"Rationelle Einbaumethode bei groBen 
GuGasphaltdeckenlosen" 
Baumaschine und Bautechnik-20 Jahrgang, 
Heft 5、 Mai 1973 
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ロロ ロロ E 


司 己 避 与 ニュ ー ズ 


履帯 式 ト ラク タ シ ョ ベル “CAT 941 B" 


キャ タビ ラ 


履帯 式 ト ラク 


本 機 は , 従来 の CAT 941 の ダイ レク ト ドラ イブ 方 
式 を パワ ー シ フ トド ライ ブ 方 式 に 改造 し 。 パ ケッ ト 和 容量 
プ さ せ た ゃ ので, 状 の よう な 特徴 が ある 。 
① 出力 81PS の 擬 関 を 搭載 し て いる の で 強力 で 粘 


を アッ 


り 強 い 。 


ペダ ル 式 ステ アリ ング を 装備 し て いる の で 運転 操 
作 が 容易 で ある 。 
本 機 の お も な 仕様 を 表 一 1 


パケット 客 信 | 
人 を 装備 重量 | 
機 聞 出 力 | 
必 玲 中 心 四 | 
失地 長 x 挫 地 人 
代 坂 仙 力 | 
ダン ピッ グリー グチ | 


ーー 図書 案内 


= 姜 (株 ) で は パケ ッ ト 容 量 1.2m' の 
ョ ベル を 48 年 10 月 より 発売 し た 。 


表 一 ! CAT941B 半 


(編集 部 ) 


5 mm 
1H.000ke 
ALPS 迷 憶 後 交 と も 3 友 
89 間 U098 六 5 写真 一! 選 藻 式 ト ラク タ シ ョ ベル "CAT MI BT 
060390 mm | 後 生 0-9.6jpmhr 
0 話 KW を 70 
ismm | 


ダム の 工事 設備 


〔 体 裁 〕 B5 判 (8 ボ 1 段 組み 688 頁 ) 上 製 ・ 市 クロ ー ス 
真珠 アル トン 紙 使用 ・ 工 事実 績 収録 ゲ ダム 143 個所 
〔 痕 価 ] 5,000 円 (た だ し 会 員 は 4,000 円 ) 送料 200 円 


一 般 に , 機械 化 施工 の 実績 は その 施工 業者 に よ り 重要 資料 と し て 温存 され , あ 
る い は 死蔵 され が ちの も の で す 。 し か し 建設 関係 の 多く の 方 々 の 御 條 同 を 得 
重 な 工 事 記録 の 散逸 を 防ぐ と と も に , 後世 に 伝え る た め , 集大成 する こと が で き 
第 華 編 と し て ダム 建設 の 工事 設備 の 変遷 お よび 最近 に お ける 工事 設備 の 
, 第 過 編 と し て 工事 実績 を 収録 し まし た 。 


固 申込 先 画 社団 法人 日 本 建設 機械 化 協会 


東京 都 港 区 公 園 3 丁目 5 番 8 号 機械 振興 会 館内 
電話 東京 33) 1501 振替 口座 東京 71129 番 


(昭和 8 年 11 月 1 還 一 30 


広報 者 会 
球 設 横 被 要覧 編集 委員 会 
日 時 :11 月 6 日 ( 火 ) 12 時 一 
出 座 著 内田 保 之 委員 長 ほ か 3 者 
ー タ グレ ー ダ お よ 
び 路 穫 用 層 械 " 掲載 原 羊 の 状 衣 
還 設 穫 械 要覧 編集 委員 会 
日 暑 : 和 月 7 日 ( 沙 ) 10 時 ー 
貞 應 者 : 沢 旋 矯 員 長 ほか 5 名 
謙 順 : 第 5 意 り クレー ジ そ の 他 " 掲 
蔽 原稿 の 企 査 
還 巡 設 拭 要覧 細 集 委員 会 
月 時 :11 月 8 日 ( 木 ) 10 計 一 
出席 閉 : 多田 光俊 吉 事 ほか 7 名 
磯 題 : 第 4 敬之 搬 概 祖 " 掲載 原本 
の 敬 査 
還 汗 設 機 拭 施 工 技術 検定 テキ スト 委 具 会 
日 時 :11 月 8 日 (本) 14 時 
肌 席 者 : 本 国定 史 普 員 ほか 9 名 
議 央 :" 書 設 尼 械 施工 技術 検定 テキ 
スト "の 改訂 に つい て 
四 汗 設 機械 要覧 細 集 委員 会 
日 時 :11 月 8 昌一 9 日 10 時 一 
軸 席 上 中 平 委員 長 ほか 9 名 
議 還 : 第 6 章 り 革 礎 芋 事 用 箕 棋 " 掲 
衣 原 策 審 在 
固 建 設 穫 補 要覧 編集 委員 会 
昌 月 18 日 ( 火 ) 10 時 一 
出席 者 : 倉 還 人 店 節 軸 長 ほか 6 名 
9 意 “ 科 語根 械 " 掲載 原 


岬 建設 機 械 要覧 紋 集 委員 会 
日 時 :11 月 13 昌 ( 火 ) 10 時 一 
肌 席 者 春 和 委員 長 ほか 7 名 


議 呆 : 第 10 章 内 材 生産 機械 " 掲 
蔽 原稿 の 審 在 
還 設 失 科 要覧 編集 委員 会 
目 時 :11 月 14 日 (て 水 ) 10 時 一 


固 理 設 機 徹 要覧 編集 委員 会 
日 時 i11 月 14 日 ( 水 ) 10 時 一 
出 訪 者 : 塩野 久夫 委員 長 ほか 2 名 
議 末 : 第 13 斉 “道路 維持 お よび 除 
当 機 村 " 掲載 原稿 の 乏 衣 


還 建 設 的 要 臣 編 集 委 員 会 
明言 中 1 月 1 日 で AD 10 時 ー 
軸 麻 者 : 補 本 斬 奏 員 長 ほか 6 名 


識 呈 : 第 17 間 タイ キヤ ・ ワ イヤ ロー 
グ お よび 燃 持 ・ 請 油 " 提 原 生 の 
需 在 
還 汗 設 提 械 要覧 訪 集 委員 会 
HH 時 計 1 月 日 ( 木 ) 10 時 一 
出席 者 : 自 有 肛 宏 員 藤 ほ か 1 名 
玄 因 * 第 必 疹 の 提 削 機 柱 " 掲載 原 
征 の 徐 衣 
硬 汗 設 提要 覧 細 集 委員 会 
目 時 :11 月 16 日 て 金 ) 10 時 一 
出席 者 : 石 昌 避 正 委員 大 ほか 6 名 
題 : 稚 7 着 “ 革 ん 孔 相 械 お よび ト 
シネ ル 揚 人 悦 " 掲載 原稿 の 宜 
画 建 設 機 械 要覧 編集 委員 会 
上 時 :11 月 16 有 日 ( 金 ) 14 時 一 
旧 諾 者 黄 時 委 員 長 ほか 7 名 
議題 : 第 中 蘭 " コ ンク リー ト 機 破 " 
掲載 原 積 の 鶴 査 
男 錠 設 機械 要覧 編集 委員 会 
山 1 月 19 日 (月) 10 時 一 


用 席 寺 今田 元 氏 委 中 各 
訂 曲 ! 第 12 意 " 佑 半 機械 "掲載 原 
税 の 審 去 
国 錠 設 機 枢 要 覧 編集 委 員 計 


HH 時 i11 月 19 昌 (月 ) 10 時 ー 
者 麻 閉 大地 忠直 委 員 諾 隆 か き 各 
交 題 : 第 18 和 "空気 拭 ・ 送 出 機 お 
ょ よび ポン プ " 掲載 原稿 の 党 衣 
還 錠 設 失 補 要覧 編集 委員 会 
月 時 :11 月 19 日 (月 ) 10 時 一 
出席 者 : 沢 利 座 委 員 長 ほか 4 名 
識 呈 : 第 16 意 " 原 動 険 その他" 
識 原 稿 の 審 衣 
騙 設 失 家 要覧 編集 委員 会 
日 蜂 :11 月 90 月 ( 火 ) 10 時 一 
出席 潮 両角 和 美 梁 員 大 ほか 4 名 
上 古 : 第 14 間 "作業 縮 " 掲載 原 策 
の 審査 
置 建 設 栓 補 要 覧 編集 委員 会 
日 時 :11 月 21 日 ( 沙 ) 10 叶 一 
出 磨 装 : 和 石 旭 委 員 長 ほか 3 名 
議 画 : 第 2 竜 " 押 人 機 層 " 掲載 原生 
の 鶴 査 
団 設 機 要 覧 細 集 委員 会 
日 時 1 月 負 日 OK 10 叶 


い ) 


“せん 外 横 械 お よび ト 
り 和 ネネ ん 掲載 原 和 の 誠 査 
還 殖 設 機械 要 臣 編集 委員 会 
時:11 月 21 日 (10 時 一 
用 席 者 : 大 城中 士 委 員 長 ほか 3 名 
義 題 : 第 15 音 "所 機械: 送風機 お 
よび ポン プ " 掲載 原稿 の 需 査 
画 建 設 機械 施工 技術 検定 テキ スト 委員 会 
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月 賠 :11 月 34 日 ( 土 ) 10 時 一 
出席 痢 内 国 秋明 委 員 ほ か 1 名 
議 燃 : "建設 民 械 施工 技術 松 定 テキ 


スネ スト" の 改訂 に つい て 
男 建 設 械 要覧 細 集 委員 人 


日 時 :11 月 27 日 
出席 者 : 内 田代 之 委 員 尽 
謀 題 : 第 8 章 " モ ー タ グレ ー ダ お ょ 
ぎ 路 負 用 機械 " 掲載 原 積 の 珍 在 
因 贅 設 鬼 械 要覧 編集 委員 会 
日 時 3 は 月 29 日 ( ホ ) 10 時 一 
出席 者 本 田 和 更 委員 9 用 
謙 題 ? 第 1 因り プル ドー 中 お よび 
タレ ー パ "第 8 意 積 込 李 他 / 掲 
翌 原 徒 の 審 志 
正文 献 敵 査 委員 会 
月 崎 !11 月 99 日 (本) 15 崎 一 
赴 麻 首 應 婦 員 ほか 4 各 
議 皿 : 本 計 曳 和 49 年 2 月 納 掲載 
原告 の 検討 
男 浴 設 機械 要覧 編集 委 具 会 
日 時 :11 月 30 月 (人 ) 0 時 一 
出席 者 : 準 春 


携 械 技術 部 会 


罰 空 気 機械 お よび ポン プ 技 術 朗 員 会 ポン 
分科 会 
月 吐 :11 月 7 日 ( 水 ) 48 時 一 
出席 者 : 琴 尾 美 視 委 員 ほ か 4 
識 逢 :⑦ 工 事 用 小 由 ポテ ブ の テン テ 
ー ト 案 の 検討 @ 正 事 川 小 
修理 基 鶴 の 検討 
固 ト ラク タ 技 術 委員 会 電 事 会 
上 時 :11 月 8 日 (本 ) 10 時 一 
抽 席 者 夫 国 宣 委 員 長 ほか 3 名 
講 類 : オ ペレ ー タ ベン ドブ ッ ク " ト 


ラテ クタ の 改訂 に 関す る テン ケー ト 
様式 の 打合せ 
還 油 圧 機器 委員 会 油圧 槻 器 ハ ンド ブッ ク 
分 利 会 
且 時 11 月 18 日 CK) 10 時 一 


日 時: 月 19 棚 (月 ) 14 時 一 

出席 莉 内 国保 之 委 員 長 ほか 7 名 

議 頭 :⑩ ユ ー ザ の 希望 事項 アン ケー 
に に , ② 生 産 友 数 調査 に つ に 
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還 潤 滑 泊 研究 委員 会 第 5 分科 会 
日 時 :11 月 20 日 ( 火 ) 13 時 一 
出席 者 : 山田 数 一 二 事 ほか 1 名 
議題: 銘柄 表 の と り ま と ぬ 
一 研究 成果 発表 会 
月 時 :11 月 22 日 て 不 ) 18 時 一 
出席 者 : 安河内 審 護 委員 長 ほか 100 名 
准 頭 :① 建 設 簡 械 用 ディ ー ゼ ル 機 回 
の 排気 公害 問題 (講師 : 中 戸 便 夫 ), 
⑳ 守 丈 な プル ドー ザ (講師 : 布施 行 
館 ま か ), 区 弱 地 に お ける 建設 機 
拉 用 タイ ヤ の 走行 侍 能 て 請 師 藤本 
義 二 ) 
還 空 気 機械 お よび ポン プ 技 術 委員 会 ポン 
プ 分 利 会 
日 時 :11 月 26 日 (月 ) 1 時 一 
出席 者 : 水井 誠 三 分 科 会 長 ほ か 7 名 
議 加 :① 工 事 用 水中 ボン プ の アンケ テ 
ー+ 案 の 検 討 ,@ 工 事 用 水中 ボン プ 
の 修理 夫 浴 案 の 検 計 
一 グレ ー ダ 技術 委 具 会 
日 時 :11 月 28 日 て 水 ) 14 峰 一 
出席 者 : 岡部 夫 二 琴 事 ほか 3 有 
議 皿 : アンケ ー ト 案 の 作成 


施工 技術 部 会 


田 道 路 除 委 員 会 
昌 時:11 月 9 日 ( 金 ) 14 時 < 
出席 者 : 比 凡 間 藤 衣 財 長 ほか 7 名 
識 頭 :① 「 防 寺 工 学 バン ドブ ッ ク 」。 
「 導 中 除 因 パ ンド ブッ ク 」 の 改訂 に 
つい て の 意見 交換 , ⑧ 新 規 朋 放 内 宙 
の 検討 
・ 解 体 工法 研究 委員 会 
是 時 :11 月 2 日 ( 金 ) 15 時 一 
出 麻 著 : 基 野 重 正 委員 長 ほ か 14 衝 
護 画 : の ウォ ー タ ジェ ッ ト 工 法 (と つ 
いて 、⑧⑱ コ ンタ リー ト , 岩 有 破 醒 工 
法 に つい て , ③ 理 築 成 壊 ・ 解 休 要 に 
つい て 
軒 高 速 道路 士 工 委員 会 土工 単価 分 析 分 科 
会 
日 時 :11 月 2 日 ( 金 ) 15 叶 一 
MM 合 豚 誠 夫 委員 長 ほ か 14 名 
議 順 : 現 地 詩 査 の 村 信 人 せ 
玉 研 究 成果 発表 会 
日 時 !11 月 12 卓 て 月) 1 時 一 
出席 者 : 雪 丹 麻 夫 部 会 長 ほか 150 名 
硫 斬 :G 高 半 中 工事 に お ける 土工 
単価 お よび 施工 上 の 間 大 康 に つい て 
(講師 : 層 麻 晃 )、@ ベ ルト ニン で 
ヤ に よる 土 運 搬 方 法 に つい て ( 講 
『 福井 草 )、⑱ コ ンタ リー ト 構 
道 物 の 破 絆 ・ 解 体 工法 に つい て ( 講 
師 : 芳野 重 正 ),④ 重 建設 機械 の 答 
送 に つい て (講師 : 内 山 茂樹) 


男 坦 所 打 拭 委員 会 幹 事 会 
上 時 :11 月 16 日 ( 金 ) 14 時 一 
出席 者 高岡 提案 負 長 ほか 8 名 
識 中 :① 手 引 午 窟 集 方 針 に つい て 。 
作業 予定 I ご つい て , ③ 見 学会 に つ 
いて 
画 高 束 道 路 土 工 委員 会 土工 単 価 分 析 分 科 
会 現地 調査 
月 時 iL1 月 19 日 (月 )-21 且 ( 水 ) 
出席 者 福井 草 埋 事 ほか 4 名 
場 所 : 日 本 道路 公団 名 古屋 巡 設 局 飯 
田 , 合 放 工事 事務 所 
月 的 : 高 連 道 路 土 工 エ 事 引 の 分 析 ・ 
調査 
還 高 速 道路 土工 委員 会 土工 単価 分 析 分 科 
会 現地 調査 
日 時 :11 月 26 昌 (月) 一 98 日 ( 水 ) 
出席 閉 : 森 茂 分 科 会 長 ほか 6 名 
場 所 : 日 本 道路 公団 信 隊 建設 局 小 
林 , 松橋 工事 事務 記 
目的 : 高 加 道 路 土 工事 費 の 分 析 ・ 
滑 誤 


整備 技術 部 会 


税 制 委員 会 電 事 会 
日 時 :11 月 14 日 ( 水 ) 12 時 
出席 春 : 森 木 裕 委員 長 ほ か 2 名 
議 大 : 設 備 機器 償却 に つい て の アジ 
ケー ト 案 の 検 対 
罰 部 品 工具 委員 会 
月 時 :11 月 27 日 ( 火 ) 10 時 一 
軸 席 者 : 奥 江守 員 長 ほ か 4 名 
議題 : イ ン バ パク トレ ンチ 用 ツケ ェ ト 
規 閣 に つい て 


調査 者 会 


還 調 査 部 会 
有 上 時 :HH 月 14 有 目 ( 水 ) 14 時 ー 
出席 者 : 見 正 民 元 事 長 ほか か 13 名 
議題 :*① 頂 目 別 担当 者 に よる 下 調 査 
の 結果 発表 ,@ 信 後 の 調査 活動 の 対 
策 


機械 損料 部 会 


大 土工 提 械 要員 会 小 委員 会 
月 時 ji1 月 6 日 CK) 13 時 一 
出席 者 : 佐 際 補 俊 硬 委 員 長 ほか 8 名 
肖 土工 模 械 損料 の 改正 C つ いて 
重合 装 提 補 委 員 会 
昌 時 11 月 7 日 ( 水 ) 18 時 一 
出席 者 : 今田 元 氏 副 節 員 長 ほか 14 独 
議 四 : 錆 村松 舞 料 の dr 正 に つい て 
男 建 筑 用 機械 委員 会 
日 時 : 財 月 7 旧 ( ホ 19 時 
出席 寺 杉山 豊 悦 委員 ほか 12 名 
譜 存 : 建築 用 展 械 損料 の 改正 に つい 
コ 


還 革 礎 工 事 有機 拉 委 員 会 
日 時 :11 月 8 日 ( 木 ) 13 時 一 
田 席 者 : 杉山 豊 僅 委 員 ほ か 17 名 
散 順 : 共 左 工 事 用 機械 机 料 の 改正 に 
つい て 
罰 基 礎 工 事 用 機械 委員 会 
日 時 :11 月 10 日 ( 土 ) 11 時 一 
出席 者 : 田崎 正 一 委員 ほか 7 名 
議 項 : 基 礎 工事 用 機械 損料 の 改正 に 
つい て 
玉 銅 製 仮設 材 委員 会 
日 時 :11 月 13H CK) 13 時 一 
出席 者 * 戸 田 清 委員 長 ほか 10 名 
議 呆 : 鋼 製 仮設 材 損料 の 改正 に つい 
中 
男 基 末 工事 有機 拭 委 只 会 
月 時 :11 月 19 日 月) 18 時 一 
出席 者 杉山 農民 委員 ほか 6 名 
議 順 : 基礎 工事 用 概 械 指 料 の 改正 に 
"つゆ 算 
還 基 礎 工 事 用 機 拭 委 員 会 
月 蜂 iH1 月 20 日 CX) 1 時 
肌 席 者 山田 進 委員 ほか 12 名 
議 央 : 基 礎 工 事 用 機械 損料 の 改正 に 
つい で 
画 ト ン ネ ル 用 機械 要員 会 
日 時 ii1 月 26 日 (月 ) 13 時 一 
軸 席 者 : 小川 俊和 委員 ほか 3 名 
議 峰 : トン ネル 有機 損料 の 性 下 ic 
つい て 
還 ト シネ ル 用 機 拭 要 員 会 
朋 時 111 月 27 日 CK) 1 時 
田 麻 閉 戸田 清 委員 大 ほか 4 名 
機 帆 : トン ネル 用 機 栓 損 料 の Gr 正 に 
つい て 
還 土 エ 携 械 要員 会 
上 日 時 :!11 月 30 日 ( 金 ) 0 時 
軸 麻 者: 佐藤 裕 俊 副 委 員 民 ほか 6 名 
蘭 明 : 土 工 概 械 指 料 の 改正 に つい て 


TSO 部 会 


男 第 1 委員 会 
日 降 :11 月 15 日 (本) 14 時 一 
軸 席 著 : 大 橋 秀 夫 委 員 長 ほか 15 名 
議 末 :①Metihod of testing brali- 
ng efciency of vehiclew ⑬ Me- 
thod for locating the centre of 
gravity and for mewsuring the 
stbility (static typing) of earti 
moving machinery 
古 第 3 委員 会 
日 時 *11 月 16 是 ( 金 ) 14 時 一 
出席 者 : 森 杯 光 家 員 長 ほか 9 名 
論 類 :G① 経 過 報 告 1974 年 に 開催 き 
れる 1SO/TC127 お よび SC 名 委員 
会 の 開催 日 時 等 に つい て , TC 127/ 
SG 関係 USA、 UK お よび Poland 
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の コメ ント に つい て ). ⑧ 東京 会 議 
の 前 案 事 項 で ある SC8N65 の 改 
正 案 作 成 に つい て (DRAFT PRO- 
FOSAL Maintenance snd adjus: 
iment tools for egrthmoving ma 
chinery) 


専門 部 会 
男 生 建設 失 械 輸送 対策 委員 会 特 丈 車 開発 
小 委員 会 
時 :11 月 5 目 ( 月 )14 時 … 


機械 設 昨 基礎 に 関す る 要 
望 に つい て の 科 管 
是 安 全 対 策 委 貞 会 ヘッ ドガ ー ド 小 委 員 会 
トラ クタ 分 利 会 
日 時 :11 月 13 日 ( 火 ) 14 時 一 
拓 時 司 埋 事 長 ほか 13 名 
議 天 : ト ラク ター ヘッ ドガ ー ド の 各社 


No. 287 
編集 蘭 発行 人 


発 行 所 
〒i05 


「 建 設 の 機械 化 」 
昭和 49 年 1 月 名 日 印 刷 


明 (試験 方 法 、 計 画図, 強度 
冒 穫 取付 方 法 等) 
男 安 全 対 策 委員 会 ヘッ ドガ ー ド 小 委員 会 
ずり 積み 機 分 利 全 
月 14H ( 水 ) 1 麻 ー 
た 馬 一 久 幹 沖 ほ か 11 独 
1 ヘッ ドガ ー 化 の 内 全 | 
検討 (トン ネル 断面 に 対す る ずり 栓 
訪 概 の ヘッ ドガ ー ド 形状 取付 才 波 
試験 方 法 。 強度 計算 式 人 ) 
罰 重 潮 設 提 禄 還 送 対策 委員 会 特殊 車 開発 
小 委 貞 会 
日 時 i11 月 16 卓 (人 金 ) 10 叶 一 
野村 義信 委員 長 ほか 18 名 
* 車両 制限 に 関し 新規 設 削 計 
『 の 説明 , ⑯ ト レー テ 
も の メー タカ 各社 の 要 記 事項 


の 説明 
還 安 全 対 策 委員 会 ヘッ ドガ ー ド 小雪 員 会 


昭和 49 年 の 1 月 号 を お 届け し ま 
す 。 

誕 年 暮 か ら 始ま っ た “" 油 ショ ッ 
クタ" に より 今 まで 続い て きた 高度 成 
長 路線 も 見 直し を 迫 ら れ , 昭和 49 
年 度 の 予算 編成 に お いて も 公共 事業 
の 延び を 抑え る 等 建設 事業 の 行方 
も 今 ま で と 上 異な っ た 様相 を 示す も の 
と 思わ れ , どの よう な 形 で 落 落 く か 
を 横 討 する 時 期 か と 考え られ ます 。 
エネ ルギー の 節約 , 克 源 の 節約 と い 
う 合 理化 の 新しい 命題 に 対し て 書 設 
工事 の 機械 化 が どの よう に 対応 する 
か が 新しい 研究 課題 と な る で し ょ 
う 。 

1 月 号 の 企画 と し て は 。 今 まで と 
異な り ,。 "エネ ルギー" ツ ポ " 道 


1974 年 1 月 号 


最上 武雄 


東京 区 芝 公 半 3 本 目 5 番外 電話 (03) 33-1501 吉 』 
電設 穫 械 化 研究 所 一 〒 417 人 剛 県 斉 市 大 測 3154 ( 吾 原 郵便 局 区 内 ) 電 語 0545) 35-0212 
北海 道 支部 一 平 060 札幌 市 申 央 区 北 3 条 西 5ー6 宇山 人 館内 
菓 北 支 部 一 補 980 他 全市 賠 分 本 310 一 21 六 和 ビル 内 

北 際 支 部 一 下 951 新湯 前 通 6 番 丁 1061 中 央 ビル 内 
中 部 支部 一 時 460 名 大 野市 中 区 栄 43 一 26 昭和 ビル 内 
関西 到 部 一 中 540 大 阪 市 和 区 谷町 1 一 50 大 手前 目 設 会 館内 
四国 相国 支部 一 平 730 広島 市 八丁 堺 12 一 92 貢 地 ビル 内 

九州 支 部 一 平 810 福岡 市 中 央 区 無 11 一 5 扱 割 ピル 内 


昭和 49 年 1 月 25 日 発行 (毎月 1 回 25 昌 発行 ) 
印刷 人 大 次 正吉 
社団 法人 日 本 建設 機械 化 協 会 


日 魔 東京 1129 秋 
行 三 革 銀 行 銀座 赤 店 


箇 話 (OH1) 231-4428 
全 茜 022) 22-9915 
電話 (0252) 28-1161 
電 話 (052) 21-2394 
電 丘 (06) 9h-8948 
写 話 (0822) 2L6841 
電話 (092) 741-9380 


軍役 の 機械 化 74.1 


パワ ー シ ョ ベ ペル 分 利 会 
日 時 :11 月 30 日 ( 金 ) 14 時 一 
出席 春 : 豊田 耕 光 条 事 性 か 17 名 
議 画 :< ぷ " 
の 休 座 眉 造 に つい て と 


業種 別 部 会 


軒 製 造 藤 部 会 例会 
月 時 E11 月 19 日 月 ) 17 叶 一 
則 席 導出 本 房 生 部 会 胡 ほ か 40 名 
護 古 :① 調 満 会 放 の 通 前 放 染 
政 華 に つい て " 請 遼 問 野 弘 航 。 G 了 
親 会 
一 サー ビス 業 部 会 見 学会 
且 時 :1 月 21 日 ( 水 )13 
軸 摩 著 : 久 保 還 | 
場 所 : マ ルー 邊 加 輌 本 社 工 場 お よび 
相模 て 揚 。 東洋 内 燃 構 下 業 杜 硬 本 
坦 


ショ ー ル 


路 " "鉄道 " "住宅 " の 5 部 門 に つ 
いて 随想 を お 願い し まし た 。 エ ネル 
ギー の みな ら ず 、 い ずれ も 現在 方 眉 
の 急 の 問題 で す 。 ま た , 昭和 48 年 
5 月 夫 に 行わ れ た 1SO/TC 127 の 
東京 会 の 報告 が まとまり まし た の 
で , その らち の SC 2 の 分 に つい 
て 報告 し ます 。 建 設 機械 関係 の 技術 
活動 も 国際 舞台 に お どり 出 た 感 が 一 
入 で す 。 そ の 他 ト レン ネル を 中 心 現 
場 か ら の 報告 を 数 件 いた だ きま し 
た っ 


り , また 礁 設 機械 化 人 
年 で も あり ます 。 皆 様 の ご 活 距 を お 
祈り 致し ます 。 
(中 野 ・ 桜 沢 ・ 土 居 ) 
〔 定 価 】1 部 300 円 
年 間 3,000 円 (前 金 


印 出 所 株式 会 社 技 報 過 東京 都 港 区 赤坂 1-3-6 


1974 年 


今年 も 365 日 稼 ぎ ま す / 


三菱 ユー 潮 MISGO 


ighty を speedy 


美 ユ テン ボ は 、「 政 隊 し な い 
高い 機種 と の 定評 を いた 
開発 に 際 し て 、 充 分 な (ハイ ドラ クト テス ト ) 
や 、 長 時 間 に わ た る 連 統 稼動 テス ト で 納得 の ゆく ま 
で 耐久 性 の 確認 を 6 し て いる か ら で す 。 

と に か く 機 械 サイ ド の 理由 で 休む 
や 現場 の か た が た ( か ける こと の な いよ うに 
配 成 し て いま す 。 


「 寿 命 が 長 い 」、 信 頼 性 の 
ヽ て いま す 。 そ の わけ は 、 


こ だ で 、 エー トー 


東京 都 三鷹 市 の 道路 工事 現場 


写 裏 面 も ご 覧 くだ さい 


シリ ー ズ 


三菱 ユ デ 天 IVISG 〇 シリ ー ズ 


MS シリ ー ズ は 稼動 コス ト が 安い 


パワ ー シ ョ ベ ル の 信頼 性 は 、 稼 動 コ スト と 密接 
な 関連 が あり ます 。 

稼動 コス ト は 、 機 械 を 保有 する た め の 費 用 ( イ 
アル コス ト ) は も と より 、 整 備 や 修理 に 要する 連 用 ・ 
燃 賀 ・ オ ペレ ー タ の 人 件 費 な ど 機 械 を 秋 動 きせ る 
た め の 機 械 経 リス ト ) 、 そ れ に ショ 
時 機械 サイ ド の 理由 
で 運休 する 時 間 を 藩 引 いた 機械 の 稼動 率 を な ど を 総 
合 的 に 考え る 必要 が あり ます 。 

そこ に は じ め て 稼動 コス ト (m あ た り 掘削 単価 ) 


狭い 現場 で 小 ま わり が きく 


IMS き 人 ぞ 〇 


バケ ッ ト 容 量 0.12 一 0.25m'( 標 準 0.2m') 
総 画 量 5.8 サイ クル タイ ム 12-15 秘 


1 トン 車 で 楽に 輸送 
三菱 ユー 志 WS4O 


楽 快 / 湿 地 タイ プ 


バケ ッ ト 容 量 0.15 一 0.5m (標準 0.4m) 
総 重量 10.66 サイ クル タイ ム 1317 秒 


IMS24OL 


バケット 容 量 0.15 一 0.5m'( 禁 準 0-4m ) 
総 重量 12.6t サイ クル タイ ム 13 一 7 秒 


\ー タ コス ト の 傾向 
\ 


ア 


が は じき 出 き れ ま す 。 機 械 の 信頼 性 は 、 特 
が 高い こと 、 つ まり 機械 の 故障 が な く 、 必 
に いつ で も 機械 が 動く 耐久 性 を 持っ て いる こと 
計ら れる 訳 で す 。 

MS シリ ー ズ は 、 強 度 試験 (ハイ ドラ クト テス 
ト ) 、 長 時 間 に わ た る 之 続 稼動 テス ト な ど を 
え し 、 耐 久 力 を 確認 する と と も に 、 万 が 
起こ っ た 場合 で も 全国 各地 に 必要 部 品 を 充分 に そ 
ろ え た サー ビス ネッ トワ ー ク を 整え 、 機 械 の ロス 
タイ ム を 少な くす る 万 全 の 体制 を と っ て いま す 。 


と くに 操作 が し や すく 作業 が 速い 


IMS ら GO 


パケット 容量 0.35 一 0.75m (標準 0.6m) 
総 重量 15.8t サイ クル タイ ム 15-19 秒 


高 効率 搬 削 を 鋭く 追求 


IMSHOO 


バケット 容量 0.6 一 1.2m( 標 準 !.0m) 
総 重量 25.00 サイ クル タイ ム 17 一 22 秘 


タイ ヤ 式 

H- ち O 

ベケット 容量 0.13 一 0.45m( 標 準 0.35m) 
松重 9.6t サイ クル タイ ム 15 20 秒 


三菱 重工 業 株 式 会 社 建設 事業 部 パワ ー シ ョ ベル 課 


東京 都 千代 田 区 九 の 内 2-5-| 容 東 京 03(212)3111 
お 問い 合わ せ は 下記 の 販売 店 
東京 産生 遇 人 東京 (03)212 5 
新人 東 京 (03)212.841 
介 米 電 商店 人 東京 (0355| 71 
語 人 語 重 東京 (03)433.0181 


新 重機 中 東京 (03) 583-6181 
模 央 中 人材 和 (011)261 3241 
四国 機 詳 中 大 松 (0878)33 311 
北本 小松 (076)21 3 


総 販売 代理 店 三菱 商事 株 式 会 社 建設 機 核 部 第 一 課 
東京 都 千 代田 区 妃 の 内 2-6-3 実 東京 03(210)4630.31 


は 華 生 駒 人 洒 松 (0534)61 51 
上 生還 広島 (0822)32 3325 を 
重合 浴 (092) 27 2128 きき 

穫 


時 0)35 49 
本 人 (0286 リ 22-1951 
胃 連 遇 し (02237)2 2845 


間 枯 枯 新 沼 (0252041 0500 自 車 遇 條 区 生 (0988)33.315 


岐阜 工業 の 新幹線 スチ ー ル フォ ー ム 


新幹線 全 断 面 ス チー ルフ ォ ー ム 新幹線 上 半 ス チー ルフ ォ ー ム 


山陽 、 東 北 、 上 越 新幹線 、 青 陣 ト ン ネ ル スチ ー ル フォ ー ム 
[営業 品目 | (特許 ) ヒン ヂ ブ レー ト タイ プ 下 猫 フォ ー ム 取付 


本 社 岐阜 県 本 巣 郡 真正 町 十 四条 344 番 地 
本 社 工場 TEL <0583> 24 一 6111 一 6 
仙 馴 工場 仙台 市 六 丁 目 御蔵 谷地 東 1 の 1 

TE 上 <0222〉 92 一 0940、94 一 5350 


日 本 車輌 の 
建設 機械 


三 点 支 持 杭 打 機 
万 能 掘 前 機 
スク レー プ ド ー ザ ー 
トラ ッ ク ク レー シ 
po 唐 愛 - 
ディ ー ゼ ル 発 電機 


クセ ント ル ・ その 他 旭 設 機械 一 般 


を 人 誠 里 車軸 工 業 株 式 会 計 


本 社 東京 都 中 央 区 銀座 1 


9 電話 (535)7301( 代 


ジェ 
(高圧 下水 洗浄 車 ) 


本 店 
大 阪 支店 
名 右 屋 支店 
皇 都 宮 支 店 
支店 所 在 地 


小型 スイ パー 


ッ ト フ ラッ シャ ー 


バキ ュー ムロ ー ダ ー 
(汚泥 吸 排 処理 車 ) 


<we 新 束 豆 交易 本 合計 @2 東 吉 還 輔 


建 設 擬 械 部 第 二 課 
東京 都 千代 田 区 丸 / 内 3-3-」( 新 東京 ビル 5 階 ) TEL 東 京 (2|2) 8411 大 代 
大 阪 市 西区 替 1 一 | 0 2 ( 展 ビ ル 6 7 階 ) TEL 大 孤 (44) 1431 大 人 
名 古屋 市 中 村 区 広井 町 3 一 88 (大 名 古屋 ビル 7 了 ) TEL 名 十 屋 (56|) 3511 代 
軍 都 宮 市 小幡 2 一 2 一 | 2 TEL 宇 都 宮 (2)2765.2656 
休 台 ・ 豚 岡 ・ 賠 山 ・ 広 島 ・ 播 岡 ・ 北 州 ・ 鹿 児島 ・ 長 崎 


航空 路面 清掃 還 


製造 元 


東京 江本 部 東京 都 中 央 区 八重 州 5-7( 八 重 州 三井 ビル 6 障 
TEL 03(272)705l 
本 社 ・ 横 浜 工 場 横浜 市 金沢 区 着 利 谷町 | 番地 
TEL 045(70|)5151 


@ MVO 一 0770/52 型 
バイ プロ コン パク ター 


電 仙 右 0222(61)6 3 6 1 
場 群馬 末 錠 埼玉 県 奏 日 部 市 


西部 総 発売 元 三笠 建設 機械 株 式 会 社 破 市 再 区 立売 畑 北 遂 +-70 TEL06(541)9631( 代 ) 


ダム 、 橋 染 工 事 に 真価 ぇ 発揮 する 


ウ の EEI ド 2 


ケー フル 
プレ - ン 


画 両 疾 定 式 
較 Y 型 プラ イド ル 式 


画 軌 索 式 
能率 的 な ロー プ ハ ン ガ ー シ ス テム 
従来 の ボタ ン 索 方 式 、 チ エン 連結 式 の 
ウィ ー ク ポイ ント を 
ロー プ ハ ン が ガー シス 
動 に 伴い 、 曳 索 の カ を 利用 【 
駆動 に 夫々 違っ 度 比 を 与え る 
に より 、 ト ロリ ー の 両側 の ハン ガ - 
夫々 の 範囲 内 に 於 て 等 間隔 に 開き 
寄る よう に 設計 され 、 衝 撃 と 故障 が あり 
ませ ん 。 


ケー ブル クレ ー ン 製造 認可 工場 


< 索 本 未 道 


本 市 水前寺 


0424・ 
長野 26 一 3719・ 


盛岡 23 一 1438 
人 者 2 一 417 
日 向 47 28・ 


- 目 


町 6 1 2 


9 番 


・ 大 鳥 


127 


も 


世界 一 の 納入 実績 性 態 ア ッ フ 


従来 の イン パク ト を スラ イド オー プン 化 に 成功 


KIB- 5 型 破 砕 機 6 3 


手動 で スラ イド で まき ます 


NLH 型 振動 館 ] | KPF-G 型 フィ ー ダ ー | 


脱水 , 採 砂 に も 使え ます グリ ズリ ー バ ー 形 状 に 注目 下さ い 」 


通産 省 指定 合理 化 モ デル 工場 


5 人 生み 二 


近 識 工業 式 会 社 


目 一 ョ - ビ ー プ RH-140 


アス ファ ルト 結 装 道路 の ハギ 取り 工事 を 目的 と し て つく られ まし た 。 
プロ バン ガス に よる 赤外線 発生 装置 を 有する 路面 加熱 器 で す 。 
従来 の プレ ー カ ー 等 に よる ハギ 取り に 代わ る も の で す 。 


赤外線 方 式 
ハギ 取 工 法 の 10 大 特長 


1 無 騒音 で す 

人 の ささ や きも 邪魔 し ませ ん 

2 無 振動 で す 
沿道 の 人 々 は や すら か な 要 を みて いま す 

3 安全 で す 
「 み どり 十字 」 を 目標 に 設計 し て あり ます 

4 路 床 を 破壊 し ませ ん 。 

橋 、 高 架 床 も 安心 で す 

5 均一 な ハギ 取 が 出来 ます 
トラ が り は や り ま せん 

6 層 舗装 も ハギ 取 が 出来 ます 
名 人 の う で を も っ て いま す 

7 応用 男 囲 が ) 
ジョ イン ト の 加熱 、 手 中 し 修正 、 乾 燥 に 
も つか えま す 。 

8 他 の 施工 法 に 
取扱 い が 人 簡単 
だ れ で も 安心 し て つか えま す 

9 経済 的 で す 。 
ムダ な お 金 は つ 


わせ ませ ん 。 
プー で すす 

ょ る 複雑 な 機構 は あえ て は 
ず し て あり ます 。 


全 の 株 式 会 社 東洋 内 燃 機 工業 社 


本 福 ・ 販 売 部 〒210 神奈 川 県 川崎 市 川崎 区 元 本 1 一 3 一 11 
TE 上 L044(24)5171 テレ ックス No3842 一 205 


 」 


足 且 の 強い ショ ベル が 各地 


KATO の HOO ニ コン 
(HD-350G, 450G, 750G, 1100G) は 、 各 
地 の 現 場 で 活躍 


お り ま す 


信 足 尻 が 強く 、 


きる ノ 


の 運転 が ラク 、 
@ カ が 強く 、 


は や 
り ま す 


ル "G" シ リー ズ 


稼ぎ まく っ て 


安定 し た 作業 が で 


使い や すい 


作業 処理 が は や い / 
も 好評 を いた だ いて お 


ジョ ベル 


全 油圧 式 


今日 の 対話 を 明日 の 技術 へ 


* な 加 詳 製作所 


社 ご 東京 都 品川 区 東 夫 丼 | の 9 の 37 
miao) 全 (47)8I1I( 天 代 泰 ) 
営業 本 部 ご 東京 都 准 区 才 西 久保 尾川 町 2 
(mW105) (第 7 森 ビ ん ) 全 (591)5III( 天 代表 ) 


ーー 


@ 格 出力 …146PS/1.800rpm 
0 バ ケッ ト 容量 ………0.45 1.2m 

( 林 |.0m) 
@ 最 大 提 削 梁 ……………6.72m 
(エク ステ ンション 付 )……8.22m 
全 業 備 重量 … の oni28.5t 


整備 工場 設備 機器 専門 メー の 2 


ぐ や 足 廻り 自動 肉 盛 溶 接 機 


米国 ウル フ 社 と 技術 提携 国産 化成 功 
トラ ッ ク リ ンク 自動 溶接 機 、 ロ ー ラ 、 
アイ ドラ 自動 溶接 機 等 

足 廻り 再生 設備 
ロー ラ 、 ア イド ラ 分 解 組立 プレ ス 
トラ ッ ク リ ンク 巻き 凌 軒 
シュ ー ボ ルト 分 解 組立 スタ ンド 
トラ ッ ク リ ンク プレ ス 等 


や エン ジン 及 油 圧 装置 整備 機器 ・ テ スタ 


エン ジン 整備 ポジ ショ ナ 油圧 ポン プ 同 シリ ンダ テス トス タン ド 
ぐ 整 備 工場 コン サル タン ト 業 務 
整備 工場 設備 の レイ アウ ト 規模 に 応じ た 設備 計画 等 


特に 海外 へ 進出 の 土木 工事 の サー ビス 工場 に 御 利用 下さ い 。 


外 補 加 車輌 株 式 会 社 


整備 は 安心 し て 委 せ られ る マル マ へ ヘ へ 


ぐ 24 時 間 サ ービス @ ぐ MuiS( 0 コプト サー ビス ) 
NT ユニ ッ ト 交 換 即 日 サー ビス 
部 品 及 フ ィ ー ル ドサ ービス 半 叶 半 失 械 ・ プ ラン ト 専門 整備 


尋 設 ス 枢 用 特殊 アタ ッ チ メン ト は 


マル マ が 引受 ます 。 


念 排気 処理 装置 (トン ネル 仕様 ) 

: 免 双 音 防止 工事 (サイ レン サ ) 

介 森 林 用 ガー ド 、 雪 用 キャ プ 安 全 プ ロ テ ク タ 
人 ロック ヒ ルダム 用 ロッ クレ ー キ ・ 転 圧 ロー ラ 等 
金 バ イプ レイ ヤ 、 の り 面 処理 装置 等 

』 免 運転 管理 、 報 告 に オペ レー ショ ング ラフ 


ー 8 


スナ ッ プ オン 工 具 米国 L & 昌 自動 溶接 機 : ロジ ャ ー ス 油圧 機器 日 本 総代 理 店 


 《> > 内 外 機 器 株 式 会 会 社 


区 桜 3 丁目 1 番 12 号 ) 加入 電信 242-37 
千早 町 5 丁目 9 番 5 号 2 と 表 ) 加入 電信 442-2478 〒 


各種 米国 製 機械 器具 ・ 薬 材 ・ 及 整備 用 機械 工具 


ー ケ 7 を 


い ニン グ " の 新 製品 
フレ ックス ホー ン 
一 完全 に … 早 く 


SD 簡単 に … ど こ で も 


GB 
Series 


-SPECIAL ITEMS 


ーー 
es、 maamss-ーー ニ ーー 02pTG39 


っ pgez-ーーー- mmーー ーー コ a 計 計 り 
4 3 
ee 

を を 


スチ ー ル コア デー ドル リル は ナチ ェ シ ツー メー ヴ が ーー と 
し で 世界 的 シェ ア を 誇る 西独 アン ドレ アス ナ 
ル 祉 が 、 コ アー ボ グ 用 と し て 開発 し た よ 
タプ ブル な 機械 で す 
スチ ー ル カッ トク イッ ク 、 ス チー ルナ チェ ン ツ 
と 同様 に ダイ ヤ フ ラ ム 式 キャ プレ ター が 組込ま 
れ て お りり ます の 米 @ ) も の 上 と 異 り 切 
削 角度 が 自由 で 持ち 
陶 管 、 ヒ ュー ム 管 簿 ? 


ぃ 工事 の 現場 まで 


で す 


ダ 


使用 細 時 の 広い 機械 


特長 

小型 、 軽 量 の 為 持 ち 運 び が 簡単 で す 。 

ダイヤ フラ ム 式 キャ プレ ター が 、 組 込ま れ て 
居り ます の で 、 ど の よう な 角度 で 使用 し て も 
エン ジン は 停止 し ませ ん 。 

スチ ー ル 専用 タン ク が 用 意 さ れ て 居り ます の 
で 、 水 の 供給 も 蘭 便 で す 。 

e コ アー ビッ ト は 1 イン チー12 イ ンチ まで 用 意 
され て 居り ます 。 


soy 財 吉 の 詳 証 環 叶 


エン ジン 仕様 


キャ プレ ター 型式 


エン ジン 各 式 2 サイ クル 単 気 簡 


排 気 量 
無 負 和 荷 最 高 回 転 数 
減 速 比 


次 料 | 混合 ガン リン 


35 1 


(使用 50 時 間 ま で 20: 1) 


午 。 重 | ん 
(コア ー ビ ッ ト を 除 ひ 


輸入 元 


版 大 阪 市 大 淀 区 本 庄 中 通 3 丁目 9 番地 ( 三 陽 ヒ ル ) 


熊本 熊本 市 新町 ? 一 4 一 4( 三 和 ビ ル ) 
札幌 札幌 市 北 六 
仙台 仙台 市 上 杉 1 一 8 一 13 勾当 台 パ レス 6 階 


西 6 丁目 2 一 | (山崎 ビ ル ) 


スチ ー ル ジャ パン 株 式 会 社 


本 社 東京 都 渋谷 区 笹塚 2 丁目 26 番 2 号 
天 


谷 377-8427 
谷 37|-4363 
谷 54-6457 
全 74 に 0511 
人 6|-7058 


EE の T 


日 立 VHC 圧 縮 機 〈 く ハイ ユニ ッ ト シ リー ズ ) は 、 圧 縮 機 、 
モー トル な どの 必要 機器 を 空気 槽 の 上 に 載せ 、 空 気圧 
縮 設 備 と し て 一 体 化し た も の で す 。 こ の た め 据 付け 時 
の 芯 出 し は 一 切 不要 。 簡 単 な 配管 ・ 配 線 作業 だ け で 、 

すぐ に も 運転 で きま す 。 (日 立 ) で は 、 ハ イ ユ ニッ ト タ 
イプ の 圧縮 機 を シリ ー ズ 化し 、 機 種 も この 37kW・YT 
ー RF を 加え 7 機種 と 豊富 に 揃え まし た 。 撮 付 け 工 事 
の 時 間 を 大 幅 に 短縮 し た 画 期 的 な 日 立 VHO 圧 縮 機 〈 ハ 
イ ユ ニッ トシ リー ズ )》。 ご 使用 に な る 目的 と 場所 に 合わ 
せ て 、 建 設 革 ・ 機 械 工業 な ど あ ら ゆ る と ころ で 最適 の 
機種 を お 選び いた だ け ま す 


電源 が あれ は 


すぐ に も 運転 が で きま 9 


ッ プ し ます 。 


人 @ 機 動力 が 技 群 で 、 能 率 も 一 段 と ア 


22kW TY-RF 


日 立 昌 作 折 @ 
札 購 (261)3131 
京 都 港 


空冷 シリ ー ズ | 水冷 シリ ー ズ 
iikW tikW 


WLPF 


( 可 搬 式 ) 


WLPW 


( 可 搬式 ) 


)2111 ま / 
10 電話 * 束 


ーmi 


15kW 15kW 

YS-RF (定置 式 ) YS-RWV  ( 定 還 式 ) 
22kW 22kW 

YT-RF (守恒 式 ) WS-RW ( 傘 計 式 ) 
37kW 

YT-RF ( 定 省 式 ) 

この ほか ペ ビ コン か ら パ ラン ス 形 ・ ス クリ ュー 形 コ ン 


ん 


ッ サ まで 豊富 に 機種 が そろ っ て いま す 。 


k 京 (435)4111 大 匠 (203)5781・ 指 剛 填 古屋 (251)3111 


人 
435)411: 大 代 


IHITACHI 


縁 の 国土 を 開発 する 


DVPN-2000 弄 
BHF.25 弄 


VPG.160 型 


世界 の 代表 ラン マー 
BS.60Y 型 


ニュ ー マ チ ッ ク バ イプ レー ター 
LIR75, 55 型 
営業 と サー ビス は 全国 ネッ トワ ー ク の 代理 店 へ お 申込 み 下 さい 


日 本 ワ ッ カ ー 株 式 会 社 


還 京 都 大 科 直 浦 旧 2 18-1 


TEL 08(732)9281 一 5 
大 大 了 市 東住吉 区 中 野間 236 TEL 06(704)4902 一 4 
仙台 営業 所 党 城 県 仙 癌 市 柱 田 町 3 4 一 29 TEL 0292 (58) 1208 
札幌 営業 所 札幌 市 北条 丁 3ー1 信 座 敵 失 貼 TELO11(251)5231 7 


会 タイ ヤ コス ト ダ ウン に 挑戦 する 
ErlauAG エル ロー 


タイ ヤブ プロ テク ショ ツチ エー ジッ 


タイヤ の 摩 炒 ・ 破 損 ・ 切 断 を 防ぐ 
ゃ タイ ヤ コ ス ト を 502 ダ ウン 
* 機械 の 経済 性 を 高め ます 


採鉱 場 、 砕 石 場 

製鋼 所 。 ガラ ラ 

使用 機械 

ホイ ー ル ロー タ ,。 スク レー パー ダンプ グレーター 等 
エル ロー 社 ( 西 独 ) 代 理 店 


ぐ ツ > 半 衣 立花 商 葉 質 易 部 


〒550 大 阪 市 西区 阿波 堺 通 2 の 47 TEL06 一 541 一 9521 


Model DH-G6 型 


(カタ ログ 噌 呈 誌 名 記入 ) 


9 東邦 式 


広範 囲 な 用途 を 持つ 


大 包 入 塞 包 機 ツー ェ 


@ 4 
ら 。 一 茶 支持 拓也 
Ho4 一 地 記 り 防 正 対 策 用 3 し 
ゅ 1,500" 一 659e 較 空 井 ・ 塞 泉 
DH 一 3 圏 そ の 他 コア ポー リン グ 
ゅ 1.200"% 一 659e 
DH 一 2B 


ゅ 1.,0009w 一 659 


東邦 hh 人 


記章 提 1T 


締 固 め 機 械 の トッ プ を ゆく / 
稼動 率 の 高い こと は 業界 の 定評 ノ 


サイ ドバイ プレ ーション ロー ラー 長岡 タン パー 
両 


輸 駆 ラン マー に 代 る ぁ 締 固め 機 


動 
振動 ロー ラー の 本 命 


[」 


Vー6WD 型 850kg NGK-80 型 80kg 


長岡 技研 株 式 会 社 音韻 語 宮 


叩 画 SS コン ベ ヤ ロー タダ 抽 
圏 タ イヤ ロー ダ 
圏 ダ ンプ ロー ダ 

圏 サ イド ダン プロ ー ダ 
圏 エ アァ ー ホ イス ト 
圏 エ アー モー タ 


記 庫 記 


吐出 量 (4 min) at 1.500rpm 


還 転 数 最 力 50% gm IOOM9 140Me 
(rem) (ww) モー タ モー タ モー タ 
吐出 重 一 入力 吐出 量 一 和 力 吐出 量 一 A カ 

(kw) (KW) (KW: 

0 30-1.00 140 9.6|107 9.1 1.82 86 2.59 
0P3-000 15.6 1.68 1.53 3.08 14.2 436 
GO0PS-006 24.5 12.73 22.9 49 21.5 6.50 
60P3 0 38.2 | 4.08 36.7 7.45 35.110.1 
60P4 080 43.3 |4.90 41.1 | 8.60 38.7 12] 
e0P4 040 58.5 6.20 56.5 1.5 53.8 16.0 
60P4 0 66.0 7.00 63.7 2.8 60.8 7 


笹 自 動車 織 器 ( 想 ) 計 二 計 


ア / ア - グ > ゲオ / ド が ・ グ 


@ リ > > ロー ラー 
ニー) 7 の ん /C の O パ 一 一 一 ペラ 4 
@ メ タリ ッ ク プ ブレ ー ト 


@ ス フロ ケッ トリ ム 


@ プ ロン ズブ ッシュ 
@ ベ ロー ズ ・ 高 圧 ホ ー ス 
@ カ ッ テ ン グ エ ッ チ ヂ 
@ 特 殊 ポル ト 
倫 E ジ プ ー ジ 2 ご 攻 


が (424)1021( 代表 
59)8432( 代表 
881)5050( 代 表 ) 
194」5196( 代表 


TI 管野 沢 き ー タ ー18 
岡市 博多 区 板付 4 下 昌 12 番 5 幼 
虹 市 典 平 区 平間 8 
公 市 窟 下 代 1 」 上 32 番 1 け 
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強力 な で ワー す コ マツ ッ パワ ー シ ョ ベ ペル 
15-HT-2 は 、 く 区 金 の 腕 》 と 呼ば れ て 、 各 地 の 現場 
で 活躍 し て いま す 。 最大 掘削 半径 7.900mm。 最大 
掘削 深き 4.800mm。 い ずれ も ニ の クラ ス 最 大 の 作業 
範囲 を 誇っ て いま す 。 また 、 履 帯 を は に め 足 まわ リ 
の 各 構 造 部 品 を ブルドーザ と まっ た く 同 一 に 装 落 
し まし た の で 、 履 板 の 摩 耗 の 激しい 現場 、 軟 弱 地 、 
登坂 力 を 要求 きれ る 現場 で も 、 大 い に 活躍 し まお 
@ そ の ほか 、 作 業 の スピ ー ド アッ プ と 省力 化 を 
同時 に 満た す 20- 昌 型 な ども あり ます 。 


ガ 論 き で 信 紳 に 応え る (黄金 の 腕 ) 


15-H( 油 圧式) 


15-HT:( 油 圧 葉 ) | 20-H( 油圧 式 ) 


ティ ッ パ 容量 | 0.45m 


045m 。 | 0.gm 


| 定格 出力 |75PS/ 900RPM 


75PS/1.900RFM| 20PS/2.200RPM| 


各種 アタ ッ チ メン ト も 用 意 し て お り ます 。 


ピロ 心 松下 人 所 


東京 都 港 区 赤坂 2 3 e 〒I07 会 03(584)7111( 大 代 栓 ) 


近 引 識 社 宮 西 075(9z2)2100 
夫 


導 了 康 社 人 前 0963(44)711 


ー 16 一 


ATE ロ ILLAR ロ 避 31 ヶ 


- バ ケッ ト 容量 .。 


O.8m 


AT 小形 プレ 先天 ク 第 3 弾 


AT 31 ロー ダ 新 登 場 
選べ T の ハイ メカ ニズム を フル 装備 


念 ま で に な い 、 本 格 的 な 小形 建設 機械 と し て 好評 の 突貫 
『 望 の 、 ペ ケッ ト 容 量 0.8m* の 931 ロ ー ダ が 新 登場 
し まし た 。 こ の クラ ス に は 初め て の 本 格 的 機構 に よる 、 操縦 
の 簡単 さ 。 余 裕 あ る 設計 に よる 、 ら くら く と し た 仕 
最新 の 方 式 に よる 、 日 常 点検 の 容易 さ 。 土木 、 建築 、 
林業 …… CAT931 ロ ー ダ は どん な 仕事 も らく らく と こなし ペタ ダル 式 ス テア リン グ 

ます 。 に 4040Y 自信 を も っ て 乗り こなせ ます 。 クラ ス で は 唯一 の 機構 。 両手 は パケ ッ ト 操 作 と 
あな た ショ ン 操作 に 専 訪 で きま す 。 


シリ ー ズ | 


前 後進 、 全 速度 段 
(前 廷 3 段 、 後 進 ! 段 ) の 
切換 え が 1 本 レバ ー 
ワン タッ チ で で きま す 。 
束 備 の 楽 な * 通り 抜け 式 の 運転 席 
シー ルド ロー ダリ ン ケ ー ジ 
6 M 隊 因 こ 運転 席 に は 邪魔 な レバ ー 類 が な く 
シー ルド ロー ダリ ン ケ ー ジ の の 左右 どちら か ら で も 、 乗 り 降り で き 


採用 で 、 給 脂 間隔 が 3 ヵ月 
また は 250 時 間 と 長く 余裕 の ある エン ジン 
日 常 の 点検 整備 が この クラ ス 最 大 の 
容易 で す 。 出力 と 排気 量 で 
(パケ ッ ト ヒ ンジ ピン 部 余裕 の ある 

の み は 一 週間 ご と で す ) 。 エン ジン で す 。 


いざ と いう と きも 安全 で す 。 


主 な 仕様 | 一 和久 | 張 明 
6.650tg | 6.950ke 
53ps 


耐久 性 に 優れ た 足 回 り 

シー ルド トラ ッ ク の 採用 で 足 回 り の 耐久 性 は 技 群 で す 。 
一 般 形 と 強力 形 の 2 種類 の 足 回 り で 

現場 に あわ せ て お 選び いた だ け ま す 。 


プル の あな 6 ニー ニョ ーー 


キャ タビ ピラ テー 三菱 回 


本 社 ・ 工 場 神奈 川 県 相模 原市 田 名 3700〒229 太 (0427)52 一 II2| 直 納 部 大 東京 (03)478 一 3711 

東関 東 支 社 容 柏 (0471)31 一 1151 西 関東 云 社 容 入 王子 (0426)42 一 1111 北 際 支 社 枯 新潟 (0252)669171 東海 支社 枯 安 城 (05667)8 一 1111 
近畿 支柱 容 夫 木 (0726)431121 中 国 支 社 大 瀬野 川 (08289)2 一 2151 (特約 販売 店 北海道 導 設 模 械 販売 山 き 札幌 (011)881 一 2321 
東北 建設 機械 販売 中 本 岩沼 (02231)2 一 3111 四国 建設 機械 販売 費 本 松山 (0899)72 一 1481 九州 建設 機械 販売 人 山 誠二 日 市 (09292)4 一 1211 
履 浴 自動 車 帆 族 病 (0988)68 一 4175 412-337 一 32 


革 の ) 現代 は 


昔 の 人 は の 
_ トー ダン に 
お 任せ 下さ ぃ 


トン ネル 工事 の 歴史 を 変え る 。 


トド - メ ン は トン ネル 工事 用 機械 の シリ ー ズ 化 ・ シ ステ ム 化 を 計っ て いま す 。 


トー メン の トン ネル 機械 は 、 二 事 の 省力 化 プ に お 役に立つ こと は も ちろ ん 


メ 


の こと 、 最 近 と み に 開 題 化し て お り ま す いま す 
シリ ー ズ 化 シス テム 化 
トー メン ・ ウ エス ト フ ァ リ ア 式 プ レー ド ⑨ ス エー デン へ ヘ グラ ンド 式 シ ャ トル ・ ト レイ ン ! は 、 


ルド は ほ 、 従 来 の 存 え 方 を 変え た 画 其 的 を シー ル 大 来 の ずり 出し 機構 を 根本 か ら 政 め 2】 


ま ド 正法 用 機械 補 す す ば ら 【 


トン ネル 工事 用 : 無 騒音 ・ 無 振動 の オー プン ・ 
ビット 工法 用 の 2 f 畑 が あり ます 


)( ほ 在 来 シ ー ル ド 工 法 、 ウ エス ト フ ァ リ 
ア 式 推進 管 工法 、 モ ンタ ベー ル 式 全 油圧 せん 孔 
- の ほか 、 ウ エス ト フ ァ リ ア 式 水平 ・ 垂 直 ず り エ 法 な どの ジリ 人 比 を 行ない まし 7 
出し 装置 、 ヒ ュー ム 管 専用 の サン キ 式 バッ テリ 
ーー 車 、 硬 涯 ・ 軟 岩 用 各種 トン ネル 掘削 機 、 工 事 
現場 ・ シ ー ル ド 工 事 用 セグ メン ト 清掃 用 強制 バ 
キュ ー ム 装置 な ピ の ウシ ステ チム 作 み か で きま し た 


、 推進 党 に 添 信 党 設 艇 


ご 用 命 下さ きい 


技術 コン サル タン ト 6 ー 吉 御 機 車 輸 部 
名 イセ キ エン ジニ アリ ング の 本 


東京 都 千代 田 区 界 町 4 」 目 1 番地 新 京 ビ ル 〒102 東京 都 干 代田 区 内 幸 町 2ー ュ ー1 倒 野 ビ ピル 〒100 
TEL (03) 264 -8670( 代 ) TL (03) 506-3579-81 


! も ル 下 事 用 付 壮 設 備 薄 


完 ッ ン BULLDOZER 44 を 


SOOS 


ネ * 


BK 18005 ス ライ ド バ パッ ク ホ ー 付 


頼も し い 弟 の 誕生 - 
頑 固 者 の 血 は 守 げ つが れ て いま すず す 


ーー カプ トム シ BK2500SD の 兄弟 機 と 1 
の ある ハヤ サキ が 多年 の 経験 と 最新 の 技術 3 ど 


新 製 品 - 


生生 し まし た 。 小型 プ ブフ レ メー 
MT 機械 の 記 
ワー、 操 作 機 構 、 足 縺 り 等 も 申し た ん 。 期待 通り 


定 機 と も いえ 


の 

画 主 な 仕様 itm/h (エン ジン ) 

(主要 寸法 ) IM wa ・4km/h 橋 電気 昌 … 99rc 
転 備 琶 第 二 連 4.0Km/h 。 坊 天 出力 …me21ps(2,400c. pum) 
履 帝 -8km/h 

天地 g.100ke 06m 
捧 地 お 1.290mm 0.25m 400mm 
(性 能 ) 1.700mm 2,300mm 
前 進 三 護 3 .8km/h 120kg/e < ィ 2.500mm 


-Okm/h ミケ テ 1,250mm 握 


時 崎 謙 五所 
機械 株 


社 沼 澤 市 上 香 質 西 町 1 1 50 逢 地 
筐 業 所 東京 都 中 舌 区 末 町 2 の 4( 第 二 め 利 産 に 

屋 営業 所 名 古屋 市 中 区 大 天 は の B の 20( 商 
業 所 天 孤 市 南 区 安 座 守 橋 通り 3 十 目 34(( 埋 大和 に 
業 所 仙 合 市 可 代 町 1 ゴ 日 
業 所 岡山 市 番 困 2 日 1 3 汗 
ンタ ー- 失 箕 市 吉 市 町 1 3 4 0 の ユ 


総 販売 元 中 崎 月 


山 (22) 9 3 
(220 7 66 
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| 」 


@ 定 格 電流 : 150A(4.0 擬 ) 
填 法 500X240X890 比 


s | 省力 公 の 時 代 で す 


技術 革命 は 日 進 月 歩 で す 。 エ ンジ ン ウ ェ ル ダー 1 人 台 を 
トラ ッ ク て 運ぶ 時 代 で は あり ませ ん 。 
軽 、 乗 用 車 で さっ そう と 現場 へ 


和 生 三 の 5kg ] [ 


問 違 えな いで 下さ い 。 一 発電 機 で は あり ませ ん 。 一 
販売 する ほど に 自信 を 深め る 商品 と 成り まし た 。【 保 証 付 実施 〕 
※ テ スト 御 希 望 の 方 は 、 お 申込 み 下 さい 。 


⑱) 日 本 建 機工 業 械 式 実 入 5 の 営業 所 広島 市 二 市 町 1 丁目 1-31 竹 末 ビ ル 内 
本 福 東 


33 電話 広島 0822 (91) 5425 番 

京都 新宿 区 余丁 町 1 0 9 高森 ビル 福岡 営業 所 福岡 市 博多 博多 駅 前 4-36-24 
電話 東京 03(351) 8 1 1 5 (代表) 〒 812 092(45)4 011-2 番 
区 楼 川 一 1067 吉田 ビル 1F 名 古屋 営業 所 名 古屋 市 千種 区 弦 月 町 1 一 22 
大 阪 06 (562) 4 6 44 番  〒464 電話 名 古屋 052(722)2827 番 


| | は 101 回 い 】 コ ! 有 時 4 
/ ど と 
空冷 ・ デ ィ ー ゼ ル ・ エ ンジ ン 


F2L912 型 
29.5PS/2300RPM 


F4L912 型 F6L912 型 
5 RPM 5PS/2500RPM 

age4222 有 1 HE 1!|1'】 コ !「lr 蘭 2BE 
お 訪 め する 最新 型 -F/LS ら 1 ラ シ リ ー ズ ニ れ 

ディ ー ゼ ル ・ エ ンジ デン の 決定 版 
空冷 エン ジン の 推奨 日 の 出自 動車 工場 社長 
に 購 人 E 取 っ 組 を は わ 補 る 四 相 に アフ 放 
お 尋 様 に 「 よ WW』 を やら す 上 


りり 前 だ 。 電場 に 


63.5P 


EDWUID 


は 芸術 的 


KN し は Fa に 
三井 ・ ド イツ ・ デ ィ ー ゼ ル ・ エ ンジ ン 株 式 会 社 
社 東京 都 港 区 新橋 4 一 34 一 8 (第 2 東洋 海事 ビ ピル) 433)1666 (代表 ) 
営業 所 大 阪 市 西区 江戸 現 北 通り 1 一 18( 小 答 ビ ル ) (443)6765 (代表 ) 


ー20 一 


開削 せ づ うに 鋼管 を 埋設 で きる 一 
ホリ ゾン ガー。 


下水 道 管 、 ガ ス 管 、 ケ ー ブ ル 挿 入管 な どの 銅 管 埋設 は 推進 工法 に し て い 。 
三 和 機 材 が 、 開 発し た 、 水 平 ボー リン グマ シン ・ ホ リゾ ン ガ ー は 、 
埋設 する 鋼管 内 に スク リュ ー を 挿入 し 、 掘 前 し な が ら 鋼 管 を 推進 、 埋 設 し ます 。 
地上 構築 物 を 損壊 する こと な く 、 し か も 狭い 場所 で も 楽に 作業 が 出来 る 新鋭 機 
@ 掘削 推進 方 式 @ 全 油圧 駆動 方 式 $ ス イベ ル 内 蔵 減速 機 方 式 

掘削 調 ンダ 組 込 方 式 @ 口径 調整 ガイ ド 方 式 @$ ワ ンマ ン 操 作 方 式 
合理 的 機能 設計 方 式 の 7 大 方 式 が 、 掘削 の 作業 能率 を 大 貼 に アッ プ さ せま す 
画 主 な る 営業 品目 


アー ス オ ー ガ ー・ ド ー ナ ツ オ ー カ ー・ ホ リ ソ ン カー・ モ ル タ ル 用 パッ チャ ー プ ラン ト ・ テ ブリ 
べ ベビー クレ ー ン ・ パ レ ハ ン ド ・ 配 合 飼料 用 サイ ロ プ ラン ト ・ 各 欄 プラ ント 他 土木 


ニー ニー ニー ニー デー ニキ ニニ ーー 
っ ー 三 和 機材 株 式 会 社 
砂 し 1 本 社 / 103 東京 都 中 央 区 日 本 本 茅場 町 2-10 電話 03(667)8961〈 大 代表 〉 
ーー 大 阪 営業 所 / 541 大 阪 市東 区 北 久 宝 寺 町 2-60-1 電話 06(251)3771( 代 表 》 


設計 製作 


東 日 典 痛 株 式 会 社 


全市 更 平 医 平 丘 B (WUD5O0O) 
中 外 機 工 株 式 会 社 
仙 可 市 本 材 未 町 4.6 (97) 7541 1 代 


東 日 興産 株 式 会 社 


東京 人 田野 当 18 420 1081 人 


川原 産業 株 式 会 社 


人 員 寺 電 表 町 大宇 際 庄 4709.7 234 


川原 准 業 株 式 会 社 


必修 区 胡町 2ー 3 (58)3691( 代 


中 吉 自 動車 株 式 会 社 
広島 市町 9 5 132) 3825( 代 


辰己 屋 奥 業 株 式 会 社 


大 市 人 生誕 上 の 59 54 5212 1 


川原 産 株 式 会 社 


厩 市 油 剖 区 丁 4-| 56D0555I 代 


名 だ 回 り の 寺 F 家 / 


ー 足 廻り 関係 の 
設計 製作 に つい て 


・ 小 松 ・ キ ャ クビ ラー 三菱 
・ 日 特 ・ 日 立 
・ リ ング ・ ビ ン ・ ブ ッシュ ・ シ ュー 


・ ラ グ その 他 足 廻り 部 品 


トラ ッ ク ・ リ ンク は の 
と 


トキ ロン ヘ ・・・・ 


一 土浦 工場 
- 帳 東京 父 工 所 


3 京 鉄工 所 


東京 都 大 田 区 仲 池上 1 トー 衣 
(752)3211( 大 代 ) テレ ックス 246 一 6098 
土浦 工場 茨城 県 土浦 市 北神 立町 1 番 10 号 


~ と に か く 仕 事 が は か どる ね 。 頼 も し い 奴 さ " 
現場 で 好評 / 掘削 ・ 策 込 機 の 新鋭 機 


和 所 


ヒア 7 /// 《 新 発売 》 


2 ガ // 


介 仕 様 


3.900kg(S ) 定 格 2.400rpm 


3.655mm(S) バケ ーッ ト 容 量 0.5m(S) 


1.500mm(S) し 。 ト 客 量 0.14m(BH ) 


2.080mm(S) 是 大 掘削 深き 3.300mm(BH ) 


42PS ケレ ー ド ( 幅 ※ 高 ) 2.000mm※630mm 


東京 (03) 212 一 55| 福岡 (092) 74 一 2261 


4 トコ 
= 操 大 阪 (06) 344 一 253| 名 古 屋 (052)561 一 4585 
し /. 岡 山 (0862)79 一 2325 金沢 (0762)61 一 1591 
ーー 広 鳥 (0822)21 一 892| 仙 台 (0222)21 一 3531 
F リ ロリ に AVWVA ピロ .』LT ロ 。 話 和 (og78)5! 一 3264 札 則 (011)26! 一 5586 


本 社 東京 都 千 代田 区 妃 の 内 2 丁目 6 番 | 号 邊 販 売 ・ サ ービス セン ター 田無 (0424)73 一 2641-6 
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油圧 式 で 
杭 打 工事 の 大 型 化 に お 答え する 
最新 振動 杭 打 機 で す 。 


信 打 ・ 枕 抜 の 大 型 化 に 伴い 移動 が 
簡単 で 、 打 稚 物 も 多種 類 可 能 、 
坂 魚の 必 能 を 洲 揮 する 洒 圧 式 振動 
枕 打 機 で す 。 


圧式 振動 杭 打 機 


ャ ッ グ ハン マー 


ト 振動 機 
振動 枕 人 


ト 貞 品 用 種 時 梓 


CH 型 
V-3・V 
Vー6U( 油 圧式 ) 
V-15 ( 油 尾 式 ) 


各種 コン クタ リー トバ イプ レー ター 製造 発売 元 


YK 山田 機 本 式 人 証 


切 所 の 環境 を 改善 する 


高 能率 クロ ー ラ ジャ ン ボ ン 


翌 ば 、 その ほか の すぐ れ た 特長 還 ト ン ネ ル エ ー ス の 主 な 仕 本 


再 測 の 2 プー ム ・ ク タロ 


国鉄 幹線 トン ネル 事 用 に 開 工 まれ た @ 計 エ タ を 電動 に し / | 5.500kg 

最大 20" と いう 彼 坂 尾 能 で 、 ェ ヤ や ・ モ ー タ に 上 比較 し 下 守 呆 、 ーー = 
伴 種 終 玉 や アク セス トン ネル 拠 ど 人 骸 み 芝 用 18" 最大 20 
現在 活躍 し ゝ ます * の で 狭い 切 汐 で 1 電動 蛋 22kw 4P(200V) 


水平 さく 孔 四 囲 | 高き 4.4= 幅 5.3m 


カ ・ 消 音 ・ 消 器 定評 機動 性 共 揮 、 切 羽 に 」 は 2 天 
1 95 ド リフ タ を J 切羽 の 境 を 屈 人 欄 還 D95 ド リフ タ の 主 な 仕 
答 ドリ ル 操 作 機 憧 Ep 介 レ ー ル * に 比 枝 し 設 人 ーー に 
ッ ス テン シ ム の 採用 で 、 能 東 。 導 城 で も 岳人 能 補 きく 所 可能 。 て トン ストロ oe 
7 h カス ケ ジ ュ @ ド リフ タ の 保守 に 完 ペ べき な 自動 6.4m / mn 
も 楽々 こなす 画 期 稚 條 本 鋭 仁 で 強制 給油 下 の 擦 用 1.500BPM 


工事 の 能率 アッ プ 


し 


〈《2 ブ ー ム 〉 
4 
本 社 東京 者 千代田 区 丸の内 2 の 6 の 1 (古河 綻 合 ビ ヒル) 電 0: )6551 (大 代 ) 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー 
古河 さく 岩 機 販売 株 式 会 社 札 神宮 11(871)1251 大 館 容 01854⑫)1766 他 台 生 0222(21)5541 
ーー 邊 DI7 5 大 8(3449362 高松 087B(IDB55 


詳し い お 問合せ 、 カ タロ グ の ご 請求 は 右記 本 社 又は 営業 所 へ 広島 末 0822(32)7729 福 賠 092(55)6487 高崎 容 0273(23)2532 
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BARBER-GREENE 5 日 -110 ASPHALT FINISHER 


6 大 特長 

較 全 油 圧 駆動 の 無 段 変速 で | 分間 に 46x よ で の 舗装 能力 

罰 種 載 重 量 8 ト ン の 自動 給 送 装置 

還 舗 半巾 2.44 ヵ ・ 最 大 舗装 巾 4.27 ヵ 

一 運転 席 か ら で 助 手 席 か ら で も 操作 で きる デュアル ・ コ ント ロー ル 方 式 
田 最小 回 転 半径 | .98 ぁ の 機動 力 

圏 任意 品 に し て 自動 スク リー ド ・ コ ント ロー ル 装 置 の 取付 可能 


Borber-Creene 


詳細 は 右記 に お 問い 合わ せ 下 さい 
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明和 才 動 ター を 


両輪 ・ 駆 動 ・ 振 動 


た ガー ーー ステ アリ ング 軽快 (パワ ー ス テア リン グ ) 
商 / 3 J サイ ド 転 圧 可 能 
MV R 一 25 型 2.5t 
ー | MV R 一 唱 型 |.I 
上 上 下 回 転 式 ハ ンド ル ト 
MVH-5 型 0.5 0 . ル 


(特許 出 績 中 ) 


| 1 

アス ファ ルト 舗装 

表面 整形 

VP 一 中 OKg 

VP- 70ke の 

VP- 60ks ML ノ 

re 

選 


( 新 製品 ) 、。 Ru 
道路 肩 の 面 転機 
S6-| 150kg 


株 式 会 社 (カタ ログ 進呈 ) 


明月 第 和 ほ 作 所 
川 日 市 青木 | 丁目 !8 2 
) 代 表 (51)4525- 9 〒332 

961-0747 8 〒536 

0878・499| 〒8!2 

(052)36|-5285ー6 〒454 

0222)56- 4232・57 -1446 〒983 

0OI)828-0 9 6 4 〒062 


(特許 出 願 申 ) 


隊 道 掘 容 の 左 運 搬 、 


ー ン シャ ウッ ト 


w 奉 トロ の 入れ 


イン ト 、 カ 
の 余 場 の 要 も 


に 於 ける チッ プ 


鉱石 運搬 に は ーー 一 一 


ルカ ー“ 


種類 及び 仕様 
ロス も な を く 大 是 | 価 竹 6 momlig mlsmlgo mlay 
ー 又 は 堀 トーーー オ ーー ーー コーーーーーー-ー 
フル に 発 折 で き 最 も 能率 的 で す 。 人 中 | 450| 1450| 1.450) 700| 1.800| 180 
柄 切 り ま す の で チェ リー | 全長 | 13,200| 13,450| 14,550| 14,650| 21,000| 21,600 


フタ ー 侯 に ーーー ニー 
な く 、 叉 土 拾 坦 。 | 全店 中 | 1.215| 1.450 


1.550| 


1.600| 1.500| 1.780 


同 装 


ンコ ント ロー ル で 積 込 、 排 出 が 出来 、 運転 e プ レス クリ ー ト 


e ト レン ロー ダー 


^ け る 人 ト ロ の 入れ 替え が 不要 の 3 る 琉 ゃ ロー タリ ー コ ンク リー 
ゃ フィ ー ダ ー 
け る 克 出 し に は 、 理想 的 な 上 
人 な ける 研 出し に は 、 理想 的 e 拓 打 提 、 空 孔 機 
電気 集 府 拘 


中 


も 不要 と な り 久 是 t| 7.5 0. | | 15.0 
営業 品目 (最少 回 転 曲率 半 住 は 40r を 杜 準 と する 。) 


ポン プ 


20.0 | 23.0 


⑮ 和 丸 矢 工業 株 式 会 社 


祉 大 阪 市 福島 区 海 
営業 所 東京 ・ 広 


江 中 1 一 3 8( 平 松 ビ ル ) TLO06(453)0521 一 5 
島 ・ 仙 人 台 工 場 プ 姫 路 サー ビス モン ター ンプ 東 京 


新 時 代 の 土木 ・ 建 築 に 拓 


特許 
@ 道 路 用 コン クリ ー ト 製品 
連続 自重 成型 施工 重機 


r 次 石 施工 野天 貼 120cm 


* 開 発し た 世界 で 初め て の 


@ 移 動 式 生 コン プラ ント 


WP . 
WM Mil 


設定 祥 自 動 方 式 | 


ン 34 
40P モ ー タ ー 蝶 動 12rpn 


< 特許 : 
便 ロ ー ス ラン ブ 専 用 生コン 車 


コロ TILTER 


タン プ コ ンク リー ト の 全 柄 電 
 」 分 足ら ず で 排出 し ます 。 


誠 開 発 商品 の 技術 相談 に 応じ て お り ま す 


大 阪本 社 大 阪 市 都島 区 都島 本 通 2 丁目 9 番 10 号 


Je 電話 大 阪 (06)922-1972 代 表 
日 発 実業 株 式 会 社 東京 本 店 東京 都 世田谷 区 大 原 2 ノ 28 ノ 17 


電話 東京 (03)323-3281 代 表 


ーー 一 


湊 党 は . ノ 


gw 小木 の グラ ブ で 


(ライ ト か ら ウ ルト ラ ヘ ビー) 


た うい Py 「 器 
E 補 ジジ 
軟 王 
硬 に コ 


石 掴み は グ 


クラ ッ チ バケ ッ ト を 


各種 専用 グラ ブ の 専門 メー カー 


(@8 株 式 会 社 赤木 荷 宮 役 機械 工務 所 


本 (687 
電話 松戸 (0473) 62- 1 


SB-B ス フル - カ - 


ンク リー トブ レー カー の に 
駿 音 と 振動 を も っ と 小さ く ' 
て きた ら PHTELLD 


現場 に 従事 する 人 々 の この よう 
な 願い を 製品 に 反映 させ た の が 
アメ リカ 、 イ ン ガ ー ソ ル ・ ラ ン 
ド 社 の 画 期 的 な ブ プレー カー、S 
B-8 ス ー パ ー プ レー カー で す 。 
今 ま で 、 コ ンク リー ト プ ブレーカ 
ー の 騒音 と 振動 は 避け られ な い 
も の と 考え られ て いま し た が S ーー 
B 一 8 スー パー ブレ ー カ ー の 出 2.2Im'/min 
現 で これ ら の 問題 は 、 一 挙 に 解 い 
決 紀 まし だ 。 
SBー8 ス ー パ ー プ ブレー カー は 、 
軽く て 丈夫 な FRP 和 樹脂 の 消音 
マフ ラー な ど に より 不快 音 を 取 


晶 造 pasrsen-Rana 


り の ぞ く と と も に 独自 の 内 部 機 vsX ェ NEW ゴー な テテ な 
構 に より 反 接 や 振動 を 最小 限 に ee 
押え て いま す 。 市 街 地 で の 使用 、 富 03 (389)3 | | | 代表 〒le4 


札幌 ・ 仙 台 ・ 新 潟 ・ 東 京 ・ 狗 岡 ・ 名 古屋 


を 特に お 勧め いた し ます 。 金沢 京都 大阪 広島 < 高松 - 福 岡 


アス ファ ルト ・ プ ラン ト の 
粉じん 公害 は 、 
三菱 ルー アフ ィ イル タ が 
解決 し ます 。 


当社 は 、 欧 州 の アス ファ ルト ・ フ 
ラン ト 用 集 じ ん 装置 に 多く の 納入 実 
績 を 誇る “西独 HEINRICH LUHR 
社 " K 集 じん 装置 を 技術 提携 
し 、 同 機 の 製作 ・ 販 売 を 行なっ て 
いま す 


【 特 長 】 


一 偽 特殊 構造 の ガス クー ラ の 併 
に より 安定 し た 連続 運転 が で き 
ます 
一 柱 ろ 布 を 取り 付け た まま で 、 移 設 で 
きま す 


で きま す 
エレ メン ト は 、 バ ネル 形 の た め 


据付 面積 は 少な く て て すみ ます 。 


※ な お 、 詳 細 に つい て は 下記 に お 問い 合せ いた だ けれ ば 、 係 員 を 派遣 いた し ます 。 


4 三共 化工 機 桃 式 費 視 業 第 2 部 ・ 集 じん 機 クレ ー プ 


東京 都 港 区 新橋 6-|-|1 (秀和 御成 門 ビ ル ) 佐 03(433)217I( 代 ) 本 社 東京 都 千 代田 区 丸の内 2-6-2 容 03(212)06II 


公害 を まる ご と パッ ク し まし た 。 


狐 音 や ホコ リ な ど 住民 の 苦情 が 絶 を な い 道路 の 工 


事 。 一 方 で は 公害 防止 条 令 が 成 し く 目 を 光ら せ て 
いま す 。 こ れ で は 、 工 事 の 進行 に も 支障 を きた し 
ます ね 。 そ うし た 諸 問 題 を 解決 し た の が 、 共 害 対策 


アス ファ ルト プラ ント で す 。 従来 100 ホ ー ン 近く 
あっ た 騒音 を な ん と 50 ホ ー ン 以下 に お きえ まし た 。 


ちな み に 50 ホ ー ン と いえ ば 、 私 た ちの 会 話 程度 の 静 け 
さき で す 。 こ の 騒音 対策 を は じ め 、 媒 腐 、 亜 硫酸 ガス 
の 発生 を 防ぐ 公害 防止 装置 が 大 き な 特長 で す 。 こ う 
し て 、 公 害 対 策 に 万 全 を 期し た こと に 伴い ぃ 、 作 業 
環境 も 著しく 向上 。 も は や 、 住 民 の 苦情 ゼロ に な 
る 日 も 、 も う 間 近 。 ぜ ひ 一 度 ご 検討 くだ さい 。 


創意 と 工夫 が すみ ずみ まで 
生か され た 新 機構 で す 。 
*3 つの 対策 > 


いて は 、 彰 区 側 々 
防音 処置 を 即 し た う 


す 。 機 体 中 心 よ り 30m 地 点 で 、 
沖 定 値 は 50 ホ ー ン を 確保 て 
ます 。 


NAP は ホコ リ を 出し ませ ん 。 
全 粉 訂 は バッ 
集 し ます の 


グフ ィ ル タ で : 


と が 可能 で す 
ッ ク グフ ィ ルク を 合用 [ ま 


バー ナ は 対 滑 
設計 し まし 

灯油 使用 に より 車 硫酸 が 
ス の 発生 を 防止 で きま す 
NAP は 相手 を 選び ませ ん 。 
人 @ 既 設 の どの よう な アス ファ 
ルト プラ ント に も 容易 に 取り 
付け られ ます 


還 こ の 他 . 公 容 対策 アス ファ ルト プラ ント は 
百 自 の アイ デア が 牙 多 (生か きれ て いま 


カタログ の 潮来 、 鐘 し い お 問い 合わ 
で は 下記 営業 所 へ 
札幌 営 理 所 (0IDD291ー044I 
但馬 管 禁 所 。 (022224-133 
名 古屋 入所 。 (052)582 一 3915 
広島 交 介 所 (0822021-7423 
指 央 管 本 所 (092)52 一 5 
馬島 出 短所 (0992)26-2155 


ア | ス | ファ 


プラ レト 


章 日 式 世 穫 


本 社 ・ 工 場 明石 市 大 久保 町 江 井 島 |013 大 二見 (07894)6-2121 
東京 営業 所 東京 都 千代 田 区 神田 駿河 台 |-6 大 (03)294-812| 
大 阪 営業 所 大 阪 市 西区 新町 南通 5-| 容 (06)538-!771 


ー33 一 


堺 削 朋 エ レベ ー タ ー 


@ 労働 安全 衛生 規則 の 構造 規格 に 従っ た 製品 が 使用 きれ ます 。 


@ ウイ ンチ は 技術 と 
用 し ます 。 


ゴン ドラ 製造 認可 工場 


| 提 町 4 
東京 都 漆 白 借 1 の 18 の 14( 小 時 会館 ビ ル ら 也 ) 
大 職 誠 征 民 李 庄 中 通 3 丁目 9 番地 
も 古 東 区 石神 人 町 2 丁目 1 8 の 2 (大 人 ビ ん ) 
件 凌 秒 全 所 仙 癌 市 本 町 2 丁目 9 番 15 号 
営業 所 村 市 北 16 謗 東 17 丁 目 
華 所 広島 市 中 広 町 2 丁目 17 番 18 号 
最 本 営業 所 旅 本 市 二 押 寺 町 9 の 1 


誇る 南星 の 


(4t) 528191 
TEL (504 一 0831 
TEL (372-7371 
TEL ( 代 )962 一 5681 
TEL ( 代 ) 27 一 2455 
TEL ( 代 )781 一 1611 
TEL ( 代 ) 3 一 1285 
TEL ( 代 ) 52-891 


f 新潟 市 事 万 


市 入内 町 3016 
市 則夫 橋 通り 3 番 19 
市 大 字 中 御所 岡 還 1 5 2 
近 礎 市 坦 川 朋 54 の 6 
町 4 番 9 中 
大 分 市 中 委 西 3 丁目 1ー1 
甲府 再 平 井町 2 111 
富山 市 大 巣 一 区 東都 1139 


気 制御 方 式 の ウイ ンチ を 使 


TRI 6 一 8088 
TEI. (IN) 94 一 5231 
TEI. (5295 


TEI. ((G) 4 一 6441 
TEL ( 代 ) 45 一 5585 
TEL 4ー2785 
TEL 22-5795 
TEL 21-3295 


妖 作 和 セ ッ ト 


これ が セッ ト の 大 き な 魅 力 で す 。 
@ す ぐれ た 経済 性 
ュ ョ ンプ レッ サ は クロ ー ラ ドリ ル の 空気 消費 信 に パラ ンス し 7 
負荷 で 運転 し ます 。 ま た オペ レー タ | 人 て で 両機 の 操作 を し ます 
の で 能率 的 、 経 済 的 で すぐ れ た 機能 と 経済 性 を 発揮 し 、 安 定 
確実 、 安 全 、 迅 速 な 塞 孔 作業 が 行なえ ます , 用 途 、 工 事 規模 ( 
応じ て 各 機 種 セ ッ ト を お 選び 下さ い 


@ グ ルー プ の サー ビス 体制 
緊密 な 三井 グル ー プ の 全国 サー ビス ネッ トワ ー ク に よっ て ユ 
ー ザ の 皆様 が 安心 し て ご 使用 いた だ ける よう 迅速 か つ 万 全 の ア 
フタ ー サ ービス を 実施 し て お り ま す 


-⑯9> ニ 革 物 導 機 械 販売 サ - ビ ス 抹 式 食 証 


四 京 都 港 区 西新 橋 2 丁目 2 3 秋 1 号 


第 3 東洋 海事 ビル TEL (436)2851( 大 代表 


幌 
仙 始 
新 渦 
東京 第 


011 - 271 一 3151 東京 第 二 営 業 所 03 一 436 一 2851 た 阪 営業 所 0726 一 43 一 6631 
業 所 0222 一 86 一 0432 設備 機械 営業 所 03 一 436 一 2851 広島 営業 所 0822 一 47 一 2441 
業 所 0252 一 47 一 8381 江南 業 所 045-681 - 6521 方 岡 営業 所 092 一 43 一 6761 
03 一 436 一 2851 名 古屋 営業 所 052-623 一 5311 施 囚 出 張 所 0988 一 68 一 3131 


35 


画 TEREX R-35 リヤ ・ ダ ンプ 


積載 重量 32,000Kg 


カ 434H.P. 


(GMI2Vー7IN) 


田 TEREX 72-81 ロー ダー 
総 重量 "53,000kg 


運転 容量 


7m 一 13,500kKg 


総 馬 カ 465H.P. 


(GMI2Vー71T) 


本 店 
一 店 所 
@ 詳細 は 右記 に お 問い 合わ せく だ さい 


モ 


IO0- 東京 


津 ・ 


寺町 2 の 2 の 1 ( 秋 た 
る 


ー 36 一 


中 古 建設 有機 械 並 重 証 還 販売 
油谷 重工 株 式 会 社 | 株 式 会 社 小松 製作 所 


パワ ー シ ョ ベ ル ブル ドー ザ 各種 部 分 品 


使い や すさ と (ね ば り 強 さ , で 定評 ある クボ タ 
アト ラス ショ ペル 。 パ ケッ ト 容 量 0.3mー0.7m ま で 
いずれ も 重点 主義 で 鍛え あげ た と びっ きり の スゴ 腕 
た ち 。 そ の 実力 、 底 知 れ ぬ パワ ー と 場所 を 選ば ぬ 
た くま し さ を デ ッ カ ク お 役立て くだ さい 


ワイ ド に 働く すご 


*e/ 
は PT W 
M 


ここ の タ 侵 田 嗣 紅 会 


し 万 光 』 


な 混 地 に も ひる まん 


所 重力 重点 の OGs 


KB・ -40BH IMB・ 40BM 


由 
円 
内 
円 


| METI | 


: 放 生 .] 


ト 」 


強 カ ー 小 形 三 軽量 … あ ら ゆ る 用 途 に 高 性 能 を 
発揮 する クボ タブ ル ペ ッ ト 。 掘る バッ ク ホ ー、 積 
込む ショ ベル 、 押 す ド ー ザ 、 小さ いな が ら も 強力 な 


す テン ロ ッ い か 
レン 村 み 込み 作業 の 首 力作 根性 ブル . 現場 か ら の 要望 に 十分 こたえ る た の も し 
ー ョ へ Mg に ロ *1 き で す 


WaiA み OK タン 生き 1 


め 


揚 削 十 埋 情 
4 ん igz 計 一 区 互 品 ] 


OSTT 


し カ / / 


* サ ービス ステ ーション 


プペ と 


人 663 
ュー イ 86 4 


9 


力 を 活か す 椿 示 チエ イン 


信頼 の 足跡 。 


音 酷 な 大 荷重 伝動 に もち 、 つば き の 経 験 と 技術 が 活躍 し て いま す 。 


チェ ー ン の 中 門 メ ー カ ー と し て 58 全 その 陽 商 な 経験 と 

すぐ れ た 技術 か ら 生 まれ た (つば き 重 谷 現 川 ロー ラチ ェ ー ン ) は 、 
不 ・ 和 建設 機械 の 伝動 昭 す る 強 力 タ イブ で す 品質 は 、 

尼 罪 的 な 権 成 を も つ APL( デ メリ カ 有 有 洒 陣 会 ) 認定 で 天 二 ずみ 


答 波 、 疫 労 、 礎 竹 に 給 く 、 種類 も 弄 滞 です 


馬 m 


棒 ホ チエ イン 


を 社 / 夫 阪 市 二 事 区 者 見 4 子 目 13 番 地価 


重 宙 軍団 ロー ラチ ェ ー ン 


区 料 の ご 請求 は 全社 名 ご 記入 の うえ け ー 係 へ 


休 () 1m 
康介) の 


静か な MD 工法 


地下 連続 壁 工法 


定点 ・ 省 力 化 据 削 機 MDB 一 1500 


に 
ーM で ヾ 半 天 隅 


〇 新型 排 土 装 置 (ダン プ カ ー 直 積み 型 ) の 開発 に 
より 定点 掘削 が で きま す 

〇 定点 撮 削 に より オペ レー ター の 垂直 掘削 に 個人 
差 は あり ませ ん 。 

〇 クラ ムシ エル の 底 は 丸 型 で あり 角 型 の イン ター 
ロッ キン グ を 心 要 と 致し ませ ん 。 … エレ メン 
ト に スラ イム が た まり ませ ん 。 
止 水 性 は 大 で す 。 

〇 トレ ンチ バー・ バ ケッ ト 機 また は 超大 型 バ ケッ 
ト を ロー プ 2 本 掛 に に スピ ー ド を ころ さ ず 一 本 
掛 に て 10 ま で 静か に 巻上げ 可能 な ウイ ンチ を 
セッ ト し 遠隔 操作 も 出来 ます 。 


路 下 作業 専用 機 


特殊 地下 掘削 ・ 計 画 ・ 積 算 方 法 ・ 資 料 の 御用 命 は 下記 へ 
マサ ゴ 連続 壁 グ ルー プー 


(@ | 買 砂 工 業 株 式 会 


足立 区 花畑 町 4 0 7 4 電話 (03)884 一 !636( 代 ) 
商 Ri 9-|2( 第 二 興 亜 ビ ピル) 電話 (03)293 一 8841 
九 町 5 2 (日 生 ピル ) 電話 (06)37! 一 475I( 代 ) 
本 町 2 一 3 一 3 ( 旭 ビ ル ) 電話 (093)521 一 4276 


ゴゴ ゴゴ 


建築 ・ 土 木工 事 の 影 の 主役 一 一 一 


ヴ ル 三 水 中 ポ フ プ 


政 小 型 ポ ンプ か ら 大 型 ポ ンプ まで ……… 
あら ゆる 排水 処理 に ツル ミ が 活躍 し て お り ま す 。 


品 
水中 ポン シ プ 治水 汚物 用 水中 ボン プ 水中 オー ト ポ ン プ 大 下水 中 ポン フ 
水 四 ポ ンプ 固形 汚物 用 水中 ポン プ 汚水 サン ド 用 水中 ボン プ 耐 触 用 水中 ポン プ 


汚水 用 水中 ポン プ 災厄 連動 水中 オー ト ポ ボッ プ サン ド 用 水中 ポン プ 


! SB 型 KT 型 NKZ 型 


ーー 
水 に 挑み 水 と 斗 う ツル ミ ボ ンプ キキ 福 大 阪 市 城東 区 鶴見 4 丁目 7ー17 
⑯ 全 伯 06)911 2 3 5 1( 大 代表 ) 
才 拓 作 f ・ 上 坦 市 城東 区 家 見 4 丁目 6 一 4 
会 杜 電話 (06)911 一 7 2 7 1 (代表 ) 

札幌 
京 溢 ・ 和 歌 山 ・ 二 阪 ・ 神 


最高 の 性 能 を 追求 し た 新 製 品 * 和 員 原 
pariersul JK ず リージ ョ ッ リロ ローラ 
VS の 〇 O 型 


小型 特殊 自動 車 形式 認定 済 
(認定 番号 特 一 131〉 


その 他 


ゃ ハン ドガ イド タイ プ の ベス ト セ ラー VRDA 型 
*2.5ton の 歴史 を 誇る VRT-2.4AE 型 

* 法 面 専用 締 固 機 VRSA 型 

* トレ ー ラ ー 形 締 固 機 VRKA 型 


較 Se に DA 

タイ ハツ オー セ ル 株 式 会 社 

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 中 1 丁目 1 番地 の 17 
4 451-2551 〒 531 

が 名 古屋 営業 所 電話 ( い ) 

人 

守 営 葉 所 生 

(0)Dn1 ( F 関 在 所 生 

作 和 業 所 (2 の ロン 事務 


栖 


の 富 圧 ョ ペル 


ッ ト 容 量 0.45-1.1m' ( 配 準 0.7m')《 山 策 ) 


さら に 高 性 能 の 強力 憎 を 一 この ご 要 紀 に 応 
え 紅 と 新生 場 し た 、( KO 昌 E RBOZ )。 
強 カ エン ジン と 、 そ の パワ ー を 100% 生 か ず 
全 且 力 制御 方 式 と の コン ビ に より 、 舞 前 力 は 強 
カカ その も の 。 広 い 作業 範囲 、 理 珠 的 を 安全 性 、 
軟 玖 6 で や 不 撃 地 で も 全く タフ な 行動 カ 、 
軽快 な 運転 操作 、 快 適 な 居住 性 を 備え た 運転 
室 な ど 、 交 率 本 位 の フル 衝動 破 計 。 現 場 に 奈 
窒 が 生ま れ ま す 【*] 
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本 輌 ワキ タ の 建設 機械 
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どれ を 選ん で も 特技 の 持ち 主 で す 。 
5 上 リト ル シ ャ ン ボ 上 J-8O 型 
遼 久 力 と 作動 の 手軽 さ は 他 に 類 を み ま せ 


トー の 保 作 で き 
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上 昌 人 ロー ド メ イ ト RM-80A 型 


Mi 転 控 作 が 容易 に で きる だ め 、 仕 
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世界 最大 級 大 口径 堅 形 岩 盤 掘削 機 
三菱 - 呈 ュー ズ " 


ピュ ア 4 urngp ご ニン ム 4 
IiD3G 〇 


@ 世 界 最大 級 の 大 口径 皿 形 岩盤 掘削 機 で す 
@ 拓 削 口径 は 3.600x で す 


本 機 は 掘削 径 3.600mm、 世 界 最 大 級 
削 機 で 、 世 界 の 業界 が そ 
の 成果 
の 建設 用 に 開発 し た も の 1 最大 測 
流 8 ノッ ト の 海上 作業 台 に 据え て 、 水 深 
20 一 30m の 海底 岩 に 深き 10 一 30m の 消 
穴 『 削 し 、 橋 脚 の 基礎 ど 

変 2.000kg/cmW と いう 硬い 岩 
盤 で も 掘削 可能 で す 。 山 口 県 
の 橋脚 工 


に 合わ せ お 選び 下さ い 


三菱 重工 業 株 式 会 社 建設 機械 事業 部 トン ネル 機械 課 


豊か な 明日 を つく る 三菱 設 機械 


東京 都 千代 田 区 丸の内 2 5 | 容 東 京 03(212)31I1 
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マレ ンジ な 今回 、 日 本 に が て は 、NOP グ ルー プ が 製造 提携 を 
2 人 ノ 前 旨 と し た 販売 を 担当 数 す 事 に な り ま し た 。 
こ ヽ ィ 


し く 御 愛用 の 程 お 願い 申し 上 に げ ま す 。 


共 酷 な 条件 で 絶大 な る 両 久 力 ノ OTOR" で 有名 な アメ リカ マサ チュ ー 
* 高速 7500rpm 以上 シッ ツ 州 ウオ ル サ ム に ある “"W.H.NICHOLS CO." 
る 低速 20rpm で も スム ー ズ ノ と この “"HYDRAULIC PRODUCTS INCOR - 
* 高 湿 83C ま で ノ PORATED" は 、 姉 妹 会 社 で ある 了 事 を つけ 加え きせ 


低温 一 40C ノ 1 
ゃ 高圧 210 タ cm 使用 可能 ノ ー 


格 2,000psi (140kg プ cm 科 品 人 理論 吐出 量 | ロー ター 市 | ポート 
ク 3,000psi (210kg/cm*) ュー NPTF 


米国 "HYDRAULIC PRODUCTS INCOR- Fa ーー 
ORAT お T 、 製油 圧 モー アグ は 、 042 0.776 | 6.882 
ト -Kro4 05 | ls2 | igs 1 |50-5000RPM 
2 | 239 | wm 1' |0-400RPM 
!9 | 3.92 | 6 | 25.4 | 」/ |s-s0RPW 
254 | 4647 | 62 | 38.1 | 1 巡 |9-0RPM 
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日 本 
販売 元 オイ ルポ ンプ 販売 株 式 会 社 
京都 品 川 区 上 大 崎 2 一 15 一 18 下 EL 442 一 7231 


二流 三 


大 型 ダム 建設 に 活躍 する 
西独 AA 加 G 社 


圏 SAW 85 型 13.5 ト ン 
較 MAW i72 型 6.3 ト ン 豊富 な 実績 : 電源 開発 大 津 岐 ダム に て 使用 され て 
以来 深山 ダム 、 新 高野 ダム 、 多 々 良 木 
ダム ム 等 多数 の 大 型 揚水 発 
電 所 の 建設 工事 に 使用 され て いま す 。 


較 ) Wi65 型 3.3 ト ン 


@ 詳 細 は 下記 に 市 問い 合わ せ 下 さい 
本 邦 取 投 
極東 質 易 株式 会 社 
建 機械 第 | 部 第 1 課 


本 社 和 〒!00-9 区 大 手 町 2 の 2 の |( 新 大 手 町 ビル 7 階 ) 
会 03(244)3812 


支店 札幌 ・ 沼津 ・ 名 古屋 ・ 大 阪 ・ 福 賠 
指定 整備 工場 : 帆 東 洋 内 粒 工業 社 
川崎 市 高津 区 長尾 東 高根 738 低 044(86) 8I71 


三 統 三 
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『C M275Ag-3 アダ ラペ" 
ど の 現場 に も ち 、 ま きわ だ っ た 明 発揮 する 、 TCM ト ラク タ シ ョ ベル 275IIIA、 サイ クル タイ ム 呈 縮 する 作業 性 の 
て 、 アー ティ キュ レー ト に よる 機 抜群 。 茜 本 な 作業 も 思い の まま で す 。 廊 ア ー テ ィ キュ レー ト 式 ・ パ ケッ ト 容 量 5.0m'。 


AuN で さき 庄 
(個人 一 コス 


強力 な 撮 前 力 、 大 き な 撮 削 深 さ で 各 
地 の 現場 で 好評 の UH06D。 と に か く 
作業 量 が ケタ 違い 。 ど ん な 現場 で も 
大 物 ぶ り を 発揮 し て 、 作 業 能率 を グ 
ング ン 高 め て いま す 。 さ ら に 、 オ ペ 
レー タ 尊 重 の デラ ックス な 運転 室 は 、 
長 時 間 運 転 に も 療 れ ず 、 い つも 快適 
な 作業 を お 約束 し ます 
例 大 出力 93PS エ ンジ ン 上 可 訟 % 
形 ポ ンプ に より 提 削 量 は 杖 群 
旬 サ イク ル タ イ ム は 16 一 23 秒 (90' 旋 回 
時 ) と ムダ の な い 素 早い 動き 
@ 2 ボ ポンプ 2 バ ルプ 油圧 方 式 と 合理 
的 な レバ ー 配 置 に より 操作 は 
全 作 拒 の 幅 を 広げ る 弄 富 な アタ ッ チ メン ト 


パケット 容量 0.6m'( 山 積 0.77m) プ 定 
格 出力 93PS 最大 掘削 深き 6.4m 
全 凌 備 重量 17t 
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Pb を 高 の 品 次 


画 オ リ ジ ナ ル 製 作 機 種 ニ ーーーーーー 防 一 般 市 販 品 


埋 種 ブル ドー ザー、 シ ョ ベル 、 ア ス トラ ッ ク ロ ー ラ ー, キ ャ リヤ ー ロ ー 
ファ ルト フイ ニッ シャ ー 等 の クロ ー ラー, フロ ント アイ ドラ ー, スプ ロ 
ご ちほ に スジ ログ > の ケッ ト , 及び その 関連 部 品 。 その他 
2 JA ツー ス , エン ド ビ ピッ ト 等 内 外 各 車種 
ロン ト ア イド ラー な ど 足 廻 り 部 品 の を 取り そろ えて お り ま す 。 


オリ ジ ナ ル に つい て は 難 メ ー カ 
RC (ロー ラ 印 VM 


ー よ り 御 信頼 を いた だ いて お り ま す 式 
株 記 

是非 台 数 の 多 小 に か か わら ず 製 作 に 会 社 朗 愛 癌 5 回 口 ロ 

つい て は 御 相 談 下 さい 。 京都 江 東 区 大 島 5 丁 目 42 番 3 且 電話 (6833571( 代 )ー4 


(683)1922 


(NNJAAKIm) 正 放 
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安全 な 作業 環境 づく り の た め に 


た 訪 森 空気 を 排出 


手 灯 衣 吸 音 欄 カ 捧 用 そ 低 貴章 化 を 実現 し た の で す 


り 半 世紀 入 上 2 交 の 投 術 が つき さ リ あお 


則 に 上 て 角 央 間 に 宙 入 いた し ます 


日 立 マ イ テ ィ ファ ン : の 特長 

@78- 8022 と 高 効率 な の で 、 運 転 経費 か 年 間 300,000 
円 も お トク で す 

@70 80 ホ ー ン 台 と 大 幅 な 低 騒音 化 を 実現 

モー トル の 日 立 の 伝統 を 生か し た 高 信頼 設計 


日 立 マ イ テ ィ 7 ァ ン 


@ お 問い 合わ せ は も より の 党 理 所 一 京 (435)4* 天 舌 (203)578|・ 福 岡 ( :4 )583 に 導 右 屋 (55)311 リ ・ 札 則 (251)3031 
仙台 (27)177 意 山 (85) 2 広島 (2I)5I9 に 高松 (31 り 2 また は 商品 事 本 部 


東吉 才 区 浜松 町 2 丁目 4 番号 選 界 補 史 センタービル) 和合 番号 |05 電 峰 : 京 (435)41K 友 代 


日 拉 泉 作 折 


内 外 機器 株) 


日 本 ワッ カー (株 凍 
長岡 技研 (株) ra 
日 本 建 機工 業 (株 ) … ) 
日 発 実業 (株 ) 4 


佐賀 工業 (株 ) …… 
新 東 加 交易 (株 ) …… 
スチ ー ル ジャ パン (株 ) 
三 和 機 材 (株 ) 
(株 ) 神島 商事 


東洋 工業 (株 ) 
東京 流 検 抽 造 (株 ) 
塚本 索道 (株 ) ……… 
(株 東洋 内 炊 機 工業 社 
(株 ) 立花 商会 


東邦 地下 工 機 (株 ) 。 18 
森 裕 機械 株 ) ぶ 季 
東 日 興 産 (株 ) … 本 ki 
(株 ) トー メン meme 3 
(株 ) 東京 鉄工 所 we 家 定 
(株 ) 株 本 チェ イン …… 3 


山田 機械 工業 (株) 


脇田 機械 工業 (株) 


脚 が いい か ら 、 腕 が いい か ら 作業 の 速 さ に 差 が で きま す 。 


どん な 湿地 で も 、 ど ん な 急斜面 で も ひる まな い 健 脚 ぶ リ 、 た くま 


し く 働き 、 拓 速 作業 な ら お 手 の も の の 超 ワ イド リー チ 。 すべ て が 
この クラ ス " す 。 お まけ に 大 トル クモ ー タ 装備 で サイ クル タ 
イム も グ 『 夫 . こ の 強力 な 足 まわ り 汗 SNWee 

と びっ きり の 掘削 カー 一 作業 の 能 素 アッ 

な ら で っ か く 側 く (住友 ・ リ ンク ベル 皮 

ト LS-2800AJ) に お まかせ くだ さい 


深 掴 り ……6.44m 
詩乃 掘 り ……5.77m 
呈 据 削 半径 …9.64m 


PT 
17t 
ケッ ト 容 量 /0.6m 軸 
e 撤 地 圧 /0.45kg/oW 


000mm ゲ ロ 
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住友 重機 械 建 的 販売 株 式 会 社 画 本 壮 / 大阪 市 東 区 北浜 5 丁目 22 番 地 ( 新 住友 半 TEL 大 阪 (06) 220-9014 


工事 用 器 ・ 
鋼 製 プー ル ・ そ の 他 鉄 則 製 缶 工事 設 
計 抽 人 


山陽 新幹線 トン ネル 工事 各社 納入 

上 部 半 断 面 打 設 用 スチ ー ル フォ ー ム 

L :15.000 自 走 装置 付 

特許 下 預 引 上 装 置 (他社 で は 製作 出来 ませ ん ) 大 阪 事務 所 
人事 務 叫 ・ 


⑩⑳ 佐賀 工業 舞 


本 福 ・ 工 場 富山 旧 高 周 市 束 布 209 TEL 0766-23-1500 ( 代 ) 天下 季 所 ・ 


東京 事務 所 ・ 
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0 \) 一 現場 の 声 で ま 


アタ ッ カ は 使っ て 初め て その よさ が わか り ま す 。 
アタ ッ カ 発売 と 同時 に 使用 者 間 で 大 き な 反響 を よん で いま す 。 較 内 蔵 式 潤滑 機構 に より 、 耐久 性 アッ プ 
ダイ レク ト フ ロー バル プ の 採用 に よる 安定 性 の ある 強力 破砕 。 較 少 な い 圧 気 消費 量 で 強力 破砕 

本 格 的 マフ ラー を 装備 し て 消音 効果 を 高め 、 作 業 環境 を 改 田 鉄 製 の 本 格 的 マフ ラー に より すぐ れ 
善 し ま し た 。 性 能 と 使い や すさ に つい て 数 々 の 配慮 を ほど た 消音 効果 

こし た 新 製品 アタ ッ カ を 一 度 ご 使用 くだ さい 。 あ な た の 腕 一 取 扱い 操作 性 と も 抜群 

が アタ ッ カ の すぐ れ た 性 能 を 感じ と る は ず で す 。 弄 ハ ンマ ー | つて 分 解 組立 OK 


発売 元 


⑳ 束 淫 さ く 央 松 學 株価 美しい 日 本 の まち を つく る らく らく ブ プレー カー 
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wazO 東 洋 工業 遼 式 定 社 アタ ッ カ 20・ ア タッ カ 30 の 2 機種 あり ます 


本 誌 へ の 広告 は 但 生 
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